
HYOGO PREFECTURAL
KOBE CHILDREN’S HOSPITAL ANNUAL REPORT 18 VOL.49

兵庫県立 こども病院 年 報 2018 VOL.49

01病  P 1－021A4



基 本 方 針

　１　患者の権利を尊重した医療の実践

　２　安全・安心と信頼の医療の遂行

　３　高度に専門化されたチーム医療の推進

　４　地域の医療・保健・福祉・教育機関との連携

　５　親とこどもが一体となった治療の推進

　６　こどもへの愛とまことに満ちた医療人の育成

　７　医療ボランティアとの協調による患者サービスの向上

　８　継続的な高度専門医療提供のための経営の効率化

基 本 理 念

　周産期・小児医療の総合施設として、母とこどもの高度

専門医療を通じて、親と地域社会と一体になってこどもた

ちの健やかな成長を目指します。





１　あなたはひとりの人間として尊重され、おもい
やりのある医療を受ける権利があります。

２　あなたとご家族は、理解しやすい言葉や方法で
十分な説明と情報を得て、治療計画に参加する
権利があります。

３　あなたとご家族には、治療方針について同意や
拒否する権利及びセカンドオピニオンを受ける
権利があります。

４　あなたとご家族のプライバシーは守られます。

みなさまと私たちがお互いを尊重しあい、良質な医療を
実現していけるよう次のことにご協力ください。

●　病気について理解し、安心して医療が受けら
れるよう、今までの経過・病状の変化や問題に
ついて詳しく正確にお知らせください。

●　病院のきまりや約束ごとをお守りください。

患 者 の 権 利





ご　挨　拶

兵庫県立こども病院　院長　 　中 尾　秀 人

2018 年度の年報をお届け致します。

平素より当院の運営や診療について、多くのご支援ご指導をいただいておりますことに

厚く御礼申しあげます。本年報にて。当院の診療活動・学術研究活動・広報啓発活動の状

況を皆様にご高覧いただき、それぞれの観点からご意見をいただければ幸いです。

2018 年度を顧みますと、アレルギー疾患の拠点病院としての指定を獲得したことに始

まり、病院新設以来の目標の一つでありました、小児がん拠点病院としての機能が軌道に

乗って参りました。隣接する神戸陽子線センターとの連携のもと、県内のみならず、近畿・

中国・四国方面よりも多くの対象患児をご紹介頂き、入院病棟の確保に工夫を要するほど

となりました。今後の展開としては、移行期医療・AYA 世代のがん治療にも注力した、よ

り包括的な診療の展開を目指しております。また、拠点病院として、日本の小児がん治療

を牽引していくべく、様々な臨床研究にも積極的に参加していく方針です。

一方、周産期部門の医師の確保が困難となり、産科部門の診療制限を余儀なくされたこ

とが反省されます。平成 6 年度に周産期医療センターが開設されて以来、平成 12 年度に

は総合周産期医療センターとして指定を受け、県内各医療機関・行政・大学・医師会のご

協力を得て、第 3 次周産期医療機関の使命を果たして参りましたが、私どもの力不足もあ

り、全国的な周産期部門の医師不足の荒波を回避し得ませんでした。特に当院の特徴であ

りました、胎児疾患を危惧される母胎搬送に十分な対応が困難となり、次善の策を取らざ

るを得なくなり、早期の改善が必須でありました。幸いにも、県内各医療機関と院内の各

部門の協力をもって、年度後半からは、必要な最小限の医療提供が可能となったのは関係

者の力の結集の賜物であり、深く感謝いたします。

こどもとご家族を支える “ 最後の砦 ” として、当院での医療を必要とする患者様に、24

時間体制での切れ目のない対応を心がけてまいりました。急性期の高度な集学的治療を行



うと同時に、院内各部門の理解を得て、長期にわたり疾患と共に生活していくこども達と

ご家族に対する支援と癒やしの場としての機能の充実も図っているところです

今後も集中治療機能、救急医療体制、在宅療養移行支援、移行期医療、地域連携といっ

た診療に直結する部門の充実はもちろん、臨床研究の推進や、小児医療に関する情報の発

信も進めて行きたいと考えております。今後とも、兵庫県立こども病院へのご協力とご支

援をどうぞ宜しくお願いいたします。

最後になりましたが、本年報に企画・作成にご尽力をいただいた広報委員会の皆様に深

謝いたします。
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1．兵庫県立こども病院の設立目的

兵庫県立こども病院は、小児治療が、内科疾患を除いては成人と同じ環境で行われていた当時、小児特有
の検査、診断、治療を行うことのできる小児専門病院の設置を望む社会的要請に応えて、昭和 45（1970）年、
兵庫県政 100 周年を記念して、須磨の地に開設されました。

当院は、小児専門病院としての小児疾患の診断と治療に関する高度に専門化、細分化した診療機能に加え、
小児に関する医療相談機関、小児の保健衛生に関する行政に対する協力機関のみならず、小児医療従事者に
対する育成研修機関としての機能を果たしてきました。

平成 6 年 10 月には、ハイリスク母子の救命を図ることを目的に、ハイリスク母子の 24 時間受け入れ体制
を整備し、妊産婦、胎児、新生児の管理を連続かつ一体的に行うことのできる周産期医療センターを開設し
ました。

また、平成 14 年 10 月より県下の第 3 次小児救急の拠点として救急医療室を開設し、その後、平成 19 年
10 月に、機能を一層充実させた小児救急医療センターを新たにオープンしたほか、平成 25 年 2 月には小児
がん拠点病院に指定され、平成 26 年 4 月に小児がん医療センターを設置しました。

さらに、平成 28 年 5 月には、更なる飛躍を期して、多くの医療施設が集積するメディカルクラスターの
中核施設として、須磨からポートアイランドに移転開院し、平成 29 年 4 月には小児救命救急センターにも
指定されました。

2．沿　　　　　　　　革

（1） 名　　　　　　　称	 兵庫県立こども病院
（2） 開　　　　　　　設	 昭和 45 年４月１日（現管理者　中尾　秀人）
（3） 所　　　在　　　地	 神戸市中央区港島南町１丁目６番７号　TEL 078-945-7300（代表）
（4） 診 療 科 目	 循環器内科　腎臓内科　脳神経内科　血液・腫瘍内科　代謝・内分泌内科
	 周産期内科　新生児内科　心臓血管外科　脳神経外科　小児外科
	 整形外科　形成外科　精神科　アレルギー科　リウマチ科　小児科
	 泌尿器科　産科　眼科　耳鼻咽喉科　リハビリテーション科　放射線科
	 麻酔科　病理診断科　救急科　小児歯科

（5） 病　　　床　　　数	 一般 290 床（稼働 275 床）
（6） 沿　　　　　　　革

昭和 45 年	 4 月	 1 日	 病院開設（管理者　平田　美穂）
昭和 45 年	 4 月	30 日	 病院本館完成
昭和 45 年	 5 月	 8 日	 診療開始
昭和 45 年	 7 月	23 日	 基準寝具実施（寝第 295 号）
昭和 45 年	 9 月	17 日	 基準給食実施（食第 307 号）基準看護実施（看第 130 号）
昭和 46 年	12 月	28 日	 母と子の指導教室完成　現在は母と子の教室と呼称
昭和 47 年	 2 月	 1 日	 基準看護一般特類変更承認（険第 98 号）
昭和 47 年	12 月	 1 日	 基準看護精神特類変更承認（険第 219 号）
昭和 49 年	10 月	 1 日	 基準看護一般特二類変更承認（険第 108 号）基準看護精神特一類変更承

認（険第 108 号）



ー 2 ー

昭和 50 年	 4 月	 1 日	 管理者変更（管理者　児嶋　喜八郎）
昭和 54 年	 3 月	31 日	 全館防災設備工事完成
昭和 54 年	 8 月	 2 日	 日本脳神経外科学会認定医制度による指定訓練場所として認定される
昭和 55 年	 4 月	 1 日	 兵庫県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（昭和 55 年

兵庫県条例第 11 号）により診療科目改正、形成外科、脳神経外科、心臓
血管外科を追加

昭和 56 年	 5 月	 5 日	 シアトル小児整形外科病院医療センターとの間に姉妹病院提携
昭和 56 年	10 月	 7 日	 日本外科学会認定医制度による指定訓練場所として認定される
昭和 56 年	10 月	12 日	 日本麻酔学会認定医制度による指導病院として認定される
昭和 56 年	12 月	 6 日	 日本胸部外科学会認定医認定制度による指定訓練場所として認定される
昭和 57 年	 4 月	 1 日	 日本小児外科学会認定医制度による認定医育成施設として認定される
昭和 58 年	 4 月	 1 日	 日本病理学会認定病理医制度による認定病院として認定される
昭和 58 年	 4 月	11 日	 日本整形外科学会認定医制度研修施設として認定される
昭和 58 年	10 月	 1 日	 日本眼科学会専門医制度による研修施設として認定される
昭和 60 年	 3 月	18 日	 プリンセス ･ マーガレット小児病院との間に姉妹提携
昭和 60 年	 3 月	28 日	 日帰り手術棟完成
昭和 60 年	 4 月	 3 日	 日本形成外科学会認定医研修施設として認定される
昭和 60 年	 4 月	15 日	 日帰り手術棟手術開始
昭和 61 年	 3 月	31 日	 日本小児科学会認定医制度による研修施設として認定される
昭和 61 年	 4 月	 1 日	 管理者変更（管理者　玉木　健雄）
昭和 61 年	 4 月	 1 日	 日本泌尿器科学会専門医教育施設として認定される
昭和 61 年	10 月	 1 日	 日本医学放射線学会専門医制度規定による修練機関として認定される
昭和 62 年	 1 月	22 日	 自家発電設備改良工事完成
平成元年	 2 月	 1 日	 外国医師臨床習練制度による研修施設として認定される
平成 3 年	 5 月	 1 日	 基準看護一般特三類（一部）変更承認（険第 220 号）
平成 4 年	 4 月	 1 日	 基準看護一般特三類（260 床に）変更承認（険第 363 号）医事会計シス

テムの電算化開始、医療業務・事務当直・警備の全面委託開始
平成 4 年	 5 月	 9 日	 週 40 時間制試行
平成 4 年	 5 月	18 日	 病床数 260 床に変更承認（精神病棟廃止）
平成 4 年	 7 月	 6 日	 病床数 290 床に変更承認（兵庫県指令医第 1 － 67 号）
平成 4 年	 7 月	29 日	 周産期医療センター安全祈願祭
平成 4 年	 11 月	 7 日	 週 40 時間制本格実施
平成 5 年	 4 月	 1 日	 管理者変更（管理者　竹峰　久雄）
平成 6 年	 7 月	20 日	 周産期医療センター定礎式
平成 6 年	 9 月	 1 日	 管理者変更（管理者　小川　恭一）
平成 6 年	 9 月	30 日	 ドクターズカー購入
平成 6 年	 9 月	30 日	 周産期医療センター完成
平成 6 年	 10 月	 1 日	 行政組織規則の改正（平成 6 年兵庫県規則第 66 号）により、周産期医療

センターを設置
平成 6 年	 10 月	 3 日	 周産期医療センター開設記念式典
平成 6 年	 10 月	 4 日	 周産期医療センター診療開始
平成 7 年	 1 月	17 日	 阪神・淡路大震災
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平成 7 年	 9 月	 1 日	 本館改修工事に着手
平成 8 年	 4 月	 1 日	 日本産科婦人科学会認定医制度による卒後研修指導施設として指定される
平成 10 年	 6 月	30 日	 本館改修工事完了
平成 11 年	 4 月	 2 日	 管理者変更（管理者　山本　節）
平成 12 年	 3 月	 1 日	 総合周産期母子総合医療センターとして指定される
平成 12 年	 4 月	24 日	 慢性疾患児家族宿泊施設（ファミリーハウス）を開設
平成 13 年	10 月	10 日	 駐車場立体化工事に着手
平成 14 年	 2 月	28 日	 立体駐車場完成
平成 14 年	 4 月	 1 日	 臨床研修病院指定（厚生労働省発医政第 0401006）
平成 14 年	 4 月	 1 日	 地方公営企業法の財務適用から全部適用に移行
平成 14 年	10 月	15 日	 第 3 次小児救急開設（稼働病床 260 床）
平成 15 年	 4 月	 2 日	 管理者変更（管理者　中村　肇）
平成 15 年	10 月	30 日	 臨床研修病院指定（厚生労働省医政発第 1030005 号 -511,519,526,533）
平成 15 年	11 月	28 日	 臨床研修病院指定（厚生労働省医政発第 1128007 号 -330）
平成 16 年	 3 月	22 日	 （財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（ver.3.1）
平成 16 年	 4 月	 1 日	 アレルギー科追加
平成 18 年	 4 月	 1 日	 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設として認定される
平成 18 年	 4 月	 1 日	 日本気管食道科学会専門医研修施設（咽喉系）として認定される
平成 19 年	10 月	 1 日	 小児救急医療センターを開設（稼働病床 266 床）
平成 20 年	 4 月	 1 日	 管理者変更（管理者　丸尾　猛）
平成 21 年	 4 月	 1 日	 医療法施行令の改正に伴う診療科目標榜名変更
平成 21 年	 7 月	 3 日	 （財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（ver.5.0）
平成 21 年	12 月	16 日	 地域医療支援病院の名称使用承認
平成 21 年	 1 月	 4 日	 「母と子の指導教室」を「研修センター」に改修して供用開始
平成 22 年	 4 月	 1 日	 駐車場の拡張（北駐車場増設）と有料化
平成 23 年	 1 月	 4 日	 本館玄関周辺及び玄関ロビーを改修して供用開始
平成 23 年	 4 月	 1 日	 日本精神神経学会精神科専門医研修施設として認定される
平成 24 年	 4 月	 9 日	 中国福利会国際和平婦幼保健院と交流協定締結
平成 25 年	 2 月	 8 日	 小児がん拠点病院として指定される
平成 25 年	 4 月	 1 日	 管理者変更（管理者　長嶋　達也）　
平成 26 年	 4 月	 1 日	 小児がん医療センター設置
平成 26 年	12 月	 8 日	 新生児専用ドクターズカー運行開始
平成 28 年	 5 月	 1 日	 ポートアイランドに移転開院
			   リハビリテーション科追加
平成 29 年	 4 月	 １日	 管理者変更（管理者　中尾　秀人）
			   小児救命救急センターとして指定される
平成 30 年	 4 月	 1 日	 兵庫県アレルギー疾患医療拠点病院として指定される
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総務部長

診療部長

部長（手術調整担当）

医療安全部長

部長（麻酔担当）

部長（集中治療担当）

検査・放射線部長

リハビリテーション部
診療情報管理室
感染対策室
褥瘡対策室

看護部長

参事（人材担当）

薬剤部長

栄養管理部長

家族支援・地域医療連携部長

部長（医療情報担当）

周産期医療センター次長

小児救命救急センター次長

3．業　務　図
（1）　機構一覧表（2018.12.31 現在）

総務課
医事企画課
経理課

循環器内科
腎臓内科
脳神経内科
血液・腫瘍内科
代謝・内分泌内科
心臓血管外科
脳神経外科
小児外科
整形外科
形成外科
精神科
アレルギー科
リウマチ科
小児科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
リハビリテーション科
放射線科
麻酔科
病理診断科
小児歯科

検査部門
放射線検査部門

看護部長室
病棟
外来
手術室
臨床工学室

薬剤部

栄養管理課

家族支援・地域医療連携部

血液・腫瘍内科
放射線科
小児外科
脳神経外科
病理診断科

周産期内科
新生児内科
産科
小児外科

救急科
小児外科
小児集中治療科

総務部次長

（科部長）

医療安全課長

検査技師長
放射線技師長

看護部次長

薬剤部次長

栄養管理課長

家族支援・地域医療連携部課長

（科部長）

（科部長）

（科部長）

管理局長

副院長（診療担当）

副院長（診療支援担当）

副院長（医療連携・医療情報担当）

参事（小児心疾患医療担当）

小児がん医療センター長

周産期医療センター長

小児救命救急センター長

院　長
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（2）担当医師表（2018.12.31 現在）
（1）救急総合診療科	 宅見晃子、田中亮二郎、上村克徳、林卓郎、梶原伸介、楠元真由美、
		  津田雅世、伊藤雄介、藤田杏子、松井鋭

（2）感染症内科	 笠井正志
（3）臨床遺伝科	 森貞直哉
（4）新生児内科	 中尾秀人、芳本誠司、坂井仁美、横田知之、玉置祥子
		  松井紗智子、武岡恵美子、山内貴未

（5） 脳神経内科	 丸山あずさ、豊嶋大作
（6） 循環器内科	 城戸佐知子、田中敏克、富永健太、小川禎治、亀井直哉、
		  松岡道生、三木康暢

（7） 腎臓内科	 貝藤裕史、堀之内智子
（8） 代謝内分泌内科	 郷司克己、尾﨑佳代
（9） 血液・腫瘍内科	 小阪嘉之、長谷川大一郎、石田敏章、田村彰広、山本暢之
		  岸本健治、齋藤敦郎、神前愛子

（10）集中治療科	 長谷川智巳、黒澤寛史、青木一憲、制野勇介、長井勇樹
（11） アレルギー ･ リウマチ科	 中岸保夫、笠井和子
（12） 小児外科	 前田貢作、横井暁子、中尾真、福澤宏明、森田圭一、河原仁守
（13） 心臓血管外科	 大嶋義博、松久弘典、日隈智憲
（14） 脳神経外科	 河村淳史、小山淳二、阿久津宣行
（15） 形成外科	 小野田素大、平山泰樹
（16） 整形外科	 薩摩眞一、坂田亮介、衣笠真紀、河本和泉
（17）リハビリテーション科	 小林大介
（18） 泌尿器科	 杉多良文、春名晶子、大饗政嗣
（19） 耳鼻咽喉科	 大津雅秀、勝沼紗矢香
（20） 眼科	 野村耕治、柳沢翠芳
（21） 精神科	 関口典子、持田啓、玉岡文子
（22） 小児歯科	 小本由美子
（23） 産科	 船越徹、荻野美智、窪田詩乃
（24） 放射線科	 赤坂好宣、杉岡勇典	
（25） 麻酔科	 香川哲郎、高辻小枝子、大西広泰、池島典之、鹿原史寿子、
		  上嶋江利、末田グリンドロド彩、藤原孝志、廣瀬徹也、秋泉春樹、
		  金子隆彦、田中康智、小西麻意

（26） 病理診断科	 吉田牧子
（27） フェロー・専攻医	 倉橋幸也、張慶哲、谷澤直子、大西理史、山田優里子、飯塚理、
		  鮫島智大、花房広昭、村田剛士、三星アカリ、菊池菜摘、近藤亜耶、
		  宍戸亜由美、土井圭、西村明紘、山内悠輔、近藤友里子、
		  広田幸穂（救急総合診療科）
		  黒田淳平、片岡大（新生児内科）
		  山口宏、徳元翔一（脳神経内科）
		  久保慎吾、上村和也、林賢（循環器内科）
		  稲熊洋祐（腎臓内科）
		  中村さやか、二野菜々子、市川貴之、中谷尚子（血液・腫瘍内科）
		  楠本耕平、宮下徳久、染谷真紀、鴻池喜彦、金子尚樹、潮見祐樹、
		  山下由理子、花見洋太朗、山本和宏（集中治療科）
		  鮫島由友、磯野香織、梶原啓資、野村皓三、植村光太郎（小児外科）
		  岩城隆馬、村上優（心臓血管外科）
		  安積麻衣、勝部毅（脳神経外科）
		  黒田諒子（形成外科）
		  加藤達雄（整形外科）
		  波越朋也、大西篤史（泌尿器科）
		  中野由美子、別所佳世子（眼科）
		  ⻆健司、益子沙友里、岩田隆一（産科）
		  田原潤子（放射線科）
		  長谷川達也、神頭彩、上野健史、喜多條真穂、畑澤佐知、
		  横尾知樹、坪井ちづ （麻酔科）
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（3）外来診療スケジュール（2018.12.31 現在）

曜日

科目

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内

科

救急総合診療 ◎藤田 担当医

1,3 週
◎田中（亮） 担当医 ◎津田 担当医

1,3 週
◎張 担当医 ◎上村2,4 週

◎宅見
2,4 週
◎倉橋

アレルギー 笠井（和） 笠井（和） 笠井（和） ◎笠井（和）
リ ウ マ チ 中岸 ◎中岸 中岸 中岸 ◎中岸 中岸
感染症内科 ◎笠井（正）
臨床遺伝科 ◎森貞 ◎森貞 ◎森貞 ◎森貞

神 経 ◎豊嶋
徳元

丸山
担当医

豊嶋
山口

◎山口
担当医

◎丸山
徳元

循 環 器
田中（敏） ◎田中（敏） 田中（敏） 　城戸　 ◎城戸 城戸 ◎富永 富永

◎亀井 亀井 ◎松岡 ◎三木 三木 1,3,5 週◎松岡
2,4 週◎小川

1,3,5 週松岡
2,4 週小川

循環器特殊 城戸
（思春期）

城戸
（成人先天性）

小川
（OD. 不整脈）

田中
（カテ）

担当医
（シナジス）

腎 　 臓 ◎貝藤 担当医 ◎貝藤 担当医 ◎田中（亮）  担当医 ◎貝藤 ◎田中（亮）
◎堀之内 担当医 ◎稲熊 担当医 ◎堀之内 担当医 ◎稲熊

代謝内分泌 検査 三星 三星 ◎尾﨑 尾﨑 ◎郷司 郷司 ◎尾﨑 尾﨑

新 生 児
3 週

◎芳本　三村
1.2.4.5. 週

玉置

◎三村
　黒田

◎芳本
　横田

◎三村
1,3,5 週
片岡
2,4 週

山内（貴）

血液・腫瘍
◎小阪 田村 ◎小阪

化学療法のみ ◎石田 齋藤
◎長谷川

山本
化学療法のみ

岸本長谷川 神前
齋藤 / 神前（長期フォロー）

外

科

小 児 外 科 ◎森田 横井
森田 ◎福澤 福澤 ◎中尾 中尾 ◎前田 前田 ◎横井 横井

ヘルニア外来 1.3.5 週◎前田
2.4 週◎横井

1.3.5 週◎中尾（真）
2.4 週◎福澤

特 殊 外 来 ストマ
尾藤

在宅
中尾（真）

在宅
中尾（真）

心 　 臓
◎大嶋
　松久
　日隈

◎大嶋
　日隈

◎大嶋
　松久

脳 神 経 ◎小山
◎頭の形外来 小山 ◎阿久津 ◎阿久津 ◎河村 ◎河村

担当医 担当医 二分脊椎

形 　 成
  ◎小野田

◎平山
言語療法

 ◎小野田
◎平山

言語療法

整 　 形
◎小林 ◎薩摩 ◎小林 ◎薩摩 ◎衣笠

二分脊椎◎坂田 ◎坂田 ◎衣笠 ◎小林 ◎河本2 週側弯外来
放射線治療科 出水 副島

眼　　　科
◎野村
　柳沢
　中野
　別所

コンタクト
外来

◎野村
　柳沢
　中野
　別所

検査

◎野村
　柳沢
　中野
　別所

検査

泌 尿 器 科 ◎担当医

◎杉多
　春名
◎波越
　大西

検査 ◎担当医 検査

◎春名
　（杉多）
◎波越
　大西

二分脊椎

耳鼻咽喉科
◎大津 大津 ◎勝沼 ◎勝沼

◎大津 大津 ◎勝沼 ◎勝沼1 週・3 週
補聴器

3 週・4 週
補聴器

言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚 言語聴覚
歯　　　科 ◎曽根 曽根 ◎曽根 曽根 ◎曽根 　曽根 ◎田村 田村

精　神　科 関口 関口 ◎小笠原 持田 ◎持田 ◎長谷川 関口 ◎関口 関口
◎持田 ◎持田 玉岡 ◎玉岡 ◎玉岡 玉岡 ◎持田 ◎持田 玉岡 ◎玉岡

卒 煙 外 来 休診

産　　　科
◎船

　　益子
　　窪田
　　金子

超音波
検査

　金子
◎船越

超音波
外来

益子
金子

超音波
検査

◎船越
　窪田

超音波
外来

担当医
◎船越

超音波
検査

＊ 急な学会・出張等で休診・代診になる場合がありますのでご了承下さい。◎印は新患担当医となります。
兵庫県立こども病院　　〒 650-0047　神戸市中央区港島南町 1-6-7
　　　　　　　　　　　代　　　　　　表 TEL 078-945-7300
　　　　　　　　　　　予約センター直通 TEL 078-945-7329　（平日　9 時～ 16 時まで再診、9 時～ 17 時まで初診）
　　　　　　　　　　　予約センター直通 FAX 078-945-7330　（24 時間対応　初診のみ）
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4．職　員
　（1） 職種別人員表（2018.12.31 現在）

職　　種　　別 現　　　員［人］

事　　務　　職 17

技

術

職

医 師 ・ 歯 科 医 師 96（67）

薬 剤 師 19（4）

診 療 放 射 線 技 師 14（1）

臨 床 検 査 技 師 19

栄 養 士 2

看 護 師 565（3）

視 能 訓 練 士 3（1）

心 理 判 定 員 2

精　神　保　健　福　祉　士 1

医　療　福　祉　相　談　員 2

保 育 士 4（2）

言 語 聴 覚 士 4（1）

臨 床 工 学 技 士 11

理 学 療 法 士 3

作 業 療 法 士 1

小 計 746（79）

技　能
労務職 調 理 員 8

合　　　　　　　　　　　　　　計 771（79）

注１　「医師・歯科医師」の現員数は、非常勤医師、研修医師を除く。
　２　(  ) 外書きは、臨時的任用職員
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【入院基本料等の施設基準】		
	 一般病棟入院基本料（急性期一般入院料1）
		  （一般入院）第1099号

【入院基本料等加算の施設基準】		
	 診療録管理体制加算2	 （診療録2）第255号
	 医師事務作業補助体制加算2（20対1）	 （事補2）第166号
	 急性期看護補助体制加算（25対1、5割以上）
		  （急性看護）第194号
	 療養環境加算	 （療）第183号
	 重症者等療養環境特別加算	 （重）第221号
	 無菌治療室管理加算1	 （無菌1）第26号
	 医療安全対策加算1（医療安全対策地域連携加算1含む）
		  （医療安全）第515号
	 感染防止対策加算1
	 （感染防止対策地域連携加算、抗菌薬適正使用支援加算含む）
		  （感染防止1）第78号
	 患者サポート体制充実加算	 （患サポ）第238号
	 褥そうハイリスク患者ケア加算	 （褥瘡ケア）第54号
	 ハイリスク妊娠管理加算	 （ハイ妊娠）第116号
	 ハイリスク分娩管理加算	 （ハイ分娩）第68号
	 入退院支援加算3	 （退支）第259号
	 精神疾患診療体制加算	 （精疾診）第34号
	 呼吸ケアチーム加算	 （呼吸チ）第39号
	 病棟薬剤業務実施加算1	 （病棟薬1）第137号
	 データ提出加算2	 （データ提）第180号

【特定入院料の施設基準】		
	 特定集中治療室管理料1
	 （※経皮的大動脈遮断術、ダメージコントロール手術）
		  （集1）第11号
	 （早期離床・リハビリテーション加算含む）	
	 特定集中治療室管理料2
	 （※経皮的大動脈遮断術、ダメージコントロール手術）
		  （集2）第2号
	 （早期離床・リハビリテーション加算含む）	
	 総合周産期特定集中治療室管理料（※一酸化窒素吸入療法）
		  （周）第7号
	 小児入院医療管理料1（プレイルーム加算を含む）
		  （小入1）第8号
	 食事療養費1（食堂加算を含む）	 （食）第119147号

【医学管理等】		
	 高度難聴指導管理料	 （高）第329号
	 がん性疼痛緩和指導料	 （がん疼）第429号
	 がん患者指導管理料1	 （がん指1）第69号
	 がん患者指導管理料2	 （がん指2）第55号
	 移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
		  （移植管造）第10号
	 乳腺炎重症化予防・ケア指導料	 （乳腺ケア）第37号
	 院内トリアージ実施料	 （トリ）第75号
	 開放型病院共同指導料	 （開）第72号
	 薬剤管理指導料	 （薬）第485号
	 ハイリスク妊産婦連携指導料1	 （ハイ妊連1）第27号
	 ハイリスク妊産婦連携指導料2	 （ハイ妊連2）第11号
	 医療機器安全管理料1	 （機安1）第170号

【検査】		
	 遺伝学的検査	 （遺伝検）第9号
	 検体検査管理加算（Ⅳ）（※造血器腫瘍遺伝子検査）
		  （検Ⅳ）第51号

5. 近畿厚生局長への届出に関する事項（2018 年 12 月 31 日現在）
当院は診療報酬の請求に関し、近畿厚生局長へ以下の事項について届出を行っています。

	 遺伝カウンセリング加算	 （遺伝カ）第6号
	 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
		  （血内）第32号
	 胎児心エコー法	 （胎心エコ）第28号
	 ヘッドアップティルト試験	 （ヘッド）第54号
	 持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
		  （持血測）第51号
	 神経学的検査	 （神経）第146号
	 補聴器適合検査	 （補聴）第42号
	 脳波検査判断料1	 （脳判）第3号
	 小児食物アレルギー負荷検査	 （小検）第94号

【画像診断】		
	 画像診断管理加算2	 （画2）第120号
	 CT撮影（64列以上）及びMRI撮影（1.5以上3テスラ未満）
	 （※大腸ＣＴ撮影加算）	 （Ｃ・Ｍ）第898号
	 冠動脈CT撮影加算	 （冠動Ｃ）第80号
	 心臓MRI撮影加算	 （心臓Ｍ）第64号
	 小児鎮静下MRI撮影加算	 （小児Ｍ）第15号

【投薬】		
	 抗悪性腫瘍剤処方管理加算	 （抗悪処方）第64号

【注射】		
	 外来化学療法加算1	 （外化1）第145号
	 無菌製剤処理料	 （菌）第520186号

【リハビリテーション】		
	 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）
	 〔※廃用症候群リハビリテーション料（Ⅱ）〕
		  （脳Ⅱ）第475号
	 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）	 （呼Ⅰ）第231号
	 集団コミュニケーション療法料	 （集コ）第77号
	 障害児（者）リハビリテーション料	 （障）第33号
	 がん患者リハビリテーション料	 （がんリハ）第82号
	 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）	 （運Ⅰ）第356号

【精神科療法】		
	 児童思春期精神科専門管理加算	 （児春専）第6号

【手術】		
	 頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）
		  （頭移）第5号
	 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
	 （※植込型心電図検査）	 （ペ）第211号
	 （※植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術）
	 大動脈バルーンパンピング法	 （大）第101号
	 胎児胸腔・羊水腔シャント術	 （胎羊）第2号
	 胃瘻造設術	 （胃瘻造）第217号
	 輸血管理料Ⅰ	 （輸血Ⅰ）第276号
	 人工肛門・人口膀胱造設術前処置加算	 （造設前）第77号
	 コーディネート体制充実加算	 （コ体充）第5号

【麻酔】		
	 麻酔管理料（Ⅰ）	 （麻管Ⅰ）第261号
	 麻酔管理料（Ⅱ）	 （麻管Ⅱ）第24号

【放射線治療】		
	 高エネルギー放射線治療	 （高放）第90号

【歯科関係】		
	 初診料(歯科)の注1に掲げる基準	 （歯初診）第2844号
	 歯科外来診療環境体制加算	 （外来環）第673号
	 歯科矯正診断料	 （矯診）第164号

「※」：前記届出で、届出不要
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6．研修・教育認定施設内容

厚生労働省認定病院等

◆［厚生労働省認定］
厚生労働省認定臨床研修指定病院（小児）
厚生労働省認定外国医師臨床研修施設
◆［専門医教育病院学会指定］
日本小児科学会専門医研修施設
日本外科学会外科専門医訓練施設
日本脳神経外科学会専門医訓練施設
日本泌尿器科学会専門医教育施設
日本整形外科学会専門医研修施設
日本眼科学会専門医研修施設
日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
日本病理学会登録施設
日本麻酔学会麻酔指導病院
日本医学放射線学会専門医特殊修練機関
日本胸部外科学会認定医指定施設
日本アレルギー学会認定教育施設
日本リウマチ学会認定教育施設
日本腎臓学会認定研修施設 
日本形成外科学会認定医指導施設
日本小児外科学会認定施設
日本産科婦人科学会専門医研修指導施設
日本内分泌代謝科専門医認定教育施設
日本気管食道科学会認定日本気管食道科専門医研修施設
日本周産期新生児医学会専門医研修施設
日本小児循環器学会専門医修練施設
日本血液学会認定血液研修施設
日本がん治療認定医機構認定研修施設
日本小児血液・がん専門医研修施設
日本小児神経学会専門医研修施設
日本集中治療医学会 集中治療専門医研修施設
日本心臓血管麻酔学会専門医認定施設
日本精神神経学会精神科専門医研修施設

姉妹提携・交流協定病院
シアトル小児病院（アメリカ合衆国）
パース小児病院（オーストラリア）
中国福利会国際和平婦幼保健院（中華人民共和国）
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7．委員会一覧（2018 年 4 月～ 2019 年 3 月）

委員会名 開催回数 活動内容と結果
幹部会 毎月第2月曜日 病院の管理及び運営に関する基本方針等を審議

（1）運営協議会
　（経営実施計画推進委員会） 毎月第4月曜日 幹部会からの指示事項の調査、検討と職員への周知

（2）保険診療対策委員会 毎月最終水曜日 減点内容の検討、返戻に対する対応の検討

①DPCコーディング部会 4回
①部位不明・詳細不明コードの減少へ向けた取組検討
②適切な傷病名コーディングの検証
③DPC傷病名登録の検討
④診療報酬改定（DPC制度）の動向の情報共有等

②在宅医療部会 1回 ①在宅療養における衛生材料・保険医療材料の検討
医療事故防止対策委員会 毎月第4月曜日 リスクマネジメント部会からの報告、事故等案件の状況報告

（1）リスクマネジメント部会 毎月第2火曜日
①各部門の毎月のヒヤリハット発生状況の報告
②医療安全研修会の開催
③医療安全推進週間の啓蒙
④重点取り組み課題の決定と実施、評価

（2）医療事故対策部会 3回 ①事故原因の追及
②再発防止策の策定

倫理委員会 9回 詳細は別紙のとおり
（1）臨床研究専門部会 31回 31件の迅速臨床研究倫理審査を施行した
（2）利益相反部会 0回
臓器提供に関する委員会 0回

（1）臓器提供院内コーディネート部会 9回 臓器移植に係る院内シミュレーション・勉強会の実施
脳死判定委員会 1回 脳死判定シミュレーションの実施

虐待防止委員会 定例3回
事例発生時25回

年間事例の報告
処遇検討

衛生委員会 月1回 職員の健康障害の防止対策等について審議
防災対策委員会 0回
医師及び看護師の負担等軽減推進委員
会 2回 負担軽減計画の策定

職務発明審査会 0回

広報委員会 6回
①ニュースレター「げんきカエル」の発行（年4回）
②2017年報の発行
③病院ホームページの更新

研修教育委員会 毎月第2木曜日 ①症例検討会の実施状況について
②各部会からの報告

（1）図書部会 9回 ①医局購入図書（電子ジャーナル等）見直し
②図書室図書の管理検討

（2）臨床研修病院部会 0回

（3）小児科専門医研修プログラム部会 毎月第3木曜日
小児科専門医研修プログラムの企画・立案と実施の管理
小児科専攻医に対する指導と評価
見学説明会の開催など小児科専攻医のリクルート

省エネルギー推進委員会 日常の省エネルギー活動の推進と活動結果の検証

国際交流推進委員会 9回
①シアトル小児病院研修派遣について
　 ・第11回シアトル小児病院派遣研修について
　 ・シアトル小児病院派遣研修申請・報告について
②特別講演　ロサンゼルス小児病院麻酔科医師

患者サービス向上等推進委員会 2回 ①ハートメッセージの見直し
②ボランティア活動について

（1）接遇部会
治験審査委員会 6回 詳細は別紙のとおり
受託研究審査委員会 0回
共同研究審査委員会 0回
臨床研究支援室運営委員会 2回 こども病院・理研ジョイントシンポジウムについて
医療の質向上委員会 0回

診療材料委員会 6回 ①新規診療材料採用申請の審議
②JITSシステムデータに基づく診療材料変更提案の審議

医療用ガス安全管理委員会 3回 ①医療用ガス設備に係る定期点検の報告
②医療ガス安全講習会開催

情報システム管理委員会 月1回
情報システムの安定的かつ効果的な運用を推進する
①システムに関する要望について審議と対応
②システムの運用状況、障害状況の確認
③システム障害時の対応、マニュアル作成
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診療記録等管理委員会 随時（5回）
診療録等記載マニュアル及び診療録監査要領の策定
新規帳票の承認（血液・輸血製剤同意書の様式作成等）
診療録質的監査について

院内感染対策委員会 毎月第2金曜日
①病院の感染対策に関する審議
②院内外における感染微生物の発生状況の把握
③院内発生時の早急な対応と拡大防止

（1）感染対策チーム（ICT） 毎週木曜日
①院内感染に関する情報収集・相談・対策検討・評価
②感染予防における職員への教育
③院内ラウンド

（2）抗微生物薬適正使用支援チーム
（AST）

毎月1回チーム会議
週1回コアメンバ
ー会議
週3回ショートカ
ンファレンス

①ショートカンファレンスによる抗緑膿菌薬使用状況モニタリング
②抗微生物薬適正使用に関する職員への教育及び地域医療連携研

修会の開催
③特定抗菌薬使用届のテンプレート作成
④AST業務手順書の策定
⑤院内感染対策マニュアルの改訂

外来運営委員会 8回
①外来運営指標分析
②診察待ち時間対策の検討
③総合案内運用開始
④初診料、再診料の算定運用の策定

病棟運営委員会 10回
①病床利用状況の報告
②GCU病床受け入れ拡大後の状況報告
③「身体抑制の同意書」の様式見直し
④「入院診療計画書」の作成運用見直し

手術室運営委員会 第4水曜日

①手術件数報告
②効率的な手術室運営について
③機種保守点検、更新について
④安全、感染について
⑤手術室関連ヒアリハット・インシデントの検討

集中治療室運営委員会 随時（11回）

①病床運用状況
②集中系病棟の機能、構造等の検討
③集中系病棟にかかる運用の検討
　・入退室基準
　・機器、薬剤、システム運用
　・急性期、終末期の指針
④富士通重症系システム改修について

リハビリテーション運営委員会 6回 早期離床リハにおける診療部、看護部との連携構築
兵庫県立総合リハビリテーション中央病院との連携構築

薬事委員会 3回
①医薬品の採用・中止の検討
②医薬品の後発医薬品への切替えの検討
③新規採用医薬品（23品目）、中止医薬品（31品目）、後発医薬品へ

の切替え（26品目）

（1）化学療法レジメン部会 4回

①新規化学療法レジメンについて
②再発固形腫瘍レジメンの登録方法について
③陽子線治療患者の他院レジメンの継続使用について
④がん化学療法レジメン管理要綱の改定
⑤レジメン部会の委員構成について検討及び変更

放射線安全委員会 1回
①放射線業務従事者管理状況について
②放射線安全研修会について
③放射線障害予防規程の変更について

検査委員会 2回　不定期
①検査項目、運用等の変更に関する承認
②検査に関する諸問題の解決
③検査に関する要望

栄養給食委員会 1回
①平成29年度給食及び栄養指導実施状況報告
②院内約束食事基準の改定について
③栄養サポートチーム（NST）部会運営要綱（案）について

（1）栄養サポートチーム（NST）部会 1回 ①栄養指導実施状況報告
②栄養サポートチーム（NST）部会運営要綱（案）について

輸血療法委員会 隔月第1水曜日
①血液製剤の使用状況報告
②輸血に関連した副作用報告
③輸血療法マニュアル改定
④輸血に関する諸問題の対応

褥瘡対策委員会 12回
①院内の褥瘡に関する状況の報告
②褥瘡に関する研修
③褥瘡対策患者対象の回診
④褥瘡に関するデータの共有とケアの評価や対策の検討

クリニカルパス委員会 11回
①クリニカルパスの広報・作成・運用・管理
②院内クリニカルパス大会2回開催
③新規クリニカルパス作成
④電子パス適応に関する運用決定
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在宅推進委員会 11回

①在宅医療に関する各システム、医療機器等の運用・管理につい
て検討

②地域医療機関との連携　
　施設への訪問・在宅医療者研修研修開催（2回／年　看護部と協

働）

呼吸療法委員会 12回

①呼吸器ケアチームからの回診報告
②呼吸器ケアチーム勉強会（年３回）
③呼吸障害ケア部会からの活動報告
④救急医療チームからの活動報告
⑤救急医療チーム勉強会（年１回）

（1）呼吸器ケアサポートチーム 第1、3金曜日 人工呼吸器装着患者に対する①診療支援、②医療安全の向上およ
び環境整備、③勉強会などを通じた教育

（2）救急医療チーム 9回

①2018年9月18日からMET運用開始した　　　　　
　年度末まで大きな問題なし
　METコール件数は月1〜4件
②講演会
　2019年3月19日に外部講師を招聘し勉強会を開催した
　（当院運用開始後の状況報告と講演の2本立て）

小児がん医療センター運営委員会 5回

①近畿ブロック小児がん診療病院連絡会/近畿ブロック小児がん
拠点病院協議会の案内・報告

②入院中患者（高校生）への教育・学習支援について
③小児がんに関する研究及び研修会などの案内・報告
④小児がん拠点病院指定要件等の検討
⑤がん登録にかかる案内･報告等

（1）緩和ケア部会 4回
①緩和ケアチーム　チーム会議検討事項の報告
②緩和ケアチーム　介入手順の策定
③緩和ケア加算開始に向けた検討

総合周産期母子医療センター運営委員会 12回 産科、新生児科の病床利用率・入院患者数、周産期医療研修会につ
いて検討する

小児救命救急センター運営委員会 11回

①救急患者受付状況の報告
②大型連休における救命救急センターの勤務体制の検討
③医療スタッフの安全性の確保に関する検討
④災害・多数受入れマニュアルの検討
⑤防犯設備の設置

小児心臓センター運営委員会 開催なし

予防接種センター運営委員会 6回

予防接種センターの事業運営にかかる実績確認と課題等の検討
①予防接種等（「接種件数」等）
②市町等に対する接種に関する情報等の提供（「ホームページ」）
③医療相談（「電話相談」）
④医療従事者向け研修（「予防接種基礎講座」）

小児アレルギー疾患センター運営委員会 3回
①アレルギー疾患連絡協議会について
②アレルギー拠点病院について
③アレルギー疾患対策事業について

地域医療支援病院委員会 1回
病院運営懇話会 1回

病院機能評価受審準備委員会 12回
①病院機能評価受審に向けた院内課題解決の進捗管理
②病院機能評価訪問審査の受入準備
③病院機能評価受審結果の取りまとめ
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各種委員会（別紙）
名　　称 委 員 長 開催日時 場　所 出席者数 議　　題

倫理委員会 前田　貢作 5 月 9 日　9:30 ～ 会議室 11 １　日本人新生児を対象とした脊髄性筋萎縮症マス・スク
リーニングのパイロット研究：SMN1遺伝子欠失の検出を
目的とした新しいマス・スクリーニングシステムの確立
＜横田新生児内科医長＞

２　白血病細胞のin vitro薬剤感受性試験＜山本血液・腫瘍
内科医長＞

３　難治性小児中枢神経腫瘍を対象としたINF-β併用が
んペプチドカクテルワクチン療法　第Ⅱa相臨床試験

（NCCV+IFNβ p2a）＜山本血液・腫瘍内科医長＞
倫理委員会 前田　貢作 6 月 13 日　9:30 ～ 会議室 8 １　遺伝子分析装置、及び呼吸器感染症起因菌遺伝子検出

試薬を用いた各種検体による臨床性能評価試験：多施設
研究＜幸福検査技師長＞

２　新生児横隔膜ヘルニアの治療標準化に関する国際共同
研究＜横井小児外科部長＞

倫理委員会 前田　貢作 7 月 11 日　9:30 ～ 会議室 10 １　学童期から青年期前期における二分脊椎症児の健康関
連QOLの実態及びその養育者の心理的状況の概念形成
に関する研究＜杉多泌尿器科部長＞

倫理委員会 前田　貢作 8 月 8 日　9:30 ～ 会議室 10 １　多施設共同気管挿管レジストリー　NEAR４KIDS
（National Emergency Airway Registry for Children）＜長
井集中治療科医長＞

２　疾患オミックス解析拠点研究と公的データベース・難
病レジストリー構築＜森貞臨床遺伝科部長＞

３　食物アレルギー保有患児とその両親の食生活関連調査
（共同研究）＜鳥井栄養管理課主査＞

倫理委員会 前田　貢作 9 月 19 日　9:30 ～ 会議室 10 １　白金製剤による難聴発症の原因遺伝子解析に関する研
究＜大津耳鼻咽喉科部長＞

２　小児急性骨髄性白血病難治例の前方視野的観察研究
（JPLSG-AML-R15)＜山本血液・腫瘍内科医長＞

倫理委員会 前田　貢作 10 月 10 日　9:30 ～ 会議室 9 １　高リスク神経芽腫の再発・再増大における微小残存病
変（MRD)の動態を検討する多施設共同観察研究＜山本血
液・腫瘍内科医長＞

２　小児造血器腫瘍におけるクリニカルシーケンスの実行
可能性に関する研究（JPLSG-CSeq-17）＜山本血液・腫瘍
内科医長＞

倫理委員会 前田　貢作 11 月 14 日　9:30 ～ 会議室 8 １　高張食塩水による小児頭部外傷治療の予後に対する影
響　アジア小児集中治療ネットワーク（PACCMAN）前向
き多施設観察研究＜黒澤集中治療科医長＞

２　免疫グロブリン療法不応の川崎病に対する2nd lineと
してのインフリキシマブ投与効果に関する多施設共同観
察研究＜倉橋総合診療科フェロー＞

倫理委員会 前田　貢作 12 月 19 日　9:30 ～ 会議室 10 １　先天性横隔膜ヘルニアにおける胎児MRI画像の肺の形
態・成熟度を利用した重症度分類の有用性についての多
施設共同研究＜横井小児外科部長＞

２　蛋白漏出性胃腸症患者へ対するブデソニド（ゼンター
コート＠カプセル）の投与＜上村循環器内科フェロー＞

倫理委員会 前田　貢作 2 月 12 日　9:30 ～ 会議室 9 １　希少未診断疾患に対する診断プログラムの開発に関す
る研究＜森貞臨床遺伝科部長＞

治験審査委員会 郷司　克己 4 月 20 日　16:30 ～ 会議室 9 現在進行中の治験2課題の継続について審議した。また、2
課題の終了と1課題の中止を報告した

治験審査委員会 郷司　克己 6 月 15 日　16:30 ～ 会議室 9 現在進行中の治験3課題の継続について審議した
治験審査委員会 郷司　克己 8 月 17 日　16:30 ～ 会議室 10 現在進行中の治験1課題の継続について審議した
治験審査委員会 郷司　克己 10 月 19 日

16:30 ～
会議室 10 IDEC-C2B8（医師主導治験）の実施の適否について審議、ま

た現在進行中の治験1課題の継続について審議した。また、
1課題の終了を報告した

治験審査委員会 郷司　克己 12 月 21 日
16:30 ～

会議室 8 血友病A/B患者対象の非介入試験の実施の適否について審
議、現在進行中の治験2課題の継続について審議した。また、
1課題の中止を報告した

治験審査委員会 郷司　克己 2 月 15 日　16:30 ～ 会議室 9 PKC412の実施の適否について審議、現在進行中の治験5課
題の継続について審議した。また、1課題の中止を報告した
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第 1 節　患者数統計
1．総　括

（1）年度別

区　　　　分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

外

来

a 診 療 日 数 日 244 243 243 244 244 

b 新 患 者 数 人 7,744 7,687 7,347 10,498 13,019 

c 一 日 平 均 新 患 者 数 人 31.7 31.6 30.2 43.0 53.4 

d 延 患 者 数 人 85,527 86,135 84,099 93,614 99,518 

e 一 日 平 均 延 患 者 数 人 350.5 354.5 346.1 383.7 407.9 

f 平 均 通 院 日 数 日 11.0 11.2 11.4 8.9 7.6 

入

院

g 稼 働 日 数 日 365 366 365 365 365 

h 稼 動 病 床 数 床 266 266 267 269 275 

I 入 院 患 者 数 人 5,406 5,546 5,681 6,478 6,213 

j 一日平均入院患者数 人 14.8 15.2 15.6 17.7 17.0 

k 退 院 患 者 数 人 5,392 5,580 5,651 6,505 6,202 

l 一日平均退院患者数 人 14.8 15.2 15.5 17.8 17.0 

m 延 入 院 患 者 数 人 83,843 83,583 76,733 85,354 79,417 

n 一 日 平 均 延 患 者 数 人 229.7 228.4 210.2 233.8 217.6 

o 病 床 利 用 率 ％ 86.4 85.9 78.7 86.9 79.1 

p 病 床 回 転 数 回 20.3 20.9 21.2 24.1 22.6 

r 日 帰 入 院 患 者 数 人 237 371 369 415 393

s N I C U ・ G C U 
入 院 患 者 数 人 961 933 720 824 797 

t 平 均 在 院 日 数 日 14.5 14.0 12.5 12.1 11.8 

u 外 来 入 院 比 率 ％ 102.0 103.1 109.6 109.7 125.3 

v 入 院 率 ％ 69.8 72.1 77.3 61.7 47.7 

計
算
式

f　平均通院日数	 ＝ d/b
o　病床利用率	 ＝（m/（h × g））× 100
p　病床回転数	 ＝（（I+k）/2）/h
t　平均在院日数	 ＝（m-k）/（（I+k）/2）
u　外来入院比率	＝（d/m）× 100
v　入院率	 ＝（I/b）× 100
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（2）月別患者統計
H30 年度

区　　　　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年度計

外

来

a 診 療 日 数 日 20 21 21 21 23 18 22 21 19 19 19 20 244 

b 新 患 者 数 人 997 1,107 1,051 1,262 1,284 992 1,034 1,021 1,132 1,153 929 1,057 13,019 

c 一 日 平 均 新 患 者 数 人 49.9 52.7 50.0 60.1 55.8 55.1 47.0 48.6 59.6 60.7 48.9 52.9 53.4 

d 延 患 者 数 人 7,751 7,708 7,545 8,662 10,551 7,669 8,226 8,048 8,480 8,184 7,464 9,230 99,518 

e 一 日 平 均 延 患 者 数 人 387.6 367.0 359.3 412.5 458.7 426.1 373.9 383.2 446.3 430.7 392.8 461.5 407.9 

f 平 均 通 院 日 数 日 7.8 7.0 7.2 6.9 8.2 7.7 8.0 7.9 7.5 7.1 8.0 8.7 7.6 

入

院

g 稼 働 日 数 日 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

h 稼 動 病 床 数 床 275 275 275 275 275 275 275 275 275 275 275 275 275 

I 入 院 患 者 数 人 525 454 486 528 624 475 532 526 475 537 484 567 6,213 

j 一日平均入院患者数 人 17.5 14.6 16.2 17.0 20.1 15.8 17.2 17.5 15.3 17.3 17.3 18.3 17.0 

k 退 院 患 者 数 人 512 488 483 472 665 458 552 490 535 471 490 587 6,203

l 一日平均退院患者数 人 17.1 15.7 16.1 15.2 21.5 15.3 17.8 16.3 17.3 15.2 17.5 18.9 17.0 

m 延 入 院 患 者 数 人 6,631 6,378 5,930 6,184 7,036 6,152 6,564 6,744 7,112 6,720 6,528 7,438 79,417 

n 一 日 平 均 延 患 者 数 人 221.0 205.7 197.7 199.5 227.0 205.1 211.7 224.8 229.4 216.8 233.1 239.9 217.6 

o 病 床 利 用 率 ％ 80.4 74.8 71.9 72.5 82.5 74.6 77.0 81.7 83.4 78.8 84.8 87.2 79.1 

p 病 床 回 転 数 回 1.9 1.7 1.8 1.8 2.3 1.7 2.0 1.8 1.8 1.8 1.8 2.1 22.6 

r 日 帰 入 院 患 者 数 人 27 29 37 30 52 40 32 30 28 30 21 37 393

s N I C U ・ G C U 
入 院 患 者 数 人 65 55 44 57 72 67 79 87 71 66 61 73 797 

t 平 均 在 院 日 数 日 11.8 12.5 11.2 11.4 9.9 12.2 11.1 12.3 13.0 12.4 12.4 11.9 11.8 

u 外 来 入 院 比 率 ％ 116.9 120.9 127.2 140.1 150.0 124.7 125.3 119.3 119.2 121.8 114.3 124.1 125.3 

v 入 院 率 ％ 52.7 41.0 46.2 41.8 48.6 47.9 51.5 51.5 42.0 46.6 52.1 53.6 47.7 

計
算
式

f　平均通院日数	＝ d/b
o　病床利用率	 ＝（m/（h × g））× 100
p　病床回転数	 ＝（（I+k）/2）/h
t　平均在院日数	＝（m-k）/（（I+k）/2）
u　外来入院比率	＝（d/m）× 100
v　入院率	 ＝（I/b）× 100
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2．月別科別外来患者数
H30 年度

科　名 区　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

循 環 器 内 科
新患者数 38 50 55 47 56 39 34 44 31 38 43 26 501 

再来患者数 749 616 680 752 1,090 661 737 684 775 655 668 916 8,983 
延患者数 787 666 735 799 1,146 700 771 728 806 693 711 942 9,484 

腎 臓 内 科
新患者数 12 16 8 29 38 13 6 10 16 12 6 10 176 

再来患者数 219 227 235 292 362 214 225 213 268 241 215 308 3,019 
延患者数 231 243 243 321 400 227 231 223 284 253 221 318 3,195 

神 経 内 科
新患者数 10 10 13 15 17 13 11 11 15 10 8 11 144 

再来患者数 281 278 296 285 358 261 284 323 324 332 331 354 3,707 
延患者数 291 288 309 300 375 274 295 334 339 342 339 365 3,851 

血 液 ・ 腫
瘍 内 科

新患者数 9 4 7 13 4 6 13 11 4 3 6 10 90 
再来患者数 339 302 303 416 529 358 360 376 413 385 368 507 4,656 
延患者数 348 306 310 429 533 364 373 387 417 388 374 517 4,746 

代 謝 ・ 内
分 泌 内 科

新患者数 12 16 19 19 25 15 14 14 15 15 13 14 191 
再来患者数 456 523 487 483 645 524 518 526 514 512 519 590 6,297 
延患者数 468 539 506 502 670 539 532 540 529 527 532 604 6,488 

新 生 児 内 科
新患者数 2 2 4 4 4 4 0 2 3 2 2 1 30 

再来患者数 203 188 168 178 200 187 225 185 160 189 176 213 2,272 
延患者数 205 190 172 182 204 191 225 187 163 191 178 214 2,302 

心臓血管外科
新患者数 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

再来患者数 77 75 63 86 89 82 64 71 83 80 77 78 925 
延患者数 77 75 65 86 89 82 64 71 83 80 77 78 927 

脳 神 経 外 科
新患者数 24 23 17 32 29 34 29 43 31 27 20 31 340 

再来患者数 316 269 250 349 469 304 277 242 369 311 280 396 3,832 
延患者数 340 292 267 381 498 338 306 285 400 338 300 427 4,172 

小 児 外 科
新患者数 34 42 39 51 57 38 40 41 37 37 38 42 496 

再来患者数 412 356 381 432 569 361 394 378 444 409 381 510 5,027 
延患者数 446 398 420 483 626 399 434 419 481 446 419 552 5,523 

整 形 外 科
新患者数 65 81 86 76 79 75 144 99 99 83 84 90 1,061 

再来患者数 627 549 537 653 801 558 575 504 599 568 496 738 7,205 
延患者数 692 630 623 729 880 633 719 603 698 651 580 828 8,266 

形 成 外 科
新患者数 29 31 32 43 38 29 28 37 36 36 32 32 403 

再来患者数 280 278 260 279 324 259 286 279 282 303 244 322 3,396 
延患者数 309 309 292 322 362 288 314 316 318 339 276 354 3,799 

精 神 科
新患者数 19 11 9 17 18 5 14 22 23 23 20 18 199 

再来患者数 276 319 297 312 395 299 345 360 366 311 346 359 3,985 
延患者数 295 330 306 329 413 304 359 382 389 334 366 377 4,184 

ア レ ル ギ
ー 内 科

新患者数 2 7 2 6 5 4 4 4 4 2 8 14 62 
再来患者数 94 116 89 120 135 111 129 124 120 120 130 142 1,430 
延患者数 96 123 91 126 140 115 133 128 124 122 138 156 1,492 

リ ウ マ チ 科
新患者数 2 1 6 5 4 1 1 2 4 3 5 5 39 

再来患者数 90 114 105 107 142 77 111 103 114 97 101 130 1,291 
延患者数 92 115 111 112 146 78 112 105 118 100 106 135 1,330 
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科　名 区　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

感 染 症 内 科
新患者数 2 0 4 2 1 0 2 3 0 0 0 0 14 

再来患者数 13 15 8 14 11 11 3 4 10 3 3 6 101 
延患者数 15 15 12 16 12 11 5 7 10 3 3 6 115 

臨 床 遺 伝 科
新患者数 5 7 6 9 10 7 6 8 3 9 3 0 73 

再来患者数 40 46 50 60 76 50 58 59 65 67 59 72 702 
延患者数 45 53 56 69 86 57 64 67 68 76 62 72 775 

泌 尿 器 科
新患者数 65 64 57 70 76 60 76 62 62 59 56 69 776 

再来患者数 409 378 351 464 586 426 472 406 438 392 384 476 5,182 
延患者数 474 442 408 534 662 486 548 468 500 451 440 545 5,958 

産 科
新患者数 9 12 19 17 10 10 13 12 18 12 8 7 147 

再来患者数 98 135 129 174 181 193 264 211 184 183 125 129 2,006 
延患者数 107 147 148 191 191 203 277 223 202 195 133 136 2,153 

眼 科
新患者数 34 50 38 35 46 36 56 38 45 44 46 37 505 

再来患者数 705 755 740 733 911 651 732 757 657 642 623 729 8,635 
延患者数 739 805 778 768 957 687 788 795 702 686 669 766 9,140 

耳 鼻 咽 喉 科
新患者数 33 35 46 43 49 29 42 38 40 36 41 40 472 

再来患者数 403 349 369 428 541 362 363 467 445 376 372 433 4,908 
延患者数 436 384 415 471 590 391 405 505 485 412 413 473 5,380 

リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 科

新患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
再来患者数 8 10 8 9 5 4 3 2 4 2 3 1 59 
延患者数 8 10 8 9 5 4 3 2 4 2 3 1 59 

放 射 線 科
新患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

再来患者数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 
延患者数 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

麻 酔 科
新患者数 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 

再来患者数 63 48 69 63 85 66 63 78 63 55 49 69 771 
延患者数 63 48 69 63 85 66 63 79 64 55 49 69 773 

総 合 診 療 科
新患者数 18 26 16 14 32 22 31 22 21 17 18 19 256 

再来患者数 202 195 208 229 280 217 231 252 219 214 207 244 2,698 
延患者数 220 221 224 243 312 239 262 274 240 231 225 263 2,954 

救 急 科
新患者数 505 543 498 634 612 488 410 443 564 622 406 516 6,241 

再来患者数 282 346 280 367 334 309 318 283 295 430 255 293 3,792 
延患者数 787 889 778 1,001 946 797 728 726 859 1,052 661 809 10,033 

小 児 集 中
治 療 科

新患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
再来患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

歯 科
新患者数 68 76 68 81 74 64 60 54 60 63 66 65 799 

再来患者数 112 114 131 115 149 131 155 140 137 154 123 158 1,619 
延患者数 180 190 199 196 223 195 215 194 197 217 189 223 2,418 

合 計
新患者数 997 1,107 1,051 1,262 1,284 992 1,034 1,021 1,132 1,153 929 1,057 13,019 

再来患者数 6,754 6,601 6,494 7,400 9,267 6,677 7,192 7,027 7,348 7,031 6,535 8,173 86,499 
延患者数 7,751 7,708 7,545 8,662 10,551 7,669 8,226 8,048 8,480 8,184 7,464 9,230 99,518 
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3．月別科別入院患者数
H30 年度

科　名 区　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

循 環 器 内 科
新規入院患者数 36 33 42 36 46 37 36 35 37 28 41 38 445 
退院患者数 36 34 46 39 54 38 34 42 41 31 43 46 484 
延患者数 475 458 544 440 432 413 555 608 579 537 529 564 6,134 

腎 臓 内 科
新規入院患者数 2 7 6 10 6 6 4 6 7 7 8 1 70 
退院患者数 7 8 10 5 10 5 5 7 6 6 11 6 86 
延患者数 100 68 56 89 107 87 92 106 117 97 124 98 1,141 

神 経 内 科
新規入院患者数 9 5 6 10 20 8 9 13 8 16 13 11 128 
退院患者数 11 14 7 16 19 13 15 15 17 15 21 15 178 
延患者数 223 193 83 129 138 158 129 181 165 192 196 195 1,982 

血 液 ・ 腫
瘍 内 科

新規入院患者数 79 74 75 66 78 59 89 69 66 82 62 74 873 
退院患者数 73 85 81 59 78 68 89 63 77 72 68 72 885 
延患者数 1,359 1,474 1,400 1,376 1,430 1,258 1,298 1,222 1,372 1,317 1,241 1,352 16,099 

代 謝 ・ 内
分 泌 内 科

新規入院患者数 1 1 3 2 4 2 0 1 4 4 4 4 30 
退院患者数 2 1 2 3 5 2 2 3 4 5 5 8 42 
延患者数 12 6 13 16 46 16 16 23 19 29 23 52 271 

新 生 児 内 科
新規入院患者数 33 28 24 29 35 36 38 48 38 36 31 34 410 
退院患者数 23 35 20 16 38 29 38 29 39 20 37 33 357 
延患者数 971 934 642 788 940 884 926 999 1,241 1,050 1,041 1,152 11,568 

心臓血管外科
新規入院患者数 7 6 9 17 13 7 8 10 8 10 14 10 119 
退院患者数 9 10 12 10 21 8 7 15 10 14 9 16 141 
延患者数 204 214 201 149 248 209 124 217 214 180 165 236 2,361 

脳 神 経 外 科
新規入院患者数 20 14 14 16 17 14 13 10 16 19 15 8 176 
退院患者数 20 18 15 19 18 13 13 12 19 19 13 14 193 
延患者数 167 177 155 170 125 148 138 106 158 142 144 185 1,815 

小 児 外 科
新規入院患者数 62 39 58 51 79 61 53 68 65 49 49 73 707 
退院患者数 67 41 59 51 86 62 58 64 73 45 59 78 743 
延患者数 431 407 477 436 511 374 359 455 484 456 477 445 5,312 

整 形 外 科
新規入院患者数 21 25 25 25 38 14 21 28 23 23 23 30 296 
退院患者数 31 23 21 27 42 19 22 21 36 15 27 33 317 
延患者数 269 309 350 497 472 280 286 372 401 323 384 388 4,331 

形 成 外 科
新規入院患者数 24 16 13 18 27 18 25 17 18 18 18 26 238 
退院患者数 22 19 15 11 33 17 28 16 22 17 16 31 247 
延患者数 100 138 115 110 195 108 133 145 146 100 126 156 1,572 

精 神 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ア レ ル ギ
ー 内 科

新規入院患者数 5 12 4 10 18 11 13 11 8 11 8 6 117 
退院患者数 5 13 4 9 19 11 13 11 8 11 8 6 118 
延患者数 5 25 4 18 22 11 13 17 8 11 8 7 149 

リ ウ マ チ 科
新規入院患者数 0 1 0 4 4 3 1 1 1 3 4 2 24 
退院患者数 0 1 1 4 3 4 1 1 1 2 1 6 25 
延患者数 27 38 9 43 29 35 4 11 3 8 57 53 317 
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科　名 区　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

感 染 症 内 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

臨 床 遺 伝 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

泌 尿 器 科
新規入院患者数 26 27 21 33 37 23 27 27 18 21 25 29 314 
退院患者数 27 27 21 30 38 20 32 27 22 18 26 29 317 
延患者数 141 158 119 151 192 136 156 140 125 91 135 184 1,728 

産 科
新規入院患者数 12 7 19 21 20 20 26 22 23 23 14 23 230 
退院患者数 14 13 19 13 18 18 25 23 25 24 16 17 225 
延患者数 278 176 266 217 422 429 521 539 492 482 316 519 4,657 

眼 科
新規入院患者数 42 32 41 33 44 30 27 31 26 36 31 37 410 
退院患者数 43 31 42 32 44 30 31 24 33 31 31 38 410 
延患者数 190 124 168 136 198 116 110 104 124 126 127 162 1,685 

耳 鼻 咽 喉 科
新規入院患者数 10 13 14 12 13 10 15 10 14 14 12 10 147 
退院患者数 11 11 14 10 16 8 15 13 15 12 13 9 147 
延患者数 68 66 102 69 90 66 112 72 86 87 88 76 982 

リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 科

新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

放 射 線 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

麻 酔 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

総 合 診 療 科
新規入院患者数 102 86 88 115 107 96 108 91 69 103 86 123 1,174 
退院患者数 104 96 90 111 114 90 117 88 80 105 81 127 1,203 
延患者数 938 781 631 756 781 812 995 820 722 825 715 947 9,723 

救 急 科
新規入院患者数 6 3 2 2 1 4 0 1 2 2 0 2 25 
退院患者数 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 
延患者数 7 4 2 2 1 4 0 1 3 2 0 1 27 

小 児 集 中
治 療 科

新規入院患者数 28 25 22 18 17 16 19 27 24 32 26 26 280 
退院患者数 5 7 4 7 9 3 7 15 6 9 5 3 80 
延患者数 666 628 593 592 657 608 597 606 653 665 632 666 7,563 

歯 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計
新規入院患者数 525 454 486 528 624 475 532 526 475 537 484 567 6,213 
退院患者数 512 488 483 472 665 458 552 489 535 471 490 587 6,202 
延患者数 6,631 6,378 5,930 6,184 7,036 6,152 6,564 6,744 7,112 6,720 6,528 7,438 79,417 
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4．年度別科別外来患者数

科　名 区　分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

循 環 器 内 科
新患者数 512 519 536 621 501 

再来患者数 8,451 8,638 8,525 8,924 8,983 
延患者数 8,963 9,157 9,061 9,545 9,484 

腎 臓 内 科
新患者数 138 135 135 159 176 

再来患者数 3,168 3,197 3,103 3,141 3,019 
延患者数 3,306 3,332 3,238 3,300 3,195 

神 経 内 科
新患者数 138 149 110 139 144 

再来患者数 3,573 3,134 2,916 3,289 3,707 
延患者数 3,711 3,283 3,026 3,428 3,851 

血液・腫瘍内科
新患者数 80 89 66 71 90 

再来患者数 3,567 3,716 4,122 4,156 4,656 
延患者数 3,647 3,805 4,188 4,227 4,746 

代謝・内分泌内科
新患者数 167 141 168 219 191 

再来患者数 4,933 5,148 5,373 6,013 6,297 
延患者数 5,100 5,289 5,541 6,232 6,488 

新 生 児 内 科
新患者数 541 531 35 29 30 

再来患者数 2,653 2,709 2,200 2,271 2,272 
延患者数 3,194 3,240 2,235 2,300 2,302 

心 臓 血 管 外 科
新患者数 5 7 1 1 2 

再来患者数 1,509 1,610 1,330 1,097 925 
延患者数 1,514 1,617 1,331 1,098 927 

脳 神 経 外 科
新患者数 328 394 338 308 340 

再来患者数 3,812 3,829 4,048 3,803 3,832 
延患者数 4,140 4,223 4,386 4,111 4,172 

小 児 外 科
新患者数 634 637 539 543 496 

再来患者数 5,223 5,463 5,360 5,144 5,027 
延患者数 5,857 6,100 5,899 5,687 5,523 

整 形 外 科
新患者数 871 807 910 1,023 1,061 

再来患者数 5,167 5,028 5,649 6,617 7,205 
延患者数 6,038 5,835 6,559 7,640 8,266 

形 成 外 科
新患者数 437 433 387 374 403 

再来患者数 2,976 3,467 2,858 3,006 3,396 
延患者数 3,413 3,900 3,245 3,380 3,799 

精 神 科
新患者数 87 119 108 133 199 

再来患者数 3,598 3,686 3,782 3,879 3,985 
延患者数 3,685 3,805 3,890 4,012 4,184 

アレルギー内科
新患者数 72 54 54 64 62 

再来患者数 1,424 1,505 1,328 1,203 1,430 
延患者数 1,496 1,559 1,382 1,267 1,492 

リ ウ マ チ 科
新患者数 14 28 39 

再来患者数 524 1,171 1,291 
延患者数 538 1,199 1,330 
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科　名 区　分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

感 染 症 内 科
新患者数 6 9 14 

再来患者数 19 121 101 
延患者数 25 130 115 

臨 床 遺 伝 科
新患者数 21 52 73 

再来患者数 195 437 702 
延患者数 216 489 775 

泌 尿 器 科
新患者数 714 684 729 757 776 

再来患者数 4,694 4,463 4,407 4,982 5,182 
延患者数 5,408 5,147 5,136 5,739 5,958 

産 科
新患者数 539 434 183 196 147 

再来患者数 2,526 2,148 1,779 1,950 2,006 
延患者数 3,065 2,582 1,962 2,146 2,153 

眼 科
新患者数 517 502 451 499 505 

再来患者数 9,888 10,036 8,456 8,843 8,635 
延患者数 10,405 10,538 8,907 9,342 9,140 

耳 鼻 咽 喉 科
新患者数 436 441 436 457 472 

再来患者数 5,720 6,017 5,021 4,932 4,908 
延患者数 6,156 6,458 5,457 5,389 5,380 

リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 科

新患者数 0 0 0 
再来患者数 448 550 59 
延患者数 448 550 59 

放 射 線 科
新患者数 0 0 0 0 0 

再来患者数 0 0 15 10 1 
延患者数 0 0 15 10 1 

麻 酔 科
新患者数 10 16 3 4 2 

再来患者数 976 1,026 842 836 771 
延患者数 986 1,042 845 840 773 

総 合 診 療 科
新患者数 164 198 218 215 256 

再来患者数 1,280 1,271 1,303 2,082 2,698 
延患者数 1,444 1,469 1,521 2,297 2,954 

救 急 科
新患者数 586 616 1,154 3,789 6,241 

再来患者数 825 852 1,846 3,142 3,792 
延患者数 1,411 1,468 3,000 6,931 10,033 

小児集中治療科
新患者数 1 0 0 

再来患者数 0 0 0 
延患者数 1 0 0 

歯 科
新患者数 768 781 744 808 799 

再来患者数 1,820 1,505 1,303 1,517 1,619 
延患者数 2,588 2,286 2,047 2,325 2,418 

合 計
新患者数 7,744 7,687 7,347 10,498 13,019 

再来患者数 77,783 78,448 76,752 83,116 86,499 
延患者数 85,527 86,135 84,099 93,614 99,518 
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5．年度別科別入院患者数

科　名 区　分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

循 環 器 内 科
新規入院患者数 367 440 383 397 445 

退院患者数 443 495 420 456 484 
延患者数 8,993 8,519 5,456 5,941 6,134 

腎 臓 内 科
新規入院患者数 63 76 102 92 70 

退院患者数 80 88 136 109 86 
延患者数 1,238 1,394 1,746 1,481 1,141 

神 経 内 科
新規入院患者数 45 24 78 101 128 

退院患者数 135 90 163 173 178 
延患者数 1,961 1,722 1,847 2,577 1,982 

血液・腫瘍内科
新規入院患者数 569 672 697 954 873 

退院患者数 591 717 697 965 885 
延患者数 10,559 12,166 11,520 14,642 16,099 

代謝・内分泌内科
新規入院患者数 41 35 66 50 30 

退院患者数 48 51 69 60 42 
延患者数 337 447 420 546 271 

新 生 児 内 科
新規入院患者数 542 517 423 439 410 

退院患者数 539 526 387 404 357 
延患者数 19,549 17,900 15,021 14,185 11,568 

心 臓 血 管 外 科
新規入院患者数 136 133 144 133 119 

退院患者数 150 143 174 149 141 
延患者数 3,654 4,436 2,894 2,554 2,361 

脳 神 経 外 科
新規入院患者数 180 171 226 202 176 

退院患者数 247 216 253 234 193 
延患者数 3,399 2,868 2,277 1,985 1,815 

小 児 外 科
新規入院患者数 741 856 766 764 707 

退院患者数 833 954 809 793 743 
延患者数 8,035 8,214 6,379 6,143 5,312 

整 形 外 科
新規入院患者数 249 239 244 296 296 

退院患者数 256 240 266 331 317 
延患者数 3,500 3,582 3,497 4,639 4,331 

形 成 外 科
新規入院患者数 257 269 217 221 238 

退院患者数 265 278 223 229 247 
延患者数 1,747 1,722 1,400 1,448 1,572 

精 神 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 

アレルギー内科
新規入院患者数 22 40 64 119 117 

退院患者数 48 56 81 122 118 
延患者数 374 343 228 205 149 

リ ウ マ チ 科
新規入院患者数 22 16 24 

退院患者数 37 17 25 
延患者数 323 195 317 
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科　名 区　分 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

感 染 症 内 科
新規入院患者数 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 
延患者数 0 0 0 

臨 床 遺 伝 科
新規入院患者数 0 2 0 

退院患者数 0 2 0 
延患者数 0 4 0 

泌 尿 器 科
新規入院患者数 266 264 264 337 314 

退院患者数 276 270 277 342 317 
延患者数 1,408 1,394 1,412 1,695 1,728 

産 科
新規入院患者数 508 415 331 345 230 

退院患者数 509 422 319 359 225 
延患者数 9,916 9,900 7,626 7,870 4,657 

眼 科
新規入院患者数 436 407 425 426 410 

退院患者数 438 407 423 426 410 
延患者数 1,954 1,790 1,828 1,805 1,685 

耳 鼻 咽 喉 科
新規入院患者数 128 128 104 136 147 

退院患者数 131 130 102 136 147 
延患者数 948 893 725 924 982 

リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 科

新規入院患者数 0 0 0 
退院患者数 0 0 0 
延患者数 0 0 0 

放 射 線 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 

麻 酔 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 

総 合 診 療 科
新規入院患者数 7 5 142 926 1,174 

退院患者数 6 8 153 1,043 1,203 
延患者数 1,839 1,469 2,487 8,773 9,723 

救 急 科
新規入院患者数 849 855 776 206 25 

退院患者数 397 489 570 39 4 
延患者数 4,432 4,824 3,447 323 27 

小児集中治療科
新規入院患者数 207 316 280 

退院患者数 92 116 80 
延患者数 6,200 7,419 7,563 

歯 科
新規入院患者数 0 0 0 0 0 

退院患者数 0 0 0 0 0 
延患者数 0 0 0 0 0 

合 計
新規入院患者数 5,406 5,546 5,681 6,478 6,213 

退院患者数 5,392 5,580 5,651 6,505 6,202 
延患者数 83,843 83,583 76,733 85,354 79,417 
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6．年齢別患者状況
H30 年度

年　齢　区　分
外　　来 入　　院

患者数（人） 構成比（％） 患者数（人） 構成比（％）

0 歳～ 1 歳未満 3,748 10.2% 999 20.4%

1 歳以上～ 3 歳未満 6,631 18.1% 909 18.6%

3 歳～ 6 歳未満 7,658 20.9% 936 19.2%

6 歳～ 13 歳未満 11,245 30.7% 1,275 26.1%

13 歳以上～ 16 歳未満 3,961 10.8% 333 6.8%

16 歳以上 3,393 9.3% 435 8.9%

合　　　計 36,636 100.0% 4,887 100.0%

7．地域別患者状況
（1）外来	 （2）入院

区　　分
29 年度 30 年度

患者数 構成比 患者数 構成比

兵

庫

県

神戸市 14,569 53.1% 17,304 56.9%

姫路市 1,110 4.0% 1,087 3.6%

尼崎市 353 1.3% 349 1.1%

明石市 2,172 7.9% 2,271 7.5%

西宮市 986 3.6% 1,071 3.5%

洲本市 180 0.7% 199 0.7%

芦屋市 360 1.3% 362 1.2%

伊丹市 219 0.8% 245 0.8%

相生市 49 0.2% 46 0.1%

豊岡市 270 1.0% 287 0.9%

加古川市 720 2.6% 707 2.3%

赤穂市 119 0.4% 117 0.4%

西脇市 169 0.6% 154 0.5%

宝塚市 366 1.3% 408 1.3%

三木市 345 1.3% 345 1.1%

高砂市 223 0.8% 215 0.7%

川西市 126 0.5% 123 0.4%

小野市 235 0.9% 237 0.8%

三田市 542 2.0% 635 2.1%

加西市 157 0.6% 123 0.4%

篠山市 148 0.5% 169 0.6%

養父市 75 0.3% 74 0.2%

丹波市 287 1.0% 291 1.0%

区　　分
29 年度 30 年度

患者数 構成比 患者数 構成比

兵

庫

県

神戸市 2.384 51.6% 2,379 53.3%

姫路市 155 3.4% 143 3.2%

尼崎市 55 1.2% 45 1.0%

明石市 311 6.7% 350 7.8%

西宮市 158 3.4% 154 3.4%

洲本市 30 0.6% 37 0.8%

芦屋市 69 1.5% 50 1.1%

伊丹市 35 0.8% 27 0.6%

相生市 6 0.1% 7 0.1%

豊岡市 59 1.3% 53 1.2%

加古川市 107 2.3% 105 2.3%

赤穂市 17 0.4% 13 0.3%

西脇市 32 0.7% 12 0.3%

宝塚市 67 1.5% 39 0.9%

三木市 65 1.4% 49 1.1%

高砂市 31 0.7% 18 0.4%

川西市 21 0.5% 13 0.3%

小野市 45 1.0% 39 0.9%

三田市 94 2.0% 107 2.4%

加西市 32 0.7% 26 0.6%

篠山市 24 0.5% 33 0.7%

養父市 7 0.2% 17 0.4%

丹波市 52 1.1% 41 0.9%
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※実患者数

8．公費負担患者状況
H30 年度

公費負担制度 件数 構成比

1. 小児慢性特定疾患 1,354 49.1%

2. 育成医療 85 3.1%

3. 養育医療 144 5.2%

4. 児童福祉（措置） 52 1.9%

5. 特定疾患 44 1.6%

6. 生活保護 72 2.6%

7. 精神保健 44 1.6%

8. 自　　費 962 34.9%

合　　計 2,757 100.0%

区　　分
29 年度 30 年度

患者数 構成比 患者数 構成比

兵

庫

県

南あわじ市 214 0.8% 201 0.7%

朝来市 131 0.5% 117 0.4%

淡路市 257 0.9% 266 0.9%

宍粟市 94 0.3% 86 0.3%

加東市 189 0.7% 180 0.6%

たつの市 184 0.7% 175 0.6%

猪名川町 26 0.1% 34 0.1%

多可町 65 0.2% 65 0.2%

稲美町 104 0.4% 106 0.3%

播磨町 117 0.4% 136 0.4%

市川町 25 0.1% 29 0.1%

福崎町 45 0.2% 36 0.1%

神河町 18 0.1% 20 0.1%

太子町 72 0.3% 76 0.2%

上郡町 20 0.1% 21 0.1%

佐用町 28 0.1% 28 0.1%

香美町 45 0.2% 48 0.2%

新温泉町 37 0.1% 26 0.1%

その他 32 0.1% 39 0.1%

計 25,483 93.0% 28,508 93.7%

近畿圏 971 3.5% 1,024 3.4%

近畿圏外 959 3.5% 889 2.9%

総　計 27,413 100.0% 30,421 100.0%

区　　分
29 年度 30 年度

患者数 構成比 患者数 構成比

兵

庫

県

南あわじ市 50 1.1% 35 0.8%

朝来市 27 0.6% 52 1.2%

淡路市 55 1.2% 21 0.5%

宍粟市 13 0.3% 8 0.2%

加東市 28 0.6% 21 0.5%

たつの市 33 0.7% 30 0.7%

猪名川町 2 0.0% 1 0.0%

多可町 14 0.3% 12 0.3%

稲美町 11 0.2% 21 0.5%

播磨町 19 0.4% 25 0.5%

市川町 6 0.1% 5 0.1%

福崎町 9 0.2% 6 0.1%

神河町 1 0.0% 5 0.1%

太子町 11 0.2% 15 0.3%

上郡町 5 0.1% 3 0.1%

佐用町 3 0.1% 0 0.0%

香美町 6 0.1% 9 0.2%

新温泉町 8 0.2% 8 0.2%

その他 0 0.0% 9 0.2%

計 4,157 90.0% 4,043 90.5%

近畿圏 195 4.2% 170 3.8%

近畿圏外 265 5.7% 253 5.7%

総　計 4,617 100.0% 4,466 100.0%
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9．時間外患者状況
H30 年度

科　名 区　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

循 環 器 内 科
外来 0 1 1 1 2 0 1 0 3 2 0 0 11 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 
計 0 1 1 1 2 0 1 0 3 2 2 1 14 

腎 臓 内 科
外来 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 4 
入院 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2 
計 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 1 0 6 

神 経 内 科
外来 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 
入院 0 1 0 1 0 1 0 0 0 5 0 1 9 
計 0 1 0 2 0 1 0 0 0 5 0 2 11 

血 液 ・ 腫
瘍 内 科

外来 0 1 1 1 0 1 1 2 2 4 1 3 17 
入院 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 5 
計 0 1 1 2 0 1 2 3 3 4 2 3 22 

代 謝 ・
内 分 泌 内 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

新 生 児 内 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 6 9 8 8 9 14 11 14 12 11 13 17 132 
計 6 9 8 8 9 14 11 14 12 11 13 17 132 

心臓血管外科
外来 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 

脳 神 経 外 科
外来 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 
入院 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 
計 0 1 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 5 

小 児 外 科
外来 2 1 1 6 2 4 2 1 4 1 2 4 30 
入院 1 0 2 1 1 2 4 2 3 3 2 2 23 
計 3 1 3 7 3 6 6 3 7 4 4 6 53 

整 形 外 科
外来 0 1 1 2 0 3 1 2 0 0 2 1 13 
入院 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 
計 1 2 1 3 0 3 1 2 0 0 3 1 17 

形 成 外 科
外来 2 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 5 
入院 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 
計 2 0 0 0 1 0 2 0 1 0 0 0 6 

精 神 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ア レ ル ギ
ー 内 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

リ ウ マ チ 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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科　名 区　分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

感 染 症 内 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

臨 床 遺 伝 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

泌 尿 器 科
外来 1 2 2 1 2 2 4 1 1 1 3 2 22 
入院 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 
計 1 3 2 1 2 2 4 1 1 1 4 2 24 

産 科
外来 1 1 1 3 3 2 2 4 2 0 0 1 20 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
計 1 1 1 3 3 2 2 4 2 0 0 2 21 

眼 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

耳 鼻 咽 喉 科
外来 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 5 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 5 

リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

放 射 線 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

麻 酔 科
外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

総 合 診 療 科
外来 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
入院 20 25 26 38 26 27 29 27 22 33 23 30 326 
計 20 25 26 38 27 27 29 27 22 33 23 30 327 

救 急 科

外来 637 681 580 772 624 636 512 512 669 802 476 610 7,511 
入院 2 2 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 8 

計 639 683 581 772 624 637 512 512 669 803 476 611 7,519 

小 児 集 中
治 療 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 12 7 5 7 6 2 5 7 6 10 2 12 81 

計 12 7 5 7 6 2 5 7 6 10 2 12 81 

歯 科

外来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

入院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計

外来 644 690 587 788 638 650 524 522 685 812 485 622 7,647 

入院 42 47 42 58 42 47 51 52 45 64 45 65 600 

計 686 737 629 846 680 697 575 574 730 876 530 687 8,247 

10．小児がん患者入院延べ日数　　　平成 30 年度【総計】5,875 日
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区　分 単位
29 年度 30 年度 決算評価
決　算 計画 決　算 計画対比 前年対比 計画対比 前年対比

業　　
務　　
量

入　
院

許 可 病 床 数 床 290 290 290 0 0
稼 働 病 床 数 床 269 275 275 0 6
病 床 利 用 率 ％ 86.9 79.9 79.1 △ 0.8 △ 7.8 × ×
病床利用率（一般のみ） ％ 86.9 79.9 79.1 △ 0.8 △ 7.8 × ×
延 入 院 患 者 数 人 85,354 80,189 79,417 △ 772 △ 5,937 × ×

１日当たり患者数 人 / 日 234 220 218 △ 2 △ 16 × ×
新 規 入 院 患 者 数 人 6,478 6,216 6,213 △ 3 △ 265 × ×
平 均 在 院 日 数 日 12.1 11.9 11.8 △ 0.1 △ 0.3 ○ ○
入 院 単 価 円 94,215 99,427 100,843 1,416 6,628 ○ ○
入 院 単 価（ 一 般 ） 円 94,215 99,427 100,843 1,416 6,628 ○ ○

外　
来

延 外 来 患 者 数 人 93,614 98,106 99,518 1,412 5,904 ○ ○
１日当たり患者数 人 / 日 384 402 408 6 24 ○ ○

外 来 単 価 円 17,722 17,638 17,365 △ 273 △ 357 × ×
新 規 外 来 患 者 数 人 10,498 13,165 13,019 △ 146 2,521 × ○
紹 介 率 ％ 95.3 85.5 85.6 0.1 △ 9.7 ○ ×

手 術 件 数 件 4,647 3,605 3,453 △ 152 △ 1,194 × ×
救 急 車 搬 送 患 者 数 人 1,994 2,014 2,148 134 154 ○ ○

収　　
支

入 院 収 益 百万円 8,042 7,973 8,009 36 △ 33 ○ ×
外 来 収 益 百万円 1,659 1,730 1,728 △ 2 69 × ○
そ の 他 医 業 収 益 百万円 128 133 135 2 7 ○ ○
＊ 医 業 収 益 ＊ 百万円 9,828 9,837 9,872 35 44 ○ ○
医 業 外 収 益 百万円 141 156 182 26 41 ○ ○
長 期 前 受 金 戻 入 額 百万円 763 745 773 28 10 － －
＊ 経 常 収 益 計 ① ＊ 百万円 10,732 10,738 10,827 89 95 ○ ○
給 与 費 百万円 7,734 7,673 7,637 △ 36 △ 97

（うち退職給与金） 百万円 346 225 225 0 △ 121
（うち退職給付引当金） 百万円 140 140 81 △ 59 △ 59

（うち賞与引当金） 百万円 331 346 346 0 15
材 料 費 百万円 2,091 2,170 2,110 △ 60 19

（うち薬品費） 百万円 1,206 1,279 1,246 △ 33 40
（うち診療材料費） 百万円 814 823 794 △ 29 △ 20

経 費 百万円 1,944 2,013 2,060 47 116
減 価 償 却 費 百万円 1,330 1,304 1,301 △ 3 △ 29
そ の 他 の 医 業 費 用 百万円 56 48 57 9 1
＊ 医 業 費 用 ＊ 百万円 13,155 13,208 13,165 △ 43 10
医 業 外 費 用 百万円 266 229 225 △ 4 △ 41
＊ 経 常 費 用 計 ② ＊ 百万円 13,421 13,437 13,390 △ 47 △ 31
繰入前経常損益③ ( ①－② ) 百万円 △ 2,689 △ 2,699 △ 2,563 136 126 ○ ○
一 般 会 計 繰 入 金 ④ 百万円 2,322 2,455 2,455 0 133 － －
経 常 損 益 ⑤ ( ③ ＋ ④ ) 百万円 △ 368 △ 245 △ 109 136 259 ○ ○
特 別 利 益 ⑥ 百万円 21 947 956 9 935 － －
特 別 損 失 ⑦ 百万円 31 8 21 13 △ 10 － －
当 期 純 損 益 ⑤ ＋ ⑥ － ⑦ 百万円 △ 378 694 827 133 1,205 ○ ○

経
営
指
標

医
業
収
益
比
率

給 与 費 比 率 ％ 78.7 78.0 77.4 △ 0.6 △ 1.3 ○ ○
材 料 費 比 率 ％ 21.3 22.1 21.4 △ 0.7 0.1 ○ ×

（うち薬品費比率） ％ 12.3 13.0 12.6 △ 0.4 0.4 ○ ×
（うち診療材料費比率） ％ 8.3 8.4 8.0 △ 0.3 △ 0.2 ○ ○

経 費 比 率 ％ 19.8 20.5 20.9 0.4 1.1 × ×
経 常 収 支 比 率 ％ 97.3 98.2 99.2 1.0 1.9 ○ ○

※紹介率＝地域支援病院の紹介率

経理状況
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1．救急総合診療科（総診）

１．スタッフ
科長　田中亮二郎
　　　宅見晃子、上村克徳、津田雅世、藤田杏子
フェロー
　　　張慶哲、倉橋幸也

２．活動内容
当院は小児専門病院であるため臓器別、疾患別に専門分野が細分化され、複数の臓器に問題を抱える患者

さんであっても単一科で診ているケースもあった。しかし、患者さんから多様な医学的問題に関して多角的
に診療をおこなって欲しいというニーズがあり、当科の総合診療部門はそのニーズに応えるために創設され
た。2018 年 4 月から田中亮二郎、宅見晃子、上村克徳、津田雅世、藤田杏子、張慶哲、倉橋幸也の計 7 名
が担当している。基礎疾患の有無に関わらず、小児救命救急センターの救急外来から入院となった患者さん

（外傷などの外因性から内因性まで）の対応、他科からのコンサルテーション、外科系患者の内科管理、検
診・予防接種を含めた予防医学、在宅医療の推進が当科の大きな役目となっている。最近ではリウマチ科と
共同して川崎病の管理にあたっている。また当科に多い感染症疾患に関しては、感染症科と密接に連携して
診療にあたっている。それぞれの医師のキャリアーは異なるが、チームとして ‘‘ こどもにとって最善の利益
を目指し誠実かつ謙虚に診療し、地域医療への貢献と小児医療の進歩に邁進すること ‘‘ を常に考え日々の診
療を行っている。また専攻医教育の充実は、当科の大きな使命と考えている。木曜日以外の 12：30 からス
タッフや専攻医がさまざまなテーマについて発表し、日々研鑽している。今年度、専攻医近藤亜耶（1 月）、
大野茜子（1-2 月）、宍戸亜由美（2-3 月）、田中俊光（2-3 月）、三星アカリ（4-5 月）、飯塚理（4-9 月）、大
西理史（4-9 月）、山田優里子（6-11 月）、村田剛士（10-12 月）、花房宏昭（10-12 月）が研修を行った。ま
た他県立病院から初期研修医の受け入れも行った（飯田尚樹　県立尼崎医療センター 4 月、　野谷梨紗子　
県立尼崎医療センター　5 月、青戸一恵　県立加古川医療センター　8-9 月、福原悠太　県立淡路医療セン
ター　7 月）。この 1 年間の外来患者は、2953 名（内初診 262 名）で、入院患者数は 1323 名であった。
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主要疾患名 人数（人）
上気道感染症（鼻咽頭炎、咽頭炎、扁桃炎、中耳炎など） 56
インフルエンザ 12
クループ症候群 17
下気道感染症（気管支炎、細気管支炎、肺炎、肺膿瘍など） 235
深頸部膿瘍（扁桃周囲膿瘍、咽後膿瘍、傍咽頭膿瘍など） 4
熱性けいれん（単純型、複雑型） 109
無熱性けいれん、てんかん 40
中枢神経感染症（無菌性髄膜炎、細菌性髄膜炎、脳膿瘍、急性脳炎 / 脳症など） 11
菌血症・敗血症（GAS、GBS、肺炎球菌など菌が判明したもの） 5
アナフィラキシー（アナフィラキシーショックを含む） 14
気管支喘息 80
尿路感染症（急性巣状細菌性腎炎を含む） 40
関節炎・骨髄炎 15
胃食道逆流症 7
消化管感染症（細菌性、ウイルス性） 56
消化管出血（上部、下部） 4
皮膚軟部組織感染症（膿痂疹、蜂窩織炎、筋炎など） 30
感染性心内膜炎 2
川崎病 59
IgA 血管炎 8
腸重積症（非観血的整復症例） 15
頭部外傷（脳震盪、頭蓋骨骨折、頭蓋内出血などで内科的管理のみ行った症例） 57
その他の外傷（熱傷、溺水、高エネルギー外傷、四肢骨折などで内科的管理のみ） 53
異物（消化管、気道） 5
薬物中毒 14
身体表現性障害（転換性障害、身体化障害、疼痛性障害など）、摂食障害 12
その他 16

計 1323
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2．救急総合診療科（救急）

１．診療活動
平成 14 年 10 月に救急医療室が開設されて当院における救急医療の歴史がスタートして以来、平成 19

年 10 月には小児救急医療センターが専用の集中治療室を持った独立した建物としてオープンし、さらに
平成 28 年 5 月の新病院移転によって新たな救急医療センターが設置された。そしてこれまで 15 年間の三
次救急医療の実績を踏まえて平成 29 年 4 月から全国で 12 番目、近畿圏では初めての小児救命救急センタ
ーに指定された。

新病院に移転してからは、救急外来を担当する部門、救急外来から入院する比較的軽症の患者を担当す
る入院部門、重症患者を担当する集中治療部門に分けて運用している。救急外来部門に関しては、小児救
命救急センター長の田中亮二郎、山口善道、楠元真由美、梶原伸介、林卓郎、松井鋭、谷澤直子（フェロ
ー）の計 7 名が担当した。救急患者の受け入れをより積極的に行うために、救急車の依頼を断らないこと
を徹底し、2 次の患者や初期の患者も来院すれば受け入れることで対応し、平日の日勤帯も救急担当を配
置している。その結果、総受診者数は 11，530 人、救急車による搬送件数は 1908 件に増加し、神戸市の
救急隊からの応需率は 100％に近い数字となっている。

平成 29 年 10 月より神戸市が開始した救急電話相談事業＃ 7119 経由で当院を紹介されて受診する軽症
の外傷も増加し、外科系各科からの指導を受けながらできるだけ救急医が縫合や骨折の固定なども実施す
るようにしている。外因性疾患は総受診者数の 3 割に上るようになった。

近隣の医療施設からの出迎え搬送の依頼にもできるだけ対応するようにしているが、看護師や医師が常
に搬送に出ることができる体制を組めていない現状を何とか改善したい。

今後は病院が掲げている「断らない救急」を実現すべく、体制整備を進めたい。

２．スタッフ
救急総合診療科（救急）：田中亮二郎、山口善道（1 － 8 月）、楠元真由美、梶原伸介、林卓郎、松井鋭、
谷澤直子（フェロー）
専攻医：三星あかり（平成30年2月）
　　　　大野茜子（平成30年3月）
　　　　井上葵子（平成30年4月）
　　　　岸奈津美（平成30年5月）
　　　　石田貴裕（平成30年6月）
　　　　西村明紘（平成30年7月）
　　　　菊池菜摘（平成30年8月）
　　　　広田幸穂（平成30年9月）
　　　　大西理史（平成30年10～11月）

他県立病院初期研修医の研修（１ヶ月）
野谷梨紗子（県立尼崎医療センター）、青戸一恵（県立加古川医療センター）、小野雅敬（県立淡路医療セ
ンター）、古川達也（県立淡路医療センター）、高橋諒（県立淡路医療センター）、福石悠太（県立淡路医
療センター）、田辺皓（県立淡路医療センター）
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小児救命救急センター　救急外来統計　2018 年 1 月～ 12 月

1．救急患者数　　　　　　　　　　　　　　　3．住所地別患者数
H28 H29 H30

平日昼間

初診
帰宅 244 448 721

入院 143 224 256

再診
帰宅 423 1155 1633

入院 253 399 470

平日夜間

初診
帰宅 212 730 1624

入院 105 191 203

再診
帰宅 369 785 1483

入院 145 249 280

休日

初診
帰宅 321 1109 2248

入院 119 201 215

再診
帰宅 516 1203 2059

入院 179 308 338

合計 3029 7002 11530

2．救急車、ヘリコプター搬送
H28 H29 H30

当院救急車 8 42 27

公的救急車 890 1561 1824

他救急車 22 47 30

ヘリ 35 37 28

4．救命救急センター総受診数の推移

入院 帰宅 総計

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

兵庫県 892 1492 1675 1971 5186 9366 2863 6678 11041

神戸 584 1022 1164 1516 4236 8182 2100 5258 9346

阪神南 44 64 87 91 242 313 135 306 400

阪神北 36 62 62 53 117 184 89 179 246

東播磨 114 143 162 175 302 366 289 445 528

北播磨 47 85 71 58 129 155 105 214 226

中播磨 15 25 39 28 55 61 43 80 100

西播磨 11 13 15 14 31 20 25 44 35

但馬 8 10 11 4 12 5 12 22 16

丹波 13 24 26 18 29 24 31 53 50

淡路 20 44 38 14 33 56 34 77 94

県外 52 80 82 114 244 407 166 324 489

合計 944 1572 1757 2085 5430 9773 3029 7002 11530
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3．代謝内分泌科

１．スタッフ
　　部長（科長）	 郷司　克己
　　部長	 尾﨑　佳代
　　フェロー	 奥野　美佐子（2018 年 1 月 1 日～ 9 月 30 日）
　　専攻医	 三星　アカリ（2018 年 10 月 1 日～ 12 月 31 日）

本年はスタッフ 2 名、フェロー 1 名の 3 名体制で診療をおこなった。10 月 1 日付けで、フェローの奥野
美佐子医師が県立淡路病院へ異動となったことに伴い、専攻医の三星アカリ医師が配属となった。また、専
攻医 6 名が 1 ヶ月間の研修を行った。

２．診療活動
代謝内分泌科は小児における大きな特性である成長と成熟にかかわる疾患、すなわち低身長症、肥満、糖

尿病、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患、思春期発来異常、性分化異常などを対象としている。本年度
の新規外来患者数は 342 名と昨年より 19 名増加した。施設は日本内分泌学会の認定教育施設に認定され、
内分泌専門医を目指す小児科医の研修支援を行っている。　

糖尿病の治療においては最新の持続血糖測定モニタリングを導入したことにより、患者の QOL が改善し、
血糖コントロールも良好となる症例がみられた。また、ヌーナン症候群に対する成長ホルモン治療が保険適
応となったため、臨床遺伝科、循環器科と協力し成長ホルモン治療を開始した。

当科においては遺伝工学的手法を駆使して診療にあたることが社会的要請に合致することと考え分子生
物学的技術を用いた解析に努めている。本年度は、原因不明であった副甲状腺機能低下症の症例に対し、
Autoimmune regulator(AIRE) 遺伝子のヘテロ接合性ミスセンス変異を同定し、病態を明らかにすることがで
きた。今後も神戸大学小児科とも協力しながら、分子生物学的手法を用いた解析、研究を臨床の場に役立て
たいと考えている。

当科は患者様に対する治療法の改善、患者様の生活の質の向上を目的とした臨床治験にも積極的に参加し
ている。本年度は昨年に引き続き、1 型糖尿病の治療に欠かせない超速攻型インスリンの新薬の治験に参加
した。

外来患者（新患）
　 患者数

低 身 長 症 123
甲 状 腺 疾 患 22
性 腺 疾 患 85
副 腎 5
糖 代 謝 異 常 16
肥 満 15
マススクリーニング
ク レ チ ン 症 11
先 天 代 謝 異 常 症 3
先天性副腎過形成 4
そ の 他 58

計 342

入院患者
患者数

低 身 長 症 10
糖 代 謝 異 常 18
性 腺 疾 患 2
甲 状 腺 疾 患 2
副 腎 疾 患 5
そ の 他 7

計 44
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4．リウマチ科

１．人事異動
　【スタッフ】
　　科長	 中岸　保夫
　　医長	 笠井　和子

２．診療活動
16 歳未満で発症した小児の膠原病・リウマチ性疾患を対象に主に外来で診療している。具体的には、昔

は若年性関節リウマチ（JRA）と呼ばれていた若年性特発性関節炎（JIA）、全身性エリテマトーデス（SLE）、
若年性皮膚筋炎（JDM）、全身性強皮症、シェーグレン症候群、他にはクリオピリン関連周期熱症候群（CAPS）、
家族性地中海熱などの自己炎症性疾患、川崎病や高安動脈炎を含めた血管炎症候群などが対象になる。入院
管理は総合診療科と協力して診療にあたっている。

こどもの膠原病・リウマチ性疾患に対しては、標準的な医療のみならず、重症度に応じて適切な免疫抑制
薬や生物学的製剤を用いて積極的な治療を行っている。

３．特色
外来診療にあたっては、小児施設には数少ない日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師（リウマチケア

看護師）が在籍している。患児の気持ちを理解し、患児自身が理解・納得できるようにサポートしている。

4．診療実績
外来初診　233 名（うち初診　92 名）

主な疾患
関節型若年性特発性関節炎 69 名（13 名）
全身型若年性特発性関節炎 25 名（4 名）
上記以外の若年性特発性関節炎 2 名
全身性エリテマトーデス 5 名（1 名）
若年性皮膚筋炎・多発筋炎 5 名
全身性強皮症・限局性強皮症 4 名
シェーグレン症候群 3 名
高安動脈炎 3 名

（冠動脈病変のない）川崎病 66 名（44 名）
クリオピリン関連周期性発熱 2 名
家族性地中海熱 2 名
他の自己炎症性疾患 3 名（2 名）

入院患者　12 名（総合診療科が入院管理した症例は除く）
内訳 全身型若年性特発性関節炎

（初発時および生物学的製剤導入のため） 4 名

関節型若年性特発性関節炎
（初発時および生物学的製剤導入のため） 3 名

若年性皮膚筋炎の再燃 2 名
高安動脈炎の再燃 2 名
など

他の初診患者
関節痛・関節炎 17 名
不明熱 2 名
など
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5．アレルギー科

１．人事異動
2018 年度にアレルギー科とリウマチ科が分科し、アレルギー科科長が中岸から笠井に変更となった。

【スタッフ】
科長	 笠井　和子
	 日本アレルギー学会専門医・指導医
	 日本リウマチ学会専門医
医長	 中岸　保夫
	 日本リウマチ学会専門医・指導医

 
２．小児アレルギー疾患センター

2018 年 4 月に小児アレルギー疾患センターが設置された。
センター長	 小阪　嘉之
副センター長	 笠井　和子

３．兵庫県アレルギー疾患医療拠点病院
2014 年 6 月に「アレルギー疾患対策基本法」が設立し、2015 年 12 月末から施行されている。これはア

レルギー疾患患者の増加に対応すべく医療提供の均てん化を目指したものである。その一環として 2018 年
度より制度開始となった、兵庫県アレルギー疾患医療拠点病院に指定された。診療以外の事業として 2018
年度は教育関係者に向けた相談事業に携わった。

４．診療活動
基礎疾患に合併したアレルギー疾患や重症例にも対応しているが、地域の医療機関からのご紹介や当院救

急外来受診後のフォローなど、基礎疾患を有しない軽症例にも対応している。外来は月曜日・木曜日の午後・
火曜日の午前を基本外来としている。食物負荷試験は外来・入院両方で行っている。アレルギー疾患の総合
的なコントロールを心がけており、スギ・ダニへの皮下・舌下免疫療法などを積極的に取り入れている。ア
レルギー専門看護師（小児アレルギーエデュケーター）を中心にしたコメディカルが食物アレルギーでのエ
ピペン指導や喘息の吸入指導、アトピー性皮膚炎の皮膚ケア、舌下免疫療法の指導などを行い、より患者に
寄り添った医療を行うよう努めている。

当科は日本アレルギー学会で認定された教育病院であり、若手医師への教育を行っている。
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５．診療実績（1 月～ 12 月）
●食物負荷試験　134 件　（外来　15 件・入院　119 件）
●ダニ・スギ舌下免疫療法　71 名（12 月時点での累計）
●アトピー・喘息・慢性蕁麻疹に対する生物学的製剤投与継続例　10 名（12 月時点での累計）
●新規外来患者　147 名
内訳（重複あり）
食物アレルギー 74 名
アトピー性皮膚炎 53 名
気管支喘息 53 名
アレルギー性鼻炎 23 名
薬剤アレルギー 10 名
慢性蕁麻疹 8 名
好酸球性胃腸炎 2 名
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6．神経内科

１．スタッフ
部長（科長）	 丸山　あずさ
医長	 豊嶋　大作
フェロー	 山口　宏
	 徳元　翔一（2018 年 4 月から）
	 石田　悠介（2018 年 3 月まで）

本年は石田が 3 月で退職し神戸大学病院に、徳元が連携大学院フェローとなった。昨年と同様、スタッフ
2 名と合わせ 4 名体制で診療を担当した。また児玉荘一先生と永瀬裕朗先生に月 2 回ずつ診療応援や専攻医
教育、臨床研究のアドバイスなどをお願いしている。

２．活動状況
2018 年診療活動は、神経内科外来初診 453 名、外来延べ人数 3702 名であった。また入院患者数は 184 名

であった。初診患者数は 2016 年 290 名、2017 年 418 名と徐々に増加しているのは、救急外来患者の受け入
れ増加に伴い、けいれん性疾患の院内紹介が増加した影響と考えられる。けいれん重積や意識障害が遷延す
る状態については、休日夜間を問わずオンコール体制でコンサルトを受けており、また当科で重点的に取り
組んでいる救急集中治療領域における連続脳波モニタリングは 228 例に行なった。PICU のみならず救急外
来初療室でも速やかに脳波モニタリングが出来る体制が整ったため、年々件数は増加傾向にある。引き続き、
救急総合診療科や集中治療科と連携しながら、神経救急疾患の充実した急性期管理に尽力していきたい。

てんかん診療については、研究会を通じて地域の小児神経科のみならず成人科の神経内科、脳神経外科の
先生との交流を深めた。今後も、成人を迎える患者の移行医療が円滑に行えるように取り組んでいく予定で
ある。平成 27 年度からの厚生労働省の事業である「てんかん地域診療連携体制の整備事業」に於いて、当
院の社会的役割は大きいと考える。

また院内では、結節性硬化症診療に関連する専門診療科で、年に 2 回のペースで症例提示や情報提供の目
的でカンファレンスを始めた。今後は、各科と診療連携を行うことにより、診療の質の向上を目指していき
たい。

当院は小児神経専門医研修施設、日本てんかん学会研修施設に認定されており、近隣の施設への情報発信、
小児神経専門医を目指す小児科医の育成にも引き続き取り組んでいきたい。

学術活動については、急性脳症を中心とした臨床研究を神戸大学と連携して行なっており、2018 年は学
会報告 16 件、論文発表 10 件であった。また急性脳症に関しては多施設共同臨床研究も進行中である。
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神経内科初診患者数	 453 名

（疾患名には疑いも含む、一部重複あり）

発作性疾患 289

てんかん 119

初回非誘発性発作 49

ウエスト症候群 3

熱性けいれん 115

失神 19

心因性非てんかん発作 4

不随意運動 9

神経系感染症 19

急性脳症・脳炎 19

自己免疫性神経疾患 10

多発性硬化症・ CIS 2

急性散在性脳脊髄炎 2

急性小脳失調 2

発達障害 32

精神遅滞 20

広汎性発達障害 6

心身症、その他 43

チック 5

頭痛 16

身体表現性障害 15

神経発生異常 8

先天異常症候群 8

神経変性疾患 2

神経皮膚症候群 4
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7．血液・腫瘍内科

【人事】
2018 年 4 月より小阪小児がん医療センター長が副院長兼任となった。他の正規医師の異動はなかった。
フェロー人事については、2018 年 3 月末に太原鉄平医師（福岡大学小児科助教）、藤原隆弘医師（大阪大

学医学部大学院）が転出し、二野菜々子医師（神戸大学医学部付属病院）、中谷尚子医師（加古川中央市民
病院小児科）、市川貴之医師（和歌山大学医学部小児科）が入職した。フェロー医師 4 名体制に戻り、小阪
副院長以下 12 名の体制で始動した。短期ローテーターの異動については割愛する。

　副院長（小児がん医療センター長）	 小阪嘉之
　部長（科長）		  長谷川大一郎
　医長		  石田敏章
　医長		  岸本健治
　医長		  神前愛子
　医長		  斎藤敦郎
　医長		  田村彰広
　医長		  山本暢之
　フェロー		  中村さやか
　フェロー		  二野菜々子
　フェロー		  中谷尚子
　フェロー		  市川貴之

【診療活動】
新患数と造血細胞移植数に関してはそれぞれ表 1、表 2 を参照されたい。2018 年度も診療数・移植数とも

に堅調に推移している。2018 年の新患数は過去最多であり、平均稼働病床も 40 床を超え高水準を推移した。
腫瘍性疾患に関しては全国屈指／西日本最大規模の症例数であり、移植数も小児科単科の施設のものとして
は多い。2017 年 12 月に稼働開始した神戸陽子線センターとの連携強化により 2018 年 3 月からの本格稼働
開始 10 カ月を経過して照射実績は 37 例となった。2019 年 3 月に予定されている全脳全脊髄照射開始により、
今後も小児陽子線治療空白地域を中心に患者紹介の増加が見込まれる。また、4 床の無菌室増床を精力的に
稼働させ HLA 半合致移植など難治例に対する難易度の高い造血幹細胞移植症例も増加している。田村彰広
医長／山本暢之医長を中心に、造血幹細胞移植症例における網羅的ウイルス解析の導入に取り組んでおり、
難治例に対する造血幹細胞移植に取り組む基盤整備も進みつつある。その他、難治性脳腫瘍に対するがんペ
プチド療法、小児急性リンパ性白血病の再発患者に対するボルテゾミブを含む多剤併用化学療法の第 II 相試
験等の日本小児がん研究グループ（JCCG）施設限定臨床試験に取り組むことにより、再発難治例に対して
より多くの治療選択肢を提供できるよう努めている。

患者集約化に対応し、且つ人材育成のために科内スタッフの専門医取得支援を進めている。本年度新たに
取得したものを加えて、小児科専門医 10 名（指導医 6 名）、日本血液学会血液専門医 8 名（指導医 4 名）、
日本小児血液・がん学会専門医 4 名（指導医 1 名、暫定指導医 1 名）、日本造血細胞移植学会移植認定医 5 名、
がん治療認定医 6 名の体制となった。安全かつ質の高い診療基盤と、小児血液・がん専門医取得を目指す教
育施設としてより強固な基盤を築いていけるよう体制を整えていく。
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入院患者に占める 15 歳から 20 歳前後の思春期・若年成人（Adolescent and Young Adult, AYA）の占める
割合が増えている。入院患者に占める AYA 世代患者の占める割合は実数にして 10％を超えた。AYA 世代の
潜在的欲求（アンメット・ニーズ）を満足するために多角的に療養環境の整備に取り組んでいる。昨年度ま
でに導入した長期療養中の高校生患者対するインターネット通信を利用したオンデマンド型補助授業に加え
てボランティアを活用した教育支援を導入した。また兵庫県がん生殖医療ネットワークと連携して、女性患
者に対する妊孕性温存のための卵巣組織凍結保存に対する取り組みをさらに進め、がん患者に対する晩期障
害低減のため今後も努力を続けていく。また、療養環境の整備の一環として、NPO 法人 Being Alive Japan
によるアスリート参加による課外運動を導入した。本年度はボランティア活動の一環と位置付けているが、
文部科学省が推奨する院内学級の時間外授業の一つとして評価されており、入院患者の ADL 改善や早期離
床・在院日数短縮に貢献することが期待される。

また血友病を代表とする非悪性疾患に対する診療需要も増加しつつある。日本血栓止血学会が主導して進
められている血友病診療連携地域中核病院に指定されることが決まった。診療部だけでなく看護部、地域医
療連携部等と連携して患者の生活の質（QOL）を最大化することを目標に質が高い先天性凝固異常症に対す
る診療を提供するだけでなく、地域連携の核として診療連携を深めていく。

【研究・学術活動】
臨床業務と並行して、JCCG の委員会活動・研究活動等に従事した。小阪センター長が神戸大学客員教授

／ JCCG 運営委員、長谷川大一郎部長が JCCG-AML 委員会／ユーイング肉腫委員会／ JACLS-ALL 委員会、
石田敏章医長が JCCG 神経芽腫委員会に所属し、臨床試験の計画・実施に携わっている。成果として JCCG
等の臨床試験の結果が報告されたほか、近隣各種機関と連携し基礎研究や疫学研究等に取り組んでおり、岸
本健治医長は神戸学院大学薬理学研究室との共同研究で神戸医療産業都市研究開発助成金（若手研究者支援
枠）（課題名：造血細胞移植の最適化に向けた薬理遺伝解析）を受賞した。今後益々の活躍が期待される。
田村彰広医長、岸本健治医長を中心に研究成果としての誌上発表に取り組んでおり、本年の研究成果は英文
誌 15 編、和文誌 1 編に発表された。研究学術活動においても地域を主導する機関として益々実績を積み上
げていくことが期待される。
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血 液 腫 瘍 性 疾 患 急性リンパ性白血病（ALL)
BCP 11

T 3
急性骨髄性白血病（AML)

M4 2
M5a 1
M7 1

慢性骨髄性白血病（CML) 1
悪性リンパ腫

HD 1
LBL 1

ALCL 2
バーキット型 1

骨髄異形成症候群（MDS）
RCC 1

Down 症 TAM 2
ランゲルハンス細胞組織球症（LCH) 3
血球貪食性リンパ組織球症（HLH) 1

31

固 形 腫 瘍 性 疾 患 脳脊髄腫瘍
頭蓋内胚細胞腫瘍 9

上衣腫 7
神経膠芽腫 6

髄芽腫 4
星細胞腫 3

希突起膠腫 2
その他 3

神経芽腫 8
網膜芽細胞腫 7
肝芽腫 1
腎腫瘍 1
ユーイング肉腫 5
横紋筋肉腫 4
頭蓋外胚細胞腫瘍

成熟奇形腫 4
血管腫 2
その他の固形腫瘍 46

112

非 腫 瘍 性 疾 患 特発性血小板減少性紫斑病（ITP) 8
自己免疫性好中球減少症（AIN) 10
好中球減少症 4
遺伝性球状赤血球症（HS) 6
再生不良性貧血 2
サラセミア 1
巨赤芽球性貧血 1
ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
血友病 A 3
赤芽球ろう 2
血小板増多症 2
組織球性壊死性リンパ節炎（SNL) 2
免疫不全症 5
カサバッハ・メリット症候群 2
その他 56
ドナー 13

118

セカンドオピニオン 11

合計 272

2018 年 1 月から 12 月　新患 
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造血細胞移植一覧
番号 疾患 年齢 性別 病期 移植種別 転帰

1 未分化肉腫 1 男 第 2 寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存

2 重症複合型免疫不全症 0 男 ― 臍帯血移植 無病生存

3 骨髄異形成症候群 13 女 ― 非血縁者間骨髄移植 無病生存

4 非定型奇形腫様 / ラブドイド腫瘍 4 男 第 1 寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存

5 慢性活動性 EBV 感染症 3 男 非寛解 血縁者間骨髄移植 無病生存

6 膠芽腫 2 女 非寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存

7 髄芽腫 7 女 第 2 寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存

8 骨髄異形成症候群 14 女 生着不全 臍帯血移植 無病生存

9 急性リンパ性白血病 18 男 第 2 寛解 非血縁者間末梢血幹細胞移植 無病生存

10 急性骨髄性白血病 11 男 非寛解 臍帯血移植 無病生存

11 急性リンパ性白血病 7 女 第 2 寛解 臍帯血移植 無病生存

12 神経芽腫 2 男 第 1 寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存

13 未分化大細胞性リンパ腫 5 女 第 1 寛解 臍帯血移植 無病生存

14 髄芽腫 12 男 第 2 寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存

15 骨髄異形成症候群 16 男 ― 非血縁者間骨髄移植 無病生存

16 再生不良性貧血 4 男 ― 非血縁者間骨髄移植 無病生存

17 悪性末梢神経鞘腫 12 男 非寛解 自家末梢血幹細胞移植 有病生存

18 急性リンパ性白血病 7 女 第 1 寛解 血縁者間骨髄移植 有病生存

19 神経芽腫 2 男 第 1 寛解 自家末梢血幹細胞移植 無病生存
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8．循環器内科

【スタッフ ･ フェロー】
スタッフ　城戸佐知子　　　　　　　　　　　　フェロー　上村　和也
　　　　　田中　敏克　　　　　　　　　　　　　　　　　久保　慎吾
　　　　　富永　健太　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　　賢
　　　　　小川　禎治　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　亀井　直哉　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　松岡　道生　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　三木　康暢

非常勤　　佐藤　有美

スタッフ7名、フェロー3名、他に専攻医数名。専攻医は2か月ごとのローテーションで、主に入院患者管理、
カテーテル検査の補助などに従事。心疾患患者の扱いに慣れ、心疾患の診断技術として主として心エコーの
基礎を習得し、カテーテル検査の結果を読み、軽症では診断から手術適応の判断ができることを主なる目的
とする。またフェローは1年単位の比較的長期間循環器診療に携わり、できる限りカテーテル検査、心エコー
検査を単独でこなし、軽症から重症の疾患までの治療方針を自身の判断で立てられること、小児循環器学会
専門医を取得すること、などが目標である。

【診療活動】
（1）　外来：月曜日から金曜日まで週5日、基本2診体制で対応している。新規患者は毎日受け入れてお

り、総新規患者数は682名で昨年に比べやや減少していた。地域の小児心臓外来が充実し、軽症の紹
介患者が減少してきているためと考える。新患患者の主体は比較的軽症の疾患であり、内訳は心室中
隔欠損(109)、心房中隔欠損(41)、肺動脈狭窄(13)、動脈管開存(24)、川崎病(既往含む)(8)、ファロー
四徴症(2)、不整脈(32) などであった。カテーテル治療相談外来(木曜午前、担当：田中医師)や移行
期外来(月曜午前、担当：城戸)、成人先天性心疾患外来(月曜午後、担当：城戸)、OD・不整脈外来
(火曜午後、担当：小川)、今年度から当科に移行したペースメーカー外来（木曜午後、担当：小川・
松岡）など専門外来も紹介患者が増加傾向である。成人に達した患者については、地域との医療連携
の必要性を考慮に入れ、兵庫県立姫路循環器病センター、加古川中央市民病院などでの診療応援(外
来応援)を続ける一方、2013年1月からは神戸大学附属病院循環器内科において成人先天性心疾患部門
を立ち上げ、協力体制を強化している。また胎児心疾患診断についても、産科外来において胎児心エ
コーを行っているほか、他院にて診療の応援を行い、医療連携にも重点を置いて取り組んでいる。

（2）　入院：1年間の総入院患者数は557名で、昨年と比べ大幅な増加傾向であった。６西病棟だけでは
収容しきれず、７東病棟・HCU病棟・GCUにも入院を受け入れていただいた。また、心疾患の他に
他疾患を合併する症例も多く、CICU, ICU滞在期間・入院期間は必然的に長くなっており、昨年に引
き続き病棟運営上の問題となっている。

（3）　生理検査：総心電図件数6362件、Master負荷心電図件数1390件、Holter心電図件数417件、トレッ
ドミル負荷心電図は266件で、昨年と同等の件数であった。心エコーは8396件と昨年より大幅な増加
であった。胎児心エコーは210件（担当：佐藤医師、亀井医師　主として木曜日)で、昨年と同程度で
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あった。また、一昨年に新たに心肺機能検査(CPX)を導入し、昨年は33件施行した。人手と時間を要
する検査ではあるが、今後件数を増やしていく予定である。ヘッドアップチルト検査は87件で増加傾
向であった。

（4）　心臓カテーテル検査・治療：総件数316件、カテーテル治療の件数は154件と、昨年に比べ総件数
は横ばいであったが、治療件数は23件の増加であった。今後も治療件数は増加するとされ、現在検査
の待機期間が約3か月となっており、今後、待機期間を短縮するために、木曜日に脳外科がアンギオ
室を使用しない時の有効利用を検討中である。

（5）　心臓MRI：毎週火曜日の午後に行っている。総件数は41件で年々増加傾向であり、今後は心臓カ
テーテル検査にとって代わり、増加していくことが予想される。

【その他の活動】
（1）　カンファレンス：月曜日に心臓外科との合同カンファレンス、水曜日にカテーテル検査前カンファ

レンス、木曜日にカテーテル検査後カンファレンスおよび心エコー検討会、木曜日朝に心臓外科と合
同の抄読会・検討会を行い、討議の時間をもっている。

（2）　学会参加：小児循環器病学会、JPIC 学会、胎児心臓病学会、成人先天性心疾患学会、HOT 研究会、
川崎病研究会、日本循環器学会などへの参加。

【新規患者内訳】
全入院患者の疾患内訳

（カテーテル検査入院含む同一患者の重複あり）
総数
557

フォンタン型手術関連疾患
（いわゆる単心室型心臓） 195

ファロー四徴症 33
肺動脈閉鎖・心室中隔欠損 35
心室中隔欠損 33
心房中隔欠損 29
動脈管開存 17
両大血管右室起始 32
大動脈弓離断・大動脈縮窄 17
房室中隔欠損 18
大血管転位 16
心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖 12
肺動脈狭窄 4
心膜・心筋疾患 10
大動脈弁疾患 ( 狭窄・逆流 ) 8
川崎病・冠動脈後遺症 10
総肺静脈環流異常 25
両大血管右室起始・房室中隔欠損 0

感染性心内膜炎 0
不整脈 13
エプスタイン奇形 6
総動脈幹症 1
僧帽弁閉鎖不全 12
肺動脈弁欠損 1
肺高血圧 3
大動脈・肺動脈窓 3
修正大血管転位 4
その他 20
カテーテル治療 ( カテーテル総数件 316) 154
弁形成（大動脈弁・肺動脈弁） 11
血管形成 63
ステント留置術 3
コイル塞栓術 ( 動脈管開存 ) 5
コイル塞栓術 ( 側副血管・動静脈瘻 ) 33
バルーン心房中隔裂開術 7
心房中隔欠損閉鎖術 (Amplatzer, FF-II) 22
動脈管開存閉鎖術 (Amplatzer) 9
その他 1



Ⅲ　診療統計

ー 47 ー

9．腎臓内科

【人事】
2018 年 3 月末日をもって神田杏子医長、中川拓医長が転出し、貝藤裕史医長、堀之内智子医長が神戸大

学から着任した。また 4 月 1 日より田中亮二郎部長が小児救命救急センター長に就任したことに伴い、貝藤
裕史医長が腎臓内科長を拝命した。フェローは 2017 年度から引き続き、稲熊洋祐医師が務めた。したがっ
て 2018 年度の腎臓内科は貝藤、堀之内、稲熊と、田中（小児救命救急センター長）の 4 名体制となった。

【診療活動】
入院患者数は年度により多少の増減はあるものの、外来紹介患者数は年々増加の一途をたどっている。本

年度は 20 例の腎生検を施行した。また特筆すべきこととして、本年度は急性血液浄化療法を要する腎疾患
患児が例年になく多かった。急性腎障害の腎代替療法や維持血液透析に移行を要する慢性腎臓病患者の血液
浄化療法については集中治療科と連携して診療にあたっている。また現在 2 名の慢性腎臓病患児が外来維持
腹膜透析を受けている。腎移植を要する患児については神戸大学泌尿器科をはじめ、他院にその手術を依頼
し、慢性期管理は当院で行うことを原則としている。現在 10 名の腎移植後患児を外来管理している。先行
的腎移植の導入が進み、腹膜透析患児は全国的に減少しているが、当院でも同様の傾向がみられる。一方で、
周産期の集学的治療の進歩などによって、複雑な全身疾患を背景に有した慢性腎臓病患児が増加している。
このような患児では腎移植が困難な場合も少なくないため、QOL や ADL を維持・向上させうる腹膜透析が
選択される機会が多い。それぞれの児に適した腎代替療法が選択できるよう、当科が中心となってあらゆる
慢性腎臓病患児への関わりを積極的にすすめていきたい。また急性血液浄化療法についてもこれまで通り集
中治療科と連携し、より安全でかつ適正な導入の一助となる所存である。

【研究・学術活動】
貝藤医長は日本小児腎臓病学会の代議員として小児 CKD 対策委員会に所属し、また田中部長は同じく日

本小児腎臓病学会の代議員として渉外委員会に所属し、それぞれ委員会活動に従事した。また貝藤医長は小
児特発性ネフローゼ症候群診療ガイドラインの改訂に関する委員に選任され、新たなガイドラインの作成に
も貢献した。さらに 3 研究会（日本小児体液研究会・日本小児高血圧研究会・発達腎研究会）合同主催の「研
修医のための輸液セミナー」で、急性腎障害に対する輸液療法についての講演を行った。

症例報告を含む臨床研究も積極的に行っており、稲熊医師が中心となってその成果を英文誌等に積極的に
発表している。

当科は従来から医師主導治験や多施設共同臨床試験に積極的に参加してきたが、今年度も新たな多施設共
同臨床研究として「小児期発症のネフローゼ症候群に対する IDEC-C2B8 の多施設共同二重盲検プラセボ対
照ランダム化並行群間比較試験 (JSKDC10)」の参加施設となった。当院は全国的にみても、症例が非常に豊
富な小児腎臓病の一基幹施設であると自負している。我が国から発信する小児腎臓病診療のエビデンス構築
に貢献するべく、今後もこのような臨床試験には積極的に参画していきたい。
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2018 年度の入院患児内訳
疾患名 人数　( 人 )

急性糸球体腎炎 6
慢性腎炎症候群 15
　　IgA 腎症 　　(7)
　　紫斑病腎炎 　　(6)
　　微小糸球体変化 　　(1)
　　巣状メサンギウム増殖性腎炎 　　(1)
ネフローゼ症候群 36
尿路感染症 14
慢性腎臓病 21
prune belly 症候群 1
多発性嚢胞腎 1
非典型溶血性尿毒症症候群 1
補体欠損症 1
計 96
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10．感染症内科

・陣容
科長 笠井正志、フェロー伊藤雄介の 2 名体制であった。

・主な業務
1．感染症診療、2．チーム医療（ICT、AST）、3．県予防接種センター業務が主たる業務

・感染症診療
コンサルテーションと外来を行っている。
24 時間 365 日体制で各科からコンサルテーションを受ける診療スタイルで、院外からもコンサルテーシ

ョンを受けている。2018 年 714 件（2017 年 697 件）であった。
年 2016 年 2017 年 2018 年

コンサルト数 518 697 714
感染症外来では、不明熱、繰り返す発熱・感染症、先天感染症、渡航前後相談、ワクチン接種を行っている。

外来入院担当ナースより発疹相談も直接受け付けている。
診療と並行して、小児科医として重要な小児感染症に関する教育を院内外で実践している。
後期研修医受け入れ 7 名：山田 Dr, 大西 Dr、村田 Dr、土井 Dr、西村 Dr、菊池 Dr、山内 Dr
院外研修生受け入れ 3 名：鞍谷 Dr（市立豊中 )、小柴 Dr（六甲アイランド）、明神 Dr（姫路日赤）
院外定例勉強会：姫路赤十字病院小児科（第 2 火曜日午後）
県立尼崎医療センター小児感染症科・感染症科（第 4 火曜日夕方）

・感染症のすべてに関わるチーム医療（KPIC）
Kobe Prevention and control of Infection for Children and family（KPIC）を病院組織図上には存在しないが、

機能的組織として結成した。感染対策、感染症診療などでスタッフ・患者さんを「迷子」にしないように活
動し、各専門部署がそれぞれの分野で責任を持って「自走」できるように体制を構築した。
・県予防接種センターとしての業務

相談、接種（接種困難者対応）、教育を行っている。
相談は、予防接種実施主体である市町村（県内外）や患者より受けている

2016 年（9 月～） 2017 年 2018 年
予防接種相談件数 5 34 46
接種は他院では対応困難な予防接種要注意者を主に対象に依頼があれば、接種をしている。患者さんの利

便性を考えて平日毎日外来枠を有している。
2018 年 2 月 3 日～ 4 日予防接種基礎講座（国立国際医療センター、厚労省共催）を開催し、37 名の参加

であった。
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11．臨床遺伝科 

臨床遺伝科は常勤医 1 名で森貞直哉（部長、臨床遺伝専門医）が診療を担当している。

【診療活動】
臨床遺伝科は院内外からの紹介を受けた遺伝性疾患の患者（疑いを含む）の診療を行っている。外来日は

火曜日と木曜日の終日であるが、そのほかにも入院中の患者や他科診療患者の突発的な依頼にも可能な限り
応じることとしている。

具体的な診療内容
　・遺伝性疾患のトータル管理（ダウン症候群、神経線維腫症 1 型、Noonan 症候群など）
　・臨床診断されている患者の原因遺伝子解析（結節性硬化症、アペール症候群など）
　・原因不明患者の網羅的遺伝子解析（神戸大学、未診断疾患イニシアチブとの共同研究）
　・他施設で解析された事例の遺伝学的説明（染色体異常、心筋症家系など）
　・遺伝カウンセリング
受診症例、具体的な解析数は別表のとおりである。

【遺伝子解析】
当院症例の遺伝子解析は、保険診療でできるものとできないもの両方を受諾している。
保険で対応できるものは各種検査会社や衛生検査所（かずさ DNA 研究所など）に依頼している。
保険診療で対応できないものは、主に神戸大学小児科をはじめとする研究機関との共同研究として行

っている。また AMED が主導する未診断疾患イニシアブ（ Initiative on Rare and Undiagnosed Diseases、
IRUD）の地域拠点病院（神戸大学）の協力病院としても活動している。

【学会、研究活動】
他施設との共同研究を含め活発に行なっている。詳細は別項参照

【院外講演】
　・第274回日本小児科学会兵庫県地方会　神戸　2018.5.19：小児遺伝性疾患に対するゲノム医療体制の構

築に向けて
　・福井赤十字病院　腎・泌尿器疾患学術講演会 福井　2018.7.12：遺伝性腎疾患の診断と遺伝カウンセリ

ング
　・ファブリー病セミナーin三ノ宮　神戸　2018.10.25：小児・成人で発症する遺伝性腎疾患の遺伝カウン

セリング　

【今後の展望】
IRUD や出生前診断、がんゲノムなど、一般診療においても遺伝診療の重要性が高まっており、当科は兵

庫県立こども病院のゲノム医療を支える診療科として活動してく所存である。
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【別表：症例】

染色体異常 　
疾患名 症例数

Down 症候群 15
1q21 重複 2
2q 欠失 1
3p 欠失 1
4p 欠失 2
5p 欠失 1
6p 欠失 2
6p 重複 1
6q 欠失 1
7q 欠失 1
9p 重複 1
10q 欠失 2
13q 欠失 4
15q 欠失 1
16q 重複 1
18q 欠失 1
20q 欠失 1
22q11.2 欠失 10
22q dup 1
クラインフェルター症候群 4
Xq 欠失 1
その他の染色体異常 11

神経発達疾患 　
疾患名 症例数

神経線維腫症 1 型 29
FOXP1 異常 1
GRIN1 異常 2
キアリ奇形 1
脊髄性筋萎縮症 2
MEF2C 異常 1
Angelman 症候群 2
視床下部過誤腫 1
滑脳症 2
Opsoclonus-Myoclonus 症候群 1
GNB1 異常 1
Dravet 症候群 2
PIK3CA 異常 1
神経線維腫症 2 型 1
Rett 症候群 1
全前脳包症 1
Joubert 症候群 6
結節性硬化症 1
小頭症 1
CMT 1
筋強直性ジストロフィー 1
West 症候群 1
STXBP1 異常 1
KCNQ2 異常 1
原因不明の筋緊張低下・運動機能障害 12
原因不明の知的発達障害 38
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染色体異常 　
疾患名 症例数

Kabuki 症候群 4
Genitopatellar 症候群 1
Williams 症候群 4
Bardet-Biedl 症候群 3
Opitz GBBB 症候群 1 型 1
Opitz GBBB 症候群 2 型 1
Noonan 症候群 13
LEOPARD 症候群 1
Waardenburg 症候群 2
Silver-Russel 症候群 1
Sotos 症候群 2
Rubinstein-Taybi 症候群 2 型 1
Langer-Giedion 症候群 1
Beckwith-Wiedemann 症候群 3
CFC 症候群 3
Smith-Magenis 症候群 1
OFD1 1
Nicolaides-Baraitser 症候群 1
CHARGE 症候群 1
Young-Simpson 症候群 1
Prader-Willi 症候群 1
Cornelia-de lange 症候群 1
原因不明の多系統異常 11

その他 　
疾患名 症例数

Sturge-Weber 症候群 1
Ehlers-Danlos 症候群 3
Marfan 症候群 6
Loyes-Dietz 症候群 1
MCTO 1
CLOVES 症候群 1
胎児ヒダントイン症候群 1
網膜芽細胞腫 1
SLE 1
関節過伸展 2
慢性肉芽腫症 1
ミトコンドリア異常 1
視神経鞘腫 1
多発骨端異形成 2
唇顎裂 1
CDPX2 2
NAA10 異常 1
低身長 3
両上肢欠損 1

心腎肝疾患 　
疾患名 症例数

先天性腎尿路異常 6
カントレル症候群 1
QT 延長症候群 4
肥大型心筋症 3
Dent 病 1
Alagille 症候群 1
Cranioectodermal dysplasia 1
腎コロボーマ症候群 1
常染色体劣性多発性嚢胞腎 1
ネフロン癆 1
その他の CKD 1

頭蓋骨早期癒合 　
疾患名 症例数

Crouzon 症候群 1
Muenke 症候群 1
Apert 症候群 1
頭蓋鎖骨異形成 1

その他の免疫不全 2
原因不明の骨系統疾患 3
その他の皮膚科疾患 1
原因不明の眼疾患 3

体温調節障害 1
内臓逆位 1
多発性血管腫 1
羊膜索症候群 1
片側肥大 2
vHL 病 1
多脾症候群 1
先天性白内障 1
先天性葉酸吸収不全 1
先天性甲状腺機能低下症 1
XSCID 1
Fabry 病 1
新生児虚血性脳症 1
小顎症 1
遺伝性膵炎 1
外胚葉形成不全 1
鎖骨か動脈血流シークエンス 1
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12．精神科

【スタッフ】
部長　　　　　　関口　典子
部長　　　　　　持田　啓
医長　　　　　　玉岡　文子
非常勤医師　　　長谷川　弘子（神戸市こども家庭センター）
　　　　　　　　小笠原　さゆ里
心理士　　　　　藤井　美有　　沖村　心　　北田　朝子
非常勤心理士　　３名
精神保健福祉士　野呂　朝子

常勤医師が今年度より２名から３名に増員された。非常勤医師はこれまで同様に２名で診療を行った。非
常勤医師は長谷川（木曜日）、小笠原（火曜日）が週１回半コマ外来を担当している。

【活動内容】
1）	 対象疾患は、身体疾患など器質に由来する精神障害から、発達障害、ストレス関連障害を中心として

多岐に渡る。年齢は小学生から中学生の学齢期を中心としている。

2）	 診療活動は外来診療が主であり、初診予約待ちは４週間程度である。急を要する院内紹介には随時対
応している。精神科外来のほか、総合診療科とともに発達行動外来を担当している。

3）	 コンサルテーション・リエゾン領域では、産科においてメンタルヘルス外来を開設し、周産期の精神
的支援について連携を深めた。緩和ケアチームとして、啓蒙、カンファレンス参加だけでなく、直接
介入を開始した。その他の分野においても心因性の身体症状や虐待をはじめとして精神科医が必要と
されている分野は多く、小児がんや救急患者の家族への支援を期待されることもある。総合病院にお
ける精神科の役割として、他科とのより細やかで緊密な関係をとることを目指している。

4）	 児童精神科領域での啓蒙、教育研修として看護学生実習の受け入れや、講演等を行った。

5）	 兵庫県の子どものこころの診療ネットワーク事業に参加し、兵庫県内の関連施設と連携している。
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1-2 3-5 6-8 9-11 12-17

幼児
前期

幼児
後期

学童
前期

学童
後期

中学
高校

18歳
以上 計

F0
F06 脳損傷、脳機能不全および身体

疾患による他の精神障害 1 1

F07 脳の疾患、損傷および機能不全による
人格および行動の障害 1 1 1 3

F1 F13 鎮痛薬あるいは睡眠薬使用による
精神および行動の障害 1 1

F2 F20 統合失調症 1 1

F3

F31 双極性感情障害 1 1

F32 うつ病エピソード 4 4

F34 持続性気分[感情]障害 1 1

F4

F41 他の不安障害 2 2

F42 強迫性障害 1 1 3 5

F43 重度ストレス反応 [重度ストレス
への反応]および適応障害 1 6 10 16 45 26 104

F44 解離性[転換性]障害 4 9 7 20

F45 身体表現性障害 6 13 16 1 36

F5

F50 摂食障害 3 5 8

F51 非器質性睡眠障害 3 3

F59 生理的障害および身体的要因に
関連した特定不能の行動症候群 1 1

F6
F63 習慣および衝動の障害 1 3 4

F64 性同一性障害 1 1

F7
F70 軽度精神遅滞[知的障害] 1 2 2 3 8

F71 中度[中等度]精神遅滞[知的障害] 1 1

F8

F80 会話および言語の特異的発達障害 1 1

F81 学習の特異的発達障害 1 1

F84 広汎性発達障害 7 13 18 26 13 1 78

　
　
F9

F90 多動性障害 1 6 6 6 19

F91 行為障害 1 2 3 4 10

F93 小児期に特異的に
発症する社会的機能の障害 1 1 1 3

F94 小児期および青年期に特異的に
発症する社会的機能の障害 2 1 1 4

F95 チック障害 3 1 2 6

F98 小児期および青年期に通常発症
する他の行動および情緒の障害 2 1 3

計 10 26 57 84 123 30 330

平成 30 年　新患分布
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【こどもとおやの相談室について】
心理士、精神保健福祉士は、こどもとおやの相談室として活動している。他科からのコンサルテーション

に対し、精神科医師、心理士、精神保健福祉士でチームとしての相談対応も行っている。今後もより広い診
療科と連携を深め、こどもと家族の療養支援を実施することを目指している。

①　心理士
外来では、複数の科と連携し、心理アセスメントや心理治療を中心に行っている。
入院では、小児がん拠点病院の認定に伴い、血液腫瘍科との連携を継続している。

②　精神保健福祉士
外来、入院において、医療福祉相談、発達相談、療養の相談など様々な相談に対応している。また、

患者だけでなく家族や学校、関係機関からの相談にも対応し、院内外との連携の中心として活動してい
る。

心理士

項目

診療科

アセスメント 本人 家族

その他 新患知能
発達 性格 その他

プレイ 
セラピ

ー

カウン
セリン

グ

心理 
サポー

ト

小児ガ
ンフォロ

ー
相談 結果 

報告

救急総合診療科 86 13 17 　 　 75 　 40 2 4 61
代謝内分泌科 135 　 61 　 　 　 　 　 　 　 7
神経内科 37 1 1 　 　 2 　 10 　 2 23
血液腫瘍科 11 1 4 　 1 　 1474 109 4 20 33
循環器科 3 　 　 　 　 7 　 1 2 1 2
腎臓内科 　 　 　 　 　 44 　 1 　 　 　
臨床遺伝科 4 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2
新生児科 91 　 2 　 　 　 　 　 　 　 73
精神科 199 159 98 122 53 　 　 19 1 12 132
脳神経外科 41 　 　 　 　 4 8 7 1 　 33
一般外科 　 　 　 　 　 18 　 　 　 　 　
形成外科 　 　 　 　 　 2 　 1 1 　 　
救急集中治療科 　 　 　 　 　 4 　 37 　 1 10
耳鼻咽喉科 19 10 　 　 　 　 　 1 　 　 13
その他の科 1 　 　 　 　 　 　 1 　 　 1
合計 627 184 183 122 54 156 1482 227 11 40 390
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PSW 相談内容別

相談内容／対象 本人・ 
家族 院内 保健福祉

機関

こども
家庭

センター

学校・
園・ 

教育関係

訪問
看護

児童福祉 
施設 その他 計

福祉・経済問題 31 102 33 3 　 2 9 16 196
療養問題 228 630 17 13 19 87 16 27 1037
教育問題 4 28 　 　 24 　 　 　 56
家庭問題 7 18 2 6 　 　 1 3 37
心理情緒的問題 160 137 3 1 1 1 1 2 306
養育問題 3 60 11 12 1 　 　 1 88
受診援助 35 132 1 27 6 4 7 16 228
その他 　 　 　 　 　 　 　 　 0

計 468 1107 67 62 51 94 34 65 1948

支援方法別
面接 426 986 5 8 9 5 5 13 1457
電話 42 120 61 52 42 65 28 47 457
文書 　 1 1 2 　 24 1 5 34

計 468 1107 67 62 51 94 34 65 1948
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13．小児外科

小児外科スタッフ
　前田貢作　（科長・副院長）
　横井暁子　（部長）
　中尾　真　（部長）
　福澤宏明　（医長）
　森田圭一　（医長）
　河原仁守　（医長）

フェロー
　村上（三浦）紫津　（フェロー）（〜３月まで）
　鮫島由友　（フェロー）
　磯野香織　（フェロー）
　梶原啓資　（フェロー）
　植村光太郎（フェロー）
　野村皓三　（フェロー）（4 月から）

【人事異動】
大学人事で３月末に村上（三浦）医師が大阪母子医療センターに異動。4 月から野村医師（金沢大学）が赴任。

河原医師が医長に昇進した。

【診療活動】
入院手術は 803 件、日帰り手術 223 件、総手術件数は 1026 件であった。新生児外科症例は 80 例でうち

手術症例は 55 例であった。
カンファレンスについては例年どおり１）術前カンファレンス・術後カンファレンス（各週 1 回）、２）

抄読会（週 1 回）、３）病棟カンファレンス（毎日朝・夕）、４）ICU カンファレンス（毎日朝）、５）循環
器カンファレンス（適時）を行なった。

当科の特色としては
1. 高度専門医療

➢ 小児呼吸器外科：気管狭窄症の手術については日本で最大の症例数と治療成績を誇っている。小児外
科・心臓血管外科・麻酔科・集中治療科が密接に連携しチーム医療を推進している。

➢ 悪性腫瘍：小児がん拠点病院の一翼を担い、多数例の固形腫瘍手術を行なっている。４名の小児がん認
定外科医を中心に、血液・腫瘍科、放射線科とチームを組んでお子さまに最善の治療を提供出来るよう
に心掛けている。隣接する神戸陽子線センターが設立され、ますます多くの症例を扱うようになって来
ている。

➢ 機能再建手術：鎖肛やヒルシュスプルング病及び類縁疾患などの排便機能障害の治療にも積極的に取り
組んでいる。
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2. 新生児外科
➢ 総合周産母子センターの一翼を担い、出生前からの治療に積極的に参画している。
➢ 5名の新生児認定外科医を中心に、新生児期に必要な外科治療については常に万全の態勢で対応できる

様にしている。
3. 救急医療

➢ 小児救命救急センターの一員として重要な役割を担い、要請には100％対応出来るようにしている。
➢ 外傷を含めた小児の救急疾患に対して救急診療科、集中治療科と連携しいつでも対応できる態勢を取っ

ている。
4. 日帰り手術

➢ 鼠径ヘルニアをはじめとする短時間の手術は麻酔科の協力の元、出来る限り日帰り（入院）手術を推進
している。

5. 障がい児に対する外科治療
➢ 障がい児に対する外科治療を積極的に進め、県内の療育施設と連繋を取りながら外科治療の部分を担当

している。
6. 内視鏡外科手術の推進

➢ 身体に対する負担が少なく、キズの小さな低侵襲手術に積極的に取り組んでいる。2名の内視鏡外科技
術認定医を中心に患児の病態にあわせた最も良い治療を選択できるように考えている。鼠径ヘルニアの
内視鏡手術（LPEC）も積極的に導入をはじめた。

【教育活動】
神戸大学５年生、6 年生の臨床実習を受け入れている。熊本大学 5 年生、６年生の臨床実習も受け入れて

いる。また、兵庫県立病院群からの臨床研修、および神戸大学病院関連施設からの臨床研修も多数受け入れ
た。今年度は海外からの臨床研修医の受け入れはなかった。

日本小児外科学会、太平洋小児外科学会、アジア小児外科学会、日本周産期・新生児医学会、日本小児血
液・がん学会、日本小児救急医学会、日本内視鏡外科学会、日本小児呼吸器外科研究会などの学術集会で演
題を発表した。発表論文は邦文 9 編、英文 7 編であった。
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手術症例：1026 例（入院手術 803 例＋日帰り手術 223 例）
頭頚部

頚部リンパ管腫（硬化療法を含む） 2
頚部嚢胞摘出術 1
甲状舌管嚢胞摘出術 7
梨状窩瘻手術 2
喉頭気管食道裂手術 3

気道
声帯外方固定術 0
声門下腔狭窄症手術

喉頭気管形成術 10
PCTR 1
バルーン拡張 1
レーザー焼灼 6
その他 3

先天性気管狭窄症手術
スライド気管形成術 11
バルーン拡張 2
レーザー焼灼 6
その他の形成術 2

気管軟化症手術 0
大動脈胸骨固定術 2
腕頭動脈離断術 1

喉頭嚢胞、腫瘍摘出術
喉頭気管分離術 3
気管切開術 22
気管切開閉鎖術 6
その他の形成術 1

肺
肺部分切除 3
肺葉切除 11
胸腔鏡下肺切除術 0
胸腔鏡下剥皮術 0

胸壁・縦隔
漏斗胸手術

Nuss 手術 3
バー抜去 3
その他の形成術 2

胸骨裂手術 2
縦隔腫瘍摘出術 2

横隔膜
先天性横隔膜ヘルニア手術 5
胸腔鏡下横隔膜縫縮術 1

食道
先天性食道閉鎖症手術

一期的根治術 4
気管食道瘻閉鎖＋胃瘻 3
食道吻合 3
食道延長術 1
その他 1
先天性食道狭窄症手術 1

胃
胃瘻造設術

開腹 13
腹腔鏡下 14

噴門形成術
開腹 5
腹腔鏡下 8

肥厚性幽門狭窄症手術 4
胃固定術 1

十二指腸
先天性十二指腸閉鎖症手術 5
開腹止血術 2

小腸・大腸
腸回転異常症手術 4
小腸閉鎖症手術 5
観血的腸重積症整復術 5
メッケル憩室切除術 5

イレウス解除術 10
腸間膜嚢胞摘出術術 1
腸管重複症手術 2
Hirschsprung 病 / 類縁疾患

腹腔鏡補助下手術 0
径肛門的根治術 3
開腹根治術 0
直腸生検 4
人工肛門造設 / 閉鎖術 10

腸瘻造設術 / 閉鎖術 5
腸穿孔手術 2
内ヘルニア手術 0
腹腔鏡下虫垂切除術 26
消化管ポリープ切除術 6
臍腸瘻手術 1

直腸肛門
直腸肛門奇形

PSARP 5
腹会陰式 1
肛門形成術 2
人工肛門造設術 13
人工肛門閉鎖術 9
痔瘻根治術 2
肛門粘膜形成術 4
直腸脱手術 1
肛門括約筋形成術 2

摘便 4
肝胆膵

先天性胆道拡張症手術
開腹 3
腹腔鏡下 2
胆嚢瘻造設術 0

胆道閉鎖症手術 4
胆嚢摘出術 4
門脈圧亢進症手術 2
肝外傷開腹止血術 1
脾臓摘出術（腹腔鏡下） 3
膵尾部切除 2

腹壁
臍帯ヘルニア手術 2
腹壁破裂手術 2
鼠径ヘルニア関連手術

鼠径法 271
腹腔鏡下 31

臍ヘルニア手術 35
腹壁ヘルニア手術 5

泌尿・生殖器
尿膜管遺残症手術 2
卵巣核出手術 4
その他の手術 3

腫瘍
神経芽腫 7
肝芽腫 5
腎芽腫 1
胚細胞腫瘍 2
肉腫 2
その他の腫瘍 13

処置・検査
中心静脈カテーテル留置 88
中心静脈カテーテル抜去 80
テンコフカテーテル留置 / 抜去 8
ドレナージ手術 6
気管支鏡検査 177
消化管内視鏡検査 51
異物摘出

気道 4
消化管 1

その他 8
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新生児外科症例（80 例）
病名 治療

嚢胞性肺疾患 経過観察
嚢胞性肺疾患 ,TOF 経過観察
嚢胞性肺疾患 左上葉切除術
肺気腫、肺動脈弁欠損症候群、TOF 気胸手術
食道閉鎖 食道閉鎖症手術
食道閉鎖 , 18trisomy,  AVSD,PDA 食道閉鎖症手術
食道閉鎖，18trisomy 胃瘻造設術
食道閉鎖，18trisomy，VSD,ASD,PDA, 気管食道瘻離断、胃瘻造設術
食道閉鎖 ,18trisomy,VSD,PDA 胃瘻造設術
食道閉鎖，気管軟化症 食道閉鎖症手術
食道閉鎖，共通尿生殖洞 気管食道瘻離断、胃瘻造設、食道閉鎖手術
食道閉鎖，総排泄腔遺残（腸瘻），VSD,ASD,PDA,PLSVC 胃瘻造設術、人工肛門造設術
食道閉鎖．18trisomy 横隔膜ヘルニア ,DORV,VSD,PDA 食道バンディング、胃瘻造設術
横隔膜ヘルニア 横隔膜ヘルニア手術
横隔膜ヘルニア 横隔膜ヘルニア手術
横隔膜ヘルニア ,VSD, 再発 CDH 横隔膜ヘルニア手術
横隔膜ヘルニア 横隔膜ヘルニア手術
横隔膜弛緩症，気胸 横隔膜縫縮術
喉頭軟化症 気管切開術
Cantrell 症候群 腹壁形成術
頚部腫瘍 頚部腫瘍摘出術、舌骨切除
甲状腺腫瘍 腫瘍摘出術
先天性気管狭窄症、PAsling, 右肺低形成、VSD 保存的治療
先天性乳び胸 保存的治療
肺気腫，PDA, 壊死性腸炎 気胸手術
気管無形成，十二指腸閉鎖，鎖肛，総動脈幹症，右腎無形成，左
MCDK 死亡

腹壁破裂，小腸閉鎖 腹壁形成術、腸瘻造設術
臍帯ヘルニア , コルネリアデランゲ症候群 腸瘻閉鎖術
臍帯ヘルニア，臍腸管遺残 ,13trisomy,DORV,PA, 壊死性腸炎 臍帯ヘルニア手術、臍腸管切除、腸瘻造設術
嚥下障害，GER，floppy infant 経過観察
初期嘔吐，乳児血管腫 経過観察
TTN, ミルクアレルギー 経過観察
ミルクアレルギー（開腹術施行） 保存的治療
新生児嘔吐 経過観察
新生児メレナ，新生児急性胃粘膜病変， 経過観察
肥厚性幽門狭窄症 Ramstedt 手術
肥厚性幽門狭窄症 Ramstedt 手術
自己炎症症候群 肝生検、皮膚生検
肝血管腫 経過観察
尿膜管開存症 尿膜管摘出術
十二指腸狭窄症，腸回転異常，21trisomy ，VSD, ASD 十二指腸閉鎖症手術、腸回転異常症手術
十二指腸狭窄症，低位鎖肛，尿道下裂，HFD 十二指腸閉鎖症手術
十二指腸閉鎖症 十二指腸閉鎖症手術
十二指腸閉鎖症 十二指腸閉鎖症手術
十二指腸閉鎖症，メッケル憩室 十二指腸閉鎖症手術、メッケル憩室切除
十二指腸閉鎖症 十二指腸閉鎖症手術
空腸閉鎖症 小腸閉鎖症手術
空腸閉鎖症 小腸閉鎖症手術
空腸閉鎖症，DORV,PS, 単腎症 小腸閉鎖症手術
空腸閉鎖症 ,LBW 腸瘻造設術
回腸閉鎖症 小腸閉鎖症手術
壊死性腸炎 腸瘻造設術
胎便関連イレウス 腸瘻造設術
腸回転異常症，小腸軸捻転症 腸回転異常症手術
胎児腸管拡張 経過観察
胎便イレウス 腸瘻造設術
胎便性腹膜炎 腸瘻造設術
鼠径ヘルニア嵌頓 鼠径ヘルニア手術、精巣摘除
先天性胆道拡張症 胆道拡張症手術
先天性胆道拡張症 経過観察
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アラジール症候群 開腹胆道造影、肝生検
門脈還流異常症 経過観察
門脈体循環シャント 経過観察
ヒルシュスプルング病 経過観察
ヒルシュスプルング病、中枢性無呼吸症候群 気管切開術
ヒルシュスプルング病疑い 直腸生検
低位鎖肛 保存的治療
低位鎖肛 保存的治療
中間位鎖肛 人工肛門造設術
中間位鎖肛，VSD 保存的治療
中間位鎖肛，脊椎異常，第 1 趾形成異常 人工肛門造設術
総排泄腔遺残，先天性水腎水尿管水子宮膣症 人工肛門造設術
総排泄腔外反症 総排泄腔外反症手術、人工肛門造設術
膀胱外反症，臍帯ヘルニア，直腸会陰瘻，馬蹄腎（片側腎欠損） 腹壁形成術
卵巣嚢腫 経過観察
卵巣嚢腫 経過観察
卵巣嚢腫 経過観察
卵巣嚢腫 経過観察
卵巣嚢腫 経過観察
会陰部脂肪腫 腫瘤切除
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14．心臓血管外科

【スタッフ紹介】
副院長・心臓血管外科部長　大嶋　義博（昭和 57 年神戸大卒）

　　　　　　　　　　　神戸大学医学研究科医科学専攻外科系講座客員教授、
　　　　　　　　　　　心臓血管外科専門医、同　修練指導者

医　　長　松久　弘典（平成 11 年神戸大卒）心臓血管外科専門医
医　　長　日隈　智憲（平成 12 年神戸大卒）心臓血管外科専門医
フェロー　岩城　隆馬（平成 19 年愛媛大卒）心臓血管外科専門医
専攻医（心臓血管外科修練医）　村上　優（平成 23 年神戸大卒）外科専門医

【診療体制】
外来：月、水、金の午後２診　
手術：月～金。

心臓センター開設後、外科・内科のより緊密な連携に加え、姫路赤十字病院、加古川中央市民病院や神戸
大学との地域連携、救急医療の強化も含め、新たな体制づくりが進んでいる。集中治療科の充実と毎朝の合
同カンファレンスにより、周術期管理をほぼ全面的に委ねる体制が整った。人事では、変更なく、松島　峻
介が海外留学中で、2019 年 3 月末までハンブルグ Schäfers 教授の下で研修予定。

症例数は、出生数の減少に伴うものか、総数で 264 例（前年度 301 例）。2017 年の体外循環を用いた手術
は 168 例 ( 新生児 16 例 )、体外循環非使用の心臓手術は 36 例 ( 新生児 25 例 )、その他 60 例で、新生児の体
外循環症例が減少した。術後 30 日未満の手術死亡は体外循環、非体外循環各々 1 例で、計２症例であった。
毎朝の CICU カンファレンス、麻酔科との術前カンファレンス、毎週月曜朝の術前検討会、夕方の循環器カ
ンファレンス、金曜の術後検討会に加え、循環器科および複数科との audit meeting も定期的に行っている。
また、ICT を中心とした SSI サーベイランス活動に加え、特に縦隔炎をテーマに対策会議も続けている。心
臓センターとして、定期的に看護部を対象とした勉強会も開催している。

学会活動：Spring 8 における他施設共同研究が軌道に乗り、動脈管、刺激伝導系をテーマに広がり、科研
費取得、複数の英文掲載、全国学会で最優秀演題に続き、AHA に推薦され、発表を行った。その他、英文、
邦文論文が掲載あるいは投稿中で、海外学会、胸部外科学会、心臓血管外科学会、小児循環器学会、その他、
多数の学会、研究会にて発表した。
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術式（疾患） 28 日未満 ～ 1 歳未満 1 歳～ 17 歳 18 歳以上 総数
症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡

PDA
CoA（simple） 2 2
	 +VSD 2 2 4
	 +DORV
	 +AVSD 1 1
	 +TGA
	 +SV
	 +others
IAA（sinmple）
	 +VSD
	 +DORV
	 +Truncus
	 +TGA
	 +SV
	 +others
Vascularring 6 6
PS 1 1
PPAorcriticalPS
TAPVR 3 2 5
	 asplenia 1 1 2
PAPVR ± ASD 1 1
ASD 1 11 12
Cortriatriatum 1 1
AVSD（partial） 1 1
AVSD（complete） 4 4
	 +TForDORV
	 +others
VSD（Ⅰ） 1 1 3 5
VSD（Ⅱ or Ⅳ） 2 23 12 37
VSD（III）
VSD+PS
DCRV ± VSD 1 1
AneurysmofsinusValsalva
TF 1 5 1 7
	 （SPshunt） 1 1
PA+VSD	（Rastelli） 2 3 5
	 （SPshunt） 1 1
	 （UF ± shunt） 1 1
DORV 5 1 6
TGA（simple） 2 2
	 +VSD 2 1 3
	 +VSD+PS
correctedTGA 2 2
Truncusarteriosus 1 1
SV（SPshunt） 1 2 3
	 （BDG） 3 1 4
	 （Fontan） 8 8
TA	（SPshunt）
	 （BDG） 1 1
	 （Fontan）
HLHS	 （Norwood） 5 5
	 （BDG） 1 1
	 （Fontan） 5 5
Aorticvalvelesion（形成） 2 1 3
	 （弁置換） 2 2
	 SAS
	 supraAS
Mitralvalvelesion（MR 形成） 1 2 3
	 （MR 弁置換） 1 1 2
	 （MS 形成）
	 （MS 弁置換） 2 2
Ebstein
Coronarydisease 1 1
その他 1 1
再手術 VSD 再閉鎖
	 PS 解除 3 1 4
	 RV-PA 導管再置換 8 8
	 （PVR を伴う） （1） （1）
	 その他 1 2 1 3 1

総数 16 0 0 78 0 0 74 0 1 0 0 0 168 1
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症例数 死亡 在院死亡
皮下膿瘍、デブリードメント 4
ペースメーカー植え込み 8 1
ペースメーカー電池交換 2
心嚢ドレナージ 13
ECMO 装着（ショック） 8
ECMO 装着（気管形成術等） 6
横隔膜縫縮 2

気管腕頭動脈瘻 1
縦隔炎手術 2
大動脈 / 肺動脈吊上げ 1
気胸手術 3
血腫除去 4
その他 6

総計 60 1 0

術式（疾患） 28 日未満 ～ 1 歳未満 1 歳～ 17 歳 18 歳以上 総数
症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡 症例 死亡 在院死亡

PDA 11 1 12
CoA（simple）
	 +VSD 1 1
	 +DORV
	 +AVSD
	 +TGA 1 1
	 +SV
	 +others
IAA（sinmple）
	 +VSD 1 1
	 +DORV
	 +Truncus
	 +TGA
	 +SV
	 +others
Vascularring 2 2
PS
PPAorcriticalPS
TAPVR
	 asplenia
PAPVR ± ASD
ASD
Cortriatriatum
AVSD（partial）
AVSD（complete） 1 3 4
	 +TForDORV
	 +others
VSD（Ⅰ）
VSD（Ⅱ or Ⅳ） 3 3 6
VSD（III）
VSD+PS
DCRV ± VSD
AneurysmofsinusValsalva
TF 1 1 2
PA+VSD
DORV
TGA（simple）
	 +VSD 1 1
	 +VSD+PS
correctedTGA 1 1
Truncusarteriosus
SV	 （SPshunt）
	 （PAB） 2 2
TA	 （SPshunt）
	 （BDG）
	 （Fontan）
HLHS	 （bil.PAB） 2 2
	 （SPshunt 追加）
Aorticvalvelesion（形成）
	 （弁置換）
	 SAS
	 supraAS
Mitralvalvelesion（MR 形成）
	 （MR 弁置換）
	 （MS 形成）
	 （MS 弁置換）
Ebstein
Coronarydisease
その他 1 1
再手術	 VSD 再閉鎖
	 PS 解除
	 RV-PA 導管再置換
	 （PVR を伴う）
	 その他 2 1 1

総数 25 10 1 1 36 1
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15．脳神経外科

当科では 2017 年 11 月から日本こども病院神経外科医会事務局を置くこととなり、全国の小児医療施設、
あるいはこれに準ずる施設に現在在籍している、または過去に在籍経験のある脳神経外科医間の円滑な情報
交換を担う基幹施設となった。また 2019 年 4 月 10 日に第 114 回近畿脳腫瘍病理検討会を主管することとな
った。

2018 年度の脳神経外科スタッフは、河村淳史（小児がん医療センター次長　部長兼任）、小山淳二（医長）、
阿久津宣行（医長）の指導医、神戸大学医学部脳神経外科教室ローテーション医師と、徳島大学医学部脳神
経外科教室からのフェロー安積麻衣先生と診療に従事した。脳神経外科専門医研修の一環として、2017 年
10 月 1 日―2018 年 1 月 31 日に岡田真幸先生、2018 年 2 月 1 日―5 月 31 日に中村直人先生、2018 年 6 月 1
日―2016 年 9 月 30 日に森　達也先生、2018 年 10 月 1 日―2019 年 1 月 31 日に勝部　毅先生が専攻医とし
て着任した。

診療活動では 2016 年 5 月の病院移転に伴い、兵庫県下のみならず他府県からの紹介及びセカンドオピニ
オン例も増加、外来患者数、手術件数も安定している。当施設脳神経外科の特色は複数科との緊密な連携に
よるチーム医療であり、特に小児がん拠点病院として血液腫瘍内科・放射線治療科・臨床病理部と隣接した
神戸陽子線センターとの連携で、集学的治療を必要とする脳脊髄腫瘍症例をはじめ、整形外科・泌尿器科・
新生児内科との治療および管理は必要な二分脊椎症例、救急・集中治療科をはじめ多数科との協力が必要な
頭部外傷・多発外傷症例などを中心に積極的な治療に取り組んでいる。

特に小児脳・脊髄腫瘍に関しては小児がん拠点病院として患児・家族に対して全人的医療を実施するため
に必要な部署と連携して治療チームを編成し、時間を取って診療に従事している。外来では更に AYA 世代
に渡り長期の追跡も行っている。

また新たに頭の形外来を開設し、ヘルメットによる矯正の適応、また外科的治療の適応症例を対象に治療
を行っている。

小児脳・脊髄腫瘍に対する放射線治療として晩期合併症を軽減できると期待される、陽子線治療に関して
は、隣接する神戸陽子線センターへ当院 1 階の渡り廊下で往来できるため当施設に入院しながら治療が可能
である。隔離された小児専用の照射室、診察室を備えており、小児麻酔科による毎日の鎮静による照射も可
能となっている。

各症例においては地域小児医療各方面と密な連絡・連携を保ちながら、成人した時点での QOL の向上を
目指しており、神経奇形、頭部外傷、脳腫瘍を中心に国際的な水準を維持する手術・治療成績を積み重ねて
いく所存である。

脳神経外科手術ナビゲーションが順調に稼働し、新たな手術機器導入により困難な手術を支える施設面も
充実した。今後も 24 時間 365 日、あらゆる小児の脳神経外科手術に対応するという体制を維持し続けたい。

その他の活動
（1）カンファレンス；毎週水曜日　腫瘍治療検討会、月１回　二分脊椎カンファレンス、随時　頭部外傷

カンファレンス、陽子線治療検討会
（2）学会参加；日本小児神経外科学会、脳神経外科学会学術総会、日本脳神経外科コングレス、日本脳神

経外科学会近畿支部学術集会、日本二分脊椎研究会、日本こども病院神経外科医会、日本脳卒中学会
学術総会、日本脳腫瘍学会、小児血液・がん学会学術集会、日本脳腫瘍病理学会、日本神経内視鏡学会、
日本粒子線臨床研究会、日本神経外傷学会などへの参加
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4 奇形
頭蓋・脳 16 
脊髄・脊椎 36 

5 水頭症
脳室シャント術 28 
内視鏡手術 12 

6 脊髄・脊椎
腫瘍 1 
脊髄空洞症 0 
その他 0 

7 その他 5
8 血管内手術 1
9 定位放射線治療 0
10 陽子線治療 19

168 
日本脳神経外科学会の分類に準ずる

2018 年度　脳神経外科手術件数
件数

脳神経外科的手術の総数 　
1 脳腫瘍

摘出術 21 
開頭生検術 0 
定位的生検術 6 
経蝶形骨洞手術 1 

2 脳血管障害
バイパス手術 4 
開頭血腫除去術 0 
脳血管奇形手術 2 

3 外傷
急性硬膜外血腫 2 
急性硬膜下血腫 1 
減圧開頭術 0 
慢性硬膜下血腫 4 
その他 9 

脳神経外科　専攻医指導記録
専攻医 岡田真幸
研修期間 2018/01/01-01/31
指導医 河村　淳史、小山　淳二、阿久津　宣行

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 1
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか
開頭脳内血腫
バイパス手術
急性硬膜外血腫
急性硬膜下血腫
慢性硬膜下血腫・水腫 1
頭蓋・脳奇形 2
脊椎・脊髄奇形 1
水頭症脳室シャント 1
神経内視鏡手術
脊椎・脊髄腫瘍
脊髄空洞症
その他
血管内手術

計 3 3
合計 6

専攻医 中村直人
研修期間 2018/02/01-05/31
指導医 河村　淳史、小山　淳二、阿久津　宣行

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 4 2
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか
開頭脳内血腫
バイパス手術
急性硬膜外血腫 2
急性硬膜下血腫
慢性硬膜下血腫・水腫
頭蓋・脳奇形 3 2
脊椎・脊髄奇形 3 1
水頭症脳室シャント 2 1
神経内視鏡手術 1
脊椎・脊髄腫瘍
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脊髄空洞症
その他 6
血管内手術

計 20 7
合計 27

専攻医 森　達也
研修期間 2018/06/01-09/30
指導医 河村　淳史、小山　淳二、阿久津　宣行

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 2 4
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか
開頭脳内血腫
バイパス手術
急性硬膜外血腫
急性硬膜下血腫
慢性硬膜下血腫・水腫
頭蓋・脳奇形
脊椎・脊髄奇形 4 1
水頭症脳室シャント 3 2
神経内視鏡手術
脊椎・脊髄腫瘍
脊髄空洞症
その他 1 1
血管内手術

計 10 8
合計 18

専攻医 勝部　毅
研修期間 2018/10/01-12/31
指導医 河村　淳史、小山　淳二、阿久津　宣行

症例 執刀 第 1 助手 第 2 助手
脳腫瘍摘出術 1
動脈瘤・脳動静脈奇形ほか
開頭脳内血腫
バイパス手術 1
急性硬膜外血腫
急性硬膜下血腫
慢性硬膜下血腫・水腫 1
頭蓋・脳奇形
脊椎・脊髄奇形 2 2
水頭症脳室シャント 1
神経内視鏡手術 1
脊椎・脊髄腫瘍
脊髄空洞症
その他
血管内手術

計 5 4
合計 9
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16．形成外科

2018 年は 4 月より後期研修医として黒田諒子医師を迎え、7 月からは山内菜都美医師の住友病院への転任
に伴い平山泰樹医師が淀川キリスト教病院より赴任した。以前と同様の 3 人体制により診療を継続している。

新患患者の紹介件数は減少傾向であるが、病院の移転当初よりの取り組みとして先天性眼瞼下垂や瞼裂狭
小症に対する手術加療を積極的に行うなど、多様な症例でもって手術件数の漸増傾向は保持できている。手
術実績に関しては件数のみならず一例ごとの完成度に対しより深くアプローチすることを重要視して日々の
診療にあたっているが、その中で本年は再手術を要するような深刻な手術合併症を経験せずに運営できたこ
とは大いに評価できると思われる。引き続き安定した治療実績を残すことで地域の信頼を継続的に獲得でき
るものと考えている。

学会発表
『乳幼児の手指動静脈奇形に対し有茎鼠径皮弁にて手指再建を施行した二例』
小野田　素大
第 23 回　日本形成外科手術手技学会
尼崎市　2018.2.10.

『口窩重複症に眼奇形を伴った一症例の治療経験』
黒田　諒子、小野田　素大、平山　泰樹
第 120 回　関西形成外科学会学術集会
大阪市　2018.11.17.

年間の患者数及び手術件数
2017 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日

形成外科新患者数	 279 名
形成外科入院患者数	 245 名（延べ人数ではない）
形成外科手術件数
　入院手術　全身麻酔	 250 件（合計 250 件）
　　　　　　腰麻・伝達麻酔	 0 件
　　　　　　局所麻酔・その他 *	 0 件
　外来手術　全身麻酔	 128 件（合計 569 件）
　　　　　　腰麻・伝達麻酔	 2 件
　　　　　　局所麻酔・その他 *	 439 件 * その他には無麻酔や分類不明を入れる

手術内容区分	

区　　分
件　　　　数

入  院  手  術 外  来  手  術 計全身麻酔 腰麻・伝達麻酔 局所麻酔・その他 全身麻酔 腰麻・伝達麻酔 局所麻酔・その他
Ⅰ . 外傷 12 12 
Ⅱ . 先天異常 174 43 1 218 
Ⅲ . 腫瘍 45 56 2 103 
Ⅳ . 瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 12 3 3 18 
Ⅴ . 難治性潰瘍 4 4 
Ⅵ . 炎症・変性疾患 2 2 
Ⅶ . 美容（手術） 0 
Ⅷ . その他 0 
Extra. レーザー治療 1 26 2 433 462 
大分類計 250 0 0 128 2 439 819 
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17．整形外科

2018 年度の整形外科は向原伸太郎医師が転出し、新たに河本和泉医師及び加藤達雄医師が赴任した。こ
れにより、薩摩眞一（部長）、小林大介（リハビリテーション部長と兼任）、坂田亮介（医長）、衣笠真紀（医
長）、河本和泉（医長）に加藤医師（専攻医）を加えた 6 人体制にて診療を行った。

従来より、股関節、足部疾患を中心に、兵庫県内のみならず他府県よりの紹介患児を幅広く受け入れ、多
彩な小児整形外科疾患の診療を行ってきた。外来診療として従来の月曜日午後、火曜日終日、水曜日午前に
加え、一昨年度より加えた金曜日午前の外来を稼働し、増加する外来患児の診療にあたっている。また、他
院では手術が困難な全身状態を含めたハイリスク患児の手術も、集中治療部や麻酔科、外科、循環器内科な
どの関係各科との連携に支えられ、多数行なっている。歴史的に従事してきた小児慢性疾患に加え、新病院
への移転以来、増加し続ける救急外傷診療に対応すべく人員配置や麻酔科を含めた関連各科との連携を深め
た成果として、新病院移転以来約 40% 程度も増加した手術そして入院加療件数に対応している。

これらの診療経験及び実績を蓄積し、専攻医を含めた後進の指導を行なう一方で、日本小児整形外科学会
を中心とした学術研究を推進している。さらに、北米小児整形外科学会よりのトラベリングフェローの受け
入れやアジア各国からの短期研修の受け入れなど国際的な交流や医学貢献を進めている。

本年度の手術実績は、下記の通り 350 件であった。今後も手術、救急症例の増加が予想されるため、スタ
ッフの教育、確保を含めた診療体制のさらなる整備が今後の課題となっていく。県内、近隣の小児整形外科
患児のため今後も様々な面でのレベルアップを目指していく所存である。
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2017 年整形外科手術・検査内容区分
病名 術式 手術数 小計

体 幹

側 弯 症 矯正術 10
斜 頚 切腱術 3
側 弯 症 その他（ロッド切除、除圧など） 6
脊 椎 疾 患（ 側 弯 を 除 く ） 頸椎固定術 など 1 20

股 関 節

先 天 性 股 関 節 脱 臼 な ど 
（ 麻 痺 性 除 く ）

観血的整復術 0
大腿骨骨切り術 0
臼蓋形成術（ソルター骨盤骨切り術以外） 3
ソルター骨盤骨切り術 5

ペ ル テ ス 病 大腿骨骨きり術 4

大 腿 骨 頭 す べ り ピン入れ替え 3
ピンニング 6

麻 痺 性 股 関 節 脱 臼 な ど、
先天性股関節脱臼以外の疾患

大腿骨骨切り 4
骨盤骨切り術など（大腿骨切り合併含む） 4 29

膝 関 節 膝 関 節 脱 臼、 膝 蓋 骨 脱 臼 観血整復 4
関節炎 、円板状半月板など 鏡視下手術など 1 5

足 部

先 天 性 内 反 足 アキレス腱皮下切腱術（Ponseti） 27
軟部組織解離術　腱移行術　エバンス手術など 14

麻 痺 性 変 形（ 症 候 性 ）
足根骨骨切り（トリプル骨切り術など） 7
軟部組織解離術　腱移行術など　 1
それ以外の変形矯正（創外固定、骨切り術含む） 0

垂 直 距 骨 変形矯正術など 4
下 腿 内 捻 下腿回旋骨切り 3
尖 足 アキレス腱延長 7 63

下 肢

脚 長 差　 変 形 な ど

脚延長 , 変形矯正（創外固定使用） 2
成長抑止術（８プレート） 16
変形矯正 （創外固定使用以外） 1
ボトックス注射 9

足 根 骨 癒 合 症 癒合部切除 1
外 脛 骨 摘出など 1
下 肢  変 形 矯正、切断など 3 33

上 肢
橈 骨 頭 脱 臼 観血的整復術 3
上 肢 短 縮 上肢骨延長術（上腕、前腕） 2
内 反 肘 矯正骨切り術 2 7

外 傷

上 肢 骨 の 骨 折 脱
臼（ 顆 上、 外 顆 な ど ） 整復固定術 45

下 肢 骨 折 整復　固定 14
骨 折 後 偽 関 節 骨接合術など 2
骨 折 な ど 鋼線牽引 4
腱 断 裂 , 外 傷 腱縫合など 3 68

炎 症 ・ 腫 瘍

化 膿 性 関 節 炎　 脊 椎 炎 病巣掻爬、洗浄　穿刺 7
腫 瘍　 骨 髄 炎 ,LCH,
病 態 不 明 な ど 生検術 病巣掻爬 0

腫 瘍 骨 14
軟部 3 24

手 指 ・ 足 趾 多 ・ 合 指 （ 趾 ） 症 余剰指（趾）切除 16
指（趾）間形成 3

手 指（ 足 趾 含 む ） 変 形 矯正、骨切り術など 1 20

そ の 他
瘢 痕 拘 縮 先 天 性 拘 縮 形成術 1
剛 直 母 指 腱鞘切開 6
そ の 他 55 62

総数
年 間 手 術 件 数 331 331

検査
部位 方法

股関節 　アルトロ 10
股関節（先天性股関節脱臼） 牽引後、整復ギプス 7

その他 　アルトロ 2
19 19
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18．リハビリテーション科

リハビリテーション科が開設されてから 3 年目に突入した。2018 年度は新たにリハビリテーション運営
委員会が発足し今後各部署とのやり取りがスムースになることが期待される。人の移動として 4 月に中田理
学療法士が県立西宮病院に転出し、代わりに尼崎総合医療センターより下之園理学療法士を迎えた。また新
たに南大阪療育センターの福田理学療法士を招き入れ当科としては念願の 1 名増員となった。両人とも非常
に意欲的であり今後が楽しみである。また産休中であった北瀬言語聴覚士の代わりとして藤村言語聴覚士を
迎え見事に代役を果たした。個別にみると PICU 入院患者の早期離床加算が追加されたことにより大幅に収
益は増加した。早期離床リハビリテーションのカンファレンスも頻回に開催され風通しが良くなった感があ
る。問題点として依然入院患者のリハビリ対応に追われ外来リハが充分にこなせてない印象がある。今後積
極的に取り組んでいきたい。

スタッフ

医師のスタッフとして小林、セラピストのスタッフとして理学療法士 3 名、作業療法士 1 名、言語聴覚士
5 名（非常勤 1 名含む）の体制で行っている。

医師（リハビリテーション科部長） 1
理学療法士 3
作業療法士 1
言語聴覚士（非常勤含む） 5
計 9

平成 30 年度　施設基準別患者数および単位数（平成 30 年 1 月～ 12 月）
1. 理学療法

施設基準 患者数 単位数

入院

脳血管疾患等リハ料（Ⅱ） 2,106 2,950
運動器疾患リハ料（Ⅰ） 702 1,231
呼吸器疾患リハ料（Ⅰ） 914 1,185
障害児リハ料6歳未満 793 1,065
障害児リハ料6歳以上18歳未満 56 86
障害児リハ料18歳以上 30 59
廃用症候群リハ料 40 66
がんリハ料 409 653

外来

脳血管疾患等リハ料（Ⅱ） 62 123
運動器疾患リハ料（Ⅰ） 150 303
呼吸器疾患リハ料（Ⅰ） 10 19
障害児リハ料6歳未満 307 672
障害児リハ料6歳以上18歳未満 28 59
障害児リハ料18歳以上 2 3

計 　 5,609 8,474

件数 保険点数
早期離床リハビリテーション加算（4月～12月） 1,926 963,000
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2. 作業療法
　 施設基準 患者数 単位数

入院

脳血管疾患等リハ料（Ⅱ） 902 1,599
運動器疾患リハ料（Ⅰ） 116 215
呼吸器疾患リハ料（Ⅰ） 20 28
障害児リハ料6歳未満 161 303
障害児リハ料6歳以上18歳未満 61 128
障害児リハ料18歳以上 0 0
廃用症候群リハ料 16 18
がんリハ料 736 1,100

外来

脳血管疾患等リハ料（Ⅱ） 10 25
運動器疾患リハ料（Ⅰ） 9 20
呼吸器疾患リハ料（Ⅰ） 0 0
障害児リハ料6歳未満 208 484
障害児リハ料6歳以上18歳未満 4 8
障害児リハ料18歳以上 1 2

計 　 2,244 3,930

3. 言語聴覚療法
　 施設基準 患者数 単位数

入院

脳血管疾患等リハ料（Ⅱ） 1,688 2,909
障害児リハ料6歳未満 333 460
障害児リハ料6歳以上18歳未満 18 34
障害児リハ料18歳以上 0 0
廃用症候群リハ料 3 3
がんリハ料 119 208
摂食機能療法 280

外来

脳血管疾患等リハ料（Ⅱ） 467 1,092
障害児リハ料6歳未満 127 239
障害児リハ料6歳以上18歳未満 3 5
障害児リハ料18歳以上 0 0
摂食機能療法 1

計 3,039 4,950

検査名 実施件数
音声医学的検査 75
発達及び知能検査 65

計 140

4. 言語聴覚士耳鼻咽頭科関連業務件数
検査項目 件数

標準純音聴力検査 962
標準語音聴力検査 84
気導純音聴力検査 16
遊戯聴力検査 2308
補聴器適合検査　1回目 28
補聴器適合検査　2回目以降 413
発達及び知能検査（容易なもの） 17

計 3828　
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診療科別リハビリテーション科処方数

診療科
入院 外来

PT OT ST PT OT ST
臨床遺伝科 0 0 0 0 0 0
循環器内科 11 7 13 2 0 2
腎臓内科 4 0 2 0 0 0
神経内科 9 3 11 14 3 1
血液腫瘍内科 155 148 34 3 1 0
代謝・内分泌内科 0 0 0 0 0 0
新生児内科 76 42 72 24 16 20
心臓血管外科 7 2 10 0 0 0
脳神経外科 19 18 14 18 12 5
小児外科 15 0 15 0 0 5
整形外科 109 7 1 37 4 0
形成外科 3 0 0 1 0 26
精神科 0 0 1 1 0 15
リウマチ科 1 1 0 1 0 0
耳鼻咽喉科 0 0 6 0 0 55
救急科総合診療科 33 5 23 6 2 8
集中治療科 322 10 138 1 0 0
小児歯科 0 0 0 0 0 0

合計 764 243 340 108 38 137
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19．眼　科

本年度の眼科医師の異動は以下の通り。１月、中野由美子専攻医が育休から復帰。４月、安武博樹専攻医
が福岡での開業のため退職。７月、中村賢和専攻医が西播磨総合医療センターに異動。代わりに別所佳世子
専攻医が着任した。秋以降、専攻医が２名ともに妊婦となり、正に綱渡り的な診療体制となったが、両名と
も業務に大きな穴を開けることはなかった。特に年度後半、大きくなったお腹をものともせず、手術場で術
者あるいは助手として頑張る彼女たちを見て、あらためて女性の強さに感じ入った次第である。

2018 年　眼科　新患統計

病名 新生児
乳児 幼児 学童 思春期

合計
1 ～ 5 ヶ月6 ～ 11 ヶ月 1 ～ 3 歳 4 ～ 6 歳 7 ～ 9 歳 10 ～ 12 歳 13 歳以上

屈 折 異 常 4 28 82 246 184 96 60 35 735
弱 視 0 0 3 35 21 3 3 2 67
斜 視 及 び 疑 い 2 12 41 158 78 48 29 20 388
未 熟 眼 底 0 0 0 1 0 0 0 0 1
未 熟 児 網 膜 症 0 7 2 2 1 3 0 0 15
眼 瞼 疾 患 0 13 11 33 34 18 6 0 115
淚 器 疾 患 0 2 5 13 3 2 1 0 26
結 膜 疾 患 3 3 1 7 3 4 2 0 23
角膜・強膜疾患 0 6 0 4 4 1 3 2 20
ブ ド ウ 膜 疾 患 1 3 2 3 2 2 1 0 14
網膜・硝子体疾患 1 6 7 16 4 1 3 3 41
水 晶 体 疾 患 1 5 2 13 6 4 2 1 34
眼 窩 疾 患 0 0 0 5 0 0 0 0 5
遺 伝 疾 患 0 0 0 0 0 0 0 1 1
視神経・視路疾患 0 7 8 14 8 9 7 5 58
眼 振 0 0 1 1 2 0 0 0 4
緑 内 障 0 0 0 5 1 4 2 1 13
外 傷 0 0 1 2 2 2 1 0 8
症 候 群 0 1 3 2 2 0 1 0 9
心因性視力障害 0 0 0 0 0 7 2 0 9
腫 瘍 0 6 2 7 3 1 0 0 19
そ の 他 1 1 1 4 6 4 0 0 17
小 計 13 100 172 571 364 209 123 70 1622
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（2）入院手術

新生児
乳児 幼児 学童

思春期 計
前期 後期 前期 後期 前期 後期

斜 視 0 1 13 13 37 72 58 62 256
内 反 症 0 0 0 7 16 27 18 16 84
眼 瞼 下 垂 0 0 0 0 0 0 0 0 0
眼 瞼・ 眼 窩 疾 患 0 0 3 9 3 6 0 0 21
結 膜 疾 患（ 腫 瘍 ） 0 0 0 1 0 0 0 1 2
角 膜 疾 患 0 0 1 1 0 0 0 1 3
網 膜 疾 患（ 腫 瘍 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
硝 子 体 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鼻涙管閉鎖及び異常 0 0 1 3 1 1 0 0 6
眼 瞼 形 成 0 0 0 0 0 0 0 0 0
緑 内 障 0 0 0 0 1 1 0 2 4
白 内 障 1 2 5 7 4 1 2 0 22
未 熟 児 網 膜 症 1 0 0 0 0 0 0 0 1
眼 球 振 盪 症 0 0 0 0 0 0 0 3 3
外傷・検査・その他 0 0 0 2 0 1 1 2 6
合 計 2 3 23 43 62 109 79 87 408

（3）日帰り手術

新生児
乳児 幼児 学童

思春期 計
前期 後期 前期 後期 前期 後期

検 査 0 0 0 0 0 0 0 0 16
抜 糸 0 0 0 0 0 0 0 0 106
そ の 他 0
合 計 122

2018 年　訓練及び検査人数（合計　1299 名）
PAT（プリズム検査） 131 名
視野検査（GP） 272 名 516 眼
視野検査（ハンフリー ) 111 名 200 眼
PL 検査・TAC 396 名
OCT 359 名
ヘス（眼球運動検査） 14 名
色覚検査 16 名
合計 1299 名
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20．耳鼻咽喉科

1．外来診療
常勤医 2 人体制となり、外来診療は月曜・木曜が大津、火曜・金曜は勝沼がそれぞれ終日担当している。

週一回言語聴覚士・補聴器技能者とともに補聴器外来を行っている。
新患数は 897 名、延べ患者数は 5495 人であった。内訳としては、例年同様、難聴疑い、滲出性中耳炎、

反復性中耳炎、扁桃・アデノイド肥大、言葉の遅れの精査依頼などが多い。新生児聴覚スクリーニング検査
の普及（兵庫県での受検率は 2012 年の 68％から 2016 年 86％に上昇）に伴い、聴力精査の乳幼児の受診は
相変わらず増加傾向にあり年間約 100 件の精査依頼がある。高度難聴のみならず軽中等度難聴児も早期発見
されるようになり、乳児期からの補聴器装用開始児が増えてきている。早期からの聴覚支援学校や難聴児通
園施設との連携がますます重要となってきた。一方補聴器が安定装用できるようになった年長の感音難聴児
の聴覚管理について、地域の医療機関との役割分担が今後の課題である。

聴力図の電子カルテへの登録方法には現時点で適切なものは開発されていない。当院の様に聴力検査件数
の多い施設では、診療効率を維持するために電子カルテ導入後も 10 年以上紙カルテでの聴力検査結果閲覧
を続ける施設もある。過去の聴力検査結果の閲覧性をどう確保するかは耳鼻科外来診療の最大の課題である。

2．手術・入院診療
2017 年 6 月から入院手術枠が偶数週に半日、日帰り手術枠は 1 週間に約 1 時間増えたことにより、入院

手術は扁桃摘出術であれば月 10 件、日帰り手術は鼓膜チューブ挿入術であれば月 24 件程度可能となった。
このため 4 か月近くになっていた手術待機が特に日帰り手術ではかなり解消されてきた。手術症例数は入院
と日帰り合計して 398 例と開院以来の最高を記録した。移転に伴い神戸以西からの手術紹介はやや減ったが、
阪神間や神戸市東部からの紹介は徐々に増えてきている。年少児の重症睡眠時無呼吸症候群に対する扁桃摘
出術・アデノイド切除術は周術期の呼吸管理が重要であり術後数日間挿管管理を要することも多い。麻酔科
や術後管理に尽力していただいている集中治療科・総合診療科各医師と集中系病棟看護スタッフの多大の協
力に支えられている。医療安全に十分配慮しつつ手術治療に取り組みたい。

学術活動としては日本耳鼻咽喉科学会総会、日本小児耳鼻咽喉科学会などで発表を行った。地域貢献とし
ては、兵庫県新生児聴覚検査専門家会議の委員として会議に参加した。また神戸聴覚特別支援学校、姫路聴
覚特別支援学校と補聴器装用児の検討会を定期的に行い、医療と教育の間の連携を図っている。

入院手術（併施含む）
扁桃摘出術 95

アデノイド切除術 100

鼓膜チューブ挿入術 43

鼓室形成術、乳突削開術 1

鼻・副鼻腔内視鏡手術 2

舌根嚢胞開放術 1

膿瘍切開排膿 2

鼻涙管チューブ挿入 6

その他 8

合計症例数（他科入院 23 名含） 160

日帰り手術（併施を含む）
鼓膜チューブ挿入術 217

鼓膜穿孔閉鎖術・鼓膜形成術 6

鼓膜肉芽切除術、鼓膜切開等 20

口唇粘液嚢胞摘出 1

舌小帯形成術 1

異物摘出術 2

合計症例数 238
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3．言語聴覚療法について
【人員】

言語聴覚士（以下、ST）は正規職員 4 名のうち 1 名が産育休取得により 3 月末までは 3 名体制であった。
4 月より 1 名の代替え職員を確保することができ、以後 4 名で対応している。

平成 28 年 5 月の移転に伴い、ST の所属はリハビリテーション科となったが、耳鼻科診察日は予約状況に
応じ 1 ～ 3 名が外来業務に従事した。

【主な業務】
耳鼻科外来では①聴力検査、②補聴器外来を行った。健診でことばの遅れが指摘された児についてはその

場で医師がリハビリテーション科の ST 処方を出し、耳鼻科外来で対応した。
【業務詳細】
①聴力検査

一般病院では行うことの難しい聴性行動反応聴力検査や条件詮索反応聴力検査、遊戯聴力検査などをケー
スに合わせて実施している。さまざまな検査の結果、補聴器適応となれば、補聴器外来での予約をとるよう
勧めている。
②補聴器外来

週一度実施している。新生児聴覚スクリーニング検査の普及により、早期からの補聴器装着ケースが増え
ているのにくわえ、これまで補聴器装用を勧めてこなかった軽度の難聴や、一側難聴であっても学習面での
困難さや学校生活での不自由さから補聴器を求めるケースが増え、患者は増加傾向にある。補聴器を装用す
れば聞こえの問題がすべて解決されるわけではなく限界もあることなどを保護者や本人に説明し、効果判定
を含めながら支援を行っている。補聴器外来では各人の予約時間を長めに設定し、慎重な評価、親への心理
面を含めたサポート、難聴児通園施設や聴覚特別支援学校など適切な機関への橋渡しがタイミングよく行え
るように心がけている。

表 1【H30 年聴力検査件数】
平成 30 年 1 月－ 12 月 件数

標準純音聴力検査 962

標準語音聴力検査 84

気導純音聴力検査 16

遊戯聴力検査 2308

補聴器適合聴力検査１回目 28

補聴器適合聴力検査２回目以降 413

発達および知能検査 17

3828
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2018 年新患
症例数 院内 耳鼻科 小児科 産科 健診 聾学校 その他 なし

言 語 発 達 遅 滞 96 28 46 15 1 6
構 音 障 害 40 9 23 6 2
耳介奇形・小耳症 14 1 4 3 6
軟 骨 無 形 成 症 1 1
外耳道閉鎖・狭窄 17 5 5 4 3
急 性 乳 様 突 起 炎 1 1
副 耳 2 2
先 天 性 耳 ろ う 孔 5 2 2 1
外 耳 道 異 物 1 1
外 耳 道 損 傷 2 2
外 耳 炎 9 8 1
耳 垢 栓 塞 26 20 4 2
急 性 中 耳 炎 40 33 6 1
反 復 性 中 耳 炎 22 12 9 1
滲 出 性 中 耳 炎 264 62 181 16 1 2 1 1
慢 性 中 耳 炎 7 1 5 1
真 珠 腫 性 中 耳 炎 1 1 矢引　佑樹
癒 着 性 中 耳 炎 4 4
先天性難聴(疑い含む) 82 22 22 18 17 2 1
ムンプス難聴(疑い含む) 3 2 1
心 因 性 難 聴 38 2 34 2
突 発 性 難 聴 4 2 2
高 音 障 害 型 難 聴 9 6 3
低 音 障 害 型 難 聴 5 5
難 聴 324 62 216 35 3 6 1 1
難 聴 （ 疑 ） 128 62 51 8 1 5 1
後 迷 路 性 難 聴 3 2 1
内 耳 奇 形 4 3 1
中 耳 奇 形 1 1
側 頭 骨 骨 折 ・ 耳 小 骨 離 断 2 2
聴 覚 過 敏 1 1
耳 鳴 2 1 1
め ま い 12 4 5 3
顔面神経麻痺・顔面痙攣・下口唇麻痺 10 4 1 5
慢性鼻・副鼻腔炎 127 46 67 12 1 1
急性鼻・副鼻腔炎 34 20 11 3
ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 154 32 93 24 1 2 2
鼻 出 血 10 10
鼻 腔 異 物 3 2 1
鼻 咽 腔 閉 鎖 不 全 3 2 1
後鼻孔閉鎖・狭窄/鼻腔狭窄 4 2 1 1
後 鼻 孔 ポ リ ー プ 1 1
鼻 腔 腫 瘍 1 1
ア デ ノ イ ド 肥 大 277 48 181 42 1 2 3
扁 桃 肥 大 191 29 122 35 1 1 3
扁 桃 炎 16 9 3 4
睡眠時無呼吸症候群 198 28 128 36 1 2 3
咽頭外傷/口腔内損傷 6 6
舌 腫 瘤 6 2 2 2
口 内 炎 2 1 1
口 唇 粘 液 の う 胞 1 1
舌 小 帯 短 縮 症 7 3 3 1
唾 石 4 1 3
が ま 腫 2 1 1
耳下腺炎・顎下腺炎 3 3
耳下腺腫瘍・顎下腺腫瘍 2 2
頚部腫瘍・頚部膿瘍 6 4 2
側 頚 瘻 1 1
咽 ・ 喉 頭 異 物 4 4
喉 頭 軟 化 症 57 51 1 5
反 回 神 経 麻 痺 33 33
声帯ポリープ・喉頭肉芽 18 14 3 1
急性喉頭炎/急性声門下喉頭炎/声門下浮腫 8 7 1
嚥 下 障 害 32 30 1 1
喉頭浮腫/喉頭熱傷 6 6
頚 部 リ ン パ 節 炎 9 5 4
口 蓋 裂 20 11 7 1 1
顔面外傷/鼻骨骨折 2 2
感 染 症 チ ェ ッ ク 37 36 1
健 診 70 10 41 8 11
そ の 他 139 57 37 25 17 2 0 0 1
新患数（重複除く） 919 381 393 104 22 12 2 3 2
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21．泌尿器科

2018 年 3 月に武中良大が退職し、4 月に波越朋也、大西篤史が入職したので、2018 年度は 5 人体制（杉多、
大饗、春名、波越、大西）で診療を行った。

外来新規・再診患者数、入院患者数、手術件数は 2017 年と同程度であった。
杉多が泌尿器腹腔鏡技術認定医を取得した。これからも、より安全で確実な腹腔境手術を行い、また、後

進の指導に努めたい。
学会活動は、例年と同様に、RN フォーラム（東京）、日本泌尿器科学会総会（京都）、日本小児泌尿器科

学会総会（金沢）、日本泌尿器内視鏡学会総会（仙台）、日本泌尿器科学会中部総会（名古屋）において、当
科の手術成績等を発表した。杉多が MBS のテレビ番組「医のココロ」で「先天性尿路疾患」につき、イン
タビューを受けた。

杉多が会長を務めた第 29 回近畿小児ストーマ・排泄・創傷研究会を、12 月 1 日に当院の講堂で開催した。
児童精神科でご高名な渡辺久子先生を講師として、お招きした。96 名のご参加を頂戴した。

2019 年度も安全・安心で良質な医療を心がけるとともに、積極的に学術活動を行いたい。（杉多記）

【尿路系】
VUR 手術（開腹） 53
VUR（気膀胱） 4
デフラックス注入 1
尿管尿管吻合 3
膀胱尿管新吻合 8
膀胱修復術 3
尿管形成 8
尿管カテーテル抜去 37
開腹腎盂形成 5
腹腔鏡下腎盂形成 14
腎摘出 2
内尿道切開 5
腎瘻造設 5
膀胱鏡 ( ステント留置含む ) 18
膀胱瘻造設 1
膀胱結石摘除 2
尿管瘤切除 1
その他 6
合計 176

【性器系】
尿道下裂形成 59
外陰部腫瘤切除 14
陰茎形成 8
精巣固定 126
精巣捻転 4
停留精巣摘除 8
腹腔鏡下精巣血管結紮（F-S1 期目） 3
腹腔鏡下精巣固定術（F-S2 期目） 2
陰嚢水腫根治術 38
ヘルニア手術 5
包皮形成術 20
包茎手術 8
尿道下裂瘻孔閉鎖 18
陰嚢形成 3
精巣腫瘍核出 0
顕微鏡下精巣静脈低位結紮術 7
膣形成 1
膣切開 1
その他 1
合計 326

2018 年度　手術実績【入院 /342・日帰り /160】
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22．小児歯科

診療内容として、全身疾患を有する患児や心身障害児の齲蝕予防・治療を行うことが大きな柱となってい
ることに変化はない。特に院内において先天性の疾患を有する患児に対しては低年齢（乳前歯萌出時期）か
らの定期受診により歯科疾患予防を積極的に行っている。また、周術期における口腔管理が保険に組み込ま
れ数年たち周知されたことにより、歯科衛生士による周術期口腔ケア介入症例は増加傾向にあり、週に 1 度、
歯科衛生士による病棟ラウンドを行っている。

人事面においては、常勤歯科医師一名（曽根由美子）の体制ではあるが、非常勤歯科医師として田村あゆ
み歯科医師が 5 月より毎週金曜日に外来診察を担当している。

新患内訳 (2018) 院内紹介
院外紹介

紹介なし 計
歯科 医科

小児歯科関連

口腔内検診希望 26 3 0 0 29

齲 蝕 10 54 2 0 66

乳 歯 晩 期 残 存 9 1 0 0 10

先 天 性 歯 2 0 1 0 3

そ の 他 4 3 1 0 8

矯正歯科関連
不 正 咬 合 16 1 2 0 19

術 前 顎 矯 正 9 0 0 0 9

口腔外科関連
外 傷 11 6 0 0 17

埋伏歯・過剰歯 0 9 0 0 9

周 術 期 口 腔 機 能 管 理 54 0 1 0 55

その他（小児歯科以外） 4 0 0 0 4

計 145 77 7 0 229

全身麻酔下処置 歯科単独 他科合同 計

入 院 手 術 1 3 4

外 来 手 術 36 0 36

計 37 3 40
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23．麻酔科　

１．2018 年の人事異動
常勤医として、神戸大学から上嶋医師が赴任した。小児麻酔の即戦力であるとともに、ペインクリニック

専門医として術後鎮痛や慢性痛への対応向上が期待される。
各大学所属医師の異動としては、神戸大学からは畑澤医師、横尾医師、坪井医師が転入した。香川大学か

らは水田医師、喜多條医師を迎えた。大阪医大から上野医師を迎えた。兵庫県立病院麻酔科総合研修システ
ムにおいては小西医師、田中医師が転入し、松本医師、小阪医師、山口医師の異動があった。公募医師であ
った飯塚医師が 2 年の研修を終えて転出した。また名古屋市立大学からの長谷川医師は、11 月からの 3 か
月間、当院集中治療科にて研修を行った。他、短期研修として、当院小児科から永尾医師、集中治療科から
潮見医師、島根大学麻酔科から糸井医師を迎えた。

2018 年 12 月の時点では香川、高辻、大西、池島、鹿原、末田（育休中）、藤原、廣瀬、上嶋、神頭、長谷川（集
中治療科研修中）、上野、秋泉、田中、金子、小西、畑澤、喜多條、横尾、坪井、潮見（集中治療科）が従
事している。

２．活動状況
2017年に始まった手術枠の増枠により、平日日勤帯により多くの手術を受け入れることができるようにな

った。これにより緊急手術の受け入れがスムーズになり、より遅滞なく手術を行えるようになったと考えている。
2018年の総手術件数は前年に比べて微減となったが、小児がんなどに対する病棟麻酔の件数は増加した。同
じく2017年に開始したPACUは手術室業務として定着し、術後早期の安全性、快適性に寄与している。

新たな取り組みとして、術後の遷延する痛み（慢性痛）への対応を開始した。2018年には持続する痛みを訴
える患者2名についてコンサルトを受け、神経ブロックおよび投薬治療を行った。種々の制約はあるが、可能
な限り対応していきたいと考えている。

2018年10月20、21日には当院麻酔科が主幹となり、神戸ポートピアホテルにおいて日本小児麻酔学会第24
回大会を開催することができた。これに合わせて当院の麻酔科からも数題の演題発表を行った。全体として
は750名余の小児麻酔関係者が参加し、小児麻酔および関連する領域である集中治療やペインクリニック、シ
ミュレーション医学、周術期看護といった広い領域にわたってディスカッションが行われ、知見を深めるこ
とができた。海外からは当院の姉妹病院であるシアトル小児病院麻酔科のAdrian Bosenberg先生に「Paediatric 
Anaesthesia in the Developing World」のタイトルで、途上国における小児麻酔の現状や援助について講演し
ていただいた。シンポジウム「麻酔導入時のこどもの不安を取り除く」では、ファシリティドッグを用いた先
進的なプレパレーションを展開してきた静岡こども病院からの発表や、当院で多数回の手術を経験されてき
た榎田茜様に患者目線での麻酔・手術についての思いを聴講することができ、小児医療に従事するものにとっ
て印象深いものとなった。懇親会では当院有志による弦楽四重奏が行われ、暖かい雰囲気の中で会員間の懇
親を深めることができた。このほか演者、座長、ハンズオンセミナー、病院見学、運営など多岐にわたって当
院関係者に多大な協力をいただき、成功裡に学会を終えることができたことに、この場を借りて厚く御礼申
し上げたい。（学会ホームページ　http://jspa2018.umin.jp/　をご覧ください）
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３．展望
当院麻酔科の使命として、①患者様に安全・快適な麻酔を提供すること、②手術・麻酔を必要とする患者様

をいつでも受け入れるような体制を維持していくこと、③若手麻酔科医に対する教育や、よりよい麻酔に向
けての研究を継続して行い、安全・快適な小児麻酔を提供することができる医師を育成すること、の３点が重
要であり、継続して取り組んでいきたい。

４．麻酔科　診療統計
年間総麻酔件数は4590件です。
麻酔法の内訳としては全身麻酔（主に小児）が4488件、脊椎麻酔・硬膜外麻酔（産科）が107件、その他5件でし

た。
場所の内訳として、手術室内で行われた麻酔は3964件（アンギオ室、日帰り手術を含む）、手術室外で行われ

た麻酔は626件（うちMRI検査24件、病棟での麻酔583件）でした。
年齢の区分では、新生児症例（生後1ヵ月未満）が107件、乳児症例（生後1ヶ月以上1才未満）が596件と全体の

15％を占めています。

診療統計
（麻酔科管理症例数）　2018.1.1 ～ 12.31

4590 件

【ASA PS】（米国麻酔学会による麻酔のリスク分類）
予定手術 1 2 3 4 5 合計

2141 1908 239 5 0 4293
緊急手術 1E 2E 3E 4E 5E 合計

99 119 69 9 1 297

手術部位
a.脳神経・脳血管 96 h.頭頚部・咽喉部 1314
b.胸腔・縦隔 70 k.胸壁・腹壁・会陰 518
ｃ.心臓・血管 360 m.脊椎 52
d.胸腔＋腹部 10 n.股関節・四肢(含：末梢神経) 403
e.上腹部内臓 108 p.検査 792
f.下腹部内臓 562 x.その他 187
g.帝王切開 118 合計 4590

麻酔法による内訳
A.全身麻酔(吸入) 1838
B.全身麻酔(TIVA) 1994
C.全身麻酔(吸入)+硬・脊、伝麻 182
D.全身麻酔(TIVA)+硬・脊、伝麻 464
E.脊髄くも膜下硬膜外併用麻酔(CSEA) 1
F.硬膜外麻酔 0
G.脊髄くも膜下麻酔 106
H.伝達麻酔 2
X.その他 3

合計 4590

年齢別内訳
　 男性 女性 合計
A. ～ 1 ヶ月 65 42 107
B. ～ 12 ヶ月 352 244 596
C. ～ 5 歳 1062 837 1899
D. ～ 18 歳 1017 796 1813
E. ～ 65 歳 23 152 175
F. ～ 85 歳 0 0 0
G.86 歳～ 0 0 0

合計 2519 2071 4590
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24．新生児内科

１．医師の異動
前年より引き続いて武岡恵美子、松井紗智子、玉置祥子、横田知之、三村仁美、芳本誠司、中尾秀人が在

任した。中尾秀人病院長は、病院全体の代表としての業務が中心であった。松井紗智子医師は育児休暇中で
あるが 2019 年度より復帰予定である。当院にてフェローとして勤務していた山内貴未医師が 4 月より正規
スタッフとして勤務を継続した。同じくフェローの片岡大医師は引き続き勤務した。新たに東京で新生児専
門医研修を開始していた黒田順平医師が神戸大学連携大学院生として着任した。フェローの李進剛医師は基
礎研究の継続を希望し米国に留学のため退職した。武岡恵美子医師は配偶者の留学に伴い休職して渡米した。
岡山大学産婦人科より新生児管理研修のため着任していた大平安希子医師は 6 ヶ月間の研修を終え帰局し
た。ローテート専攻医（後期研修医）として、飯塚理、菊池菜摘、広田幸穂、山内悠輔、井上葵子、石田貴
裕、近藤友里子、近藤亜耶、各医師が 3 か月ずつ研修をおこなった。また、神戸市立医療センター中央市民
病院で後期研修中の山下裕加医師が希望され当科で 3 か月研修した。当科の特徴として女性医師も活躍でき
る診療体制をめざしているが、産休、育休、育児とのライフワークバランスという現実の課題に直面している。
総合周産期母子医療センターとしての 24 時間 365 日の診療業務とフェロー、専攻医の研修教育という当施
設に課せられた使命を全うするにはスタッフの負担はやはり過剰と言わざるをえず、持続可能な診療・教育
体制の確保が引き続き急務である。

２．診療活動
新生児病棟の診療統計は別表の通りである。当院産科の母体搬送制限により超早産、超低出生体重児を含

む院内出生が著明に減少した。ただし、当院の使命である集学的管理を要する児については、心疾患、最重
症先天性横隔膜ヘルニア 2 例を含む外科疾患、染色体異常など概ね収容できている。一方、院内出生の減少
に伴い、院外からの新生児搬送入院症例は増加している。院外施設での分娩に立ち合い、初期処置後の搬送
症例もあり、母体搬送困難な状況での次善の対応として今後も積極的に対応するつもりである。当院ドクタ
ーカーによる新生児搬送については搬送要請から契約運転手の到着に約 30 分を要しており迅速な搬送体制
の整備が急務である。

３．研究学会活動
日常診療における疑問の解決、稀有な疾患管理、治療法の工夫などを臨床研究として医療チーム全体で取

り組んでいる。それらの結果は順次、国内外の多くの学会で発表をおこなっており、日常診療の限られた時
間の中で論文化し当院での成果を世界に発信する努力を続けている。
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2018 年新生児内科統計
I．新生児病棟統計
1）月別入院数

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計
24 28 32 33 29 24 30 38 37 40 49 39 403

2）診療科別入院数
新 生 児 科 入 院 393 新 生 児 科 か ら の 転 科 54
小 児 外 科 4 集中治療科 34
総合診療科 3 循環器内科 8
循環器内科 2 小 児 外 科 5
心臓血管外科 1 総合診療科 3

代謝内分泌 2
泌 尿 器 科 1
脳神経内科 1

3）入院形態と紹介医療機関地域
神戸 阪神南 阪神北 東播磨 中播磨 西播磨 北播磨 淡路 丹波 但馬 県外

院外出生 186 143 3 0 14 7 0 0 0 2 3 0
一 次 搬 送 116 106 2 0 8 0 0 0 0 0 0 0

（14 日 以 上 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
二 次 搬 送 70 37 1 0 6 7 0 0 2 2 3 12

院内出生 207 141 4 2 31 2 1 4 6 2 2 12
緊 急 母 体 30 19 0 0 5 1 0 1 3 0 1 0
非 緊 急 母 体 177 122 4 2 26 1 1 3 3 2 1 12
院 内 出 生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日齢 14 未満一次搬送 + 院内出生 323 247 6 2 39 2 1 4 6 2 2 12

II．新生児科統計
対象：新生児科入院（日齢 14 未満一次搬送入院及び院内出生 323 症例，転科例を含む）
1）院内出生と院外出生

出生体重 患者数 院内 率 帰院 産科 週数 患者数 院内 率 帰院 産科
500 ｇ 未満 1 1 100% 0 0 22，23 0 0
500-749 ｇ 5 5 100% 0 0 24，25 6 6 100% 0 0
750-999 ｇ 6 6 100% 0 0 26，27 4 4 100% 0 0

1,000-1,499 ｇ 15 15 100% 0 0 28，29 7 7 100% 0 0
1,500-1,999 ｇ 37 32 86.5% 0 0 30，31 9 9 100% 0 0
2,000-2,499 ｇ 73 59 80.8% 1 7 32，33 22 20 90.9% 0 0
2,500 ｇ 以上 186 89 47.8% 13 28 34-36 78 65 83.3% 2 3

計 323 207 64.1% 14 35 37 以上 197 96 48.7% 12 32
計 323 207 64.1% 14 35

2）分娩方法・出生前ステロイド
出生体重 患者数 帝切 率 ANS 率 週数 患者数 帝切 率 ANS 率

500 ｇ 未満 1 1 100% 1 100% 22，23 0
500-749 ｇ 5 5 100% 5 100% 24，25 6 4 66.7% 5 83.3%
750-999 ｇ 6 4 66.7% 4 66.7% 26，27 4 4 100% 4 100%

1,000-1,499 ｇ 15 15 100% 6 40.0% 28，29 7 7 100% 2 28.6%
1,500-1,999 ｇ 37 33 89.2% 12 32.4% 30，31 9 8 88.9% 4 44.4%
2,000-2,499 ｇ 73 50 68.5% 7 9.6% 32，33 22 19 86.4% 15 68.2%
2,500 ｇ 以上 186 63 33.9% 1 0.5% 34-36 78 60 76.9% 5 6.4%

計 323 171 52.9% 36 11.1% 37 以上 197 69 35.0% 1 0.5%
計 323 171 52.9% 36 11.1%
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3）生存率，死亡率
出生体重 患者数 死亡数 生存率 週数 患者数 死亡数 生存率

500 ｇ 未満 1 0 100% 22，23 0
500-749 ｇ 5 0 100% 24，25 6 0 100%
750-999 ｇ 6 0 100% 26，27 4 1 75.0%

1,000-1,499 ｇ 15 3 80.0% 28，29 7 0 100%
1,500-1,999 ｇ 37 1 97.3% 30，31 9 1 88.9%
2,000-2,499 ｇ 73 1 98.6% 32，33 22 1 95.5%
2,500 ｇ 以上 186 1 99.5% 34-36 78 2 97.4%

計 323 6 98.1% 37 以上 197 1 99.5%
計 323 6 98.1%

4）多胎割合（品胎 1 組）
出生体重 患者数 多胎 率 品胎 週数 患者数 多胎 率 品胎

500 ｇ 未満 1 0 0% 0 22，23 0 0 0
500-749 ｇ 5 2 40.0% 0 24，25 6 2 33.3% 0
750-999 ｇ 6 0 0.0% 0 26，27 4 0 0.0% 0

1,000-1,499 ｇ 15 2 13.3% 1 28，29 7 0 0.0% 0
1,500-1,999 ｇ 37 17 45.9% 2 30，31 9 2 22.2% 0
2,000-2,499 ｇ 73 31 42.5% 0 32，33 22 8 36.4% 3
2,500 ｇ 以上 186 11 5.9% 0 34-36 78 42 53.8% 0

計 323 63 19.5% 3 37 以上 197 9 4.6% 0
計 323 63 19.5% 3

5）人工呼吸管理の割合
出生体重 患者数 MV 率 HFO CPAP 週数 患者数 MV 率 HFO CPAP

500 ｇ 未満 1 1 100% 1 1 22，23 0 0
500-749 ｇ 5 5 100% 4 5 24，25 6 6 100% 5 6
750-999 ｇ 6 5 83% 2 5 26，27 4 4 100% 3 3

1,000-1,499 ｇ 15 10 66.7% 1 8 28，29 7 7 100% 0 7
1,500-1,999 ｇ 37 10 27.0% 0 16 30，31 9 6 66.7% 0 5
2,000-2,499 ｇ 73 10 13.7% 0 9 32，33 22 9 40.9% 0 12
2,500 ｇ 以上 186 31 16.7% 3 37 34-36 78 10 12.8% 0 13

計 323 72 22.3% 11 81 37 以上 197 30 15.2% 3 35
計 323 72 22.3% 11 81

6）特殊治療
PDA 閉鎖術 14例（+ 二次搬送 8 例） 生後ステロイド全身投与 11例
NO 吸入療法 10例 ステロイド吸入 0例
NICU 内手術 2例 在宅酸素療法 3例
ECMO 0例 ROP レーザー 1例（転院例）
CHDF 0例
PD 0例

7）新生児搬送出動回数　123回

入院 97 （ヘリ 1 回） 分娩立合い 2
転院 25 時間外搬送 36

非搬送 1

8）多胎生存率，死亡率
出生体重 患者数 死亡数 生存率 品胎 週数 患者数 死亡数 生存率

500 ｇ 未満 0 0 − 0 22，23 0 0 − 0
500-749 ｇ 2 0 100% 0 24，25 2 0 100% 0
750-999 ｇ 0 0 0% 0 26，27 0 0 − 0

1,000-1,499 ｇ 2 0 100% 1 28，29 0 0 ＝ 0
1,500-1,999 ｇ 17 0 100% 2 30，31 2 0 100% 0
2,000-2,499 ｇ 31 0 100% 0 32，33 8 0 100% 3
2,500 ｇ 以上 11 0 100% 0 34-36 42 0 100% 0

計 63 0 100% 3 37 以上 9 0 100% 0
計 63 0 100% 3
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25．産　科

2018 年は産科医師の退職と欠員のため 3 月 17 日（この日程は退職者の年休取得のため設定しました）か
ら時間外の母体搬送受け入れを制限しました（平日日勤帯は受け入れております）。

大変厳しい状況でしたが大きなトラブルや事故もなく診療を継続し無事 1 年を終えることができ、産科ス
タッフ一同ならびに関連・関係各位に感謝いたします。院外から当直や外来応援に来ていただいた神戸大学
産科婦人科学教室、神戸市産婦人科医会等の先生方に深謝いたします。

2018 年は、船越　徹周産期医療センター次長兼産科部長、佐本　崇産科科長兼部長、高松祐幸医長、牧
志　綾医長、森下　紀医長、河崎あさひ医長、鷲尾佳一専攻医の 7 人体制で始まりました。3 月末に佐本、
森下（公募）、河崎（公募）、鷲尾の 4 人が同時期に退職し、4 月から荻野美智医長、益子沙友里フェローが
入職し 5 人体制となり、5 月末に牧志が退職し 4 人体制となり、6 月 15 日付で高松が退職しました。退職者
の年休取得のため実質的に 6 月 1 日から 3 人体制となり、診療の継続が危ぶまれる危機的状況にありました
が（総合周産期母子医療センター産科は当直が可能な医師が 8 人以上必要とされています。3 人体制で診療
を行っている施設は過去にありません）、7 月に角　健司フェローが入職し 4 人体制となり、10 月から窪田
詩乃医長（産休明けのため週 3 日勤務）と岩田隆一専攻医が入職し 6 人体制（当直・オンコール可能な医師
は 5 人）になりました。医師の退職においては慰留に努めたのですが各自のキャリアプランがありこうした
結果となりました。医師退職と欠員に伴うマンパワー不足のため診療制限（時間外の母体搬送受け入れ制限
と胎児形態異常のない 4 ～ 7 月予定日の方の他院紹介）せざるを得ず、結果的に 4 月から産科病棟の病床数
は 32 → 22 に、看護師数（産科病棟と外来一体運用としています）も 42 → 33 名に減少しております。

医師の補充については公募ならびに神戸大学産婦人科医局にお願いしていますが、全国的に産婦人科医師
が不足しており厳しい状況が続いています。私立病院に比べて国公立病院はいろいろと制約があり医師の募
集や勤務の継続に対する何らかの方策や incentive がとれないため苦戦が続いています。

人事：2018 年は、船越　徹周産期医療センター次長兼産科部長、佐本　崇産科科長兼部長、高松祐幸医長、
牧志　綾医長、森下　紀医長、河崎あさひ医長、鷲尾佳一専攻医の 8 人で始まりましたが上記の異動の結果
10 月以降のスタッフは

船越　徹　周産期医療センター長、産科科長兼部長、産科病棟医長　S60 卒
荻野美智　医長 H23 卒
窪田詩乃　医長 H24 卒
角　健司　フェロー H6 卒（公募）
益子沙友里　フェロー H25 卒
岩田隆一　専攻医 H26 卒（公募）　
となり、船越以外は新メンバーとなりました。

当院は総合周産期母子医療センターとしてハイリスク妊産婦のみを受け入れる紹介型医療施設です。病床
は MFICU（母体胎児集中治療室）6 床を含めて 22 床（2018 年 4 月以降）です。LDR 1 室、侵襲的検査処
置室（羊水穿刺、羊水除去、胎児胸水穿刺等を施行する処置室）1 室、陣痛室 1 室、分娩室 2 室あり、外来
と病棟が隣接しています。また、産科専用手術室 1 室を有し、4D 超音波断層装置が 3 台あり、2 人当直制（第
一当直の 30％と第 2 当直は院外医師が担当）を行っています。そして、「近畿ブロック周産期医療広域連携
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事業」における兵庫県の拠点病院として他府県からの母体搬送にも対応しています。新生児内科は NICU 21
床、GCU 24 床です。

入院理由の上位は切迫早産、胎児形態異常、胎児発育不全、前期破水、多胎です。高年妊娠の増加に伴い
2005 年頃から羊水検査が増加していましたが、NIPT（新型出生前診断）導入に伴い最近は減少しました（2018
年：9 例）。なお、当院は NIPT 実施施設ではありませんので希望者には実施施設である神戸大学病院、兵庫
医大病院等をご紹介しております。

本邦の出生数の減少（2018 年 92.1 万人）、当院の須磨区からポートアイランドへの移転に伴う西区、垂水区、
須磨区、長田区からの紹介患者の減少、医師退職・欠員に伴う診療制限のため、2018 年の臨床統計は昨年
より減少しました。

分娩数 181、出産数 213、生産数 208、死産数 5、多胎 31（DD 双胎 14、MD 双胎 16、品胎 1）、胎児形態
異常 100、帝切数 114（率 62.9％）、早産数 86（率 47.5％）（22 ｗ 0 ｄ -25 ｗ 6 ｄ：6、26 ｗ 0 ｄ -27 ｗ 6 ｄ：
5、28 ｗ 0 ｄ -31 ｄ 6 ｄ：15、32 ｗ 0 ｄ -33 ｗ 6 ｄ：16、34 ｗ 0 ｄ -36 ｗ 6 ｄ：44）、出生体重 1,000 ｇ未
満の児数 14（率 6.7％）、1,000 ～ 1,500 ｇの児数 16。病床稼働率 1 ～ 3 月 58.4％、4 ～ 7 月 35.1％、8 ～ 12
月 71.6％、緊急母体搬送の受け入れ 62 件（受け入れ率 68.1％）。

2016 年から母体搬送依頼直通電話（母体搬送ホットライン 078-945-7374）をオープンにしております。
また、胎児機能不全等の適応があれば手術決定から 15 分以内の児の娩出を目指す「超緊急帝王切開」を関
連部門・スタッフの協力を得て行なっています。2018 年の超緊急帝切は 2 件（28 週胎盤早期剥離、34 週骨
盤位・PROM・NRFS）でした。

牧志と森下、荻野が 2018 年春に母体保護法指定医に合格しました。
河崎が周産期・新生児医学会専門医（母体・胎児）に合格しました。
益子が日本産科婦人科学会専門医に合格しました。
12 月 8 日（土）に当院講堂で「平成 30 年度兵庫県立こども病院周産期医療センター研修会」を開催し、「産

科と循環器内科との連携」を産科病棟助産師 杉友 ユリが、「当科で過去 10 年間に管理した胎児形態異常の
分析」を船越が、「当院の胎児心エコー診断の現状について」を循環器内科医長 亀井 直哉が発表しました。
そして、大阪大学医学部附属病院総合周産期母子医療センター小児科講師の北畠 康司先生から「あなたが
送り出したダウン症児 その後どうなっているか知っていますか？ ―最新の臨床課題と最先端研究をだれに
でもわかりやすく―」の特別講演をいただきました。当日は兵庫県医師会館で行われた産婦人科の別のイベ
ントと重なっていましたが多数の参加者を得ることができました。

神戸赤十字病院から臨床研修医 6 人が 1 か月ずつ産科の研修を行いました。
放射線科医師と胎児 MRI を撮影した症例の経過と MRI の読影、その後の経過を検討する「MRI カンファ

レンス」を 1 月 29 日と 10 月 30 日に開催しました。本年から新生児内科医師も参加しています。報告書か
らだけでは伺えない MRI の読み方について研修することができます。

英文雑誌の抄読会を行っています（2018 年 26 回開催）。
学会活動を奨励しています（研究業績参照）。
病状が落ち着いた方や、紹介元で対応可能な妊娠週数となれば、紹介元へ戻っていただいております。

2018 年のバックトランスファー（紹介元へ戻れた方）は 140 名でした（外来レベルで行われたものも含む）。
また、当院には産科以外の成人を診る常勤の専門医がおりませんので、母体合併症に関しては神戸大学医学
部附属病院や神戸市立医療センター中央市民病院等をご紹介しております。隣接する神戸市立医療センター
中央市民病院も総合周産期母子医療センターでありますが、中央市民病院は母体合併症を、当院は胎児・新
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生児にフォーカスした診療の棲み分け、病病連携を行なっております。お互いの紹介症例のその後の転機を
検討するため、両院の産科と新生児科医師が参加して 2 月 6 日に当院講堂にて「第 2 回合同カンファレンス」
を開催しました。病院全体でも「県立こども病院と神戸市立医療センター中央市民病院との連携会議」を年
4 回開催しています。紹介患者の電子カルテも相互に閲覧可能なシステムが構築されています。

1）平成30年(2018年)産科診療状況 2）紹介元施設所在地別入院件数
入院患者数 * 233 大分類 地区 件数 率 大分類 地区 件数 率

うち緊急母体搬送によるもの 62

阪神南

尼 崎 市 0 0%

中播磨

姫 路 市 4 2%

紹介元へ戻すまたは他院紹介 ** 140 西 宮 市 7 3% 神 崎 郡 0 0%

分娩母体数（22 週以降）*** 181 芦 屋 市 4 2% 小 計 4 2%

正期産 95 小 計 11 5%

西播磨

相 生 市 0 0%

早産 86

阪神北

宝 塚 市 4 2% たつの市 0 0%

過期産 0 三 田 市 2 1% 赤 穂 市 1 0%

多胎妊娠 31 川 西 市 0 0% 揖 保 郡 0 0%

　うち双胎 30 伊 丹 市 0 0% 赤 穂 郡 0 0%

　うち品胎 1 川 辺 郡 0 0% 佐 用 郡 0 0%

経腟分娩 67 小 計 6 3% 宍 粟 市 0 0%

　うち吸引分娩 5

神戸市

中 央 区 55 24% 小 計 1 0%

　うち骨盤位牽出術 2 西 区 33 14%

但馬

豊 岡 市 2 1%

帝王切開術 114 須 磨 区 18 8% 美 方 郡 0 0%

出産児数（22週以降、死産含む）*** 213 東 灘 区 14 6% 養 父 市 0 0%

正期産児 99 北 区 9 4% 朝 来 市 0 0%

早産児 114 長 田 区 1 0% 小 計 2 1%

過期産児 0 灘 区 8 3%

丹波

篠 山 市 2 1%

低出生体重児（2,500 ｇ未満） 123 垂 水 区 5 2% 丹 波 市 0 0%

巨大児（4,000 ｇ以上） 1 兵 庫 区 0 0% 小 計 2 1%

そ　の　他 小 計 143 61%

淡路

洲 本 市 7 3%

22 週未満死産児 0

東播磨

明 石 市 29 12% 淡 路 市 3 1%

22 週以降死産児 5 加古川市 6 3% 南あわじ市 0 0%

ＤＩＣ 0 高 砂 市 0 0% 小 計 10 4%

* 入院患者数は 2018.1-12 入院した
もの
** 紹介元へ戻すまたは他院紹介は、
外来で行なわれたものも含む
*** 分娩母体数、出産児数は 2018.1-
12 に出産したもの

加 古 郡 0 0%

他府県

大 阪 5 2%

小 計 35 15% 東 京 3 1%

北播磨

西 脇 市 1 0% 他 5 2%
三 木 市 0 0% 小 計 13 6%
小 野 市 4 2% 海外 0 0%
加 西 市 1 0% 院 内 紹 介 0 0%
加 東 市 0 0% 計 233
多 可 郡 0 0%

小 計 6 3%

救急隊はその所属地域にカウントした
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3）取り扱い疾患（重複あり）
疾 　 患 　 名 * 件数 率
切 迫 早 産 109 47%
胎 児 形 態 異 常 100 43%
高齢妊娠（35 歳以上） 83 36%
胎 児 発 育 不 全 40 17%
多 　 胎 35 15%
前 期 破 水 30 13%
既 往 帝 王 切 開 23 10%
羊 水 過 多 22 9%
B 群 溶 連 菌 保 菌 者 16 7%
胎 児 機 能 不 全 16 7%
絨毛膜羊膜炎・子宮内感染 15 6%
妊 娠 糖 尿 病 15 6%
胎 位 異 常 13 6%
妊娠高血圧症候群 12 5%
羊 水 染 色 体 検 査 9 4%
甲 状 腺 疾 患 8 3%
頸 管 無 力 症 7 3%
胎 児 染 色 体 異 常 6 3%
他科合併症（GDM、甲状腺疾患以外） 6 3%
心 疾 患 5 2%
羊 水 過 少 5 2%
胎 児 不 整 脈 4 2%
胎 児 水 腫 4 2%
胎 児 死 亡 4 2%
切 迫 流 産 3 1%

常 位 胎 盤 早 期 剥 離 3 1%
双胎胎児発育不均衡 3 1%
そ の 他 感 染 3 1%
回 旋 異 常 3 1%
そ の 他 50 21%

計 442 
入院時、入院中に診断された疾患名

4）入院時間帯
時間帯 件数 率

時間内
182 78%

平日日勤帯
時間外 51 22%

平日夜勤帯 31 13%
休日日勤帯 11 5%
休日夜勤帯 9 4%

計 233

6）分娩時間帯（流産、死産含む）
時間帯 件数 率

時間内
120 66%

平日日勤帯
時間外 61 34%

平日夜勤帯 34 19%
休日日勤帯 7 4%
休日夜勤帯 20 11%

計 181

9）出産時児体重（流産、死産含む）
児体重 件数 率 累積率

～ 499 ｇ 2 1% 1%
500 ～ 999 ｇ 12 6% 7%

1000 ～ 1499 ｇ 16 8% 14%
1500 ～ 1999 ｇ 33 15% 30%
2000 ～ 2499 ｇ 60 28% 58%
2500 ～ 2999 ｇ 61 29% 86%
3000 ～ 3499 ｇ 25 12% 98%
3500 ～ 3999 ｇ 3 1% 100%
4000 ～ 4499 ｇ 0 0% 100%
4500 ～ 4999 ｇ 1 0% 100%

計 213 100%

5）入院時妊娠週数（母）
週数 件数 率 累積率

～ 21 週 11 5% 5%
22 ～ 24 週 27 12% 16%
25 ～ 28 週 27 12% 28%
29 ～ 32 週 39 17% 45%
33 ～ 36 週 48 21% 65%

37 週～ 79 34% 99%
不明 0 0% 100%
産後 2 1% 100%

非妊娠 0 0% 100%
計 233

7）帝王切開時間帯
時間帯 件数 率

時間内
92 81%

平日日勤帯
時間外 22 19%

平日夜勤帯 12 11%
休日日勤帯 3 3%
休日夜勤帯 7 6%

計 114

8）分娩時妊娠週数（流産、死産含む）
週数 件数 率 累積率

～ 21 週 0 0% 0%
22 ～ 24 週 3 2% 2%
25 ～ 28 週 13 7% 9%
29 ～ 32 週 15 8% 17%
33 ～ 36 週 55 30% 48%
37 ～ 41 週 95 52% 100%

42 週～ 0 0% 100%
不明 0 0% 100%
計 181 100%
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12）搬送依頼施設所在地別受信件数 13）搬送依頼元施設種類別
大分類 地区 件数 率 大分類 地区 件数 率 施設種類 件数 率

阪神南

尼崎市 1 1%
中播磨

姫路市 1 1% 総合周産期医療センター 11 12%
西宮市 7 5% 神埼郡 0 0% 地域周産期医療センター 18 20%
芦屋市 0 0% 小計 1 1% 一般病院 39 42%
小計 8 5%

西播磨

相生市 0 0% 診療所 20 22%

阪神北

宝塚市 0 0% 赤穂市 0 0% 助産院 1 1%
三田市 0 0% 宍粟市 0 0% 救急隊 2 2%
川西市 0 0% たつの市 0 0% 他 0 0%
伊丹市 0 0% 揖保郡 0 0% 不明 1 1%
川辺郡 0 0% 赤穂郡 0 0% 計 92
小計 0 0% 佐用郡 0 0% 他府県の施設も含む

神戸市

須磨区 10 7% 小計 0 0%
中央区 19 13%

但馬

豊岡市 2 1%
西区 17 11% 養父市 0 0%
垂水区 0 0% 朝来市 0 0%
灘区 3 2% 美方郡 0 0%
東灘区 2 1% 小計 2 1%
北区 4 3%

丹波
篠山市 0 0%

兵庫区 0 0% 丹波市 0 0%
長田区 1 1% 小計 0 0%
小計 56 37%

淡路

洲本市 4 3%

東播磨

明石市 15 10% 南あわじ市 0 0%
加古川市 0 0% 淡路市 1 1%
高砂市 1 1% 小計 5 3%
加古郡 0 0%

他府県

大阪 1 1%
小計 16 11% 高知 1 1%

北播磨

西脇市 0 0% その他 0 0%
三木市 0 0% 小計 2 1%
小野市 1 1% 海外 0 0%
加西市 0 0% 院内紹介 0 0%
加東市 0 0% 紹介なし 1 1%
多可郡 0 0% 不明 0 0%
小計 1 1% 計 92

救急隊はその所属地域にカウントした

10）緊急母体搬送依頼電話受信状況 11）年次別搬送受け入れ不能状況
月 依頼件数 受け入れ不能件数 受け入れ不能率 年 依頼件数 受け入れ不能件数 受け入れ不能率 備考
1 11 2 18% 平成 6 年 66 12 18% 10 月開設（22 床）
2 13 5 38% 平成 7 年 240 38 16% 阪神・淡路大震災
3 8 2 25% 平成 8 年 312 76 24%
4 5 4 80% 平成 9 年 340 111 33%
5 3 3 100% 平成 10 年 324 105 32%
6 2 0 0% 平成 11 年 326 55 17% フルオープン（32 床）
7 6 3 50% 平成 12 年 362 100 28% 総合周産期センターに指定
8 1 0 0% 平成 13 年 328 60 18%
9 9 0 0% 平成 14 年 394 110 28%
10 7 0 0% 平成 15 年 367 140 38%
11 14 6 43% 平成 16 年 298 126 42%
12 13 5 38% 平成 17 年 285 120 42% MFICU6 床整備

不明 0 0 平成 18 年 316 124 39% 空床情報ネットワーク整備
計 92 30 33% 平成 19 年 285 91 32%

平成 20 年 259 65 25%
平成 21 年 279 88 32%
平成 22 年 276 85 31%
平成 23 年 256 96 38%
平成 24 年 225 83 37%
平成 25 年 232 30 33%
平成 26 年 221 71 32%
平成 27 年 160 42 26%
平成 28 年 152 41 27% 5 月病院移転
平成 29 年 153 16 10%
平成 30 年 92 30 33% 医師欠員のため病床 32 → 22 床

14）搬送依頼電話受信時刻
勤務帯 件数 率

時間内 平日・日勤帯 66 72%

時間外
平日・夜勤帯 11 12%
休日・日勤帯 9 10%
休日・夜勤帯 6 7%

不明 0 0%
計 92
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15）搬送電話依頼時理由 16）搬送電話依頼時妊娠週数
搬送理由 件数 率 妊娠週数 件数 率

切迫早産 58 63% 22 週未満 8 9%

前期破水 6 7% 22 ～ 24 週 24 26%

胎児発育不全 5 5% 25 ～ 28 週 25 27%

切迫流産 3 3% 29 ～ 32 週 16 17%

妊娠高血圧症候群 3 3% 33 ～ 36 週 10 11%

胎児形態異常 2 2% 37 ～ 40 週 6 7%

多　胎 2 2% 41 週以降 0 0%

前回帝切 1 1% 分娩後 1 1%

その他 11 12% 不明 2 2%

不　明 1 1% 非妊娠 0 0%

計 92 計 92

主たる理由で分類

17）受け入れ可否返事所要時間 18）受け入れ不能の理由
所要時間 件数 累積率 理由 件数 率

～ 1 分 44 48% NICU 満床 2 7%

～ 3 分 11 60% 産科満床 0 0%

～ 10 分 29 91% 両方満床 0 0%

～ 20 分 5 97% 対象外 3 10%

～ 30 分 0 97% その他 24 80%

～ 60 分 0 97% 不明 1 3%

～ 120 分 2 99% 計 30

～ 240 分 1 100% その他：搬送受け入れ制限中12
当直医が手術中、分娩中、外来対応中不明 0 100%

計 92
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26．放射線診断科／放射線治療科

１．人事異動
放射線診断科のスタッフは赤坂好宣、杉岡勇典の 2 名。
フェローの松永卓明医師が兵庫県立淡路医療センターへ異動となり、代わって田原潤子医師がフェローと

して転入した。
応援の藤本雄介医師（月・木：超音波検査担当）は例年通り勤務していただいている。応援医師の救急総

合診療科、山口善道医師（金：超音波検査・画像読影）が 8 月で退職し、9 月より兵庫県立尼崎総合医療セ
ンター放射線診断科の松原菜穂子医師に金曜日に兼務していただくこととなった。

２．2018 年の動向
診療業務では超音波検査がずっと件数を伸ばし続けている。
被爆なく鎮静不要のため安価で簡便に行え、あらゆる小児診療の診断へのプロセスの最初の入り口となっ

ており今後も増加し続けるとおもわれる。
MRI は微増にとどまったが CT、RI が減少した。これらは当院の患者数の減少が影響していると考えられ、

MRI は本来 2 台に増えた分増加傾向であると考えられる。
読影の総件数もずっと増加の一途をたどっており、マンパワーの恒常的確保が望まれる。
消化管造影検査が減少しているのは検査自体を小児外科医で行っているものが増えている影響で、小児外

科医が新病院より常駐しているために小児科医、救急医のコンサルテーションを受けやすくなっていること
が要因とおもわれた。

兵庫県下で小児診療規模の特に大きな尼崎総合医療センターへは赤坂が、加古川中央市民病院へは杉岡医
師が診療応援で出向いて画像診断、超音波検査や消化管造影、膀胱造影検査を行うことで地域医療に貢献し
ている。

院内、院外の小児科医を対象とした小児放射線研修も軌道に乗り、優秀で幅広い知識をもった小児科医の
育成に貢献している。

放射線科読影件数（2018 年）
CT	 2673 件
MRI	 3142 件
RI	 268 件
消化管造影	 202 件
超音波検査	 6788 件
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27．小児集中治療科

【スタッフ】
2018 年度の常勤医は黒澤寛史（診療科長）、長谷川智巳、青木一憲、制野勇介、長井勇樹の 5 名。フェ

ローは楠本耕平、宮下徳久、染谷真紀、鴻池善彦、増井美苗（9 月まで）、潮見祐樹、山下由理子、金子尚樹、
花見洋太朗、山本和宏の 10 名。感染症科の伊藤雄介（集中治療専門医）が当直帯をサポート（2016 年度
から継続）。麻酔科からの 3 ヶ月間研修 1 名、ローテート専攻医（後期研修医）月 1 〜 2 名受け入れ。

【資格】
集中治療専門医 4 名、小児科専門医 11 名（指導医 3 名）、麻酔標榜許可 1 名、救急科専門医・外科学会専門医・

心臓血管外科専門医・循環器専門医・脈管専門医・移植認定医　各 1 名
PALS インストラクター 1 名、JPLS 講師 1 名

【診療体制】
CICU8 床、PICU 6 床、ICU 11 床の 25 床を担当し（Closed ICU）、関係各科と連携をとりながら重篤な

症例の診療に当たった。平日日中は 7 〜 8 名、夜間は 3 名体制。休日は日中 5 名、夜間 3 名体制

【集中治療室（CICU、PICU、ICU）入室患者の内訳（2018 年 1 月〜 12 月）】
●入室患者数　	 964 例 (3 病棟間の移床は数えない )
●月齢中央値	 24.5 ヶ月
●予測死亡率（PIM3）	 1.8％
●実死亡率	 1.1%
●搬送手段
　○院内（手術室、病棟など）	 735 例（70.4%）
　○当院搬送チーム	 7 例（0.7%）
　○救急車（他院同乗）	 78 例（8.1%）
　○救急車（現場直送、ER 経由）	 59 例（6.1%）
　○ヘリコプター	 21 例（2.2%）
　○その他（独歩など）	 64 例（6.6%）
●入室理由
　○術後管理	 570 例（59.1%）
　○呼吸不全	 160 例（16.6%）
　○循環不全	 47 例（4.9%）
　○中枢神経系の異常	 68 例（7.1%）
　○モニタリング	 96 例（10.0%）
　○心肺停止蘇生後	 8 例（0.8%）
　○その他	 12 例（1.2%）
●治療内容
　○人工呼吸管理	 381 例
　○ NPPV（非侵襲的陽圧人工呼吸）	 61 例
　○ High Flow Nasal Cannula	 192 例
　○ HFO	 3 例
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　○一酸化窒素吸入療法	 60 例
　○ ECMO（体外式膜型人工肺）	 13 例
　○血液浄化療法 / 血漿交換	 15 例



Ⅲ　診療統計

ー 95 ー

28．病理診断科

病理診断科では、胎盤病理・死産児の剖検などの周産期の病理診断、ヒルシュスプルング病や嚢胞性肺疾
患などの小児外科領域の病理診断、小児固形腫瘍の病理診断を主体として、小児期の病理診断全般を行って
いる。小児固形腫瘍は日本小児がん研究グループ（JCCG）の病理委員会事務局である国立成育医療センタ
ーに病理標本や凍結腫瘍組織を送付して、中央病理診断や分子生物学的診断を受けている。腎生検は、電子
顕微鏡の所見を加えた最終診断は腎臓内科が行っている。病理診断科では、検体のマクロ検索からミクロ検
索までを一連の業務として取り組み、一例一例を大切に丁寧に診断することを心がけている。必要に応じて
免疫染色や特殊染色、外部委託や小児固形腫瘍観察研究による分子生物学的検索、他施設へのコンサルテー
ション依頼等を行い、客観的で再現性のある標準化に則った病理診断を目指している。臨床カンファレンス
を通じて、診断名のみならず所見の詳細を臨床に伝えることで診療に病理診断結果を活かしてもらえるよう
に努めている。また病理診断は一時期の病変部のみの検索であるが、診療過程の全体を把握して病理診断に
フィードバックしたいと考えている。大学のカンファレンスや全国の講習会や研究会に積極的に参加してい
る。

2018 年の動向
2018 年より EBER の in situ hybridization が院内で施行可能となった。 
2018 年 2 月 22 日に当院に心肺停止で搬送された行政解剖施行例 4 例について、救急科、兵庫県監察医務室、

病理診断科で第 1 回 CPA カンファレンスを行った。 
2018 年 3 月 6 日に神戸大学医学部付属病院病理診断科の原重雄先生を講師にお招きした腎生検カンファ

レンスが腎臓内科主催で行われた。
2018 年 7 月 28 日 ( 土 ) に兵庫県立こども病院講堂において、第 79 回関西小児病理研究会を開催し、兵

庫県立こども病院病理診断科が世話人を担当した。
2018 年 9 月 29 日 ( 土 ) に行われた日本 SIDS・乳幼児突然死予防学会の症例検討会の病理医レビューを兵

庫県立こども病院病理診断科が担当した。
2018 年 3 月 15 日に院内 CPC が行われ、臨床報告は新生児科の玉置祥子先生が担当された。
　

2018 年の件数
組織診断件数	 1021 件（うち迅速 51 件、胎盤 179 件、腎生検 19 件、他院持ち込み 15 件、他院 8 件）
細胞診断件数	 190 件
剖検件数	 4 件（新生児科 1 件、集中治療科 2 名、腎臓内科 1 名）
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29．看護部

看護部理念
命を守り、育てることに努力し、安心と満足が得られる看護の提供に努めます。

看護部のスローガン
「小児看護」→「笑児看護（しょうにかんご）」
「みる・まもる・つなぐ・つたえる」で、こどもと家族の輝く笑顔を引き出そう！！

看護部方針
●こどもの権利を守り、患者・家族の思いを尊重した看護を提供します。
●看護の質の向上を目指し、安全と安心に繋がる看護を提供します。
●患者を中心としたチーム医療の調整役として、主体的に行動します。
●真の優しさと逞しさを備えた人間性を養い、自己研鑽に努めます。

看護の体制
●より安全で質の高い看護を提供することを目的とし、パートナーシップ・ナーシング・システム（PNS）

看護提供方式への変更に取組み、全部署日勤帯での PNS から導入を図っています。
●患者様が治療や検査を理解し、確実に行えるように、プリパレーションやディストラクションを取り入

れた看護を実践しています。
●保育士と協働し、患者様の成長発達に応じた療育への支援を行っています。
●患者様に少しでも快適で豊かな入院生活を送っていただけるよう様々なボランティアの皆様と季節折々

の行事を実施しています。
●看護系大学との事例検討会や共同研究を推進し、看護の向上に向けて取り組んでいます。

看護部目標
　MISSION 遂行への飛躍
　「共働・共育・共創」

１．共働：互いに尊重し支え合うチームづくりと安全な看護の提供
２．共育：全看護職が教え育む力を発揮し、共に成長する
　　　　　患者・家族の意思決定を支援し、患者・家族看護師が共に成長する
３．共創：看護の技の伝承と新たな挑戦を融合し専門性を高める

看護部の活動

5 階西病棟
小児外科・泌尿器科疾患を中心とした混合病棟として、周術期看護とともに内科系疾患の看護として、確

実な治療の提供、退院を見据えたセルケアの支援など、診療科や他職種と協働し取り組んだ。泌尿器科のク
リニカルパスを積極的に導入、新たに作成するなど看護の標準化を強化した。



Ⅲ　診療統計

ー 97 ー

5 階東病棟
在宅支援病棟として、在宅支援カンファレンス、訪問看護ステーションや在宅医を含めた地域とのカンフ

ァレンスを多職種と共に行った。在宅支援目的の転棟については転棟前訪問を行い、患者のケアを共有し、
家族の思いを確認しながら転棟後の不安軽減に対する取り組んだ。また、家族への医療的ケア習得支援のた
め、看護師の看護技術勉強会を実施し、スキルアップに努めた。退院後同行訪問を定着させ、必要時は他職
種も同行できるよう調整した。
６階西病棟

安心で安全な看護の提供を目指し、互いに尊重し合いながら共に育つことを念頭に教育をすすめた。チー
ム医療の推進に努め、多職種との協働、病棟間・外来連携の強化を図り、継続した看護ケアを提供すること
ができた。また、心臓カテーテル検査のクリニカルパスを作成し、看護の標準化を図ることができた。
６階東病棟

内科外科混合病棟として代謝内科の糖尿病教育入院や腎臓病患者教室の実施、整形外科、脳神経外科の周
術期看護などこどものセルフケアの向上に向けた支援や退院支援に取り組んだ。安全で安心な看護を目指し、
各診療科や他部門との勉強会やカンファレンスを実施した。
7 階西病棟

小児がん拠点病院として、化学療法に伴う不安や苦痛の緩和をめざして、看護手順を作成、ケアの統一を
おこない安心・安全な医療の提供に努めた。また、多職種と協働しチーム医療を推進するとともに、がん治
療に伴うリスクを予測した予防的に看護ケアを提供することができた。以上のことより看護の統一と個別性
のある看護計画の立案、看護ケアの提供ができるようになり看護の質の向上につなげられた。
７階東病棟

3 月より神戸陽子線センターでの小児対象陽子線治療が開始となった。4 月より 3 床増床し、増加する血
液腫瘍科患者の受け入れを推進している。患者・家族が安全・安心に陽子線治療が受けられるよう、陽子線
センターとのスムーズな連携とケアの充実に取り組んでいる。また、小児がん拠点病院として 7 階西病棟と
の連携を強化し、症状緩和、療養環境の調整、セルフケア支援、復学支援、退院支援、終末期の緩和ケア等
に取り組み、患者・家族を支援している。
CICU

心臓外科周術期の安全なクリティカルケアの提供をチームで推進できることを目指した。
刻々と変化する患者状況に応じタイムリーなケア介入ができるよう、医師とのベッドサイドカンファレン

スの見直し等、チーム医療の推進に取り組んだ。また、PNS 体制や教育計画を見直し、段階的な人材育成と
教育支援の強化を図った。
PICU

チーム医療を推進し、安全なクリティカルケアの提供を目指し、日々医師と共にベッドサイドカンファレンスを行ない、
個別的なケアの提供につなげている。また、理学療法師とも連携し早期リハビリテーションの実施に取り組んでいる。
集中治療を要する患者に対応し、より良い看護の提供ができるよう、日 ト々レーニングやシミュレーションに取り組ん
でいる。
ICU

全診療科を対象に、急性期から在宅支援・看取りと幅広い患者の受け入れをおこなった。特に今年度は、
家族看護の充実を目標に取り組み、勉強会の実施、日々のカンファレンスでの意見交換・多職種とのカンフ
ァレンスをおこない看護展開をおこなった。また多職種連携にも力を入れベッドサイドカンファレンスの見
直し、主科とのカンファレンス、PT・ST との連携・地域連携室との調整などをおこないチーム医療の推進
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に取り組んだ。
NICU

NICU での PNS 体制を見直し、ガイドラインに沿った実践と PNS マインドを再確認した。結果、教育支
援が円滑に行えるようになり、実践経験が増えた。また、医師・GCU 病棟との話し合い・調整を重ねて面
会時間の拡大を実現し、ファミリーセンタードケアの充実に努めた
GCU

受け入れ患者拡大に向けて業務整理を行い、予定通りに受け入れ拡大できている。また、引き続き育児参
加の拡大や、タッチケアの継続、リハビリ科との連携を行い、「赤ちゃんに優しい　家族に優しい」看護ケ
アの提供ができるよう取り組んでいる。
産科・MFICU

出生前診断を受けた患者・家族に対し、新生児科・循環器科と連携し、出生後の児の状態・育児に関する
不安の軽減に繋がる様プレネイタルビジットを行っている。神戸市が「産後うつ」早期発見の対策強化として、
スクリーニングの実施を設定。当院も EPDS を用いて、検診時に導入し精神科医師と連携し対応を開始した。
母乳外来では、他院で分娩した母親も対象とし、母乳栄養指導だけでなく母親の精神面での支援や、育児不
安の緩和に努めることができた。
手術室

WHO の指針に基づいた「手術室安全チェックリスト」を用い、安全な手術環境を整えると共に、チーム
医療の質の向上に取り組んでいる。また、他職種、他部門と協働し、手術後回復期の PACU 運用など、術前・
術中・術後の安全と安心に繋がる看護を推進している。
外来

安全な外来診療・看護の提供を目標とし、教育やヒヤリハットの共有、再発防止の取り組みを行っている。
在宅療養支援として個々のニーズに合わせた支援に加え、今年度は移行期支援の一つとして、思春期にある
患者家族に医師と協働し、性教育の支援を開始している。
救急・HCU

「自分のこどもを託せる『小児救急』の実践を目指す」をスローガンに、救急外来では高度集学的救急医
療とともに「断らない救急」を軸に、軽症から重症までの救急患者の安全な受け入れ体制の確立を目指した。
また病棟は、PNS の中でリスク感性の向上と感染を考慮した療養環境整備、感染対策知識・技術の向上を目
指し、安全な看護の提供を目指した。病棟だけでなく他部門での勤務もあり、多様な看護実践が求められる
中、計画的に人材育成を進め、スタッフの成長に繋げることができた。
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院外教育
県立病院局研修

看護協会

教育機関
厚労省

看護協会

教育委員会
集合教育

各部署
実践教育

院内教育大学院

現任教育

継続教育

卒後教育

こども病院看護部教育方針
1. 高度専門的な母子看護の知識・技術をもち、エビデンスに基づいた看護実践ができる看護師の育成
2. こどもの権利を守り、患者家族の思いを尊重できる看護師の育成
3. チーム医療の調整役として行動できる看護師の育成
4. 研究的視点で看護実践の改善がはかれる看護師の育成

こども病院看護部継続教育の位置づけ
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看護部委員会
委員会名 開催回数 活動内容と結果

看護師長補佐会 11 回

＜目的＞
各看護単位の円滑な運営と看護の質向上を図ることができる
＜目標＞
1．PNSを推進することで、こども病院の看護提供方式の基盤を整備する
2．災害時にスタッフが適切な行動をとれ、安全に避難ができる
3．看護補助者との効果的な共働を推進する
4．患者・家族の思いを受け止め患者サービスの向上を図る
5. 人材、コスト、物品を有効活用し働き方改革ができる
＜活動内容＞
１．ガイドラインに沿って実践が行えているか現状調査を行った。師

長会のPNSグループと連携し、評価を師長会で活用促進を補佐会
で担当し、補佐会内でのPNSプレ大会や院内スタッフ向けのマイ
ンド研修を開催した

２．院内の防災設備についての説明会を補佐対象に開催した。ケアパ
ッケージや被害状況リストの作成・修正を行なった。

３．看護補助者との協働のための業務整理や職場環境の整備
　①補助者面談シートの作成と活用
　②補助者研修（安全・感染）の実施（全6回）
４．ハートメッセージや患者満足度アンケートの現状分析と内容の共

有を行った。スタッフの対人スキル向上を目指し、接遇チェック
リストの活用やポスターの掲示などの啓蒙活動を行った

５．補佐を対象とした診療報酬や経営に関する勉強会の開催、各部署
におけるSPD物品に関する問題解決のための現状調査

看護部教育委員会 12 回

＜目的＞
看護職員のキャリア開発を支援するとともに、良質な看護を提供する
ための教育体系を整備、実践する
＜目標＞
１．年間計画に沿って、集合教育を実施し、看護のおもしろさ・やり

がい感を発見することができる研修を企画する
２．教育委員が元気で、各病棟の教育支援ができるとともに、委員と

しての成長ができる
＜活動内容＞
１．院内集合研修の企画・運営・評価
２．OJTとリンクした継続性のある教育の検討と実施
３．看護師個々のキャリアに応じた支援の検討と実施

看護部教育担当者会 14 回

＜目的＞
新人看護師を支援する教育体制を整備し、実践する
＜目標＞
１．新人看護師が現場に順応し、各自のペースに合わせて目標を達成

していけるよう支援できる
２．教育担当者が、新人看護師や実地指導者への指導・教育、研修企

画・運営、問題解決に関する知識やスキルを高め、成長できる
＜活動内容＞
１．新人看護師の院内集合研修の企画・運営・評価
２．OJT での継続性のある新人看護師教育の検討と実施
３．実地指導者・教育担当者の支援・育成
４．全スタッフで新人看護師を育成する風土づくり・体制整備
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臨床指導者会 11 回

＜目的＞
臨床指導者の育成と学生の効果的な臨床実習の受け入れ体制の整備を行う
＜目標＞
１．周手術期の患者の実習を一般病棟、手術室、集中系病棟が連携し支援

する
２．病棟内の実習環境づくりを行い、スタッフ全員で実習を受け入れるこ

とができるとともに指導スキルの向上をはかる
＜活動内容＞
１．各学校と実習内容の調整、目的を共有し、各病棟で実習を受け入れた
２．集中系病棟の実習は「実習のガイドライン」に沿って、実習を行う事

ができた
３．「PNSの中で学生指導を行う上での取り決め」に沿って、PNSに学生

を配置し、実習を展開することができた
４．病院局や大学が主催する研修会に参加し、委員会内で学びを共有する

ことができた

業務・手順委員会 11 回

＜目的＞
看護業務を見直し、当院で必要な看護基準・手順を作成し、安全で安
楽な標準化したケアを提供する
＜目標＞
１．看護業務の見直しと改善策の検討を行う
２．各委員会と連携を図り、看護手順の作成および修正を行う
＜活動内容＞
１．看護手順が遵守できるよう看護手順の2項目の監査を行い、1回目

の結果から遵守できていない手順を啓蒙し、2回目の監査を実施
し、遵守率の向上に向け活動した

２．看護手順作成要綱の見直しや用語の統一表を作成し、看護手順の
見直し、改正を行った

３．看護基準の見直しを行い、内容を啓蒙した
４．看護手順を遵守していないために起こっているヒヤリハットや手

順に関する疑問点など毎月事例を抽出し、手順の不備によること
か、手順が理解できていないために起こっているのかなど検討し
問題解決に努めた

感染対策委員会 11 回

＜目的＞
１．各看護単位での感染対策の中心的役割を担う
２．各看護単位の感染対策を検討・改善し、感染対策に関する看護の

質を向上させる
３．ICCやICT、ICNと連携し、院内の感染対策を推進する
＜目標＞
１．アウトブレイクが発生しない
２．感染対策における実践モデルとしての役割がとれる
＜活動内容＞
１．ICTと連携して手指衛生の直接観察と手指消毒剤の使用量調査を

行い、質と量の両側面から手指衛生の遵守率向上に寄与する活動
を行った

２．安全な療養環境づくりのため、ICTとともに環境ラウンドを実施
し、改善活動に取り組んだ

３．防護具の適正使用に関し、着脱ルールを部署に浸透させる活動を
行った

４．ICTと連携し、感染対策マニュアルの改訂を行った
５．委員会内で実施したミニレクチャーの内容を各部署に浸透させる

ための活動により、スタッフへの教育的介入を行った
６．院内全体への教育として、ICTと連携し全職員対象感染対策研修

会の企画、運営を担った
７．リンクナースとして必要な知識、技術を習得するためチェックリ

ストによる自己評価を実施した
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安全対策委員会 11 回

＜目的＞
看護事故防止対策を検討し、全看護職員のリスク感性向上に向けて取
り組むことを目的とする
＜目標＞
１．リスクの高い4項(チューブ管理、注射、内服、転倒・転落)につい

て活動し、安全な療養環境を作る
２．安全委員がデーターを基に現状を把握し、自部署のリスク感性向

上に繋がる役割が取れる
＜活動内容＞
１．ヒヤリハットの情報共有と各部署のヒヤリハット分析、対策につ

いて共有した
２．ヒヤリハットレベル０報告件数の増加に向け、ＫＹＴの実施回数

の増加を推進した。また、環境チェックを実施し安全な療養環境
の提供に向け、各部署で取り組みを推進した

３．与薬、注射の手順の遵守に向けチェックリストによる自己・他者
評価を実施し課題を共有し対策を検討した

４．転倒・転落についてチェックリストを基に他病棟ラウンドを実施
し安全委員にフィードバックを行った。家族が転落について危険
である事を認識できる用にリーフレットを作成した。チューブ管
理に関してはチェックリストを作成し評価を行った

看護部情報管理委員会 11 回

目的）
病院情報スステムに必要とされる「真正性」「見読性」「保存性」の
３原則の確保のために、業務上看護が取り扱う情報を以下の３点に基
づき管理することを目的とする
＜目標＞
１．看護記録記載マニュアルの改定・周知をする
２．機械的監査を2/年実施、監査結果2回目が1回目を上回る
３．質的監査を2/年実施、監査結果2回目が1回目を上回る
４．ケアプロセスが確認できる看護記録ができる
５．標準看護計画の整備
＜活動内容＞
１．看護記録記載マニュアルの改定・周知を行い、患者の状況に応じ

た個別的な看護記録ができた。また、他職腫とのカンファレンス
記録、患者・家族指導記録、その反応など記録に記載できたこと
で継続したケアが提供できた 

２．記録の監査では、機械的、質的監査共に 2回目が1回目を上回る監
査結果を得られ、医療の質向上へつながる記録となった

看護部地域連携委員会 11 回

＜目的＞
在宅療養支援に関する院内外の現状を知り、地域連携推進に取り組む
＜目標＞
１．在宅指導マニュアルを変更し、実際の在宅ケアに沿った退院指導

や支援ができる
２．各病棟で退院支援システムを活用した退院支援ができる
３．地域の医療スタッフとの交流をはかり、地域とのつながりを深め

スムーズな連携につなげる
４．退院支援に関する課題を共有し、病棟へ還元できる
＜活動内容＞
１．鼻口腔吸引マニュアル・パンフレットを作成した。吸引方法を乾

式に変更し、患者指導を行った
２．在宅推進委員会と協力し、訪問看護ステーションを対象とした研

修会を 2 回行い、訪問看護ステーションの看護師や理学療法士な
ど多職種との交流や意見交換を行った
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看護部専門・認定看護師会 11 回

＜目的＞
病院情報スステムに必要とされる「真正性」「見読性」「保存性」の３
原則の確保のために、業務上看護が取り扱う情報を以下の３点に基づ
き管理することを目的とする
＜目標＞
１．看護記録記載マニュアルの改定・周知をする
２．機械的監査を 2/ 年実施、監査結果 2 回目が 1 回目を上回る
３．質的監査を 2/ 年実施、監査結果 2 回目が 1 回目を上回る
４．ケアプロセスが確認できる看護記録ができる
５．標準看護計画の整備
＜活動内容＞
１．看護記録記載マニュアルの改定・周知を行い、患者の状況に応じ

た個別的な看護記録ができた。また、他職腫とのカンファレンス
記録、患者・家族指導記録、その反応など記録に記載できたこと
で継続したケアが提供できた 

２．記録の監査では、機械的、質的監査共に 2 回目が 1 回目を上回る
監査結果を得られ、医療の質向上へつながる記録となった

看護部研究支援委員会 10 回

＜目的＞
スタッフが看護研究を意欲的かつ適切に実施できるように、研究の全
過程にわたって支援する
＜目標＞
１．看護研究の計画や実施において、スタッフが適切な倫理的配慮を

行えるよう支援する
２．スタッフが、看護に関して科学的方法を用いて探求し、新しい知

見を得るために、適切な指導と支援を行う
＜活動内容＞
１．看護研究の倫理的配慮に対する指導・教育
２．看護研究の計画・実施プロセスにおけるスタッフの支援

皮膚・排泄ケア部会 11 回

＜目的＞
皮膚排泄における専門知識を習得し、ケアの質向上を図る
＜目標＞
１．ストーマケア、失禁ケア、創傷ケアなどの専門知識、技術を共有

する
２．各部署におけるストーマケア、失禁ケア、創傷ケア、電子カルテ

での記入不備の現状や課題を検証し改善する
＜具体的取り組み＞
１．褥瘡発生予防の取り組み
　①挿管チューブによるMDRPU
　②経鼻チューブによるMDRPU
　③シーネ・IV固定によるMDRPU
　④自重による褥瘡
３．体圧分散寝具の適切な管理
４．褥瘡発生報告と事例検討
５．勉強会
＜活動内容＞
　・4項目について現状調査と対策を講じた
　・ソフトナース・ペディケアマットレスの一括管理後の状況確認と

システムの定着をおこなった
　・毎月褥瘡発生報告と事例検討（意見交換）をおこない予防策を講

じ対応した
　・褥瘡対策に関する記録の不備に関しては、毎月の調査をおこない

その結果をWOCだよりにて発信した。各部会員が不備に関しては
自部署へ注意喚起をおこなった

　・部会内での勉強会を実施（褥瘡対策に関わる施設基準・褥瘡に関
する記録記載に関して）
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呼吸障害ケア部会 11 回

< 目的＞
１．呼吸障害における専門知識を習得する
２．呼吸障害におけるケアの質の向上を図る
＜目標＞
１．呼吸障害における専門知識を習得し根拠を持って実践できる
２．各呼吸器に応じた安全チェックが統一してできる
３．呼吸器関連に関した物品を統一して行える
＜活動内容＞
１．呼吸管理に関するヒヤリハットを共有し、分析をもとに対策検討

と周知を図る
２．呼吸療法マニュアルの修正
３．RST と連携をとり、呼吸管理に関する勉強会の開催

摂食障害ケア部会 11 回

＜目的＞
１．摂食に関する最新の知識を学び、共有する
２．事例検討を行い、摂食ケアの質の向上を図る
＜目標＞
１．各委員が摂食に関する知識を学び、リンクナースとしての役割が

担える
２．症例検討を通して、実際のケアを学び病棟間及び病棟外来連携が

でき、継続看護が行える
＜活動内容＞
１．委員が、摂食ケアについての基礎知識を習得できるよう上半期、

勉強会を行なった。下半期は 3 つのグループに分かれ自分達の学
びを発表した

２．毎月各部署からの症例をアセスメントの考え方用紙を用いて検討
し、ケア方法の共有や病棟間の連携に繋げた

３．口腔マッサージを通して患者とコミュニケーション図ることを第
一目的として、各部署で各委員が口腔マッサージ方法の勉強会を
開催した
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9月
21

日（
金

）
1日

81
名

伊
丹

看
護

師
長

、泊
CN

、深
江

課
長

、藤
田

課
長

中
島

CN
、教

育
担

当
者

ﾌｫ
ﾛｰ

研
修

⑭
看

護
過

程
1

10
月

19
日（

金
）

0.
5日

/0
.5

日
80
名

中
谷

CN
S、

板
原

看
護

師
、教

育
担

当
者

ﾌｫ
ﾛｰ

研
修

⑭
看

護
過

程
2

11
月

12
日（

月
）

0.
5日

/0
.5

日
79
名

中
谷

CN
S、

板
原

看
護

師
、教

育
担

当
者

ﾌｫ
ﾛｰ

研
修

⑮
看

護
を

考
え

る
3月

5日
（

火
）

6日
（

水
）

0.
5日

×
2

79
名

教
育

担
当

者

ポ
ン

プ
・

モ
ニ

タ
ー

技
術

演
習

5月
8・

15
・

22
・

29 日
各

1時
間

１
．

輸
液

ポ
ン

プ
・

シ
リ

ン
ジ

ポ
ン

プ
、

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
・

Sp
O

2モ
ニ

タ
ー

を
正

確
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

56
名

M
E、

中
谷

CN
S、

佐
藤

看
護

師
長

実
践

力
ｽﾃ

ｯﾌ
ﾟｱ

ｯﾌ
ﾟ研

修
8月

7・
21

・
28

日
各

1時
間

１
．

初
期

評
価

が
で

き
る

２
．

ｱｾ
ｽﾒ

ﾝﾄ
に

応
じ

た
対

応
が

で
き

る
21
名

佐
藤

看
護

師
長

基
礎

研
修

①「
ス

ト
ー

マ
ケ

ア
」「

理
学

療
法

」
7月

20
日（

金
）

3時
間

１
．

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

に
関

す
る

基
礎

知
識

が
習

得
で

き
る

２
．

理
学

療
法

に
関

す
る

基
礎

知
識

が
習

得
で

き
る

71
名

鎌
田

CN
、細

川
理

学
療

法
士

基
礎

研
修

②「
導

尿
」「

糖
尿

病
」

10
月

17
日（

水
）

3時
間

１
．

導
尿

に
関

す
る

基
礎

知
識

が
習

得
で

き
る

２
．

糖
尿

病
に

関
す

る
基

礎
知

識
が

習
得

で
き

る
35
名

鎌
田

CN
、泊

CN

ﾌｨ
ｼﾞ

ｶﾙ
ｱｾ

ｽﾒ
ﾝﾄ

・
救

急
蘇

生
研

修
11

～
2月

各
1日

１
．

子
ど

も
の

生
理

学
的

異
常

兆
候

を
察

知
し

、
報

告
す

る
こ

と
が

で
き

る
２

．
小

児
の

救
急

蘇
生

場
面

に
お

い
て

、
迅

速
な

役
割

行
動

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
80
名

藤
原

CN
、坂

本
CN

、ｲ
ﾝｽ

ﾄﾗ
ｸﾀ

ｰ他

既
卒

既
卒

者
研

修
①

5月
29

日（
火

）
0.

5（
PM

）
１

．
職

場
へ

の
早

期
適

応
を

図
り

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
ハ

ー
モ

ニ
ー

を
基

盤
と

し
、

専
門

職
と

し
て

キ
ャ

リ
ア

開
発

に
主

体
的

に
取

り
組

み
こ

と
が

で
き

る

8名
濱

田
看

護
部

参
事

、河
野

臨
床

心
理

士
 

中
野

看
護

師
、金

看
護

師
既

卒
者

研
修

②
7月

31
日（

火
）

0.
5（

PM
）

7名
河

野
臨

床
心

理
士

、窪
木

看
護

師
、西

里
看

護
師

既
卒

者
研

修
③

10
月

25
日（

木
）

0.
5（

PM
）

5名
深

江
課

長
、星

尾
看

護
師

長
補

佐
、川

端
看

護
師

2年
目

研
修

看
護

過
程

5月
29

日（
火

）
0.

5（
AM

）
１

．
支

援
を

受
け

な
が

ら
個

別
性

の
あ

る
看

護
過

程
の

展
開

に
つ

い
て

学
び

、
日

々
の

実
践

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

28
名

梁
看

護
師

長
補

佐
、佐

藤
看

護
師

長

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
・

PN
S研

修
6月

18
日（

月
）

0.
5（

PM
）

１
．

自
己

の
役

割
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

一
員

と
し

て
行

動
で

き
る

26
名

竹
村

看
護

師
、武

田
看

護
師

長

家
族

看
護

7月
31

日（
火

）
0.

5（
PM

）
１

．
入

院
し

た
子

ど
も

の
家

族
が

抱
え

る
課

題
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

る
２

．
家

族
を

看
護

の
対

象
と

捉
え

て
、

支
援

を
受

け
な

が
ら

入
院

し
て

い
る

子
ど

も
の

家
族

へ
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

28
名

浅
井

CN
S

看
護

倫
理

9月
25

日（
火

）
0.

5（
AM

）
１

．
倫

理
原

則
と

倫
理

綱
領

を
理

解
し

、
日

常
の

ケ
ア

場
面

に
お

い
て

患
者

の
立

場
に

な
っ

て
考

え
、

指
導

を
受

け
な

が
ら

患
者

中
心

の
看

護
が

提
供

で
き

る
27

名
松

野
看

護
師
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3年
目

研
修

家
族

看
護

6月
18

日（
月

） 
29

日（
金

）
0.

5日
×

2
１

．
受

け
持

ち
看

護
師

と
し

て
支

援
を

受
け

な
が

ら
個

別
性

の
あ

る
家

族
看

護
が

展
開

で
き

る
41

名
 

/4
2名

大
亀

看
護

師

看
護

倫
理

8月
6日

（
月

） 
8月

30
日（

木
）

0.
5日

×
2

１
．

患
者

・
家

族
・

医
療

者
の

立
場

に
よ

る
価

値
観

の
違

い
を

知
り

、
子

ど
も

を
主

体
と

し
た

ケ
ア

を
支

援
を

受
け

実
践

で
き

る
43

名
 

/4
3名

栗
林

CN
S

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
発

表
12

月
10

日（
月

） 
12

月
27

日（
木

）
1日

×
2

１
．

看
護

過
程

・
家

族
看

護
・

看
護

倫
理

を
踏

ま
え

て
、

事
例

を
通

し
て

自
分

の
大

切
に

し
て

い
る

看
護

を
明

確
化

す
る

43
名

 
/4

1名
教

育
委

員

役
割

研
修

プ
リ

セ
プ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

研
修

①
6月

22
日（

金
） 

6月
29

日（
金

）
0.

5日
×

2
１

．
プ

リ
セ

プ
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

理
解

し
、

ア
ソ

シ
エ

イ
ト

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
支

援
の

も
と

、
プ

リ
セ

プ
テ

ィ
と

共
育

で
き

る
36

名
 

/3
1名

伊
丹

看
護

師
長

プ
リ

セ
プ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

研
修

②
10

月
25

日（
木

） 
10

月
30

日（
火

）
0.

5日
×

2
１

．
プ

リ
セ

プ
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

理
解

し
、

ア
ソ

シ
エ

イ
ト

プ
リ

セ
プ

タ
ー

の
支

援
の

も
と

、
プ

リ
セ

プ
テ

ィ
と

共
育

で
き

る
33

名
 

/3
1名

奥
井

看
護

師
、増

永
看

護
師

、辻
看

護
師

 
大

塚
看

護
師

、佐
藤

看
護

師
長

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

7月
27

日（
金

）
0.

5（
PM

）
１

．
組

織
分

析
を

行
い

、
部

署
の

目
標

に
連

動
し

た
目

標
立

案
・

実
践

・
評

価
が

で
き

る
22

名
濱

田
看

護
部

参
事

、檜
垣

看
護

部
長

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

研
修

6月
28

日（
木

）
1日

１
．

ｼﾐ
ｭﾚ

ｰｼ
ｮﾝ

教
育

の
知

識
を

習
得

し
、

研
修

の
企

画
運

営
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
２

．
病

棟
ｽﾀ

ｯﾌ
に

対
し

て
教

育
的

な
関

わ
り

が
で

き
る

37
名

井
谷

CN
、梁

CN

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

発
表

会
1月

22
日（

火
）

0.
5（

AM
）

１
．

ｼﾐ
ｭﾚ

ｰｼ
ｮﾝ

教
育

の
知

識
を

習
得

し
、

研
修

の
企

画
運

営
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
２

．
病

棟
ｽﾀ

ｯﾌ
に

対
し

て
教

育
的

な
関

わ
り

が
で

き
る

37
名

教
育

委
員

教
育

担
当

者
研

修
2月

25
日（

月
）

0.
5（

PM
）

１
．

新
人

の
特

徴
を

踏
ま

え
た

効
果

的
な

か
か

わ
り

と
育

成
が

で
き

る
30

名
京

都
大

学
医

学
部

付
属

病
院

内
藤

　
知

佐
子

　
先

生
教

育
研

修
1月

30
日（

水
）

0.
5（

PM
）

１
．

学
習

者
で

あ
る

若
手

看
護

師
の

特
徴

を
理

解
し

、
相

手
に

合
わ

せ
た

教
育

支
援

が
で

き
る

50
名

京
都

大
学

医
学

部
付

属
病

院
内

藤
　

知
佐

子
　

先
生

退
院

支
援

推
進

退
院

支
援

推
進

者
研

修
ﾌｫ

ﾛｰ
ｱｯ

ﾌﾟ
8月

24
日（

水
）

3時
間

１
．

退
院

調
整

の
プ

ロ
セ

ス
を

経
験

し
、

退
院

支
援

に
お

け
る

病
棟

看
護

師
の

役
割

を
理

解
す

る
２

．
自

身
の

課
題

と
部

署
の

課
題

を
明

確
に

し
、

部
署

に
お

け
る

退
院

支
援

推
進

者
と

し
て

の
役

割
を

理
解

す
る

14
名

家
族

支
援

・
地

域
医

療
連

携
部

深
江

課
長

退
院

支
援

推
進

者
研

修
11

月
22

日（
木

）
0.

5（
AM

）
１

．
退

院
支

援
に

お
け

る
病

棟
看

護
師

の
役

割
を

理
解

し
、

自
部

署
で

の
退

院
支

援
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
２

．
自

部
署

で
患

者
と

家
族

の
意

思
を

尊
重

し
た

退
院

支
援

を
展

開
で

き
る

14
名

家
族

支
援

・
地

域
医

療
連

携
部

深
江

課
長

看
護

研
究

看
護

研
究

②
5月

21
日（

月
）

0.
5（

PM
）

１
．

看
護

研
究

の
基

礎
知

識
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

２
．

日
々

の
実

践
を

研
究

的
視

点
で

捉
え

、
支

援
を

受
け

な
が

ら
メ

ン
バ

ー
の

一
員

と
し

て
研

究
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

３
．

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る

29
名

中
谷

CN
S、

濱
田

看
護

師
長

看
護

研
究

③
11

月
22

日（
木

）
0.

5（
PM

）
27

名
中

谷
CN

S

看
護

研
究

①
2月

22
日（

金
）

0.
5（

PM
）

24
名

濱
田

看
護

師
長

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

摂
食

・
嚥

下
障

害
看

護
8月

28
日（

火
）

10
月

23
日（

火
）

12
月

25
日（

火
）

0.
5（

PM
）

１
．

摂
食

・
嚥

下
の

基
本

的
な

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
知

り
、

子
ど

も
に

と
っ

て
の

食
の

意
味

や
食

行
動

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
２

．
当

院
に

入
院

中
の

子
ど

も
た

ち
の

摂
食

・
嚥

下
障

害
の

原
因

に
つ

い
て

理
解

・
推

測
し

、
必

要
時

、
看

護
計

画
を

立
案

及
び

実
施

・
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る

8名
森

本
CN

創
傷

ケ
ア

8月
27

日（
月

）
10

月
23

日（
火

）
12

月
25

日（
火

）
0.

5（
AM

）
１

．
小

児
に

よ
く

見
ら

れ
る

ス
キ

ン
ト

ラ
ブ

ル
（

褥
瘡

・
医

療
関

連
機

器
圧

迫
創

傷
・

肛
門

周
囲

皮
膚

炎
・

胃
瘻

周
囲

皮
膚

炎
・

テ
ー

プ
貼

付
に

よ
る

皮
膚

炎
）

に
適

切
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

と
技

術
を

習
得

す
る

8名
鎌

田
CN

糖
尿

病
看

護

8月
20

日（
月

）
10

月
22

日（
月

）
12

月
17

日（
月

）

0.
5（

PM
）

１
．

糖
尿

病
の

病
態

理
解

に
基

づ
い

た
支

援
を

行
う

た
め

に
、

血
糖

調
節

機
構

と
異

常
を

説
明

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
２

．
糖

尿
病

の
成

因
と

病
態

を
理

解
し

、
小

児
１

型
糖

尿
病

の
療

養
支

援
を

実
践

で
き

る
自

信
が

持
て

る
３

．
小

児
１

型
糖

尿
病

患
者

に
成

長
発

達
段

階
を

ふ
ま

え
た

看
護

の
実

際
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る

6名
泊

CN

集
中

ケ
ア

0.
5（

AM
）

１
．

適
切

な
病

態
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

情
報

の
共

有
、

報
告

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
、

患
者

へ
の

適
切

な
ケ

ア
や

治
療

に
つ

な
げ

る
こ

と
で

、
児

の
急

変
や

重
症

化
、

合
併

症
を

予
防

す
る

こ
と

が
で

き
る

12
名

坂
本

CN

感
染

管
理

0.
5（

PM
）

１
．

ラ
ダ

ー
Ⅱ

以
上

の
看

護
師
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30．薬剤部

１　薬剤部員異動
【退職者】部長　　　　加古　学　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年3月3１日付）
【転出者】主査　　　　廣瀬　晃子　　県立尼崎総合医療センター　　　（平成30年４月１日付）
　　　　　職員　　　　籾井　佳奈　　県立柏原病院　　　　　　　　　（平成30年４月１日付）
【転入者】部長　　　　福井　由美子　県立加古川医療センター　　　　（平成30年４月１日付）
　　　　　主任　　　　山田　真人　　県立西宮病院　　　　　　　　　（平成30年4月1日付）
　　　　　職員　　　　尾向　沙由理　県立淡路総合医療センター　　　（平成30年4月1日付）
　　　　　職員　　　　堀本　友香　　新規採用者　　　　　　　　　　（平成30年４月１日付）

２　平成 30 年活動報告
　　本年の主な取り組み概要を下記に記す。
　（1） 日本医療評価機構による病院機能評価受審に向けての取り組み

調剤業務、医薬品管理業務、病棟薬剤業務など、それぞれの項目についてマニュアルの整備を行った。
そのマニュアルに従い、各業務担当者を中心として今年度の業務改善を含めた業務全般の見直しを行い、
薬剤部業務の充実を図った。

　（2） 薬物治療の安全確保のためのヒヤリハット防止への取り組み
入職、転勤時の年度当初の研修会や年 3 回実施している薬剤業務に対する実践検証後にも研修会を実

施し、当院特有の事例等を通じて部員全員で具体的なヒヤリハット防止対策に取り組んだ。また、対策
の立案には背後要因分析シートを用い原因を的確に分析することで、より効果的な対策を取ることが可
能となり、ヒヤリハット件数の減少に繋がった。

　（3） 抗菌薬適正使用支援チーム（AST）の事務局としての活動
今年度より抗菌薬適正使用加算の算定を開始したことを受け、AST の充実を図った。週 3 回の多職種によ

るショートミーティングの結果を治療へ迅速に反映させると共に、テンプレートの活用で誰でも的確に患者情報を
得ることを可能にした。更に、院内外への研修会、勉強会の講師を務め、抗菌薬の適正使用についての知識
の底上げを図ることにも取り組んだ。

　（4） 薬学生の長期実務実習及びレジデントの受け入れ
実務実習モデル・コアカリキュラムに基づき年間 16 名の薬学生を受入れ指導を行った。また、レジ

デントについては、2 名を受け入れ、病院薬剤師として必要な知識等を指導し、年度終了時には各担当
業務に関する学会発表を行うことが出来た。

　（5） 人材育成と自己研鑽の推進
部内業務分担において担当の権限や責任を明確化し半年単位で見直す事により、部員の適性により応

じた業務を行えるよう配慮した。また新薬や新規採用の薬剤は可能な限り部内勉強会を開催し、取得を
希望する資格に関する学会への参加や発表を支援した。今年度より新設された「日病薬病院薬学認定薬
剤師」には 4 名が認定を取得した。

３　今後の展望
多岐にわたる業務の中でも抗菌薬適正使用や抗がん剤レジメン管理など、特に薬剤師としての適性を発

揮するべき業務に対して部員全体の知識の向上を目指し、病棟薬剤業務を中心として薬物療法の充実を図
る。また、引き続きヒヤリハット防止に向けて、より具体的な対策の実施を推進する。
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（1）　調剤件数

区 　 分 処 方 箋
枚　 数

合　　計 内用薬 外用薬
処 方 数 調 剤 数 延調剤数 処 方 数 調 剤 数 延調剤数 処 方 数 調 剤 数 延調剤数

入 　 院 53,175 78,407 88,393 611,976 53,020 56,205 300,477 25,387 32,188 311,499
外 　 来 17,962 22,326 37,375 323,017 9,690 22,469 142,799 12,636 14,906 180,218

計 71,137 100,733 125,768 934,993 62,710 78,674 443,276 38,023 47,094 491,717
一日平均 291.5 412.8 515.4 3,831.9 257.0 322.4 1,816.7 155.8 193.0 2,015.2

（2）　調剤件数

区 　 分
注射薬

処方箋枚数 延 本 数
入 　 院 111,697 722,353
外 　 来 11,600 21,456

計 123,297 743,809
一日平均 505.3 3,048.4

（3）　薬剤管理指導関係件数
診療科 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計

薬剤管理指導 558 547 590 538 584 654 715 840 604 743 696 697 7,766
麻薬加算 2 0 0 2 2 6 8 10 5 7 9 13 64
退院指導 100 111 128 101 102 117 109 168 112 135 115 133 1,431

（4）　薬剤情報提供料　件数
診療科 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計
全　科 494 391 395 387 460 414 487 506 443 366 372 440 5,155

（5）　無菌製剤調製業務
　 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計

抗がん剤 321 276 371 423 385 341 397 429 368 353 379 473 4,516
高カロリー 75 52 88 108 114 125 133 185 171 144 158 197 1,550

計 396 328 459 531 499 466 530 614 539 497 537 670 6,066

（6）TDM 件数
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計

全件数 5 5 9 17 13 6 11 40 45 9 10 4 174
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（7） 院内ＤＩ業務
①　電子メール・電子カルテ掲示板掲載による情報提供

掲　載　日 件　　　　　名
2018.1 .27 医薬品安全対策情報 No.266
2 0 1 8 . 2 . 8 医薬品・医療機器等安全性情報 No.350
2 0 1 8 . 3 . 9 医薬品安全対策情報 No.267
2018.3 .16 医薬品・医療機器等安全性情報 No.351
2 0 1 8 . 4 . 9 医薬品安全対策情報 No.268
2018.4 .18 医薬品・医療機器等安全性情報 No.352
2018.5 .24 医薬品安全対策情報 No.269
2018.5 .31 医薬品・医療機器等安全性情報 No.353
2 0 1 8 . 7 . 4 医薬品安全対策情報 No.270
2 0 1 8 . 7 . 4 医薬品・医療機器等安全性情報 No.354
2 0 1 8 . 8 . 8 医薬品安全対策情報 No.271
2018.8 .14 医薬品・医療機器等安全性情報 No.355
2018.8 .31 医薬品安全対策情報 No.272
2018.10.22 医薬品安全対策情報 No.273
2018.11.14 医薬品安全対策情報 No.274
2018.11.19 医薬品・医療機器等安全性情報 No.356
2018.11.19 医薬品・医療機器等安全性情報 No.357
2018.12.25 医薬品安全対策情報 No.275

②　主な問い合わせ内容
問　い　合　わ　せ　内　容

・注射薬配合変化について
・注射薬溶解後の安定性について
・注射薬のフィルター透過性について
・食品と薬剤の相互作用について
・内服薬の飲み易い飲み方について
・冷所保存医薬品の常温での安定性について

・抗がん剤の適切な投与法について
・医薬品の副作用について
・血液製剤の投与法について
・小児薬用量について
・錠剤の粉砕可否について

（8）　院内製剤

①　内用液剤
製　剤　名 製剤量（単位 /mL）

内服用ルゴール液 345
0.1％ミダゾラムシロップ 10000

②　軟　　膏
製　剤　名 製剤量（単位 /g）

バリアー 65000
10% テストステロン軟膏 1215
0.4% エストラジオール軟膏 400

③　外用液剤
製　剤　名 製剤量（単位 /mL）

アセモトール 4000
1/2 カプトドロップ 1200
0.5% アトロピン点眼 15
25% グリセリン液 28700
20% 硝酸銀 0
30% 硝酸銀 50
40% 硝酸銀 0
10% ピオクタニン青液 50
1% ピオクタニン青液 0
0.2% ピオクタニン青液 150
30% アルコール 0
50% アルコール 0
ツェンテール液 50
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④　予製剤
製　剤　名 製剤量（単位 /g） 製　剤　名 製剤量（単位 /g）

（倍散→倍散） ベラプロスト（× 50000） 4205
0.01% ジゴシン散 100 ヒドロクロロチアジド散（× 10） 1000

（錠→散） フラジール散（× 4） 0
インデラル（× 100） 3000 オキシブチニン散（× 100） 1200
グリチロン散 600 メキシチール散（× 10） 0
コートリル散（× 20） 1200 ロンゲス散（× 100） 2800
デカドロン散（× 1000） 750 イムラン散（× 10） 0
レバチオ散（× 50） 8100 カタプレス（75 μ g/g） 1000
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31．検査・放射線部（検査部門）　

１．人事異動（平成 30 年 4 月 1 日付）
【転出者】
	 主任検査技師　　　山岸　真代　　　尼崎総合医療センターへ
	 課長補佐　　　　　瀧本　良美　　　西宮病院へ
	 課長補佐　　　　　河村　規子　　　がんセンターへ
	 職員　　　　　　　大島　佳那子　　姫路循環器病センターへ

【転入者】
	 主任検査技師　　　八杉　秀美　　　がんセンターより
	 主任　　　　　　　寺前　正純　　　淡路医療センターより
	 職員　　　　　　　田中　桃子　　　尼崎総合医療センターより
	 職員　　　　　　　池田　百香　　　新規採用

２．活動報告
（1）臨床検査業務の充実

新病院 3 年目を迎え、患者数の増加とともに臨床検査件数も増加し、対前年比 108％となった。新規業
務として、1 月より生理検査室において時間内歩行検査を、病理検査室において EBER-ISH 染色を開始し
た。また、時間外検査項目として、尿定性検査、甲状腺 3 項目、尿中乱用薬物検査、A 群溶連菌迅速検査
を開始し、拡充を図った。

（2）ヒヤリハット防止への取り組み
ヒューマンエラーや環境・設備の不備に対する感受性を高めるため、危険予知トレーニング（ＫＹＴ）

を行い、行動目標を立案した。また、医療安全月間では「患者情報の確認」をテーマとし、医療安全への
意識向上に努めた。

（3）院内感染対策
感染対策委員会事務局として本委員会を定期開催（年 12 回）した。感染対策チーム（ＩＣＴ）の活動

に力を入れ、感染管理加算Ⅰ取得を継続している。

（4）安全な輸血治療
輸血療法委員会事務局として本委員会を定期開催（年 6 回）した。適正な輸血療法の推進、血液製剤の

有効利用を図り（廃棄率 0.8％）、輸血管理料Ⅰ取得を継続している。

（5）人材育成
学会や研修会・セミナー等に積極的に参加して知識を向上させ、県立病院相互研修制度を利用して技術

の習得や運用改善を行った。また、業務到達度チェックリストを活用して各業務を評価し研鑽に努めた。
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（6）医療法一部改正への対応
医療法が一部改正され、検体検査の精度の確保について改正省令が平成３０年１２月１日施行された。

これに伴い、各種標準作業書・作業日誌の作成、内部精度管理の実施、外部精度管理の受検、適切な研修
の実施が規定され、順次取り組んだ。

〈認定・資格〉
超音波検査士（循環器）	 ６名	 超音波検査士（消化器）	 ５名
超音波検査士（体表臓器）	 ２名	 細胞検査士	 ２名
認定血液検査技師	 １名	 認定輸血検査技師	 １名
臨床工学技士	 １名	 診療情報管理士	 １名
二級臨床検査士（微生物）	 ２名	 有機溶剤作業主任者	 １名
特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者　　１名

３．次年度の課題
医療法が一部改正され、検体検査の精度の確保が求められている。そのため、標準作業書の完成、台帳

等の整備、精度管理の充実等を推進していく。また、遺伝子検査に関わる技師を育成し、知識・技術の向
上を図る。

チーム医療を推進するため、安全で適切な輸血療法の啓蒙や、ICT（院内感染対策チーム）の活動など
に積極的に取り組んでいく。
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（1）　臨床検査実施状況　	 * メディスコードを用いた集計に変更
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

一　　般 2,787 2,584 3,581 2,920 2,734 2,625 3,211 4,181 2,641 3,102 2,935 3,234 27,583
血　　液 12,006 11,785 14,328 12,840 12,566 12,419 13,477 15,428 11,925 12,758 12,927 13,621 117,961
細　　菌 1,788 1,710 1,723 1,491 1,415 1,362 1,778 1,775 1,538 1,743 1,635 1,586 14,323
血　　清 4,864 4,509 5,555 5,288 4,638 4,826 5,749 6,237 4,567 5,255 5,105 5,327 46,992
生 化 学 46,488 43,022 54,378 48,393 47,014 46,539 52,381 61,463 45,303 49,185 49,163 51,361 450,802
病　　理 143 140 179 204 143 130 139 188 110 134 134 181 1,363
生　　理 1,184 1,087 1,684 1,437 1,078 1,218 1,287 2,116 1,207 1,255 1,201 1,286 12,085
外部委託 2,982 2,883 4,256 3,765 3,122 3,114 3,308 4,340 3,065 3,372 3,159 3,160 30,405
合　　計 72,242 67,720 85,684 76,338 72,710 72,233 81,330 95,728 70,356 76,804 76,259 79,756 701,514

（2）　時間外（日、当直）検査実施状況
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年度累計

休日日勤帯 720 476 545 457 562 458 536 499 618 502 545 859 5,036 
準夜帯 649 719 789 622 605 677 782 844 686 651 731 702 6,300 
深夜帯 1,514 1,511 1,851 1,600 1,502 1,699 1,626 1,905 1,623 1,582 1,538 1,772 14,847 
合計 2,883 2,706 3,185 2,679 2,669 2,834 2,944 3,248 2,927 2,735 2,814 3,333 26,183 

（3）　血液製剤使用状況
製剤 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

RCC
使用量 単位数 204 196 276 215 233 204 369 315 281 308 246 249 3,096 
廃棄量 単位数 0 2 0 8 4 2 4 2 4 4 2 2 34 
廃棄率 ％ 0.0 1.0 0.0 3.6 1.7 1.0 1.1 0.6 1.4 1.3 0.8 0.8 1.1 

FFP
使用量 単位数 55 77 189 65 111 71 208 185 173 126 87 103 1,450 
廃棄量 単位数 0 2 2 2 0 2 7 0 4 1 4 2 26 
廃棄率 ％ 0.0 2.5 1.0 3.0 0.0 2.7 3.3 0.0 2.3 0.8 4.4 1.9 1.8 

PC
使用量 単位数 655 754 1,093 767 930 860 1,180 1,410 1,035 1,185 972 1,190 12,031 
廃棄量 単位数 0 0 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 20 
廃棄率 ％ 0.0 0.0 0.9 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 

ALB 単位数 798 898 728 700 642 643 775 832 846 647 677 687 8,873 
FFP/RBC 比 0.27 0.39 0.68 0.30 0.46 0.35 0.56 0.59 0.59 0.41 0.34 0.41 0.46 
ALB/RBC 比 3.76 4.28 2.64 3.02 2.69 3.12 1.99 2.64 2.62 2.10 2.68 2.74 2.76 

（4）　血液培養検査
実施件数 3099
複数セット採取率 26.2%
陽性率 5.6%
小児用血液培養ボトル適正量（1 ～ 3mL）採取率 65.0%

（5）　薬剤耐性　（2018 年の薬剤感受性試験実施株を対象）
黄色ブドウ球菌に占める MRSA 率 42.3%
大腸菌に占める ESBL 産生率 21.5%
緑膿菌のイミペネム耐性率 5.6%
腸内細菌科細菌および緑膿菌のカルバペネマーゼ産生菌分離率 0.0%
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32．検査・放射線部（放射線部門）

１．人事異動　平成 30 年 4 月 1 日付
　【転出者】	 放射線技師長　　　山﨑　敏弘　　　尼崎総合医療センターへ
	 主任放射線技師　　吉野　朗　　　　西宮病院へ
	 主任放射線技師　　沼田　憲作　　　がんセンターへ
　【転入者】	 主任放射線技師　　奥村　徹　　　　がんセンターより　　　　　
	 主任放射線技師　　前田　啓明　　　姫路循環器病センターより
	 主査　　　　　　　廣瀬　悦子　　　尼崎総合医療センターより
	 職員　　　　　　　西本　美香　　　新規採用

２．活動状況
１）放射線検査業務実績（表 1、2、3）

平成 30 年の放射線検査実績は、総検査人数 44,023 人で、前年より 722 人減少した。入院患者数が
1,987 人減少し、外来患者数は、1,265 人増加した。

時間外検査人数は、4,969 人で、前年より 126 人減少した。日勤検査帯人数が、259 人減少し、準夜帯
及び深夜帯は、それぞれ 86 人、47 人増加した。

２）機器の更新（表 4）
平成 22 年に導入され、7 年間稼働した医用画像システム（3 次元画像処理ワークステーション）の仕様

策定行い機種が決定した。

３）医療事故防止の取組み
患者間違いの防止に取り組んでおり、認証機器を用いた患者認証を推進し、前年に比べ患者間違いは減

少している。
また、MRI 室へ金属持ち込み防止に取り組み、金属探知機の適切な使用を推進する講習会を診療放射線

技師や担当看護師に対して開催するなど、事故のない検査実施に努めている。
造影剤投与時の安全確認の向上に取り組み、投与前に生理食塩水のテスト注入を行うなど、安全性向上

に努めている。

４）チーム医療の推進
チーム医療推進の一環として疑義照会や依頼内容の確認を積極的に行い、正確な検査結果を提供するよ

う努めている。疑義照会の分析結果やパニック画像報告の事例を部内で情報共有を行った。また、X 線被
ばくの低減に取り組み、線量調査と最適化により示された基準線量と診断参考レベルを記した表及びグラ
フを用いて説明用パンフレットを作成した。
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５）資質向上と教育
職員の資質向上を図るため、学会・研修会への積極的な参加と研究発表を行っている。

・学会・研修会発表　　　　　：５演題
・学会・研修会等への参加　　：成育医療研修会（診療放射線技師コース）、日本放射線技術学会学術大

会、全国自治体病院学会、小児放射線技術研究会、日本核医学技術学会、兵
庫県放射線技師会学術大会、電離箱式サーベイメータ比較校正実習、県立
病院放射線技師部会

＜認定資格＞
第 1 種放射線取扱主任者	 1 名	 放射線管理士	 1 名
放射線機器管理士	 1 名	 医療情報技師	 1 名
医療画像情報精度管理士	 2 名	 放射線被ばく相談員	 1 名
臨床実習指導教員	 2 名	 情報処理技術者	 1 名
第 2 種放射線取扱主任者	 1 名	 放射線治療専門放射線技師	 1 名
放射線治療品質管理士	 1 名	 Ｘ線 CT 認定技師	 1 名　 
肺がんＣＴ検診認定技師	 1 名	 Ａｉ認定診療放射線技師	 1 名
超音波検査士（循環器、消化器）	 1 名	 救急撮影認定技師	 1 名   

３．平成 31 年の課題
放射線機器管理を適正に行い、チーム医療の推進を図り、医療事故防止について継続して取り組み、機

器の安定稼働および安心安全な検査を継続する。また、放射線検査における線量調査と最適化により示さ
れた基準線量と診断参考レベルを用いて、検査における X 線被ばくの低減を進める。
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(1) 放射線検査人数（表 1）
区分 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

単
純
撮
影

Ｘ線撮影
外 来 1383 1257 1832 1640 1402 1420 1649 2180 1320 1498 1354 1412 18347 
入 院 121 113 135 108 122 113 129 169 117 103 97 114 1441 

計 1504 1370 1967 1748 1524 1533 1778 2349 1437 1601 1451 1526 19788 

ポータブル
外 来 51 33 41 59 44 39 36 41 43 56 49 54 546 
入 院 747 652 781 762 734 623 714 822 717 689 871 980 9092 

計 798 685 822 821 778 662 750 863 760 745 920 1034 9638 

単純撮影合計
外 来 1434 1290 1873 1699 1446 1459 1685 2221 1363 1554 1403 1466 18893 
入 院 868 765 916 870 856 736 843 991 834 792 968 1094 10533 

計 2302 2055 2789 2569 2302 2195 2528 3212 2197 2346 2371 2560 29426 

造
影
撮
影

消化器
外 来 23 18 23 23 20 16 18 18 17 20 20 22 238 
入 院 16 16 13 12 18 16 13 17 13 8 24 21 187 

計 39 34 36 35 38 32 31 35 30 28 44 43 425 

脳血管
外 来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入 院 1 0 3 1 0 0 0 3 1 0 1 3 13 

計 1 0 3 1 0 0 0 3 1 0 1 3 13 

心臓血管
外 来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入 院 21 23 26 26 29 25 26 34 25 29 26 27 317 

計 21 23 26 26 29 25 26 34 25 29 26 27 317 

その他血管
外 来 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
入 院 0 2 1 0 0 1 2 1 1 0 2 1 11 

計 0 2 1 0 0 1 2 1 1 0 2 1 11 

泌尿器系
外 来 34 25 44 25 24 25 32 45 34 30 32 32 382 
入 院 3 3 4 4 9 3 4 1 4 6 2 9 52 

計 37 28 48 29 33 28 36 46 38 36 34 41 434 

その他造影
外 来 0 0 0 2 2 1 3 2 0 0 1 1 12 
入 院 2 6 3 2 0 7 3 3 1 4 3 2 36 

計 2 6 3 4 2 8 6 5 1 4 4 3 48 

造影撮影合計
外 来 57 43 67 50 46 42 53 65 51 50 53 55 632 
入 院 43 50 50 45 56 52 48 59 45 47 58 63 616 

計 100 93 117 95 102 94 101 124 96 97 111 118 1248 

ＣＴ検査
外 来 122 111 161 140 117 97 154 150 107 116 120 133 1528 
入 院 94 107 118 97 94 97 91 112 74 80 84 84 1132 

計 216 218 279 237 211 194 245 262 181 196 204 217 2660 

ＭＲＩ検査
外 来 177 183 226 207 152 168 222 317 205 190 157 206 2410 
入 院 63 59 71 68 66 60 54 49 62 58 64 58 732 

計 240 242 297 275 218 228 276 366 267 248 221 264 3142 

核医学検査
外 来 11 7 14 14 10 8 25 29 19 16 22 19 194 
入 院 10 11 13 2 10 5 2 4 5 6 4 3 75 

計 21 18 27 16 20 13 27 33 24 22 26 22 269 

放射線治療
外 来 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 
入 院 23 3 43 8 55 71 23 18 18 2 15 0 279 

計 33 3 43 8 55 71 23 18 18 2 15 0 289 

超音波検査
外 来 426 406 565 393 403 388 551 773 437 479 446 514 5781 
入 院 95 87 91 57 79 59 74 109 89 80 89 96 1005 

計 521 493 656 450 482 447 625 882 526 559 535 610 6786 

骨塩定量
外 来 8 20 17 13 11 7 7 28 23 19 8 14 175 
入 院 4 2 1 3 0 2 1 3 4 6 0 2 28 

計 12 22 18 16 11 9 8 31 27 25 8 16 203 

総合計
外 来 2245 2060 2923 2516 2185 2169 2697 3583 2205 2424 2209 2407 29623 
入 院 1200 1084 1303 1150 1216 1082 1136 1345 1131 1071 1282 1400 14400 

計 3445 3144 4226 3666 3401 3251 3833 4928 3336 3495 3491 3807 44023 
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（2）時間外　時間帯別検査人数（表 2）
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

日 勤 帯 検 査 人 数 242 161 176 210 191 135 176 170 243 159 209 290 2362 
業 務 時 間 ( 時 ） 51 35 35 47 38 30 37 29 49 32 37 48 465 
準 夜 帯 検 査 人 数 155 133 178 183 160 148 169 165 137 140 166 205 1939 
業 務 時 間 ( 時 ） 48 41 54 58 46 46 56 47 42 41 23 56 555 
深 夜 帯 検 査 人 数 59 48 42 71 63 45 64 58 65 43 48 62 668 
業 務 時 間 ( 時 ） 26 21 17 27 23 18 27 24 26 18 23 24 271 
検 査 人 数（ 計 ） 456 342 396 464 414 328 409 393 445 342 423 557 4969 
業 務 時 間 ( 計 ） 124 96 105 131 106 93 119 99 118 90 83 128 1291 

（3）時間外　検査種別検査人数（表 3）
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

ポ ー タ ブ ル 313 229 242 297 258 209 268 273 317 224 300 407 3337 
一 般 撮 影 77 76 101 110 118 75 94 82 80 78 81 99 1071 
Ｃ Ｔ 52 30 48 54 36 39 35 35 42 36 36 47 490 
Ｔ Ｖ 6 5 2 0 2 2 8 3 2 3 3 3 39 
Ｍ Ｒ Ｉ 8 2 3 3 0 3 3 0 3 1 2 1 29 
ア ン ギ オ 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 3 
合 計 456 342 396 464 414 328 409 393 445 342 423 557 4969 

(4) 新病院放射線機器 一覧表（表 4）
機器名 製造・販売業者 装置名

MRI 装置 フィリップス Ingenia 1.5T CX H28 年 3 月
MRI 装置 フィリップス Achieva 1.5T Nova Dual H19 年 11 月
全身用 CT 装置（320 列） 東芝メディカルシステムズ Aquilion PREMIUM H23 年 3 月
放射線治療位置決め用CT装置（80列） 東芝メディカルシステムズ Aquilion PRIME H28 年 3 月
血管連続撮影装置 フィリップス Allura Xper FD20/20 H21 年 11 月
FPD システム（12 式） 富士フイルムメディカル CALNEO Smart H28 年 3 月
長尺 FPD 装置（2 台） 富士フイルムメディカル CALNEO GL H28 年 3 月
泌尿器用Ｘ線テレビ装置 東芝メディカルシステムズ Ultimax-i H28 年 3 月
消化器用Ｘ線テレビ装置 日立メディコ CUREVISTA H24 年 9 月
診断用Ｘ線撮影システム（2 台） 島津製作所 RADspeed Pro H28 年 3 月
医用画像システム 富士フイルムメディカル VINCENT　　 H22 年 3 月
パノラマ・セファロ X 撮影装置 モリタ Veraviewepocs 2DB H28 年 3 月
ガンマカメラ GE 横河メディカル Infinia H20 年 12 月
リニアック シーメンス旭メデイテック ONCOR Impression H22 年 3 月
治療計画装置 ELEKTA Xio H22 年 3 月
移動型Ｘ線撮影装置（2 台） 日立メディコ Sirius 130HP H28 年 3 月
移動型Ｘ線撮影装置（3 台） 日立メディコ Sirius 130HP H23 年 2 月
線量モニタリングシステム 米国 Sun Nuclear 1137 型 IVD2 H28 年 3 月
RI 対応安全キャビネット 日本エアーテック BHC-1307 Ⅱ A2-RI-S H28 年 3 月
Ｘ線骨密度測定装置 HOLOGIC Horizon W H28 年 3 月
アンギオ用動画サーバー ネクシス Nahri AQUA H28 年 3 月
超音波画像診断装置 日立アロカメディカル Ascendus H28 年 3 月
超音波診断装置 GE ヘルスケア・ジャパン　 LOGIQ E9 with Xdclear H25 年 12 月
超音波診断装置 GE ヘルスケア・ジャパン　 LOGIQ S8 H24 年 3 月
外科用Ｘ線 C アーム装置 シーメンス SIREMOBIL Compact-L H23 年 2 月
外科用Ｘ線 C アーム装置 シーメンス ARCADIS Orbic H26 年 4 月
造影剤自動注入器（アンギオ） シーマン ZONE MASTER MODELA H21 年 12 月
造影剤自動注入器（MRI） 根本杏林堂 Sonic Shot GX H19 年 11 月
造影剤自動注入器（MRI） 根本杏林堂 Sonic Shot 7 H28 年 3 月
造影剤自動注入器（CT） 根本杏林堂 Dual Shot GXV H23 年 9 月
造影剤自動注入器（CT） 根本杏林堂 Dual Shot GX7 H28 年 3 月
造影剤自動注入器（TV） シーマン ZONE MASTER SR Fusion H28 年 3 月
キュリーメータ アロカ IGC-7E H20 年 12 月
分注器 安西 AZ-2000N H20 年 12 月
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33．栄養管理部

1．新規就任　平成 30 年 4 月 1 日付
部長　　小阪　嘉之（副院長兼小児がん医療センター長）

（主な活動報告）
・平成 29 年５月より管理栄養士１名の増員を図り、アレルギー科患者等の栄養指導の充実を図った。
・ＮＳＴ（チーム医療）の円滑な稼働
・医療事故防止対策に関する取り組み。（ひやりはっと報告）
・褥瘡対策委員会及びクリニカルパス委員会への積極的な参画
・ＩＴ化の推進（給食オーダーリングシステムの安定稼働）
・患者給食のサービス向上のための給食イベントの開催「病棟夏祭り」等の実施
・知識や技能の資質を向上させるための調理・栄養関係研修会への参加と課内研修会の充実
・栄養管理業務に関する研究の成果として学術学会等への積極的な参加と発表

2．これからの展望
平成 31 年（令和元年）に向けては、引き続き「安全な食事の提供」という栄養管理課の基盤業務と共に

診療部門との更なる連携強化を図った栄養指導・相談を行うなど患者サービスの充実・向上に努める。
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３． 給食
（1） 調製乳　月別延数
①　調製乳　人数 （単位  人）

　区分 　　　　　　　　　　　月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 ％

調　 乳　 の　 み　 人　 員（人） 1,669 1,226 1,513 1,805 1,854 1,636 1,612 1,594 1,570 1,604 1,869 1,949 19,901 75.7 

調 乳 食 事 人 員： 調 乳（人） 477 473 431 429 559 476 463 415 457 505 589 495 5,769 22.0 

小　　　　　計 2,146 1,699 1,944 2,234 2,413 2,112 2,075 2,009 2,027 2,109 2,458 2,444 25,670 97.7 

調 乳 ・ 食 事 人 員（食事） 64 48 49 61 63 43 56 40 45 37 51 54 611 2.3 

計 2,210 1,747 1,993 2,295 2,476 2,155 2,131 2,049 2,072 2,146 2,509 2,498 26,281 100.0 

（注）調乳・食事人員・・・調乳（人） 調製乳と食事が重複するもの

②　調製乳　種類及び本数 （単位  本）

　種類　　　　  　　　　　月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 ％

13% レーベンスミルク 9,419 7,551 8,170 10,144 11,222 9,137 8,603 8,633 8,616 8,888 8,626 9,277 108,286 58.8 
15% ＬＷ 1,981 988 1,594 1,576 1,017 1,024 1,762 1,001 1,338 2,170 3,510 1,913 19,874 10.8 

特
　
殊

　
乳

16% ＬＷ 301 301
 9% レーベンスミルク 24 24
11% レーベンスミルク 24 180 180 153 150 687
12% レーベンスミルク 3 3
14% レーベンスミルク 234 243 99 24 8 20 27 655
15% レーベンスミルク 477 488 487 530 876 353 75 110 69 205 488 536 4,694
16% レーベンスミルク 135 57 106 18 89 405
17% レーベンスミルク 1,006 413 387 540 457 938 614 709 827 558 618 1,017 8,084
18% レーベンスミルク 153 129 444 270 297 279 288 279 396 295 2,830
19% レーベンスミルク 30 183 152 326 691
13% ＡＲミルク 138 36 40 370 198 308 807 831 540 469 378 539 4,654
15% ＡＲミルク 16 16
16% ＡＲミルク 24 24
17% ＡＲミルク 73 98 54 88 248 56 617
13% ＭＡ -1 5 4 42 51
14% ＭＡ -1 18 18
15% ＭＡ -1 346 152 118 282 183 128 672 208 390 76 254 139 2,948
16% ＭＡ -1 81 72 36 27 82 53 36 146 91 14 638
17% ＭＡ -1 108 108
18% ＭＡ -1 90 190 280
19% ＭＡ -1 45 252 234 144 675
21% ＭＡ -1 18 279 270 279 279 270 279 180 1,854
12% Ｅ赤ちゃん 72 54 12 11 54 203
13% Ｅ赤ちゃん 8 201 451 324 170 160 19 121 24 3 38 126 1,645
5% エレメンタルフォーミュラ 12 116 128
10% エレメンタルフォーミュラ 13 8 21
17% エレメンタルフォーミュラ 45 36 36 117
14% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 805 590 378 941 861 1,178 725 361 581 214 804 837 8,275
15% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 199 234 81 514
16% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 36 105 72 54 117 117 22 523
18% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 195 537 171 270 270 233 84 27 27 1,814
20% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 90 63 18 171
21% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 72 144 216
22% ＭＣＴﾌｫｰﾐｭﾗ 99 99
14% 必脂 MCT(721) 56 51 107
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　種類　　　　  　　　　　月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 ％

特
　
殊

　
乳

16% 必脂 MCT(721) 12 12
13% 8806（低ｶﾘｳﾑ中ﾘﾝﾌｫｰﾐｭﾗ） 16 16
17% 8806（低ｶﾘｳﾑ中ﾘﾝﾌｫｰﾐｭﾗ） 89 7 96
13% エレンタール 142 7 232 15 18 30 444
15% エレンタール 24 24
16% エレンタール 32 80 112
18% エレンタール 108 80 188
20% エレンタール 9 9 101 9 128
26% エレンタール 162 27 29 69 64 5 9 365
27% エレンタール 29 26 5 36 96
5% エレンタールＰ 12 8 20
10% エレンタールＰ 107 157 226 449 939
13% エレンタールＰ 72 71 78 11 39 18 52 357 698
14% エレンタールＰ 45 45 90
15% エレンタールＰ 27 85 45 143 300
16% エレンタールＰ 9 27 39 156 126 357
17% エレンタールＰ 77 18 95
18% エレンタールＰ 20 30 26 367 349 314 327 217 237 1,887
20% エレンタール P 27 48 107 19 137 104 442
21% エレンタール P 117 171 288
24% エレンタールＰ 71 138 9 72 8 10 10 318
25% エレンタール P 31 31
26% エレンタールＰ 66 54 4 124
27% エレンタールＰ 6 4 90 106 47 253
7% ケトンフォーミュラ 6 6
14% ケトンフォーミュラ 75 5 5 12 31 128
18% ケトンフォーミュラ 60 4 64
　特殊乳　小計 4,028 3,146 3,294 4,049 4,691 4,665 4,611 4,475 4,126 3,522 4,975 6,029 51,611 28.0 

濃
厚
流
動
食

ＧＦＯ 19 6 30 5 14 5 2 23 29 59 51 16 259
アイソカルジュニア 142 148 172 189 163 208 187 162 231 254 199 174 2,229
ＭＡ－８プラス 93 84 70 60 62 60 62 78 90 85 10 754
ＭＡ－ラクフィア 50 62 112
レナウェル３ 7 1 19 27
ペプタメン　スタンダード 86 77 129 41 31 42 73 83 54 28 4 4 652
ペプタメン　ＡＦ 30 37 11 78
　濃厚流動食　小計 340 315 431 332 281 315 331 347 404 426 333 256 4,111 2.2 

滅菌水 30 6 16 32 44 14 5 33 15 195 0.1 
合　計 15,768 12,000 13,519 16,107 17,227 15,141 15,339 14,500 14,498 15,011 17,477 17,490 184,077 100.0 

空瓶　　　大 200 ｃ c 5,419 3,897 4,938 4,599 4,891 5,152 4,270 4,743 5,298 5,727 4,951 5,700 59,585 50.9 
空瓶　　　小 100 ｃ c 6,195 4,992 5,856 5,424 3,768 3,696 3,288 4,152 4,512 4,757 4,944 5,952 57,536 49.1 

合　計 11,614 8,889 10,794 10,023 8,659 8,848 7,558 8,895 9,810 10,484 9,895 11,652 117,121 100.0 
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（2） 患者食事数
①　患者食事数 （単位　食）

区　　　　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

常
食

学 童 食 2,157 2,491 3,203 2,827 2,761 2,658 3,032 3,904 2,504 2,375 2,100 2,483 32,495
妊 産 婦 食 1,402 1,538 1,299 507 431 611 508 1,090 1,129 1,279 1,387 1,165 12,346

小　計 3,559 4,029 4,502 3,334 3,192 3,269 3,540 4,994 3,633 3,654 3,487 3,648 44,841
軟
菜
・
幼
児
・

離
乳

幼 児・ 離 乳 食 7 11 9 3,291 3,332 2,704 2,927 2,558 2,844 2,902 3,114 3,114 26,813
軟 菜・ 流 動 食 1,219 1,065 957 1,088 1,088 1,020 1,011 1,244 998 908 926 878 12,402

小　計 1,226 1,076 966 4,379 4,420 3,724 3,938 3,802 3,842 3,810 4,040 3,992 39,215

非
加
算
特
別
食

ペ ー ス ト 食 155 132 104 131 275 224 155 132 118 161 146 124 1,857
ア レ ル ギ ー 食 0
自 由 食 0
口 蓋 裂 食 7 17 60 43 29 19 89 147 35 5 27 38 516
扁 摘 術 後 食 115 130 168 129 98 194 114 129 116 213 129 146 1,681
移 植 対 応 食 249 198 261 232 323 487 631 438 259 440 554 537 4,609
ク ロ ー ン 病 食 0
低 残 査 食 9 44 12 21 15 22 51 70 9 26 73 352
肥 満 食 78 29 16 5 4 132
ケ ト ン 食 5 52 64 1 122
減 塩 食 0
そ の 他 特 別 食 516 433 585 581 514 391 481 485 416 427 301 388 5,518

小　計 1,129 939 1,238 1,133 1,260 1,335 1,544 1,446 1,014 1,255 1,187 1,307 14,787

加
算
特
別
食

腎 臓 食 235 218 253 204 4 31 38 11 122 123 198 204 1,641
肝 臓 食 82 171 75 65 138 86 108 201 51 15 126 79 1,197
糖 尿 病 食 45 78 97 101 31 22 11 88 30 34 29 566
乳 び 胸 食 19 20 30 61 1 3 23 157
心 臓 食 0
低 ナ ト リ ウ ム 食 0
検 査 食（ 加 ） 0
妊 娠 中 毒 症 食 83 24 9 41 73 53 56 18 113 470
妊 産 婦 糖 尿 病 食 0
妊 産 婦 肝 臓 病 食 0
高 尿 酸 血 症 食 0

小　計 464 511 464 472 173 212 211 300 206 251 342 425 4,031
合　計 6,378 6,555 7,170 9,318 9,045 8,540 9,233 10,542 8,695 8,970 9,056 9,372 102,874

検
食
等

保 存 食 186 168 186 180 186 180 186 186 180 186 180 186 2,190
検 食 261 235 260 252 260 251 260 258 254 259 251 262 3,063

合　計 447 403 446 432 446 431 446 444 434 445 431 448 5,253
総　合　計 6,825 6,958 7,616 9,750 9,491 8,971 9,679 10,986 9,129 9,415 9,487 9,820 108,127

②　患者おやつ数 （単位　食）

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

お　や　つ　数 2,350 2,468 2,577 2,573 2,489 2,274 2,456 2,801 2,189 2,169 2,142 2,294 28,782

（3）  患者外食事数（保育食） （単位　食）

区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

保育児食 197 190 230 167 155 142 136 176 117 126 135 121 1,892
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４． 栄養指導　月別種類別件数
種類　　　　月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計
１型糖尿病 38 40 40 39 44 39 38 38 41 43 36 39 475
２型糖尿病 15 12 13 11 11 13 16 11 13 15 10 10 150
妊娠糖尿病 1 3 1 2 1 2 10
肥満 15 8 13 6 15 11 12 16 22 11 14 24 167
腎臓病 2 4 2 3 4 2 3 3 3 3 3 5 37
妊娠高血圧症候群 1 1 2
心臓病 10 5 4 2 9 4 2 1 5 4 3 49
肝臓病 1 2 1 1 1 6
膵臓病 1 1 2
フェニルケトン尿症 1 2 1 2 1 2 1 2 1 3 1 2 19
ガラクトース血症 2 2 1 2 2 1 1 11
脂質異常症 6 5 7 3 9 3 4 6 6 4 9 2 64
高尿酸血症 2 2 1 5
胃潰瘍食 0
低残渣食 0
小児食物アレルギー 22 21 18 11 22 24 34 20 19 31 27 22 271
貧血食 1 1 2 4
移植対応食 1 1 3 1 2 2 1 2 13
てんかん食（ケトン食） 1 2 3 1 7
がん 11 16 14 13 5 6 11 10 6 13 23 15 143
摂食・嚥下機能低下 3 2 2 1 1 1 1 2 13
ミキサー食（胃ろう） 2 1 1 1 1 3 1 1 1 1 13
低栄養 3 3 5 3 10 9 5 14 3 5 5 4 69
調乳（標準ミルク） 0
調乳（特殊ミルク） 1 1
調乳（高濃度ミルク） 1 2 1 4
その他 15 10 12 11 12 11 8 11 15 7 16 10 138
合計（件） 144 138 141 108 147 128 149 139 141 147 148 143 1,673

件
数

外来 118 108 109 85 125 108 124 105 117 107 110 114 1,330
入院 26 30 32 23 22 20 25 34 24 40 38 29 343

合計（件） 144 138 141 108 147 128 149 139 141 147 148 143 1,673

人
数

外来 235 230 220 183 270 231 261 208 237 212 236 223 2,746
入院 50 59 62 48 45 42 53 73 46 85 72 53 688

合計（人） 285 289 282 231 315 273 314 281 283 297 308 276 3,434

（注）件数に比べ人数が多いのは、患者１人 1 件において、本人以外の親等にも栄養指導を行い、その人数に含めて
いるためである。

（単位　件）
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34．家族支援・地域医療連携部

Ⅰ. 組織
2018 年は、各スタッフが担当病棟を決めて、入院時から退院への支援が行えるように、毎日病棟でのカ

ンファレンスに参加した。各病棟との連携もさらに強化され、家族の支援に努めることができた。
また、地域との連携にも力を入れて、積極的に地域の医療機関との情報交換に努め、新たに連携する医療

機関も増加した。

　部長　　　　　　　　宅見晃子（総合診療科医師）
　課長　　　　　　　　深江登志子（看護師）
　看護師　　　　　　　渡邊千恵　
　　　　　　　　　　　水本智子（8 月まで）　　
　　　　　　　　　　　藤定睦子
　　　　　　　　　　　坂本文子（8 月から）　　　　　　　　　　　
　MSW　　　　　 　　小橋諒子    
　　　　　　　　　　　松尾さおり　
　　　　　　　　　　　進藤美佳　

　予約センターでは、委託業者が受診予約を担当している。

Ⅱ.2018 年活動
＜ 2018 年の主な活動＞
１．新たな紹介病院、診療所の登録

①	 病院訪問による紹介依頼
２．広報活動の推進（ホームページ更新、年報作成、広報誌「げんきカエル」作成）
３．在宅療養支援の推進

①	 訪問看護ステーションとの連携強化（カンファレンス開催・研修会開催）
②	 地域医療機関との連携強化（カンファレンス開催・病院訪問）
③	 制度活用支援・医療機器等の購入支援
④	 周産期センターからの退院児への支援
⑤	 在宅支援病棟での在宅支援の後方支援

４．院内各科の診療支援
①	 院内他部署への連絡調整・院外関係機関への連絡調整
②	 返書作成の支援
③	 家族背景へのケースワーク

５．患者家族の不安への対応
①	 医療制度・福祉制度の説明
②	 在宅での医療資源・福祉資源の紹介
③	 各種手続きのサポート
④	 その他、治療や生活全般の不安に対する不安の解消への手助け
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６．発達支援・養育支援
①	 虐待防止活動（委員会開催、地域との連携、家族支援）
②	 事故予防活動（事故予防相談・地域との連携）
③	 育児相談活動（評価、関わり方指導）

７．教育支援
①	 教育機関とのカンファレンス

＜今後の活動目標＞
①	 医療的ケアを必要とする児と家族が安心して在宅生活を送れるように支援する
②	 高度専門医療機関としての役割の広報に務め、地域との連携を強化していく
③	 地域医療支援病院として、地域医療機関の研修に貢献するよう努める
④	 疾病を抱えた子どもと家族の育児支援に努める
⑤	 事故予防・虐待予防を含めた子育て支援に努める
⑥	 子どもと家族の不安の解消に努める
⑦	 入院時から退院後の生活を見据えた支援を行い、地域とともにこどもと家族の生活を支える
⑧	 広報活動を強化し、患者獲得に努める
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家族支援・地域医療連携部
表１　支援内容別業務統計

内　　　　容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 前年同月累計
1 療養中の心理的・社会的問題の解決・調整援助 295 286 249 290 216 220 200 175 150 214 208 201 2704 2839
2 退院援助 61 60 71 38 62 34 43 35 31 32 32 27 526 892
3 社会復帰援助 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8
4 受診・受療援助 22 19 8 18 18 9 9 18 10 14 3 5 153 336
5 経済的問題の解決、調整援助 67 72 79 71 68 62 61 67 58 77 71 64 817 771
6 地域活動 30 3 14 15 6 6 12 10 7 14 13 16 146 282
7 養育支援（虐待予防を省く） 4 4 13 10 5 4 5 11 7 3 6 3 75 94
8 虐待・虐待予防関連 5 6 4 5 4 2 5 5 5 1 6 1 49 59
9 発達・発育指導 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3
10 一時保護 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3 4
11 がん患者の社会的問題の解決・調整 33 51 39 32 34 52 23 34 32 44 28 19 421 377
12 その他 1 2 2 2 2 2 0 5 3 4 3 0 26 35

合　　　　計 518 503 482 483 415 391 358 360 304 405 370 336 4925 5700

表 2　機関別延べ連絡調整数
機　　　　関 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 前年同月累計

1 教育機関 2 3 8 7 2 2 5 3 6 2 0 5 45 37
2 保健所・保健センター 58 42 51 54 35 30 39 52 32 40 45 31 509 533
3 福祉事務所 13 22 18 12 9 14 11 13 10 9 3 8 142 233
4 こども家庭センター（児童相談所） 10 15 18 16 9 7 2 7 11 25 17 15 152 190
5 児童福祉施設 7 14 5 16 6 15 4 1 0 10 4 20 102 82
6 訪問看護ステーション 65 41 45 43 51 56 28 35 40 51 50 25 530 505
7 地域医療機関 33 33 36 53 58 45 37 52 41 38 27 32 485 474
8 地域生活支援センター 0 0 0 1 3 2 2 1 2 2 0 2 15

合　　　　計 188 170 181 202 173 171 128 164 142 177 146 138 1980 2054

表３　関係機関カンファレンス件数
内　　　　容 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 前年同月累計

1 被虐待児等症例検討会 0 3 4 3 3 0 2 2 2 1 4 0 24 21
2 外傷カンファレンス 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 2
3 施設入所カンファレンス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 在宅病棟移行前カンファレンス 2 1 3 2 3 1 0 2 2 0 0 2 18 20
5 在宅病棟カンファレンス 16 13 19 11 11 12 16 24 16 16 14 16 184 216
6 外泊前カンファレンス 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0
7 退院前カンファレンス 3 0 5 3 4 2 2 3 1 4 4 2 33 31
8 教育機関カンファレンス 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 4
9 臓器提供 A カンファレンス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 その他 1 1 1 1 1 0 1 3 0 1 1 4 15 9

合　　　　計 23 18 32 20 22 15 24 35 21 22 23 24 279 303

４．その他
機　　　　関 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 累計 前年同月累計

1 ＮＩＣＵ　退院調整件数 20 27 31 33 31 18 23 37 26 34 40 35 355 311
2 電話相談（入力分以外） 9 11 12 6 15 10 9 9 6 11 8 7 113 108

合　　　　計 29 38 43 39 46 28 32 46 32 45 48 42 468 419
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Ａカンファレンス
28

児童相談所 17（2）

保健所　8

在宅　6

施設　7

入院中　2
当院外来　2

他院外来　1

2018 年 1 月～ 12 月　Ａカンファレンス　外傷（疾患）別処遇
一時保護 児童相談所 保健所 外来のみ フォローなし 合計

くも膜下出血 0 0 1 0 0 1
頭蓋骨骨折 0 0 0 0 0 0
硬膜外血腫 0 0 0 0 0 0
硬膜外血腫＋頭蓋骨骨折 0 0 0 1 0 1
硬膜下血腫 0 1 2 0 0 3
硬膜下血腫＋頭蓋骨骨折 0 0 0 0 0 0
頭部打撲 0 2 0 0 0 2
上腕骨骨折 0 0 0 1 0 1
大腿骨骨折 0 0 1 0 0 1
ネグレクト 0 3 1 0 0 4
医療ネグレクト 0 0 0 0 0 0
顔面叩打 0 2 0 0 0 2
腹部叩打 0 0 0 0 0 0
薬物中毒 0 2 2 0 1 5
心肺停止 0 0 0 0 0 0
熱傷 0 0 0 0 0 0
多発性皮下血腫 0 1 0 0 0 1
溺水 0 0 0 0 0 0
殺人未遂 1 0 0 0 0 1
遺棄 1 0 0 0 0 1
性感染症 0 2 0 0 0 2
性器損傷 0 1 0 0 0 1
縛られる 0 1 0 0 0 1
交通外傷 0 1 0 0 1

合計 2 15 8 2 1 28
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家族支援・地域医療連携部（予約センター）
予約センターは委託職員が従事し、主に初診患者の予約や受診報告書の発送、再診患者の予約業務を行っ

ている。

１．業務内容

延べ数 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計・平均 平成 29 年度

メール相談対応数 2 7 5 3 10 8 21 9 5 8 6 4 88 59

（内訳）各科医師相談 0 1 2 0 1 1 3 2 1 1 1 0 13 18
地域医療連携・他
部署で返答 2 6 3 3 9 7 18 7 4 7 5 4 75 41

セカンドオピニオン数 6 3 2 2 5 2 1 4 3 4 6 0 38 47
受診報告書発送数

（紹介状件数） 438 379 503 436 515 457 526 591 420 502 513 478 5758 5694

返書率 91.9 91.8 92.5 93.4 92.6 93.6 94.1 92.9 92.2 91.8 91.1 92.3 93.4 89.5

紹介医療機関全登録件数 28 22 25 22 21 30 26 32 24 23 26 21 300 294

新患 FAX 予約受付件数 340 341 402 370 427 425 446 422 362 472 419 414 4840 4596

新患電話予約受付件数 262 283 300 239 310 273 306 280 297 384 314 278 3526 3569
新患予約キャンセル受
付件数 20 17 22 14 14 9 12 29 15 23 18 17 210 151

再診対面・電話予約件数 2344 2107 2037 2002 2753 2261 2344 2100 2012 2130 1918 1836 25844 26608
その他　予約日確認な
どの電話件数 698 715 880 836 933 814 886 745 696 709 625 654 9191 9483

※新患、再診ともに予約受付件数内に変更件数含む

２．紹介元新規医療機関
①月別登録件数

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 平成 29 年 累計

新規登録件数 28 22 25 23 21 30 26 32 24 23 26 21 301 296 5192

※累計 : 平成 17 年度～平成 30 年 12 月

②地域別登録件数

兵庫県
県外 合計

神戸市 神戸市以外

件数
80 106

114 300
186

＊地域別の新規登録件数では３６％が県外であり、神戸市内よりも多い件数となっている
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35．ME 室

【スタッフ紹介】
主査　横山　真司	 体外循環技術認定士	
　　　秋元　明日香	 体外循環技術認定士	
　　　三坂　勇介	 体外循環技術認定士	
　　　秋山　正太	
　　　立野　聡	
　　　土谷　海雲	
　　　井原　智弘	
　　　橋本　健太郎	
　　　川相　俊太	
　　　西中　夕貴	

【業務実績】
医療機器管理業務

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 平均
院内修理 14 21 19 18 24 25 10 15 10 23 23 21 223
依頼点検 12 18 11 13 10 18 17 5 8 20 10 12 154
定期点検 1627 1552 1864 1879 1778 1615 1655 1967 1614 1673 1858 1904 20986

メーカー修理・点検 0 0 3 2 2 3 0 0 0 2 0 0 12
CICU・PICU・ＩＣＵラウンド 80 72 80 80 82 81 77 68 70 79 78 81 928

病棟ラウンド 7 7 3 10 11 9 4 2 2 3 4 7 69
アンビューバルブ点検 85 113 72 89 86 75 86 81 63 74 68 61 953

その他 0 2 1 2 0 2 1 0 0 2 0 1 11

臨床業務
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 平均

体外循環 11 12 18 12 15 12 21 20 13 11 19 14 178
ＥＣＭＯ 2 1（1） 0 0 0 0 2 4（3） 2 1（1） 1 1 14

人工心肺・ＥＣＭＯスタンバイ 0 2 4 3 5 3 0 1 0 2 2 4 26
血液浄化 3 5 10 8 0 1 4 16 31 23 2 0 103

自己血回収 12 14 18 13 16 13 21 20 15 12 19 14 186
ＭＥＰ 1 1 1 1 1 2 0 0 2 1 0 0 10

ＳＰＥＣＴＲＡ 1 1 3 1 2 0 1 0 0 1 0 0 10
ＢＭＰ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 3

各種委員会活動
　仕様策定委員会
　リスクマネジメント委員会
　感染対策委員会
　手術室運営委員会
　集中治療室運営委員会
　呼吸療法委員会（RST）
　呼吸ケア部会
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36．医療安全管理室
　

医療安全管理室は、医療安全部長を室長、管理局長、看護部長を副室長、副院長、診療部長、薬剤部長、
医療安全対策担当課長、実働メンバーとして 13 名の総括リスクマネジャーと総務部長、総務部次長で構成
され、院内の安全管理を担っている。

主な活動内容
１．ヒヤリハット報告書に基づく評価・対策・周知について

１）総括リスクマネジャー会議を毎週木曜日に開催し、送られてきたヒヤリハット報告書に基づき評価・
分析、解決策の検討を行った。

２）月 1 回のリスクマネジメント部会では、各部門が前月分のヒヤリハット内容と評価・対策を報告し、
院内で起こったヒヤリハットについて集約し検討を行った。改善策を手順化し共有した。

３）リスクマネジメント部会での報告・検討結果を医療事故防止委員会に報告した。
２．Morbidity ＆ Mortalty カンファレンスの開催は、Ｈ 31 年 2 月とした。
３．コード 99 症例は、医療安全管理室よりメール配信し情報の共有を行った。
４．院内ラウンドは、多部門での定期的開催はできなかったが、ヒヤリハットに応じてラウンドを行った。
５．マニュアルの改訂および新規にリスクマネジメント部会で作成し承認を得た。 
６．ヒヤリハット報告

2018 年のヒヤリハット報告件数は、2951 件で前年度より 437 件増加した。今年度より臨床工学技士の
ヒヤリハットを集計に加えた。

レベル別報告数においては、レベル 0 は 970 件 33％（前年度より 312 件増）、レベル 1 は 1844 件 62.5％（前
年度より 95 件増）、レベル 2 は 99 件 3.4％、レベル 3a は 38 件 1.3% であった。また、レベル 3b の医 療
事故報告が１件と前年度より 5 件減少した。内容は、手術に関連するものであった。

部門別にみると看護部からの報告件数が 2309 件 78.2%、診療部は 225 件 7.6％（前年度より 2.2% 増、
89 件増）。薬剤部は 31 件 1.1％（前年度より 0.9％減）、放射線部 165 件 5.6 % （前年度より 1.6％減）、検
査部 60 件 2.0％（前年度より 1％増）、リハビリ 58 件 1.8％（前年度より 0.8％増、）栄養指導課 28 件 1％（前
年度より 1％減）、臨床工学技士 79 件（2.7％）であった。

リスクレベルにおいては、レベル 0 が 3％減少し、ルレベル 2 が 2％増加、レベル 3a が 1％増加した。
医療事故の報告は 1 件と前年度と同件数であった。外部委員を入れての院内事故調査を実施した。

ヒヤリハット報告において診療部の報告が 7.6％と上昇した。薬剤部からスクマネジャーに薬剤の 10 倍
量及び 1 ／ 10 量の処方間違いについて報告し、リスクマネジャーが当事者の指導及びヒヤリハット報告
の提出を促すことを取り決めたことで、医師の報告する文化の醸成につながりつつある。また、オカレン
ス報告の基準を作成したことで報告件数は増加した。ヒヤリハットについてリスクマネジメント部会で対
策を検討し周知しているが、さらに周知と評価する仕組み作りに重点を置き、安全な医療の提供を目指す
ことが課題である。

１）レベル別報告件数

レベル 0 レベル 1 レベル 2 レベル 3a レベル 3b
970 件（33 %） 1844 件（62.5 %） 99 件（3.4%） 38 件（1.3%） 1 件（0.03 %）
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２）部門別ヒヤリハット報告件数

診療部 看護部 検査部 放射線部 薬剤部 臨床工学技士 リハビリ 栄養指導課 医事課
225（7.6%） 2309（78.2%） 60(2.0%） 165（5.6％） 31(1.1%） 79（2.7％） 53（1.8%） 28(1.0 %） １(0.03%）

７．主な改善に向けた取り組み
１）検査・外科的処置における鎮静の同意書について作成し運用を開始した。
２）インフォームド・コンセント推進マニュアルの改訂と患者誤認防止対策、移送基準、口頭指示について、

手順・基準の新規作成を行った。電子カルテの医療安全マニュアルに掲載し周知した。
３）薬剤アレルギーとして登録していた薬剤の誤投与があり、安全ニュースの発行とメールにより再度、

周知した。  
４）e- ラーニングを導入し、全職員対象の医療安全研修会で 4 項目活用した。また、他の研修会やヒヤリ

ハット事発生時の振り返りに活用した。 
５）薬剤関連のヒヤリハット事例について医局会メールや会議を通じて情報を発信した。
６）ヒヤリハット事例の改善策としてシステムの変更を行った。（造影検査 EOB のオーダー、培養検査ラ

ベルに採取部位の表示など）

８．医療安全研修会、勉強会の開催

テーマ 開催日 参加者

各部門の安全への取り組み、“KYT で患者安全 ”
　　　　　　　　DVD 視聴会 6 回開催 3 月 13 日

237 名
(DVD)415 名
合計 652 名

医療安全研修会 (e- ラーニング　4 項目 )
患者確認、アレルギー歴既往の確認不足、 パニック値
対応、輸液ポンプ

10 月 21 日～
12 月 12 日

全職員
810 名

新採用看護師安全教育
新採用医師安全教育
新採用補助者・ボランティア安全教育

4 月 4 日
4 月 5 日

採用時

25 名
90 名

約 15 名

９．医療安全情報の提供
１）日本機能評価機構からの医療安全情報の提供を月 1 回行った。
２）院内、院外での重要なヒヤリハット事例を、医療安全ニュースとして発行し情報提供を行った。
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37．感染対策室
　

室長：笠井正志（感染症内科）、感染管理認定看護師 中島由佳
感染予防対策に関する最高の審議機関である感染対策委員会は、委員長を副院長、副委員長を感染症科部

長、看護部次長とし、委員を院長、総務部長、検査技師長、薬剤部長、栄養管理課長、看護部長、医療安全
対策担当課長、感染管理認定看護師 2 名の他、診療部 7 名、看護部 4 名、検査部 4 名、薬剤部 1 名、放射線
部 1 名、臨床工学技士 1 名、リハビリ部門 1 名、医事企画課 1 名で構成され、院内の感染管理を担っている。

感染対策の実働部隊である感染対策チーム（ICT）は、看護部 2 名、診療部 4 名（委員会外から 2 名）、
検査部 1 名、薬剤部 1 名で活動している。

抗菌薬治療の適正化を支援・推進する実働部隊である抗微生物薬適正使用チーム（AST）は、薬剤部 3 名、
診療部 8 名（委員会外から 3 名）、検査部 1 名、看護部 1 名で活動している。

主な活動内容
１．定期的な会議、ラウンドの実施

１）院内感染対策委員会（毎月第 2 金曜日）
病原微生物の分離状況、抗緑膿菌活性薬の使用状況、ICT および AST 活動などを報告、検討

２）ICT 関連
・ICT 会議（毎週木曜日）
　病原微生物の分離状況、ICT ラウンド結果の共有と検討、その他事項について検討
・ICT ラウンド（毎週木曜日）
　環境ラウンド、手指衛生直接観察ラウンドを実施
・デバイスサーベイランスカンファレンス（毎週水曜日）

デバイス関連感染症の判定の他、感染対策の評価、改善策の検討と実施を CICU および PICU ス
タッフとともに実施
・微生物検査ミーティング（毎日）

グラム染色結果、培養結果、無菌検体（主に血液培養）陽性患者、ウイルス迅速検査結果、感染
症科フォロー患者、感染対策が必要な患者について情報共有

３）AST 関連
・AST 定例会議（毎月第１月曜日）

DOT 報告、特定抗菌薬使用患者（抗緑膿菌活性薬）、抗菌薬長期使用患者、血液培養陽性患者の
抗菌薬適使用状況について報告、その他抗菌薬適正使用のための取り組みについて報告
・AST コアメンバー会議（毎週木曜日）

抗菌薬適正使用のための取り組み
・AST ショートミーティング（毎週月・水・金）

特定抗菌薬使用患者（抗緑膿菌活性薬）、抗菌薬長期使用患者、血液培養陽性患者の抗菌薬適正
使用について検討
平成 30 年度実績（平成 30 年 4 月～平成 31 年 2 月）

抗緑膿菌薬使用症例 血液培養陽性症例 抗菌薬長期使用症例 その他
425 312 54 106
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平成 30 年度に取り組んだ事項
　①研修会開催
　②特定抗菌薬使用届のテンプレート化
　③ AST ショートミーティング記録のテンプレート化
　④ AST 業務手順書　制定
　⑤感染対策マニュアル　改訂

２．職員教育

※ AST 業務開始に伴い、今年度より開催

３．手指衛生遵守率向上のための取り組み
看護部感染対策委員会と協同して毎月直接観察を実施し、結果を院内全体に広報した。現場での直接指

導、手指消毒剤の使用を啓発する表示や家族向けのポスターの掲示などを行った。また、手指消毒剤の使
用量調査も開始した。
手指衛生遵守率の推移（％）

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
54 53 － 63 62 53 62 62 65 71 75 80

4．各種サーベイランスの実施
CICU・PICU におけるデバイスサーベイランス

中心静脈カテーテル関連
血流感染症（/1000 デバイス日）

尿道留置カテーテル関連
尿路感染症（/1000 デバイス日）

人工呼吸器関連肺炎
（/1000 デバイス日）

2017 年 2018 年 2017 年 2018 年 2017 年 2018 年
CICU 0.0 0.6 5.9 6.5 3.6 4.1
PICU 0.0 0.0 1.1 6.0 5.9 5.1

フィードバックは 3 回実施した。現場スタッフとともに予防バンドルを運用したが感染率の低減には至
らなかった。集中治療室感染対策チームを立ち上げ、改善策の検討を開始した。

その他：一般外科消化器手術 SSI サーベイランス、AUR サーベイランス

5．各種ガイドライン、マニュアルなどの作成
インフルエンザの総合対策の作成、日帰り入院手術をうける患者の水痘ワクチン接種ルールの改訂、

CRE・CPE の感染対策ガイドラインの作成、手袋着用ルールの作成、感染対策マニュアルの全面改訂

4 月 新規採用医師感染対策オリエンテーション、看護師新人フォロー研修、
新規採用者防護具着脱演習

5 月 看護師新人フォロー研修
6 月 看護師新人フォロー研修、保育師対象感染対策研修会、第 1 回 ASP セミナー※
7 月 平成 30 年度第 1 回全職員対象感染対策研修会

7 月～ 8 月 平成 30 年度第 1 回全職員対象感染対策研修上映会
8 月 清掃・リネン業務職員対象感染対策研修会
9 月 看護師新人フォロー研修

10 月 看護補助者研修
11 月 平成 30 年度第 2 回全職員対象感染対策研修撮影会、院内研修会
2 月 第 1 回兵庫抗菌薬適正使用のための地域連携研修会※

2 月～ 3 月 平成 30 年度第 2 回全職員対象感染対策研修 e-learning
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6．感染症発生時の対応
・アウトブレイクが 2 回発生した。

7 月：救急病棟の RS ウイルス感染症、2 月：6E 病棟のインフルエンザ
・感染経路別予防策が必要な患者の発生時、適宜対応した（疑い含む）。
空気感染予防策 2 件 結核疑い 2
飛沫感染予防策 111 件 インフルエンザ 58、RS ウイルス感染症 32、百日咳 5、

ムンプス 1、ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ感染症 2、パルボウイルス感染症 2、
アデノウイルス感染症 6、A 群溶連菌感染症 5

接触感染予防策 56 件 ノロウイルス胃腸炎 20、ロタウイルス胃腸炎 7、CDI 2、
ウイルス性胃腸炎 22、CRE 3、O157 1、その他 1

空気・接触感染予防策 10 件 水痘 3、播種性帯状疱疹 5、VZV 髄膜炎 1、麻しん疑い 1
飛沫・接触感染予防策 47 件 救急病棟における RS ウイルス感染症 47
職員のインフルエンザ発症は 61 例（アウトブレイクや患者への伝播なし）

7．感染対策に関する各種相談への対応
予定入院患者の水痘ワクチン関連 44 件、患者・家族の感染症 9 件、職員の感染症 13 件、患者ケア 2 件、

害虫 5 件、その他 20 件

8．各種啓発活動
ICT NEWS の発行（5 回）、院内の感染症発生情報（随時）、市中の感染症情報配信（随時）

9．ファシリティマネジメントとして、ファシリティ部門への助言と感染対策の強化
各種業務（清掃、リネン、滅菌）の定例会への出席

10．職業感染防止の活動
• 全新規採用職員の抗体検査とワクチン接種を実施

抗体採血 水痘ﾜｸﾁﾝ 風疹ﾜｸﾁﾝ ﾑﾝﾌﾟｽﾜｸﾁﾝ MR ﾜｸﾁﾝ
146 名 5 名 5 名 16 名 38 名

• 職員対象のインフルエンザワクチンの接種（11 月）　　接種率 95％
• 職員対象の B 型肝炎ワクチンの接種　　112 名（新規：75 名、既職員：56 名）
• 針刺し・切創、血液・体液曝露についての事象発生時の対応
　24 件（針刺し 15 件、切創 2 件、咬創 3 件、血液・体液曝露 4 件）

11．院外活動
• 県立病院リハビリ部門研修会に感染対策チームから講師として出席（6 月）
• 感染防止対策加算関連
　　加算 1：相互ラウンド実施（神戸中央病院を 6 月に訪問、9 月に神戸市立西市民病院が来院）
　　加算 2：みどり病院と連携。施設間カンファレンス開催（7 月、8 月、10 月、3 月）
• 小児総合医療施設協議会（JACHRI）関連
　　小児感染管理ネットワーク多職種会議（2 月、今年度幹事として運営）。相互ラウンド実施（あいち

小児総合保健医療センターが 10 月に来院、福岡市立こども病院を 1 月に訪問）
• 県立病院感染対策会議出席（11 月）
• 神戸市新型インフルエンザ等対策病院連絡会参加（8 月、11 月、2 月）
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38．褥瘡管理室
　

褥瘡対策委員会は、委員長を形成外科医師、副委員長を看護部次長とし、委員として小児外科医師、看護師、
薬剤師、検査技師、管理栄養士、医事課職員により構成され、院内の褥瘡対策及び創傷ケアを検討し、トー
タルケアを行うことにより、創傷ケアの効果的な推進を図ることを目的としている。平成 24 年度より褥瘡
管理者を置き、褥瘡ハイリスクケア患者ケア加算を導入した。

主な活動内容
１．褥瘡対策状況

褥瘡対策委員会を月に 1 回開催し、褥瘡対策に関する報告、情報の共有を行い、褥瘡ケアの評価や対策
の検討をおこなう。

１）褥瘡発生率
　　　2.8％（発生率は過去 16 年で 4 番目に低い値。　過去の発生率は 2.5％～ 4.0％）
　　　褥瘡発生率＝褥瘡発生数÷総新規入院数
２）褥瘡推定発生率
　　　1.6％（過去 11 年で 2 番低い値　過去の発生率は 1.4 ～ 2.7％）
　　　月の 1 日を調査日とし、
　　　褥瘡推定発生率＝（調査日に褥瘡を保有する患者数－院外発生患者数）÷調査日の入院患者数
３）褥瘡リスクアセスメント実施数　6268 件（月平均 522 件）
４）褥瘡ハイリスク患者特定数　906 件（月平均 76 件）
５）褥瘡対策実施件数　3650 件（月平均 304 件）
６）褥瘡ハイリスク患者ケア実施件数　1290 件（月平均 107 件）
７）褥瘡発生詳細
　　　褥瘡発生件数　173 件
　　　褥瘡発生個数　191 個（自重関連褥瘡は 50 個、医療関連機器圧迫創傷は 141 個）
　　　褥瘡発生件数の多い部署
　　　CICU（50）、PICU（44）、ICU(12)、救急・HCU（11）、NICU（11）、5 東 (10)、手術室（9）　

２．褥瘡回診・カンファレンス状況
週 1 回木曜日午後に形成外科医師と皮膚・排泄ケア認定看護師（月 1 回は褥瘡対策委員会のメンバーも

加わり拡大褥瘡回診としている）により、褥瘡発生者を中心に『褥瘡回診』と『カンファレンス』をおこ
なっている。回診、カンファレンスでは褥瘡予防治療計画書をもとに、褥瘡予防、治療方法を評価・検討
している。
褥瘡回診・カンファレンス実施回数 44 回　患者数 270 名（のべ）

３．新人看護師対象の褥瘡講義の実施
４．領域別看護ケア向上委員会における事例検討と勉強会の実施
５．各部署カンファレンスや病棟会における褥瘡勉強会の実施
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39．がん相談支援室
　

がん相談支援室は、小児がんセンター長のもと、血液腫瘍科医師、小児看護専門看護師、医療福祉相談員
が小児がんに関する相談に応じている。
スタッフ

医　師　石田敏章（血液腫瘍内科医師）
看護師　中谷扶美・栗林佑季（小児看護専門看護師）
医療福祉相談員（MSW）　松尾さおり、進藤美佳
医師クラーク　西ノ上、山之内

平成 30 年　主な活動内容
１．院内外の小児がんと診断された子どもと家族に対する対面相談、電話相談

・小児がんの病態、標準的治療法等小児がん診療等に関する一般的な情報の提供
・小児がん患者の発育、教育及び療養上の相談
・地域における小児がん診療の連携協力体制の事例に関する情報の収集、提供　等

２．小児がんの子どもと家族の療養環境の改善
・がんサロン（名称：nanaくつろぎサロン）の開催（2か月に1回）
・アロマサロンの開催（ボランティアによるマッサージの提供）の開催（毎月1回）
・高校生の学習支援体制の検討、復学支援カンファレンスへの参加
・家族教室の開催（長期フォローマップ勉強会）
・相談室通信の発行（2か月に1回）

３．院内外の医療従事者への小児がんに関する情報提供
・小児がん看護研修会の企画、運営（小児がん看護推進ワーキング、緩和ケアチームとの共同開催）
・近畿ブロック小児がん拠点病院相談員研修の開催（近畿ブロック5病院共催）
・問い合わせに対する相談対応

４．小児がんを対象とする患者会との調整窓口
５．相談支援室会議

・月1回開催、小児がんに関する情報の共有、相談支援室の活動の評価・検討
６．小児がん中央機関、その他の小児がん拠点病院、成人がん診療病院との連携体制強化

・小児がん拠点病院連絡協議会相談支援部会への出席、メーリングリストへの参加
・中国四国ブロック小児がん相談支援部会（TV会議）への参加
・兵庫県がん診療連携協議会情報・連携部会、神戸市がん相談支援センター連絡会への参加

平成 30 年　がん相談支援室相談対応件数
会議資料 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

がん相談件数
（院内）

相談総件数 31 48 65 37 38 55 38 34 55 62 47 47 557
1）対面相談 31 48 65 37 35 49 34 29 50 58 44 46 526
2）電話相談 0 0 0 0 3 6 4 5 5 4 3 1 31

院外電話相談 1 2 2 0 4 1 ０ 0 2 3 3 1 19
計 32 50 67 37 42 56 38 34 57 65 50 48 576
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40．院内学級（神戸市立友生支援学校 病弱部門 みなと分教室・わらび訪問学級）
　
１．体制

従前までは長期入院のため登校できない小中学生に、友生支援学校「わらび訪問学級」としてこども病
院にも訪問指導を行っていたが、こども病院のポートアイランド移転 (2016 年 ) に伴い、友生支援学校の
病弱部門の教員がこども病院の院内学級「みなと分教室」として常駐するようになった。こども病院に入
院中の小中学生は院内学級「みなと分教室」に在籍し、市内の他病院に入院中の児童生徒は従前通り訪問
指導として「わらび訪問学級」に在籍している。

院内学級の児童生徒は教室で授業を受けられるようになったとは言うものの、児童生徒の病状からほと
んどがベッドサイドでの訪問指導を受けている状況であった。2017 年度より、それまで教室に登校する
ことを許可されていなかった児童生徒も、一定以上の抵抗力がある状態になれば、主治医の判断により登
校できるようになり、教室での授業もかなり多くなった。

保護者への入級説明、小中学校との連絡調整などについては主治医や病棟の紹介を経て当部署が行って
いる。

なお、院内学級の職員は、こども病院外で入院治療中の児童生徒に対しては、従前通り訪問指導を継続
している。

２．在籍状況
2018 年度　院内学級 ( みなと分教室 )　在籍状況
　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年間実在籍者数
小学部 10 13 16 15 15 16 16 15 13 14 15 13 36
中学部 1 6 6 4 3 3 2 2 3 3 4 3 13
合　計 11 19 22 19 18 19 18 17 16 17 19 16 49

※その月に 1 日でも在籍していれば 1 人と数える。また、「わらび訪問学級」の児童生徒は含んでいない。

３．授業の状況
2018 年度　授業全体に対する教室授業の割合
　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年間
小学生低学年 17.3% 34.9% 36.6% 33.3% 5.9% 42.3% 55.5% 49.0% 5.3% 40.3% 29.6% 0.0% 34.9%
小学生高学年 11.1% 13.8% 31.6% 29.8% 0.0% 21.1% 23.8% 32.8% 8.2% 30.1% 11.8% 15.9% 22.3%

中学生 29.5% 8.8% 9.5% 20.4% 0.0% 30.0% 1.5% 0.0% 10.2% 14.0% 29.9% 18.8% 15.9%

４．次年度の課題
2018 年度の全授業に対する教室授業の割合は、1 年を通じて小学生低学年で 34.9%、小学生高学年で

22.3%、中学生は 15.9% と、決して多いとは言えず、学年が上がるにつれて少なくなっている。児童生徒
が、病室（生活スペース）から離れ、教室で気分をかえて学習に励むことができれば、学力向上はもちろ
んのこと、当該児童生徒の治療に向かう意欲を高めることにもつながると考えられる。病室を離れること
が可能な児童生徒が、少しでも教室で授業を受けられるようにするために、医療現場の現状に合わせた上
で、少しでも早くその条件が整うよう、これまで以上に、病院スタッフ等と話し合いながら、連携を強め
ていく必要がある。



Ⅲ　診療統計

ー 137 ー

41．医師事務作業補助者（医師クラーク）
　

医師の業務負担軽減を図り、診療に専念できる環境をつくることを目的に、2008 年の診療報酬の改定に
伴い医師事務作業補助体制加算が定義された。施設基準を満たした場合、医師事務作業補助者を採用するこ
とにより診療報酬の対象となる。

兵庫県立こども病院では 2012 年に本格的に導入され 8 名でスタートしたが、その後段階的に人員が補充
され 2018 年現在 21 名が在籍。

医局に隣接した医局クラーク室で、診療部長の指導の下、診療科からの依頼を受け業務を行っている。
2016 年 5 月に病院が移転し電子カルテが導入されて以降、外来診療補助に携わる業務が増し、他部署との
コミュニケーションを図りながら業務に取り組んでいる。

（業務内容）
　・外来診療補助
　　電子カルテへの入力補助、病名登録、診察・検査予約
　　患者様へのご説明、ご案内等
　　診察・手術・検査に関する電話　等
　・文書作成補助
　　診断書、主治医意見書、生命保険会社の手続き書類、紹介状等の作成補助　等
　・診療に関するデータ整理、管理に関する事務
　　新規患者、手術などの台帳管理及び入力、統計　等
　・治験資料、学会等からの各種調査資料等の作成、管理に関する事務
　・院内がん登録、手術症例登録等の統計、調査に関する事務
　・研修やカンファレンスのための資料作成等の準備事務
　・その他所属長が必要と認める事務
　　症例検討会、講演会、抄読会等の準備
　　文献・画像等の取り込み、及び管理
　　医師宛の外線電話への対応　等
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集
中

治
療

科
黒

澤
寛

史
共

著
黒

澤
寛

史
、杉

本
晃

一
PI

CU
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
1

24
4

テ
コ

ム
20

18
年

11
月

電
解

質
異

常
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

共
著

鉄
原

健
一

小
児

救
急

の
基

本
30

76
30

83
羊

土
社

20
18

年
2月

小
児

に
お

け
る

処
方

・
投

与
量

設
定

の
考

え
方

と
コ

ツ
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

共
著

志
馬

伸
朗

救
急

・
IC

U
の

頻
用

薬
を

使
い

こ
な

せ
19

51
19

56
羊

土
社

20
18

年
10

月

急
性

脳
症

の
管

理
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

共
著

加
藤

精
彦

、早
川

浩
私

の
処

方
20

18
79

0
80

1
日

本
小

児
医

事
出

版
社

20
18

年
5月

熱
中

症
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

共
著

「
小

児
内

科
」「

小
児

外
科

」編
集

委
員

会
小

児
疾

患
の

診
断

治
療

基
準

91
6

91
7

東
京

医
学

社
20

18
年

11
月

小
児

の
スト

ー
マ

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
共

著
宮

嶋
正

子
・

藤
本

か
お

り
は

じ
め

て
で

も
や

さ
し

い
スト

ー
マ・

排
泄

ケ
ア

38
43

学
研

メ
ディ

カ
ル

秀
潤

社
20

18
.2

.2
8

小
児

の
失

禁
ケ

ア
看

護
部

鎌
田

直
子

共
著

宮
嶋

正
子

・
藤

本
か

お
り

は
じ

め
て

で
も

や
さ

し
い

スト
ー

マ・
排

泄
ケ

ア
14

4
14

6
学

研
メ

ディ
カ

ル
秀

潤
社

20
18

.2
.2

8

鎮
痛

・
鎮

静
・

せ
ん

妄
看

護
部

　
PI

CU
坂

本
佳

津
子

共
著

三
浦

規
雅

重
症

小
児

患
者

ケ
ア

ガ
イド

ブ
ッ

ク
14

5
16

2
（

株
）総

合
医

学
者

20
18

.1
0.

20

終
末

期
ケ

ア
看

護
部

　
PI

CU
坂

本
佳

津
子

共
著

三
浦

規
雅

重
症

小
児

患
者

ケ
ア

ガ
イド

ブ
ッ

ク
23

6
24

6
（

株
）総

合
医

学
者

20
18

.1
0.

20

体
外

式
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

看
護

部
　

PI
CU

坂
本

佳
津

子
共

著
三

浦
規

雅
重

症
小

児
患

者
ケ

ア
ガ

イド
ブ

ッ
ク

25
2

25
8

（
株

）総
合

医
学

者
20

18
.1

0.
20
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属
科

発
表

者
名

単
著

、共
著

の
別

編
者

名
書

籍
名

開
始

頁
終

了
頁

発
行

元
発

行
年

月

子
ど

も
の

成
長

発
達

と
支

援
看

護
部

中
谷

扶
美

共
著

道
又

元
裕

重
傷

小
児

患
者

ケ
ア

ガ
イド

ブ
ッ

ク
21

6
22

3
総

合
医

学
社

20
18

年
10

月
小

児
の

蘇
生

救
急

・
H

CU
藤

原
健

太
共

著
三

浦
規

雅
重

症
小

児
患

者
ケ

ア
ガ

イド
ブ

ッ
ク

9
31

総
合

医
学

社
20

18
.1

0.
20

脳
幹

部
腫

瘍
を

も
つ

子
ど

も
を

中
心

に
考

え
た

治
療

方
針

の
決

定
７

E
濱

田
米

紀
共

著
鶴

若
麻

理
他

看
護

師
の

倫
理

調
整

力
46

51
日

本
看

護
協

会
出

版
会

20
18

.5
.1

小
児

の
集

中
治

療
管

理
に

必
要

な
基

本
的

ケ
ア

　
①

安
全

確
保

７
E

濱
田

米
紀

共
著

道
又

元
裕

監
修

重
症

小
児

患
者

ケ
ア

ガ
イド

ブ
ッ

ク
98

10
3

総
合

医
学

社
20

18
.1

0.
20

小
児

の
N

ST
に

お
け

る
管

理
栄

養
士

の
役

割
栄

養
管

理
部

鳥
井

隆
志

共
著

日
本

小
児

栄
養

消
化

器
肝

臓
学

会
小

児
臨

床
栄

養
学

　
改

訂
第

2版
40

2
40

4
診

断
と

治
療

社
20

18
年

10
月
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2）
雑

誌
発

表
テ

ー
マ

所
属

科
発

表
者

名
書

籍
名

第
○

巻
第

○
号

開
始

頁
終

了
頁

発
行

元
発

行
年

月

抗
菌

薬
の

適
正

使
用

と
院

内
感

染
対

策
に

つ
い

て
消

化
器

領
域

：
急

性
胃

腸
炎

救
急

総
合

診
療

科（
総

診
）

張
　

慶
哲

小
児

科
臨

床
17

12
25

59
25

60
20

18

抗
菌

薬
の

適
正

使
用

と
院

内
感

染
対

策
に

つ
い

て
消

化
器

領
域

：
虫

垂
炎

救
急

総
合

診
療

科（
総

診
）

張
　

慶
哲

小
児

科
臨

床
17

12
25

61
25

63
20

18

発
熱

を
伴

う
け

い
れ

ん
重

積
状

態
を

呈
し

た
SC

N
5A

変
異

を
も

つ
心

室
頻

拍
の

男
児

例

救
急

総
合

診
療

科（
救

急
）

永
尾

宏
之

、松
井

鋭
、

小
川

禎
治

、瓦
野

昌
大

、
梶

原
伸

介
、西

田
尚

樹
、

畑
由

紀
子

、廣
野

恵
一

、
市

田
蕗

子
、黒

澤
寛

史

日
本

小
児

救
急

医
学

会
雑

誌
17

3
51

2
51

6
20

18

輸
液

、
経

口
補

水
療

法
。

救
急

総
合

診
療

科（
救

急
）

松
井

鋭
レ

ジ
デ

ン
ト

ノ
ー

ト
小

児
救

急
の

基
本

 「
子

ど
も

は
苦

手
」

を
克

服
し

よ
う

！
56

57
羊

土
社

20
18

血
液

ガ
ス

分
析

。
救

急
総

合
診

療
科（

救
急

）
松

井
鋭

小
児

科
診

療
　

今
さ

ら
聞

け
な

い
？

小
児

救
急

の
総

復
習

16
05

16
09

診
断

と
治

療
社

20
18

先
天

性
胆

道
拡

張
症

　
戸

谷
の

分
類

救
急

総
合

診
療

科（
救

急
）

山
口

善
道

画
像

診
断

37
 （

増
刊

）
17

4
18

1
20

18

外
傷

の
評

価
の

違
い

虐
待

、
小

児
の

外
傷

の
特

徴
含

む
救

急
総

合
診

療
科（

救
急

）
林

 卓
郎

レ
ジ

デ
ン

ト
ノ

ー
ト

小
児

救
急

の
基

本
 「

子
ど

も
は

苦
手

」
を

克
服

し
よ

う
！

21
2

22
3

羊
土

社
20

18

N
on

co
nv

ul
siv

e 
se

iz
ur

e 
de

te
ct

io
n 

by
 

re
du

ce
d-

le
ad

 
el

ec
tro

en
ce

ph
al

og
ra

ph
y 

in
 c

hi
ld

re
n 

w
ith

 a
lte

re
d 

m
en

ta
l s

ta
tu

s 
in

 th
e 

em
er

ge
nc

y 
de

pa
rtm

en
t.

救
急

総
合

診
療

科（
救

急
）

Ya
m

ag
uc

hi
 H

, 
N

ag
as

e 
H

, 
N

ish
iy

am
a 

M
, 

To
ku

m
ot

o 
S,

Is
hi

da
 Y

, T
om

io
ka

 K
, 

Ta
na

ka
 T

, F
uj

ita
 K

, 
To

yo
sh

im
a 

D,
 

N
ish

im
ur

a 
N,

 
Ku

ro
sa

w
a 

H
, 

N
oz

u 
K,

 
M

ar
uy

am
a 

A,
 

Ta
na

ka
 R

, I
iji

m
a 

K

J 
Pe

di
at

r
in

 
pr

es
s

20
18

21
水

酸
化

酵
素

欠
損

症
患

者
に

お
け

る
TN

XA
/T

N
XB

キ
メ

ラ
遺

伝
子

の
頻

度
と

臨
床

的
特

徴
代

謝
内

分
泌

科
尾

崎
佳

代
、向

山
祐

理
、

奥
野

美
佐

子
、

飯
島

一
誠

、郷
司

克
己

日
本

小
児

科
学

会
雑

誌
12

2
5

86
0

86
6

日
本

小
児

科
学

会
20

18
.5
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テ
ー

マ
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属
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発
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者
名

書
籍

名
第

○
巻

第
○

号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

So
lu

bl
e 

CD
16

3,
 a

 u
ni

qu
e 

bi
om

ar
ke

r 
to

 e
va

lu
at

e 
th

e 
di

se
as

e 
ac

tiv
ity

, 
ex

hi
bi

ts 
m

ac
ro

ph
ag

e 
ac

tiv
at

io
n 

in
 

sy
ste

m
ic

 ju
ve

ni
le

 id
io

pa
th

ic
 

ar
th

rit
is.

リ
ウ

マ
チ

科

Sa
ku

m
ur

a 
N,

Sh
im

iz
u 

M
,M

iz
ut

a 
M

,In
ou

e 
N,

N
ak

ag
ish

i Y
,Y

ac
hi

e 
A.

Cy
to

ki
ne

11
0

45
9

46
5

 E
lse

vi
er

20
18

.5
.1

7

Ea
rly

 p
re

di
ct

io
n 

fo
r o

ve
r t

w
o 

ye
ar

s 
effi

ca
cy

 o
f t

he
 fi

rs
t b

io
lo

gi
c 

ag
en

t 
fo

r p
ol

ya
rti

cu
la

r j
uv

en
ile

 id
io

pa
th

ic
 

ar
th

rit
is:

 A
 m

ul
ti-

in
sti

tu
tio

na
l s

tu
dy

 
in

 J
ap

an
.

リ
ウ

マ
チ

科

Ku
bo

ta
 T

,
Ta

ke
i S

,
Sh

im
iz

u 
M

,
Ya

su
m

ur
a 

J,
N

ak
ag

ish
i Y

,
Ki

za
w

a 
T,

Ya
sh

iro
 M

,
W

ak
ig

uc
hi

 H
,

Ya
m

as
ak

i Y
,

Ka
w

an
o 

Y.

M
od

 R
he

um
at

ol
28

5
82

6
83

1
Ta

yl
or

 &
 F

ra
nc

is
20

18
.9

.2
8
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テ
ー

マ
所

属
科

発
表

者
名

書
籍

名
第

○
巻

第
○

号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

若
年

性
特

発
性

関
節

炎
に

対
す

る
ア

バ
タ

セ
プ

ト
治

療
の

手
引

き
（

解
説

）
リ

ウ
マ

チ
科

木
澤

敏
毅

、謝
花

幸
祐

、
井

上
な

つ
み

、
大

倉
有

加
、岡

本
奈

美
、

久
保

田
知

洋
、

清
水

正
樹

、中
岸

保
夫

、
西

村
謙

一
、水

田
麻

雄
、

八
代

将
登

、八
角

高
裕

、
安

村
純

子
、山

出
晶

子
、

脇
口

宏
之

、梅
林

宏
明

、
森

雅
亮

、
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金（
難

治
性

疾
患

等
政

策
研

究
事

業（
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

等
政

策
研

究
事

業（
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

政
策

研
究

分
野

））
）

『
小

児
期

お
よ

び
成

人
移

行
期

小
児

リ
ウ

マ
チ

患
者

の
全

国
調

査
デ

ー
タ

の
解

析
と

両
者

の
異

同
性

に
基

づ
い

た
全

国
的「

シ
ー

ム
レ

ス
」診

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

よ
る

標
準

的
治

療
の

均
て

ん
化

』J
IA

分
担

研
究

班

小
児

リ
ウ

マ
チ

9
1

81
87

日
本

小
児

リ
ウ

マ
チ

学
会

20
18

.1
1

N
on

co
nv

ul
siv

e 
se

iz
ur

e 
de

te
ct

io
n 

by
 

re
du

ce
d-

le
ad

 
el

ec
tro

en
ce

ph
al

og
ra

ph
y 

in
 c

hi
ld

re
n 

w
ith

 a
lte

re
d 

m
en

ta
l s

ta
tu

s 
in

 th
e 

em
er

ge
nc

y 
de

pa
rtm

en
t.

神
経

内
科

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
N

ag
as

eH
,

N
ish

iy
am

aM
,

To
ku

m
ot

oS
,Is

hi
da

Y,
To

m
io

ka
K,

Ta
na

ka
T,

Fu
jit

aK
,T

oy
os

hi
m

aD
,

N
ish

im
ur

aN
,

Ku
ro

sa
w

aH
,

N
oz

uK
,M

ar
uy

am
aA

,
Ta

na
ka

R,
Iij

im
aK

.

J 
Pe

di
at

r.
Ep

ub
 

ah
ea

d 
of

 p
rin

t
20

18
 N

ov
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書
籍

名
第

○
巻

第
○

号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

Li
pi

d 
an

d 
th

yr
oi

d 
ho

rm
on

e 
le

ve
ls 

in
 c

hi
ld

re
n 

w
ith

 e
pi

le
ps

y 
tre

at
ed

 
w

ith
 le

ve
tir

ac
et

am
 o

r 
ca

rb
am

az
ep

in
e:

 A
 p

ro
sp

ec
tiv

e 
ob

se
rv

at
io

na
l s

tu
dy

.

神
経

内
科

N
ish

iy
am

aM
,

Ta
ka

m
iY

,Is
hi

da
Y,

To
m

io
ka

K,
Ta

na
ka

T,
N

ag
as

eH
,

N
ak

ag
aw

aT
,

To
ku

m
ot

oS
,

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
To

yo
sh

im
aD

,
M

ar
uy

am
aA

,
N

oz
uK

,N
ish

im
ur

aN
,

Iij
im

aK
.

Ep
ile

ps
y&

Be
ha

vi
or

90
15

19
20

18
 N

ov

Sp
on

ta
ne

ou
s 

sp
in

al
 e

pi
du

ra
l 

he
m

at
om

a 
m

im
ic

ki
ng

 G
ui

lla
in

-
Ba

rr
e 

Sy
nd

ro
m

e.
神

経
内

科

Ko
nd

oA
,

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
Is

hi
da

Y,
To

yo
sh

im
aD

,
Az

um
iM

,A
ku

tsg
uN

,
Ko

ya
m

aJ
,

Ku
ro

sa
w

aH
,

Ka
w

am
ur

aA
,

M
ar

uy
am

aA
.

Br
ai

n 
D

ev
.

Ep
ub

 
ah

ea
d 

of
 p

rin
t

20
18

 N
ov

Ac
ut

e 
fo

ca
l b

ac
te

ria
l n

ep
hr

iti
s 

ch
ar

ac
te

riz
ed

 b
y 

ac
ut

e 
en

ce
ph

al
op

at
hy

 w
ith

 b
ip

ha
sic

 
se

iz
ur

es
 a

nd
 la

te
 re

du
ce

d 
di

ffu
sio

n.

神
経

内
科

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
N

ag
as

eH
,It

oY
,

M
at

su
no

sh
ita

N,
M

iz
ut

an
iM

,
M

at
su

sh
ig

eT
,

Is
hi

da
Y,

To
yo

sh
im

aD
,

Ka
sa

iM
,K

ur
os

aw
aH

,
M

ar
uy

am
aA

,
Iij

im
aK

.

J 
In

fe
ct

 C
he

m
ot

he
r

24
11

93
2

93
5

20
18

 N
ov

Ac
ut

e 
en

ce
ph

al
op

at
hy

 w
ith

 
bi

ph
as

ic
 s

ei
zu

re
s 

an
d 

la
te

 re
du

ce
d 

di
ffu

sio
n 

ac
co

m
pa

ni
ed

 b
y 

Ta
ko

tsu
bo

 c
ar

di
om

yo
pa

th
y.

神
経

内
科

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
N

ag
as

eH
,Y

os
hi

da
S,

To
ku

m
ot

oS
,

H
ay

as
hi

K,
To

yo
sh

im
aD

,
Ku

ro
sa

w
aH

,
Ta

na
ka

T,
M

ar
uy

am
aA

,
Iij

im
aK

.

Br
ai

n 
D

ev
.

Ep
ub

 
ah

ea
d 

of
 p

rin
t

20
18

 O
ct
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Fo
sp

he
ny

to
in

 v
s. 

co
nt

in
uo

us
 

m
id

az
ol

am
 fo

r p
ed

ia
tri

c 
fe

br
ile

 
sta

tu
s 

ep
ile

pt
ic

us
.

神
経

内
科

N
ish

iy
am

aM
,

N
ag

as
eH

,T
om

io
ka

K,
Ta

na
ka

T,
Ya

m
ag

uc
hi

H
,Is

hi
da

Y,
To

yo
sh

im
aD

,F
uj

ita
K,

M
ar

uy
am

aA
,

Ku
ro

sa
w

aH
,

U
et

an
iY

,N
oz

uK
,

Ta
ni

gu
ch

i-k
ed

aM
,

M
or

io
ka

I,T
ak

ad
aS

,
Iij

im
aK

.

Br
ai

n 
D

ev
.

40
10

88
4

89
0

20
18

 A
ug

D
e 

no
vo

 v
ar

ia
nt

s 
in

 R
H

O
BT

B2
, a

n 
at

yp
ic

al
 R

ho
 G

TP
as

e 
ge

ne
 c

au
se

 
ep

ile
pt

ic
 e

nc
ep

ha
la

op
at

hy
.

神
経

内
科

Be
la

lH
,

N
ak

as
hi

m
aM

,
M

at
su

m
ot

oH
,

Yo
ko

ch
iK

,
Ta

ni
gu

ch
i-e

da
M

,
Ao

to
K,

Am
in

M
B,

M
ar

uy
am

aA
,

N
ag

as
eH

,
M

iz
ug

uc
hi

T,
M

iy
at

ak
eS

,M
iy

ak
eN

,
Iij

im
aK

,N
on

oy
am

aS
,

M
at

su
m

ot
oN

,
Sa

its
uH

.

H
um

 M
ut

at
.

39
8

10
70

10
75

20
18

 A
ug

Ea
rly

 ri
sk

 fa
ct

or
s 

fo
r m

or
ta

lit
y 

in
 

ch
ild

re
n 

w
ith

 s
ei

zu
re

 a
nd

/o
r 

im
pa

ire
d 

co
ns

ci
ou

sn
es

s 
ac

co
m

pa
ni

ed
 b

y 
fe

ve
r w

ith
ou

t 
kn

ow
n 

et
io

lo
gy

.

神
経

内
科

To
m

io
ka

K,
N

ag
as

eH
,

Ta
na

ka
T,

N
ish

iy
am

aM
,

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
Is

hi
da

Y,
To

yo
sh

im
aD

,
M

ar
uy

am
aA

,F
uj

ita
K,

Ta
ni

gu
ch

i-k
ed

aM
,

N
oz

uK
,M

or
io

ka
I,

N
ish

im
ur

aN
,

Ku
ro

sa
w

aH
,

U
et

an
iY

,Ii
jim

aK
.

Br
ai

n 
D

ev
.

40
7

55
2

55
7

20
18

 A
ug

H
ar

le
qu

in
 S

yn
dr

om
e.

神
経

内
科

Ya
m

ag
uc

hi
H

,Y
ok

oi
A,

Ka
m

im
ur

aK
,Is

hi
da

Y,
To

yo
sh

im
aD

,
M

ar
uy

am
aA

.

In
di

an
 J

 P
ed

ia
tr.

85
8

70
0

70
1

20
18

 A
ug
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D
iu

rn
al

 o
cc

ur
re

nc
e 

of
 c

om
pl

ex
 

fe
br

ile
 s

ei
zu

re
 a

nd
 th

ei
r s

ev
er

ity
 in

 
pe

di
at

ric
 p

at
ie

nt
s 

ne
ed

in
g 

ho
sp

ita
liz

at
io

n.

神
経

内
科

Ya
m

ag
uc

hi
H

,
N

ag
as

eH
,Is

hi
da

Y,
To

yo
sh

im
aD

,
M

ar
uy

am
aA

,
To

m
io

ka
K,

Ta
na

ka
T,

N
ish

iy
am

aM
,

Fu
jit

aK
,M

ar
ik

oT
I,

N
oz

uK
,M

or
io

ka
I,

N
ish

im
ur

aN
,

Ku
ro

sa
w

aH
,

Ta
ka

da
S,

U
et

an
iY

,
Iij

im
aK

.

Ep
ile

ps
y 

Be
ha

v.
80

28
0

28
4

20
18

 M
ar

Su
cc

es
sfu

l T
re

at
m

en
t o

f 
Tr

an
sp

la
nt

at
io

n-
as

so
ci

at
ed

 A
ty

pi
ca

l 
H

em
ol

yt
ic

 U
re

m
ic

 S
yn

dr
om

e 
W

ith
 

Ec
ul

iz
um

ab
.

血
液

・
腫

瘍
内

科

H
as

eg
aw

a 
D,

Sa
ito

 A
,N

in
o 

N,
U

em
ur

a 
S,

Ta
ka

fu
ji 

S,
Yo

ko
i T

,
Ko

za
ki

 A
,Is

hi
da

 T
,

Ka
w

as
ak

i K
,

Ya
su

m
i T

,S
ak

at
a 

N,
O

ht
su

ka
 Y

,H
ira

se
 S

,
M

or
i T

,N
ish

im
ur

a 
N,

Ku
su

m
ot

o 
M

,
O

ga
w

a 
Y,

To
m

in
ag

a 
K,

N
ak

ag
aw

a 
T,

Ka
nd

a 
K,

Ta
na

ka
 R

,
Ko

sa
ka

 Y
.

J 
Pe

di
at

r H
em

at
ol

 O
nc

ol
. 

40
1

e4
1

e4
4

1月
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Pr
og

no
sti

c 
va

lu
e 

of
 g

en
et

ic
 

m
ut

at
io

ns
 in

 a
do

le
sc

en
t a

nd
 y

ou
ng

 
ad

ul
ts 

w
ith

 a
cu

te
 m

ye
lo

id
 

le
uk

em
ia

.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Ku
wa

tsu
ka

 Y
,

To
m

iza
wa

 D
,

Ki
ha

ra
 R

,N
ag

ata
 Y

,
Sh

iba
 N

,
Iij

im
a-

Ya
m

as
hi

ta 
Y,

Sh
im

ad
a 

A,
De

gu
ch

i T
,

M
iya

ch
i H

,T
aw

a 
A,

Ta
ga

 T
,K

in
os

hi
ta 

A,
Na

ka
ya

ma
 H

,K
iyo

ka
wa

 N
,

Sa
ito

 A
M

,K
oh

 K
,

Go
to

 H
,K

os
ak

a 
Y,

As
ou

 N
,O

ht
ak

e 
S,

M
iya

wa
ki 

S,
M

iya
za

ki 
Y,

Sa
ku

ra
 T

,O
za

wa
 Y

,
Us

ui 
N,

Ka
na

m
or

i H
,

Ito
 Y

,Im
ai 

K,
Su

eh
iro

 Y
,K

ob
ay

as
hi

 S
,

Ki
tam

ur
a 

K,
Sa

ka
ida

 E
,

Og
aw

a 
S,N

ao
e 

T,
Ha

ya
sh

i Y
,H

or
ibe

 K
,

M
an

ab
e 

A,
M

izu
tan

i S
,A

da
ch

i S
,

Ki
yo

i H
.

In
t J

 H
em

at
ol

.
10

4
2

20
1

21
0

2月

Cl
in

ic
al

 s
ig

ni
fic

an
ce

 o
f S

H
2B

3 
（

LN
K）

 e
xp

re
ss

io
n 

in
 p

ae
di

at
ric

 
B-

ce
ll 

pr
ec

ur
so

r a
cu

te
 

ly
m

ph
ob

la
sti

c 
le

uk
ae

m
ia

.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Ya
no

 M
,Im

am
ur

a 
T,

As
ai

 D
,D

eg
uc

hi
 T

,
H

as
hi

i Y
,E

nd
o 

M
,

Sa
to

 A
,K

aw
as

ak
i H

,
Ko

sa
ka

 Y
,K

at
o 

K,
Ho

ri 
H,

Yu
m

ur
a-

Ya
gi 

K,
H

ar
a 

J,O
da

 M
,

H
or

ib
e 

K.

Br
 J

 H
ae

m
at

ol
. 

18
3

2
32

7
33

0
10

月
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ET
V6

-A
BL

1 
fu

sio
n 

co
m

bi
ne

d 
w

ith
 

m
on

os
om

y 
7 

in
 c

hi
ld

ho
od

 
B-

pr
ec

ur
so

r a
cu

te
 ly

m
ph

ob
la

sti
c 

le
uk

em
ia

.

血
液

・
腫

瘍
内

科

U
em

ur
a 

S,
N

ish
im

ur
a 

N,
H

as
eg

aw
a 

D,
Sh

on
o 

A,
Sa

ka
gu

ch
i K

,
M

at
su

m
ot

o 
H

,
N

ak
am

ac
hi

 Y
,

Sa
eg

us
a 

J,Y
ok

oi
 T

,
Ta

ha
ra

 T
,T

am
ur

a 
A,

Ya
m

am
ot

o 
N,

Sa
ito

 A
,K

oz
ak

i A
,

Ki
sh

im
ot

o 
K,

Is
hi

da
 T

,N
in

o 
N,

Ta
ka

fu
ji 

S,
M

or
i T

,
Iij

im
a 

K,
Ko

sa
ka

 Y
.

In
t J

 H
em

at
ol

.
10

7
5

60
4

60
9

5月

Ri
sk

-s
tra

tifi
ed

 th
er

ap
y 

fo
r c

hi
ld

re
n 

w
ith

 F
LT

3-
IT

D
-p

os
iti

ve
 a

cu
te

 
m

ye
lo

id
 le

uk
em

ia
: r

es
ul

ts 
fro

m
 th

e 
JP

LS
G

 A
M

L-
05

 s
tu

dy
.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Sh
im

ad
a 

A,
Iij

im
a-

Ya
m

as
hi

ta
 Y

,
Ta

w
a 

A,
To

m
iz

aw
a 

D,
Ya

m
ad

a 
M

,N
or

io
 S

,
W

at
an

ab
e 

T,
Ta

ga
 T

,
Iw

am
ot

o 
S,

Te
ru

i K
,

M
or

ita
ke

 H
,

Ki
no

sh
ita

 A
,

Ta
ka

ha
sh

i H
,

N
ak

ay
am

a 
H

,
Ko

h 
K,

G
ot

o 
H

,
Ko

sa
ka

 Y
,S

ai
to

 A
M

,
Ki

yo
ka

w
a 

N,
H

or
ib

e 
K,

H
ar

a 
Y,

O
ki

 K
,H

ay
as

hi
 Y

,
Ta

na
ka

 S
,A

da
ch

i S
.

In
t J

 H
em

at
ol

.
10

7
5

58
6

59
5

5月
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Lo
w

 In
ci

de
nc

e 
of

 O
ste

on
ec

ro
sis

 in
 

Ch
ild

ho
od

 A
cu

te
 L

ym
ph

ob
la

sti
c 

Le
uk

em
ia

 T
re

at
ed

 W
ith

 A
LL

-9
7 

an
d 

AL
L-

02
 S

tu
dy

 o
f J

ap
an

 
As

so
ci

at
io

n 
of

 C
hi

ld
ho

od
 L

eu
ke

m
ia

 
St

ud
y 

G
ro

up
.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Sa
ka

m
ot

o 
K,

Im
am

ur
a 

T,
Ki

hi
ra

 K
,

Su
zu

ki
 K

,Is
hi

da
 H

,
M

or
ita

 H
,K

an
no

 M
,

M
or

i T
,H

ira
m

at
su

 H
,

M
at

su
ba

ra
 K

,
Te

ru
i K

,T
ak

ah
as

hi
 Y

,
Su

en
ob

u 
SI

,
H

as
eg

aw
a 

D,
Ko

sa
ka

 Y
,K

at
o 

K,
M

or
iy

a-
Sa

ito
 A

,
Sa

to
 A

,K
aw

as
ak

i H
,

Yu
m

ur
a-

Ya
gi

 K
,

H
ar

a 
J,H

or
i H

,
H

or
ib

e 
K.

Jo
un

al
 o

f C
lin

ic
al

 O
nc

ol
og

y
36

9
90

0
90

7
5月

Su
cc

es
sfu

l C
om

bi
na

tio
n 

Th
er

ap
y 

of
 L

ip
os

om
al

 A
m

ph
ot

er
ic

in
 B

 a
nd

 
Ca

sp
of

un
gi

n 
fo

r D
iss

em
in

at
ed

 
Fu

sa
rio

sis
 in

 a
 P

ed
ia

tri
c 

Pa
tie

nt
 

W
ith

 A
cu

te
 L

ym
ph

ob
la

sti
c 

Le
uk

em
ia

.

血
液

・
腫

瘍
内

科

U
em

ur
a 

S,
Ta

m
ur

a 
A,

Ya
m

am
ot

o 
N,

Sa
ito

 A
,

N
ak

am
ur

a 
S,

Fu
jiw

ar
a 

T,
Ta

ha
ra

 T
,K

oz
ak

i A
,

Ki
sh

im
ot

o 
K,

Is
hi

da
 T

,
H

as
eg

aw
a 

D,
M

ur
ao

sa
 Y

,
Ka

m
ei

 K
,K

os
ak

a 
Y.

Pe
di

at
r I

nf
ec

t D
is 

J. 
37

10
e2

51
e2

53
10

月
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H
um

an
 C

D
13

4 
（

OX
40

）
 

ex
pr

es
se

d 
on

 T
 c

el
ls 

pl
ay

s 
a 

ke
y 

ro
le

 fo
r h

um
an

 h
er

pe
sv

iru
s 

6B
 

re
pl

ic
at

io
n 

af
te

r a
llo

ge
ne

ic
 

he
m

at
op

oi
et

ic
 s

te
m

 c
el

l 
tra

ns
pl

an
ta

tio
n.

血
液

・
腫

瘍
内

科

N
ag

am
at

a 
S,

N
ag

as
ak

a 
M

,
Ka

w
ab

at
a 

A,
Ki

sh
im

ot
o 

K,
H

as
eg

aw
a 

D,
Ko

sa
ka

 Y
,M

or
i T

,
M

or
io

ka
 I,

N
ish

im
ur

a 
N,

Iij
im

a 
K,

Ya
m

ad
a 

H
,

Ka
w

am
ot

o 
S,

Ya
ku

sh
iji

n 
K,

M
at

su
ok

a 
H

,M
or

i Y
.

J 
Cl

in
 V

iro
l. 

10
2

50
55

5月

In
te

ns
ifi

ca
tio

n 
of

 in
du

ct
io

n 
th

er
ap

y 
an

d 
pr

ol
on

ga
tio

n 
of

 m
ai

nt
en

an
ce

 
th

er
ap

y 
di

d 
no

t i
m

pr
ov

e 
th

e 
ou

tc
om

e 
of

 p
ed

ia
tri

c 
La

ng
er

ha
ns

 
ce

ll 
hi

sti
oc

yt
os

is 
w

ith
 s

in
gl

e-
sy

ste
m

 
m

ul
tif

oc
al

 b
on

e 
le

sio
ns

: r
es

ul
ts 

of
 

th
e 

Ja
pa

n 
La

ng
er

ha
ns

 C
el

l 
H

ist
io

cy
to

sis
 S

tu
dy

 G
ro

up
-0

2 
Pr

ot
oc

ol
 S

tu
dy

.

血
液

・
腫

瘍
内

科

M
or

im
ot

o 
A,

Sh
io

da
 Y

,
Im

am
ur

a 
T,

Ku
do

 K
,K

ito
h 

T,
Ka

w
ag

uc
hi

 H
,

G
ot

o 
H

,K
os

ak
a 

Y,
Ts

un
em

at
su

 Y
,

Im
as

hu
ku

 S
; J

ap
an

 
LC

H
 S

tu
dy

 G
ro

up
.

In
t J

 H
em

at
ol

.
10

8
2

19
2

19
8

8月

Lo
w

-d
os

e 
az

ac
iti

di
ne

 m
ai

nt
en

an
ce

 
th

er
ap

y 
af

te
r a

llo
ge

ne
ic

 s
te

m
 c

el
l 

tra
ns

pl
an

ta
tio

n 
fo

r h
ig

h-
ris

k 
pe

di
at

ric
 a

cu
te

 m
ye

lo
id

 le
uk

em
ia

.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Ta
m

ur
a 

A,
Is

hi
da

 T
,

Sa
ito

 A
,

Ya
m

am
ot

o 
N,

Yo
ko

i T
,U

em
ur

a 
S,

N
in

o 
N,

Fu
jiw

ar
a 

T,
Ta

ha
ra

 T
,

N
ak

am
ur

a 
S,

Ko
za

ki
 A

,
Ki

sh
im

ot
o 

K,
H

as
eg

aw
a 

D,
Ko

sa
ka

 Y
.

Pe
di

at
r B

lo
od

 C
an

ce
r. 

65
10
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名
第

○
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第
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号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

Co
-o

cc
ur

re
nc

e 
of

 h
yp

er
tro

ph
ic

 
ca

rd
io

m
yo

pa
th

y 
an

d 
ju

ve
ni

le
 

m
ye

lo
m

on
oc

yt
ic

 le
uk

em
ia

 in
 a

 
ne

on
at

e 
w

ith
 N

oo
na

n 
sy

nd
ro

m
e,

 
le

ad
in

g 
to

 p
re

m
at

ur
e 

de
at

h.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Ta
m

ur
a 

A,
U

em
ur

a 
S,

M
at

su
ba

ra
 K

,
Ko

zu
ki

 E
,T

an
ak

a 
T,

N
in

o 
N,

Yo
ko

i T
,

Sa
ito

 A
,Is

hi
da

 T
,

H
as

eg
aw

a 
D,

U
m

ek
i I

,N
iih

or
i T

,
N

ak
az

aw
a 

Y,
Ko

ik
e 

K,
Ao

ki
 Y

,
Ko

sa
ka

 Y
.

Cl
in

 C
as

e 
Re

p.
 

6
7

12
02

12
07

5月

Im
pa

ct
 o

f a
dj

uv
an

t l
or

az
ep

am
 w

ith
 

gr
an

ise
tro

n 
on

 c
he

m
ot

he
ra

py
-

in
du

ce
d 

na
us

ea
 a

nd
 v

om
iti

ng
 in

 
pe

di
at

ric
 p

at
ie

nt
s 

w
ith

 a
cu

te
 

ly
m

ph
ob

la
sti

c 
le

uk
em

ia
.

血
液

・
腫

瘍
内

科

O
no

 A
,K

ish
im

ot
o 

K,
H

as
eg

aw
a 

D,
G

ol
dm

an
 R

D,
Ko

sa
ka

 Y
.

Su
pp

or
t C

ar
e 

Ca
nc

er
.

H
em

at
op

oi
et

ic
 c

el
l t

ra
ns

pl
an

ta
tio

n 
fo

r a
sy

m
pt

om
at

ic
 X

-li
nk

ed
 

ly
m

ph
op

ro
lif

er
at

iv
e 

sy
nd

ro
m

e 
ty

pe
 

1.

血
液

・
腫

瘍
内

科

Ta
m

ur
a 

A,
U

em
ur

a 
S,

Ya
m

am
ot

o 
N,

Sa
ito

 A
,K

oz
ak

i A
,

Ki
sh

im
ot

o 
K,

Is
hi

da
 T

,
H

as
eg

aw
a 

D,
H

iro
ki

 H
,O

ka
no

 T
,

Im
ai

 K
,M

or
io

 T
,

Ka
ne

ga
ne

 H
,

Ko
sa

ka
 Y

.

Al
le

rg
y 

As
th

m
a 

Cl
in

 Im
m

un
ol

. 

小
児

急
性

リ
ン

パ
性

白
血

病
女

児
の

知
的

能
力

の
推

移
血

液
・

腫
瘍

内
科

佐
藤

聡
美

、瀧
本

哲
也

、
藤

井
美

有
、石

田
敏

章
、

小
阪

嘉
之

、大
六

一
志

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
雑

誌
54

5
40

3
40

7
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

4月



Ⅳ　学会・研究・教育活動

ー 153 ー

テ
ー

マ
所

属
科

発
表

者
名

書
籍

名
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号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

胎
児

期
よ

り
拡

張
型

心
筋

症
と

診
断

さ
れ

周
産

期
死

亡
し

た
兄

弟
例

循
環

器
内

科

平
海

良
、佐

藤
有

美
、

亀
井

直
哉

、
城

戸
佐

知
子

、
廣

野
恵

一
、市

田
蕗

子
、

畑
由

紀
子

、西
田

尚
樹

、
田

中
敏

克

日
本

小
児

循
環

器
学

会
雑

誌
34

1
39

45
日

本
小

児
循

環
器

学
会

20
18

.1

当
院

で
経

験
し

た
Sc

im
ita

r症
候

群
循

環
器

内
科

永
尾

宏
之

、田
中

敏
克

、
亀

井
直

哉
、松

岡
道

生
、

小
川

禎
治

、富
永

健
太

、
城

戸
佐

知
子

日
本

小
児

科
学

会
 

雑
誌

12
2

8
13

20
13

25
日

本
小

児
科

学
会

20
18

.1

Ac
ut

e 
m

yo
ca

rd
ia

l i
nf

ar
ct

io
n 

du
e 

to
 

ve
ge

ta
tio

n 
in

 a
 1

3-
ye

ar
-o

ld
 g

irl
循

環
器

内
科

M
ik

i Y
,W

ak
i K

,
Ar

ak
ak

i Y
,K

om
iy

a 
T

Pe
di

at
r I

nt
.

60
4

38
2

38
3

日
本

小
児

科
学

会
20

18
.4

M
ax

im
um

 Q
Tc

 o
n 

H
ol

te
r 

el
ec

tro
ca

rd
io

gr
ap

hy
 in

 c
hi

ld
re

n
循

環
器

内
科

O
ga

w
a 

Y,
Ta

na
ka

 T
,

Ki
do

 S
Pe

di
at

r I
nt

.
60

6
50

7
51

2
日

本
小

児
科

学
会

20
18

.6

Po
sto

pe
ra

tiv
e 

lu
ng

 p
er

fu
sio

n 
w

ith
 

an
om

al
ou

s 
or

ig
in

 o
f o

ne
 p

ul
m

on
ar

y 
ar

te
ry

 fr
om

 a
or

ta
循

環
器

内
科

M
ik

i Y
,W

ak
i K

,
Ar

ak
ak

i Y
In

t H
ea

rt 
J.

59
5

11
66

11
68

20
18

.5

Su
cc

es
sfu

l t
re

at
m

en
t o

f 
tra

ns
pl

an
ta

tio
n-

as
so

ci
at

ed
 a

ty
pi

ca
l 

he
m

ol
yt

ic
 u

re
m

ic
 s

yn
dr

om
e 

w
ith

 
ec

ul
iz

um
ab

. 

腎
臓

内
科

H
as

eg
aw

a 
D,

Sa
ito

 A
,N

in
o 

N,
U

em
ur

a 
S,

Ta
ka

fu
ji 

S,
Yo

ko
i T

,
Ko

za
ki

 A
,Is

hi
da

 T
,

Ka
w

as
ak

i K
,

Ya
su

m
i T

,
Sa

ka
ta

 N
,

O
ht

su
ka

 Y
,

H
ira

se
 S

,M
or

i T
,

N
ish

im
ur

a 
N,

Ku
su

m
ot

o 
M

,
O

ga
w

a 
Y,

To
m

in
ag

a 
K,

N
ak

ag
aw

a 
T,

Ka
nd

a 
K,

Ta
na

ka
 R

,
Ko

sa
ka

 Y
. 

J 
Pe

di
at

r H
em

at
ol

 O
nc

ol
40

e4
1

e4
4

20
18
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頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

D
et

ec
tio

n 
of

 c
op

y 
nu

m
be

r 
va

ria
tio

ns
 b

y 
pa

ir 
an

al
ys

is 
us

in
g 

ne
xt

-g
en

er
at

io
n 

se
qu

en
ci

ng
 d

at
a 

in
 

in
he

rit
ed

 k
id

ne
y 

di
se

as
es

. 

腎
臓

内
科

N
ag

an
o 

C,
N

oz
u 

K,
M

or
isa

da
 N

,
Ya

za
w

a 
M

,
Ic

hi
ka

w
a 

D,
N

um
as

aw
a 

K,
Ko

ira
ka

ta
 H

,
M

at
su

m
ur

a 
C,

Ta
zo

e 
S,

Ta
na

ka
 R

,
Ya

m
am

ur
a 

T,
M

in
am

ik
aw

a 
S,

H
or

in
ou

ch
i T

,
N

ak
an

ish
i K

,
Fu

jim
ur

a 
J,

Sa
ka

ki
ba

ra
 N

,
N

oz
u 

Y,
Ye

 M
J,

Ka
ito

 H
,Ii

jim
a 

K.
 

Cl
in

 E
xp

 N
ep

hr
ol

22
88

1
88

8
20

18
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籍

名
第
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第
○

号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

M
ut

at
io

n 
in

 s
ix

 n
ep

hr
os

is 
ge

ne
s 

de
lin

ea
te

 a
 p

at
ho

ge
ni

c 
pa

th
w

ay
 

am
en

ab
le

 to
 tr

ea
tm

en
t. 

腎
臓

内
科

As
hr

af 
S,K

ud
o H

,
Ra

o J
,K

iku
ch

i A
,

W
idm

eie
r E

,La
ws

on
 JA

,
Ta

n W
,H

erm
le 

T,
W

are
jko

 JK
,Sh

ril 
S,

Ai
rik

 M
,Jo

bs
t-S

ch
wa

n T
,

Lo
vri

c S
,

Br
au

n D
A.

 G
ee

 H
Y,

Sc
ha

pir
o D

,
M

ajm
un

da
r A

J,
Sa

do
ws

ki 
CE

,
Pa

bs
t W

L,D
ag

a A
,

va
n d

er 
Ve

n A
T,

Sc
hm

idt
 JM

,
Lo

w 
BC

,G
up

ta 
AB

,
Tr

ipa
thi

 B
K,

W
on

g J
,C

am
pb

ell
 K

,
M

etc
alf

e K
,Sc

ha
nz

e D
,

Ni
iho

ri 
T,K

ait
o H

,N
oz

u K
,

Ts
uk

ag
uc

hi 
H,

Ta
na

ka
 R

,
Ha

ma
hir

a K
,K

ob
ay

ash
i Y

,
Ta

kiz
aw

a T
,Fu

na
ya

ma
 R

,
Na

ka
ya

ma
 K

,A
ok

i Y
,

Ku
ma

ga
i N

,Iij
im

a K
,

Fe
hr

en
ba

ch
 H

,
Ka

ri 
JA

,EL
 D

eso
ky

 S,
Ja

lal
ah

 S,
Bo

gd
an

ov
ic 

R,
Sta

jic
 N

,Za
pp

el 
H,

Ra
kh

me
tov

a A
,

W
ass

me
r S

R,
Ju

ng
rai

thm
ay

r T
,

Str
eh

lau
 J,

Ku
ma

r A
S,

Ba
gg

a A
,So

lim
an

 N
A,

M
an

e S
M

,K
au

fm
an

 L
,

Lo
wy

 D
R,

Ja
ira

jpu
ri 

M
A,

Lif
ton

 R
P,P

ei 
Y,

Ze
nk

er 
M

,Ku
re 

S,
Hi

lde
bra

nd
t F

. 

N
at

 C
om

m
un

17
9

19
60

20
18
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第
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開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

St
ro

ng
 a

ss
oc

ia
tio

n 
of

 th
e 

H
LA

-D
R/

D
Q

 lo
cu

s 
w

ith
 c

hi
ld

ho
od

 s
te

ro
id

-
se

ns
iti

ve
 n

ep
hr

ot
ic

 s
yn

dr
om

e 
in

 
th

e 
Ja

pa
ne

se
 p

op
ul

at
io

n.

腎
臓

内
科

Ji
a 

X,
H

or
in

ou
ch

i T
,

H
ito

m
i Y

,S
ho

no
 A

,
Kh

or
 S

S,
O

m
ae

 Y
,

Ko
jim

a 
K,

Ka
w

ai
 Y

,
N

ag
as

ak
i M

,K
ak

u 
Y,

O
ka

m
ot

o 
T,

O
hw

ad
a 

Y,
O

ht
a 

K,
O

ku
da

 Y
,

Fu
jim

ar
u 

R,
H

at
ae

 K
,

Ku
m

ag
ai

 N
,

Sa
w

an
ob

or
i E

,
N

ak
az

at
o 

H
,

O
ht

su
ka

 Y
,

N
ak

an
ish

i K
,

Sh
im

a 
Y,

Ta
na

ka
 R

,
As

hi
da

 A
,K

am
ei

 K
,

Is
hi

ku
ra

 K
,N

oz
u 

K,
To

ku
na

ga
 K

,
Iij

im
a 

K,
Re

se
ar

ch
 

Co
ns

or
tiu

m
 o

n 
G

en
et

ic
s 

of
 

Ch
ild

ho
od

 Id
io

pa
th

ic
 

N
ep

hr
ot

ic
 S

yn
dr

om
e 

in
 J

ap
an

. 

J 
Am

 S
oc

 N
ep

hr
ol

29
2

21
89

21
99

20
18

Co
m

pl
em

en
t a

ct
iv

at
io

n 
as

so
ci

at
ed

 
w

ith
 A

DA
M

TS
13

 d
efi

ci
en

cy
 m

ay
 

co
nt

rib
ut

e 
to

 th
e 

ch
ar

ac
te

ris
tic

 
gl

om
er

ul
ar

 m
an

ife
sta

tio
ns

 in
 

U
ps

ha
w

-S
ch

ul
m

an
 s

yn
dr

om
e.

 

腎
臓

内
科

Ita
m

i H
，H

ar
a 

S,
M

at
su

m
ot

o 
M

,
Im

am
ur

a 
S,

Ka
na

i R
,

N
ish

iy
am

a 
K,

Is
hi

m
ur

a 
M

,
O

hg
a 

S,
Yo

sh
id

a 
M

,
Ta

na
ka

 R
,O

ga
w

a 
Y,

As
ad

a 
Y,

Se
ki

ta
-H

at
ak

ey
am

a 
Y,

H
at

ak
ey

am
a 

K,
O

hb
ay

as
hi

 C

Th
ro

m
bo

sis
 R

es
ea

rc
h 

17
0

14
8

15
5

20
18
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名
第

○
巻

第
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号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

Cl
in

ic
op

at
ho

lo
gi

ca
l c

ha
ra

ct
er

ist
ic

s 
an

d 
re

na
l o

ut
co

m
es

 o
f c

hi
ld

ho
od

-
on

se
t l

up
us

 n
ep

hr
iti

s 
w

ith
 a

cu
te

 
ki

dn
ey

 in
ju

ry
: a

 m
ul

tic
en

te
r s

tu
dy

. 

腎
臓

内
科

Is
hi

m
or

i S
,K

ai
to

 H
,

Sh
im

a 
Y,

Ka
m

io
ka

 I,
H

am
ah

ira
 K

,
N

oz
u 

K,
N

ak
an

ish
i K

,
Ta

na
ka

 R
,

Yo
sh

ik
aw

a 
N,

Iij
im

a 
K

M
od

 R
he

um
at

ol
18

1
7

20
18

Li
sin

op
ril

 v
er

su
s 

Li
sin

op
ril

 a
nd

 
lo

sa
rta

n 
fo

r m
ild

 c
hi

ld
ho

od
 Ig

A 
ne

ph
ro

pa
th

y:
 a

 ra
nd

om
iz

ed
 

co
nt

ro
lle

d 
tra

il 
（

JS
KD

C0
1）

 
stu

dy

腎
臓

内
科

Sh
im

a 
Y,

N
ak

an
ish

i K
,S

ak
o 

M
,

sa
ito

-O
ba

 M
,

H
am

as
ak

i Y
,

H
at

ay
a 

M
,K

am
ei

 K
,

Is
hi

ku
ra

 K
,It

o 
S,

Ka
ito

 H
,T

an
ak

a 
R,

N
oz

u 
K,

N
ak

am
ur

a 
H

,
O

ha
sh

i Y
,Ii

jim
a 

K,
Yo

sh
ik

aw
a 

N
; 

Ja
pa

ne
se

 S
tu

dy
 

G
ro

up
 o

f K
id

ne
y 

D
ise

as
e 

in
 C

hi
ld

re
n 

（
JS

KD
C）

. 

Pe
di

at
r N

ep
hr

ol
3

20
18

Cl
in

ica
l a

nd
 G

en
et

ic 
Ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

in
 P

at
ie

nt
s 

W
ith

 G
ite

lm
an

 
Sy

nd
ro

m
e.

腎
臓

内
科

Fu
jim

ur
a 

J,
N

oz
u 

K,
Ya

m
am

ur
a 

T,
M

in
am

ik
aw

a 
S,

N
ak

an
ish

i K
,

H
or

in
ou

ch
i T

,
N

ag
an

o 
C,

Sa
ka

ki
ba

ra
 N

,
N

ak
an

ish
i K

,
Sh

im
a 

Y,
M

iy
ak

o 
K,

N
oz

u 
Y,

M
or

isa
da

 N
,

N
ag

as
e 

H
,

N
in

ch
oj

i T
,

Ka
ito

 H
,Ii

jim
a 

K.

Ki
dn

ey
 In

t R
ep

28
4

11
9

12
5

20
18
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テ
ー

マ
所

属
科

発
表

者
名

書
籍

名
第

○
巻

第
○

号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

Th
e 

ut
ili

ty
 o

f u
rin

ar
y 

CD
80

 a
s 

a 
di

ag
no

sti
c 

m
ar

ke
r i

n 
pa

tie
nt

s 
w

ith
 

re
na

l d
ise

as
es

.
腎

臓
内

科

M
in

am
ik

aw
a 

S,
N

oz
u 

K,
M

ae
ta

 S
,

Ya
m

am
ur

a 
T,

N
ak

an
ish

i K
,

Fu
jim

ur
a 

J, 
H

or
in

ou
ch

i T
,

N
ag

an
o 

C,
Sa

ka
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e 
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H

,
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a 

K,
N

in
ch

oj
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ito
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,Ii
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a 
K.

Sc
i R

ep
23

8
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ve
re

 C
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 o
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fe
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nt
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ed

 b
y 
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om
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科
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ak
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ito
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gi
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,
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ka
i D

,F
uj

im
ur

a 
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or

in
ou

ch
i T

,
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m
am

ur
a 

T,
M

in
am

ik
aw

a 
S,

N
in

ch
oj

i T
,

N
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u 
K,
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om
e 
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,

Iij
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a 
K.
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se

 R
ep

 N
ep

hr
ol

 D
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l
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8
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8
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6
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ud

y 
pr

ot
oc

ol
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op

he
no

la
te

 
m

of
et

il 
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 m
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nt
en

an
ce
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ap
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r r
itu

xi
m

ab
 tr

ea
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en
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od
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, c
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en
tly
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ph
ro

tic
 

sy
nd

ro
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ro
id

-d
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en
de
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ne
ph

ro
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 s
yn

dr
om
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 m
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te
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do
ub

le
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ed
, p
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bo
-
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ro
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H
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e 

Ja
pa

ne
se

 
Po

pu
la

tio
n.

腎
臓

内
科

Ji
a 

X,
H

or
in

ou
ch

i T
,

H
ito

m
i Y

,S
ho

no
 A

,
Kh

or
 S

S,
O
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H

at
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史
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児

医
療

に
お

け
る

診
断

・
治

療
の

進
歩

20
18

】
治

療
技

術
 小

児
難

治
性

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

に
対

す
る

リ
ツ

キ
シ

マ
ブ

療
法

腎
臓

内
科

貝
藤

裕
史
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菌
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潰
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澤
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介
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菌
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介
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 o

f 
ne

ph
ro

lo
gy

20
18

.8

Co
ng

en
ita

l c
hl

or
id

e 
di

ar
rh

ea
 n

ee
ds

 
to

 b
e 

di
sti

ng
ui

sh
ed

 fr
om

 B
ar

tte
r 

an
d 

G
ite

lm
an

 s
yn

dr
om

e.
臨

床
遺

伝
科

M
at

su
no

sh
ita

 N
,

N
oz

u 
K,

Yo
sh

ik
an

e 
M

,
Ka

w
ag

uc
hi

 A
,

Fu
jit

a 
N,

M
or

isa
da

 N
,

Ish
im

or
i S

,
Ya

m
am

ur
a 

T,
M

in
am

ik
aw

a 
S,

H
or

in
ou

ch
i T

,
N

ak
an

ish
i K

,
Fu

jim
ur

a 
J,

N
in

ch
oj

i T
,

M
or

io
ka

 I,
N

ag
as

e 
H

,
Ta

ni
gu

ch
i-I

ke
da

 M
,

Ka
ito

 H
,Ii

jim
a 

K.

J 
H

um
 G

en
et

.
63

8
88

7
89

2
N

at
ur

e 
pu

bl
ish

in
g

20
18

.7
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Cl
in

ic
al

ly
 d

iv
er

se
 p

he
no

ty
pe

s 
an

d 
ge

no
ty

pe
s 

of
 p

at
ie

nt
s 

w
ith

 
br

an
ch

io
-o

to
-re

na
l s

yn
dr

om
e.

 
臨

床
遺

伝
科

Un
za

ki
 A

,
M

or
isa

da
 N

,N
oz

u 
K,

Ye
M

J,I
to

 S
,

M
at

su
na

ga
 T

,
Ish

ik
ur

a 
K,

In
a 

S,
N

ag
at

an
i K

,
O

ka
m

ot
o 

T,
In

ab
a 

Y,
Ito

 N
,Ig

ar
as

hi
 T

,
Ka

nd
a 

S,
Ito

 K
,

O
m

un
e 

K,
Iw

ak
i T

,
Ue

no
 K

,Y
ah

at
a 

M
,

O
ht

su
ka

 Y
,N

ish
i E

,
Ta

ka
ha

sh
i N

,
Ish

ik
aw

a 
T,

Go
to

 S
,

O
ka

m
ot

o 
N,

Iij
im

a 
K.

J 
H

um
 G

en
et

63
5

64
7

65
6

N
at

ur
e 

pu
bl

ish
in

g
20

18
.5

D
ev

el
op

m
en

t o
f u

ltr
a-

de
ep

 ta
rg

et
ed

 
RN

A 
se

qu
en

ci
ng

 fo
r a

na
ly

zi
ng

 
X-

ch
ro

m
os

om
e 

in
ac

tiv
at

io
n 

in
 fe

m
al

e 
D

en
t d

ise
as

e.
 

臨
床

遺
伝

科

M
in

am
ik

aw
a 

S,
N

oz
u 

K,
N

oz
u 

Y,
Ya

m
am

ur
a 

T,
Ta

ni
gu

ch
i-I

ke
da

 M
,

N
ak

an
ish

i K
,

Fu
jim

ur
a 

J,
H

or
in

ou
ch

i T
,

Sh
im

a 
Y,

N
ak

an
ish

i K
,

H
at

to
ri 

M
,K

an
da

 K
,

Ta
na

ka
 R

,
M

or
isa

da
 N

,
N

ag
an

o 
C,

Sa
ka

ki
ba

ra
 N

,
N

ag
as

e 
H

,M
or

io
ka

 I,
Ka

ito
 H

,Ii
jim

a 
K.

J 
H

um
 G

en
et

63
5

58
9

59
5

N
at

ur
e 

pu
bl

ish
in

g
20

18
.5
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D
et

ec
tio

n 
of

 c
op

y 
nu

m
be

r 
va

ria
tio

ns
 b

y 
pa

ir 
an

al
ys

is 
us

in
g 

ne
xt

-g
en

er
at

io
n 

se
qu

en
ci

ng
 d

at
a 

in
 

in
he

rit
ed

 k
id

ne
y 

di
se

as
es

. 

臨
床

遺
伝

科

N
ag

an
o 

C,
N

oz
u 

K,
M

or
isa

da
 N

,
Ya

za
w

a 
M

,
Ic

hi
ka

w
a 

D,
N

um
as

aw
a 

K,
Ko

ur
ak

at
a 

H
,

M
at

su
m

ur
a 

C,
Ta

zo
e 

S,
Ta

na
ka

 R
,

Ya
m

am
ur

a 
T,

M
in

am
ik

aw
a 

S,
H

or
in

ou
ch

i T
,

N
ak

an
ish

i K
,

Fu
jim

ur
a 

J,
Sa

ka
ki

ba
ra

 N
,

N
oz

u 
Y,

Ye
M

 J
,

Ka
ito

 H
,Ii

jim
a 

K

Cl
in

 E
xp

 N
ep

hr
ol

. 
22

4
88

1
88

8
Sp

rin
ge

r
20

18
.8

腎
合

併
症

を
持

つ
発

達
障

害
・

重
症

心
身

障
害

児
と

移
行

期
医

療
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

、飯
島

一
誠

日
本

腎
臓

学
会

誌
60

7
99

2
99

5
日

本
腎

臓
学

会
20

18
.8

未
診

断
疾

患
に

お
け

る
網

羅
的

ゲ
ノ

ム
解

析
時

代
の

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
 小

児
慢

性
腎

臓
病

（
CK

D
）

の
原

因
遺

伝
子

解
析

と
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

臨
床

遺
伝

科
森

貞
直

哉
、野

津
寛

大
、

飯
島

一
誠

日
本

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
学

会
誌

39
1

31
36

日
本

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
学

会
20

18
.4

Br
an

ch
io

-o
to

-re
na

l症
候

群
に

脳
海

綿
状

血
管

腫
を

合
併

し
、

EY
A1

の
新

規
変

異
を

認
め

た
1例

臨
床

遺
伝

科

岩
城

拓
磨

、若
林

誉
幸

、
井

上
杏

海
、

入
江

加
奈

子
、

福
家

典
子

、近
藤

健
夫

、
小

西
行

彦
、岡

田
仁

、
日

下
隆

、森
貞

直
哉

、
飯

島
一

誠

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
雑

誌
31

1
44

50
日

本
小

児
遺

伝
学

会
20

18
.4

指
定

難
病

最
前

線
（

Vo
lu

m
e 

58
）

　
鰓

耳
腎

（
BO

R）
症

候
群

の
特

徴
と

診
療

の
実

際
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

、飯
島

一
誠

新
薬

と
臨

牀
67

4
46

1
46

4
医

薬
情

報
研

究
所

20
18

.4

遺
伝

学
的

検
査

の
実

態
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

小
児

科
診

療
81

12
17

11
17

15
診

断
と

治
療

社
20

18
.9

精
神

科
臨

床
に

お
い

て
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

を
考

え
る

精
神

科
玉

岡
文

子
、田

中
究

こ
こ

ろ
の

科
学

19
8

38
45

日
本

評
論

社
20

18
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A型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
罹

患
し

リ
ン

酸
オ

セ
ル

タ
ミ

ビ
ル

を
内

服
後

、
十

二
指

腸
潰

瘍
を

発
症

し
出

血
性

シ
ョ

ッ
ク

を
来

し
た

幼
児

の
2例

小
児

外
科

増
井

美
苗

、黒
澤

寛
史

、
笠

井
正

志
、大

片
祐

一
、

福
澤

宏
明

、前
田

貢
作

日
本

小
児

救
急

医
学

会
雑

誌
17

1
69

72
日

本
小

児
救

急
医

学
会

20
18

.2

CP
AM

に
対

す
る

肺
葉

切
除

術
小

児
外

科
前

田
貢

作
小

児
外

科
50

3
29

3
29

8
東

京
医

学
社

20
18

.3
小

児
の

外
科

的
救

急
疾

患
　

地
域

と
の

連
携

に
つ

い
て

小
児

外
科

前
田

貢
作

兵
庫

県
小

児
科

医
会

報
69

1
8

12
兵

庫
県

小
児

科
医

会
20

18
.4

新
生

児
先

天
性

横
隔

膜
ヘ

ル
ニ

ア
に

対
す

る
胸

腔
鏡

下
根

治
術

小
児

外
科

福
澤

宏
明

、梶
原

啓
資

、
鮫

島
由

友
、河

原
仁

守
、

磯
野

香
織

、前
田

貢
作

手
術

72
6

82
7

83
2

金
原

出
版

20
18

.5

H
型

気
管

食
道

瘻
に

対
す

る
胸

腔
鏡

手
術

小
児

外
科

三
島

泰
彦

、福
澤

宏
明

、
前

田
貢

作
小

児
外

科
50

5
44

9
45

1
東

京
医

学
社

20
18

.5

新
生

児
先

天
性

気
管

狭
窄

症
に

対
す

る
治

療
戦

略
小

児
外

科
森

田
圭

一
、前

田
貢

作
小

児
外

科
50

6
64

3
64

5
東

京
医

学
社

20
18

.6

術
後

腸
閉

塞
の

診
断

　
発

症
時

期
と

先
行

手
術

に
よ

る
ピ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ル

小
児

外
科

鮫
島

由
友

、前
田

貢
作

、
梶

原
啓

資
、野

村
皓

三
、

植
村

光
太

郎
、

河
原

仁
守

、磯
野

香
織

、
森

田
圭

一
、福

澤
宏

明
、

中
尾

真
、横

井
暁

子

小
児

外
科

50
8

80
7

81
0

東
京

医
学

社
20

18
.8

食
道

延
長

術
と

し
て

の
頸

部
食

道
瘻

小
児

外
科

横
井

暁
子

小
児

外
科

50
9

88
4

88
6

東
京

医
学

社
20

18
.9

先
天

性
嚢

胞
性

肺
疾

患
の

術
前

・
術

後
管

理
小

児
外

科
前

田
貢

作
小

児
外

科
50

10
97

4
98

0
東

京
医

学
社

20
18

.1
0

Br
on

ch
os

co
pi

c 
as

se
ss

m
en

ts 
an

d 
cl

in
ic

al
 o

ut
co

m
es

 in
 p

ed
ia

tri
c 

pa
tie

nt
s 

w
ith

 tr
ac

he
om

al
ac

ia
 a

nd
 

br
on

ch
om

al
ac

ia
.

小
児

外
科

O
ka

ta
 Y

,
H

as
eg

aw
a 

T,
Bi

to
h 

Y,
M

ae
da

 K
.

Pe
di

at
r S

ur
g 

In
t

34
1

55
61

Sp
rin

ge
r

20
18

.1

Co
ng

en
ita

l t
ra

ch
ea

l s
te

no
sis

: w
ha

t 
sh

ou
ld

 w
e 

lo
ok

 a
t f

or
 s

uc
ce

ss
fu

l 
tra

ch
eo

pl
as

ty
?

小
児

外
科

Yo
ko

i A
Tr

an
sl 

Pe
di

at
r

7
3

22
9

23
2

AM
E

20
18

.7

Pe
di

at
ric

 o
va

ria
n 

dy
sg

er
m

in
om

a 
w

ith
 h

ig
hl

y 
el

ev
at

ed
 s

er
um

 n
eu

ro
n-

sp
ec

ifi
c 

en
ol

as
e

小
児

外
科

H
ay

as
e 

T,
M

at
su

ba
ra

 D
,

M
ae

da
 K

,A
ih

ar
a 

T,
M

or
im

ot
o 

A

Pe
di

at
r I

nt
60

10
98

2
98

3
W

ile
y

20
18

.1
0
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Cl
in

ic
al

 fe
at

ur
es

 a
nd

 ri
sk

 fa
ct

or
s 

of
 

bi
le

 d
uc

t p
er

fo
ra

tio
n 

as
so

ci
at

ed
 

w
ith

 p
ed

ia
tri

c 
co

ng
en

ita
l b

ili
ar

y 
di

la
ta

tio
n.

小
児

外
科

Fu
ku

za
w

a 
H

,
U

ru
sh

ih
ar

a 
N,

M
iy

ak
os

hi
 C

,
Ka

jih
ar

a 
K,

Ka
w

ah
ar

a 
I,I

so
no

 K
,

Sa
m

ej
im

a 
Y,

M
iu

ra
 S

,
U

em
ur

a 
K,

M
or

ita
 K

,
N

ak
ao

 M
,Y

ok
oi

 A
,

Fu
ku

m
ot

o 
K,

Ya
m

ot
o 

M
,

M
ae

da
 K

.

Pe
di

at
r S

ur
g 

In
t

34
10

10
79

10
86

Sp
rin

ge
r

20
18

.1
0

Ex
pe

rim
en

ta
l v

al
id

at
io

n 
of

 
la

ry
ng

ot
ra

ch
ea

l g
ro

w
th

 a
nd

 
re

cu
rr

en
t l

ar
yn

ge
al

 n
er

ve
 

pr
es

er
va

tio
n 

af
te

r p
ar

tia
l 

cr
ic

ot
ra

ch
ea

l r
es

ec
tio

n 
in

 a
 g

ro
w

in
g 

ra
bb

it 
m

od
el

.

小
児

外
科

M
or

ita
 K

, M
ae

da
 K

, 
Ka

w
ah

ar
a 

I, 
Bi

to
h 

Y.
Pe

di
at

r S
ur

g 
In

t
34

10
10

53
10

58
Sp

rin
ge

r
20

18
.1

0

A 
ne

w
 a

pp
ro

ac
h 

to
 ri

sk
 

str
at

ifi
ca

tio
n 

us
in

g 
fe

ta
l M

RI
 to

 
pr

ed
ic

t o
ut

co
m

es
 in

 c
on

ge
ni

ta
l 

di
ap

hr
ag

m
at

ic
 h

er
ni

a:
 th

e 
pr

el
im

in
ar

y 
re

tro
sp

ec
tiv

e 
sin

gl
e 

in
sti

tu
tio

na
l s

tu
dy

.

小
児

外
科

Yo
ko

i A
,O

hf
uj

i S
,

Yo
sh

im
ot

o 
S,

Su
gi

ok
a 

Y,
Ak

as
ak

a 
Y,

Fu
na

ko
sh

i T
.

Tr
an

sl 
Pe

di
at

r
7

4
35

6
36

1
AM

E
20

18
.1

0

Cl
in

ic
al

 o
ut

co
m

es
 a

fte
r 

tra
ch

eo
pl

as
ty

 in
 p

at
ie

nt
s 

w
ith

 
co

ng
en

ita
l t

ra
ch

ea
l s

te
no

sis
 in

 
19

97
-2

01
4.

小
児

外
科

Yo
ko

i A
,

H
as

eg
aw

a 
T,

O
sh

im
a 

Y,
H

ig
as

hi
de

 S
,

N
ak

at
an

i E
,

Ka
ne

da
 H

,
Ka

w
am

ot
o 

A,
N

ish
iji

m
a 

E.

J 
Pe

di
at

r S
ur

g
53

11
21

40
21

44
El

se
vi

er
20

18
.1

1

位
相

差
X線

CT
を

用
い

た
大

動
脈

縮
窄

症
に

お
け

る
動

脈
管

組
織

進
展

の
三

次
元

的
評

価
心

臓
血

管
外

科
岩

城
隆

馬
、松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

雑
誌

47
4

（Pr
ocee

ding
s）

22
28

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

20
18

.1
.1

小
児

テ
ン

ト
上

脳
室

内
腫

瘍
の

外
科

治
療

脳
神

経
外

科
小

山
淳

二
、河

村
淳

史
、

阿
久

津
宣

行
、

長
嶋

達
也

小
児

の
脳

神
経

43
1

6
13

一
般

社
団

法
人

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

20
18

.3
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En
do

sc
op

ic
 th

ird
 v

en
tri

cu
lo

sto
m

y 
fo

r h
yd

ro
ce

ph
al

us
 in

 o
ste

op
et

ro
sis

: 
a 

ca
se

 re
po

rt 
an

d 
re

vi
ew

 o
f t

he
 

lit
er

at
ur

e.

脳
神

経
外

科

Ak
ut

su
 N

,K
oy

am
a 

J,
Ka

w
am

ur
a 

A,
N

ag
as

hi
m

a 
T,

Ta
ni

gu
ch

i M
,

Ko
hm

ur
a 

E.

Ch
ild

s 
N

er
v 

Sy
st.

34
5

99
1

99
4

Sp
rin

ge
r

20
18

.5

小
児

も
や

も
や

病
に

対
す

る
間

接
血

行
再

建
術

脳
神

経
外

科

阿
久

津
宣

行
、

安
積

麻
衣

、小
山

淳
二

、
河

村
淳

史
、長

嶋
達

也
、

甲
村

英
二

小
児

の
脳

神
経

43
3

35
0

35
4

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

20
18

.9

小
児

脳
脊

髄
腫

瘍
集

学
的

治
療

に
お

け
る

陽
子

線
治

療
（

原
著

論
文

）
脳

神
経

外
科

河
村

淳
史

、小
山

淳
二

、
阿

久
津

宣
行

、
副

島
俊

典
、出

水
祐

介
、

長
嶋

達
也

小
児

の
脳

神
経

43
3

37
9

38
4

日
本

小
児

神
経

外
科

学
会

20
18

.9

先
天

性
内

反
足

と
垂

直
距

骨
―

治
療

法
の

変
遷

と
Po

ns
et

i法
―

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

日
整

会
誌

92
1

24
30

日
本

整
形

外
科

学
会

20
18

先
天

性
内

反
足

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

日
本

義
肢

装
具

学
会

誌
34

3
18

1
18

5
日

本
義

肢
装

具
学

会
20

18
エ

ビ
デ

ン
ス

か
ら

考
え

る
成

人
へ

の
橋

渡
し

と
し

て
の

小
児

股
関

節
治

療
整

形
外

科
小

林
大

介
関

節
外

科
　

37
10

11
5

12
2

メ
デ

ィ
カ

ル
ビ

ュ
ー

20
18

.1
0

大
腿

骨
頭

す
べ

り
症

症
例

登
録

整
形

外
科

北
野

利
夫

、一
戸

貞
文

、
稲

葉
裕

、大
谷

卓
也

、
尾

崎
敏

文
、小

林
大

介
、

西
須

孝
、高

橋
裕

子
、

服
部

義
、星

野
裕

信

Bo
ne

 J
oi

nt
 N

er
ve

 
30

8
38

7
39

3
ア

ー
ク

メ
デ

ィ
ア

20
18

N
av

ig
at

ed
 to

ta
l k

ne
e 

ar
th

ro
pl

as
ty

 
fo

r o
ste

oa
rth

rit
is 

w
ith

 e
xt

ra
-

ar
tic

ul
ar

 d
ef

or
m

ity
.

整
形

外
科

谷
和

泉
、中

野
直

樹
、

高
山

孝
治

、石
田

一
成

、
黒

田
良

祐
、黒

坂
昌

弘
Ac

ta
 O

rto
pe

di
ca

 B
ra

sil
ei

ra
26

3
17

0
17

4
At

ha
 E

di
to

ra
20

18
.1

骨
端

症
整

形
外

科
坂

田
亮

介
小

児
内

科
50

増
刊

88
0

88
1

東
京

医
学

社
20

18
.1

1
下

肢
変

形
矯

正
術

後
に

遷
延

治
癒

を
き

た
し

た
骨

形
成

不
全

症
の

1例
整

形
外

科
坂

田
亮

介
近

畿
小

児
整

形
外

科
30

4
7

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
20

18
.1

9歳
で

初
診

と
な

り
手

術
加

療
を

行
っ

た
D

D
H

の
1例

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

近
畿

小
児

整
形

外
科

30
28

31
近

畿
小

児
整

形
外

科
懇

話
会

20
18

.1
.2

5

無
舌

症
児

の
構

音
獲

得
に

関
す

る
一

考
察

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

住
友

亜
佐

子
、

阪
本

浩
一

、
波

多
野

博
顕

、
田

中
義

之
、大

津
雅

秀

音
声

言
語

医
学

59
3

25
1

25
9

日
本

音
声

言
語

医
学

会
20

18
.7
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名
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名
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第
○

号
開

始
頁

終
了

頁
発

行
元

発
行

年
月

エ
キ

ス
パ

ー
ト

に
学

ぶ
 

角
膜

輪
部

デ
ル

モ
イ

ド
の

手
術

適
応

は
ど

の
様

に
考

え
た

ら
よ

い
で

す
か

？
眼

科
野

村
耕

治
眼

科
手

術
31

3
41

4
41

5
メ

デ
ィ

カ
ル

葵
出

版
20

18
.7

.3
0

後
部

尿
道

弁
に

対
す

る
経

尿
道

的
切

開
術

泌
尿

器
科

杉
多

良
文

、武
中

良
大

、
大

饗
政

嗣
臨

床
泌

尿
器

科
増

刊
号

 
泌

尿
器

　
内

視
鏡

手
術

の
す

べ
て

72
4

25
0

25
3

医
学

書
院

20
18

.4
.5

G
en

ta
lm

ob
ili

za
tio

n 
of

 in
tra

ve
sic

al
 

ph
al

l u
s 

as
so

ci
at

ed
 w

ith
 c

ov
er

ed
 

cl
oa

ca
l e

xs
tro

ph
y 

: a
 c

as
e 

re
po

rt
泌

尿
器

科

Ak
ik

o 
H

ar
un

a,
Ei

gi
 H

isa
m

at
su

,
Ta

ke
to

sh
i N

ar
a,

Yo
sh

ifu
m

i S
ug

ita

U
ro

lo
gy

11
5

17
1

17
3

U
ro

lo
gy

20
18

.5
.1

〈
小

児
手

術
〉

膀
胱

尿
管

逆
流

に
対

す
る

手
術

（
Co

he
n法

）
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
臨

床
泌

尿
器

科
　

8
72

9
74

2
74

5
医

学
書

院
20

18
.8

.2
0

精
巣

固
定

術
：

位
置

に
応

じ
た

開
放

手
術

ー
Jo

ne
s法

か
ら

Bi
an

ch
i法

ま
で

泌
尿

器
科

杉
多

良
文

臨
床

泌
尿

器
科

　
9

72
10

79
6

80
1

医
学

書
院

20
18

.9
.2

0 

術
前

か
ら

の
多

職
種

連
携

が
有

用
で

あ
っ

た
新

生
児

娩
出

直
後

手
術

の
麻

酔
経

験
麻

酔
科

舟
井

優
介

、
松

波
小

百
合

、
池

島
典

之
、大

西
広

泰
、

鈴
木

毅
、香

川
哲

郎

Ca
rd

io
va

sc
ul

ar
 A

ne
sth

es
ia

22
1

73
77

日
本

心
臓

血
管

麻
酔

学
会

20
18

小
児

の
整

形
外

科
的

先
天

異
常

の
麻

酔
　

導
入

前
の

評
価

と
準

備
を

十
分

に
行

い
、

JS
A気

道
管

理
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

て
対

応
す

る

麻
酔

科
長

谷
川

達
也

、
香

川
哲

郎
Li

SA
25

10
10

50
10

52
メ

ディ
カ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
20

18
.1

0

ア
ジ

ア
小

児
麻

酔
学

会
麻

酔
科

秋
泉

春
樹

、藤
原

孝
志

、
香

川
哲

郎
臨

床
麻

酔
42

10
14

03
14

04
真

興
交

易
20

18
.1

0

新
生

児
遷

延
性

肺
高

血
圧

症
（

PP
H

N
）

診
断

・
治

療
・

予
後

改
善

の
ポ

イ
ン

ト
新

生
児

科
横

田
知

之

N
eo

na
ta

l C
ar

e
【

N
IC

U
最

前
線

　
検

査
か

ら
治

療
・

ケ
ア

ま
で

　
新

生
児

の
循

環
器

疾
患

　
予

後
改

善
の

プ
ラ

ス
ワ

ン
！

】

31
2

26
32

メ
デ

ィ
カ

出
版

20
18

.2

平
成

28
年

（
20

16
年

）
「

兵
庫

県
周

産
期

医
療

シ
ス

テ
ム

母
体

紹
介

・
搬

送
情

報
提

供
書

」
の

集
計

結
果

産
科

船
越

徹
兵

庫
県

産
科

婦
人

科
学

会
会

報
58

兵
庫

県
産

科
婦

人
科

学
会

20
18

.3

押
さ

え
て

お
き

た
い

臨
床

・
画

像
分

類
：

先
天

性
食

道
閉

鎖
症

放
射

線
診

断
科

赤
坂

好
宣

画
像

診
断

増
刊

号
38

11
A2

02
A2

05
秀

潤
社

20
18

.9
.1

0

押
さ

え
て

お
き

た
い

臨
床

・
画

像
分

類
：

総
排

泄
腔

遺
残

放
射

線
診

断
科

赤
坂

好
宣

画
像

診
断

増
刊

号
38

11
A2

54
A2

57
秀

潤
社

20
18

.9
.1

0

Su
cc

es
sfu

l u
se

 o
f a

ut
om

at
ed

 
ex

te
rn

al
 d

efi
br

ill
at

io
n 

in
 a

 
1-

m
on

th
-o

ld
 in

fa
nt

.
小

児
集

中
治

療
科

Ka
zu

no
ri 

Ao
ki

, 
H

iro
sh

i K
ur

os
aw

a
Pe

di
at

ric
s 

In
te

rn
at

io
na

l
60

7
67

0
67

2
Ja

pa
n 

Pe
di

at
ric

 
So

ci
et

y
20

18
.7
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Ch
ar

ac
te

riz
at

io
n 

of
 p

ed
ia

tri
c 

in
-

ho
sp

ita
l c

ar
di

op
ul

m
on

ar
y 

re
su

sc
ita

tio
n 

qu
al

ity
 m

et
ric

s 
ac

ro
ss

 
an

 in
te

rn
at

io
na

l r
es

us
ci

ta
tio

n 
co

lla
bo

ra
tiv

e 

小
児

集
中

治
療

科

N
ile

s 
ED

,
D

uv
al

-A
rn

ou
ld

 J
,

Ku
ro

sa
w

a 
H

,
et

 a
l.

Pe
di

at
r C

rit
 C

ar
e 

M
ed

19
5

42
1

43
2

So
ci

et
y 

of
 C

rit
ic

al
 

Ca
re

 M
ed

ic
in

e
20

18
.5

U
ltr

as
on

og
ra

ph
ic

 A
ss

es
sm

en
t o

f 
Vo

ca
l C

or
d 

Pa
ra

ly
sis

 in
 a

n 
In

fa
nt

 
af

te
r C

ar
di

ov
as

cu
la

r S
ur

ge
ry

小
児

集
中

治
療

科
To

m
om

i H
as

eg
aw

a,
 

M
in

ae
 M

as
ui

,  
H

iro
sh

i K
ur

os
aw

a

Jo
ur

na
l o

f P
ed

ia
tri

c 
Ca

rd
io

lo
gy

 
an

d 
Ca

rd
ia

c 
Su

rg
er

y
2

2
10

1
10

3
Ja

pa
ne

se
 S

oc
ie

ty
 o

f 
Pe

di
at

ric
 C

ar
di

ol
og

y 
an

d 
Ca

rd
ia

c 
Su

rg
er

y
20

18
.7

D
-2

2）
La

rg
e 

B-
ce

ll 
ly

m
ph

om
a 

w
ith

 IR
F4

 re
ar

ra
ng

em
en

t の
 1

 例

1）
病

理
診

断
科

 
2）

血
液

腫
瘍

科
 

3）
放

射
線

科
 

4）
市

立
福

知
山

市
民

病
院

病
理

診
断

科

吉
田

牧
子

 1
）、

石
田

敏
章

 2
）、

太
原

鉄
平

 2
）、

長
谷

川
大

一
郎

 2
）、

小
阪

嘉
之

 2
）、

杉
岡

勇
典

 3
）、

赤
坂

好
宣

 3
）、

永
田

昭
博

 4
）

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
雑

誌
55

1
10

5
10

5
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

20
18

.6
.1

9

認
定

看
護

分
野

Q
&

A：
摂

食
嚥

下
障

害
看

護
編

　
小

児
の

摂
食

嚥
下

障
害

看
護

部
6西

病
棟

森
本

葉
子

看
護

技
術

64
9月

91
92

メ
ジ

カ
ル

フ
レ

ン
ド

社
20

18
.9

.2
0

小
児

外
科

疾
患

を
も

つ
子

ど
も

の
家

族
の

再
構

築
を

支
え

る
た

め
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

看
護

部
　

外
来

浅
井

桃
子

小
児

看
護

41
13

16
77

16
83

へ
る

す
出

版
20

18
.1

2

保
存

版
 ど

こ
見

る
？

ど
う

伝
え

る
？

環
境

整
備

IC
Tマ

ニ
ュ

ア
ル

第
5章

 8
 小

児
科

の
プ

レ
イ

ル
ー

ム
看

護
部

鳴
滝

由
佳

IN
FE

CT
IO

N
 C

O
N

TR
O

L
夏

季
増

刊
17

5
17

9
メ

デ
ィ

カ
出

版
20

18
.8

保
存

版
 ど

こ
見

る
？

ど
う

伝
え

る
？

環
境

整
備

IC
Tマ

ニ
ュ

ア
ル

第
6章

 3
 N

IC
U

看
護

部
鳴

滝
由

佳
IN

FE
CT

IO
N

 C
O

N
TR

O
L

夏
季

増
刊

21
1

21
6

メ
デ

ィ
カ

出
版

20
18

.8
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3）
学

会
発

表
演

題
名

所
属

科
発

表
者

名
第

○
回

学
会

名
開

催
都

市
名

開
催

年
月

日

⼼
収

縮
低

下
を

来
し

た
川

崎
病

の
2症

例
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

村
田

剛
士

、津
⽥

雅
世

、倉
橋

幸
也

、張
慶

哲
、

藤
⽥

杏
⼦

、上
村

克
徳

、⽥
中

亮
⼆

郎
、

⽥
中

敏
克

、⿊
澤

寛
史

第
31

回
近

畿
小

児
科

学
会

大
阪

市
20

18
/3

/1
1

ダ
プ

ト
マ

イ
シ

ン
を

用
い

て
治

療
を

行
っ

た
M

RS
A

骨
髄

炎
の

一
例

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）、
感

染
症

科

田
中

俊
光

、倉
橋

幸
也

、藤
田

杏
子

、津
田

雅
世

、
上

村
克

徳
、田

中
亮

二
郎

、伊
藤

雄
介

、
笠

井
正

志
第

31
回

近
畿

小
児

科
学

会
大

阪
市

20
18

/3
/1

1

壊
血

病
に

よ
る

股
関

節
内

お
よ

び
腸

腰
筋

血
腫

か
ら

重
度

の
貧

血
と

歩
行

障
害

を
呈

し
た

自
閉

症
児

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）

土
井

圭
、張

慶
哲

、田
中

俊
光

、倉
橋

幸
也

、
藤

原
隆

弘
、齋

藤
敦

郎
、藤

田
杏

子
、津

田
雅

世
、

長
谷

川
大

一
郎

、上
村

克
徳

、田
中

亮
二

郎
第

12
0回

小
児

科
学

会
福

岡
市

20
18

/4
/2

0

歯
ブ

ラ
シ

外
相

を
契

機
に

深
頚

部
膿

瘍
に

至
っ

た
2歳

女
児

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）

近
藤

亜
耶

、張
慶

哲
、伊

藤
雄

介
、山

口
善

道
、

笠
井

正
志

、黒
澤

寛
史

、上
村

克
徳

、田
中

亮
二

郎
、

上
谷

良
行

第
12

0回
小

児
科

学
会

福
岡

市
20

18
/4

/2
1

自
家

用
車

の
排

気
不

良
に

よ
る

一
酸

化
炭

素
中

毒
の

家
族

発
症

例
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

倉
橋

幸
也

、張
慶

哲
、藤

田
杏

子
、津

田
雅

世
、

林
卓

郎
、上

村
克

徳
、田

中
亮

二
郎

第
12

0回
小

児
科

学
会

福
岡

市
20

18
/4

/2
1

フ
ァ

ロ
ー

四
徴

症
術

後
に

合
併

し
た

特
発

性
肺

ヘ
モ

ジ
デ

ロ
ー

シ
ス

の
一

例
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

村
田

剛
士

、津
田

雅
世

、倉
橋

幸
也

、張
慶

哲
、

藤
田

杏
子

、上
村

克
徳

、田
中

亮
二

郎
、三

木
康

暢
、

田
中

敏
克

、黒
澤

寛
史

第
12

0回
小

児
科

学
会

福
岡

市
20

18
/4

/2
1

会
陰

部
熱

傷
に

対
し

感
染

制
御

目
的

に
人

工
肛

門
増

設
術

を
行

っ
た

一
例

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）

西
村

明
紘

、張
慶

哲
、倉

橋
幸

也
、藤

田
杏

子
、

津
田

雅
世

、上
村

克
徳

、田
中

亮
二

郎
、伊

藤
雄

介
、

笠
井

正
志

、黒
澤

寛
史

第
12

0回
小

児
科

学
会

福
岡

市
20

18
/4

/2
2

当
院

に
お

け
る

在
宅

支
援

病
棟

の
取

り
組

み
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）、

神
経

内
科

藤
田

杏
子

、張
慶

哲
、　

倉
橋

幸
也

、津
田

雅
世

、
上

村
克

徳
、丸

山
あ

ず
さ

、田
中

亮
二

郎
、宅

見
晃

子
第

27
4回

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

市
20

18
/5

/1
9

川
崎

病
に

お
け

る
薬

物
治

療
の

進
歩

～
当

院
の

治
療

状
況

を
含

め
て

～
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

倉
橋

幸
也

Pe
di

at
ic 

Bi
ol

og
ics

 
M

ee
tin

g
神

戸
市

20
18

/5
/2

4

当
院

に
お

け
る

在
宅

支
援

病
棟

の
取

り
組

み
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

藤
田

杏
子

、張
慶

哲
、倉

橋
幸

也
、津

田
雅

世
、

上
村

克
徳

、丸
山

あ
ず

さ
、田

中
亮

二
郎

、宅
見

晃
子

、
上

谷
良

行
第

60
回

日
本

小
児

神
経

学
会

千
葉

市
20

18
/6

/1

小
児

の
急

性
期

体
液

電
解

質
管

理
の

考
え

方
〜

経
口

補
水

液
療

法
か

ら
経

静
脈

輸
液

療
法

ま
で

〜
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

上
村

克
徳

第
32

回
日

本
小

児
救

急
医

学
会

茨
城

県
20

18
/6

/2

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
総

合
診

療
科

の
役

割
と

課
題

−
新

体
制

と
な

っ
た

1年
を

振
り

返
っ

て
−

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）
津

田
雅

世
、張

慶
哲

、倉
橋

幸
也

、藤
田

杏
子

、
津

田
雅

世
、上

村
克

徳
、宅

見
晃

子
、田

中
亮

二
郎

第
30

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

/9
/8

小
児

の
術

後
管

理
と

医
原

性
低

ナ
ト

リ
ウ

ム
血

症
救

急
総

合
診

療
科

（
総

診
）

上
村

克
徳

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
/1

0/
20

水
泳

を
契

機
に

発
症

し
た

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

シ
ョ

ッ
ク

で
診

断
に

至
っ

た
全

身
型

寒
冷

蕁
麻

疹
の

一
例

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）、
ア

レ
ル

ギ
ー

科

倉
橋

幸
也

、張
慶

哲
、藤

田
杏

子
、津

田
雅

世
、

林
卓

郎
、上

村
克

徳
、田

中
亮

二
郎

第
5５

回
日

本
小

児
ア

レ
ル

ギ
ー

学
会

岡
山

市
20

18
/1

0/
21
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

手
術

組
織

検
体

か
ら

直
接

の
PC

R
検

査
で

早
期

に
BC

G
骨

髄
炎

の
診

断
に

至
っ

た
一

例

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）、
ア

レ
ル

ギ
ー

科
、整

形
外

科
、東

京
医

科
大

学
微

生
物

講
座

三
星

ア
カ

リ
、伊

藤
雄

介
、張

慶
哲

、衣
笠

真
紀

、
笠

井
正

志
、上

村
克

徳
、大

楠
清

文
、田

中
亮

二
郎

第
50

回
日

本
小

児
感

染
症

学
会

福
岡

市
20

18
/1

1/
10

第
8回

教
育

セ
ミ

ナ
ー

 b
as

ic
 c

ou
rs

e 
症

例
1 

ブ
ド

ウ
球

菌
感

染
症

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）
張

慶
哲

第
50

回
日

本
小

児
感

染
症

学
会

福
岡

市
20

18
/1

1/
10

Tr
ac

he
os

to
m

y-
as

so
ci

at
ed

 r
es

pi
ra

to
ry

 t
ra

ct
 i

nf
ec

tio
n 

(T
AR

TI
) 

at
 C

hi
ld

re
n'

s 
ho

sp
ita

l i
n 

Ja
pa

n

D
iv

isi
on

 o
f 

Em
er

ge
nc

y 
an

d 
H

os
pi

ta
l 

M
ed

ic
in

e,
 

D
ep

ar
tm

en
t 

of
 P

ed
ia

tri
cs

、
D

iv
isi

on
 o

f 
In

fe
ct

io
us

 
D

ise
as

es
, 

D
ep

ar
tm

en
t o

f 
Pe

di
at

ric
s

Yo
sh

ia
ki

 C
ho

、
M

as
as

hi
 K

as
ai

, 
K

at
su

no
ri 

K
am

im
ur

a,
 M

as
ay

o 
Ts

ud
a,

 K
yo

ko
 F

uj
ita

, 
Yu

ki
ya

 K
ur

ah
as

hi
, Y

us
uk

e 
Ito

, R
yo

jir
o 

Ta
na

ka
 

第
9回

Ａ
Ｃ

Ｐ
Ｉ

Ｄ
福

岡
市

20
18

/1
1/

10

O
st

eo
m

ye
lit

is 
pu

bi
s 

of
 a

 r
ug

by
 p

la
ye

r 
di

ag
no

se
d 

2 
m

on
th

s 
af

te
r o

ns
et

D
iv

isi
on

 o
f 

Em
er

ge
nc

y 
an

d 
H

os
pi

ta
l 

M
ed

ic
in

e,
 

D
ep

ar
tm

en
t 

of
 P

ed
ia

tri
cs

,  
D

iv
isi

on
 o

f 
In

fe
ct

io
us

 
D

ise
as

es
, 

D
ep

ar
tm

en
t o

f 
Pe

di
at

ric
s

Yu
ki

ya
 K

ur
ah

as
hi

、Y
os

hi
ak

i C
ho

, K
yo

ko
 F

uj
ita

, 
M

as
ay

o 
Ts

ud
a,

 Y
us

uk
e 

Ito
, 

M
as

as
hi

 K
as

ai
, 

Ka
tsu

no
ri 

Ka
m

im
ur

a,
 R

yo
jir

o 
Ta

na
ka

第
9回

Ａ
Ｃ

Ｐ
Ｉ

Ｄ
福

岡
市

20
18

/1
1/

10

こ
ど

も
病

院
総

合
診

療
科

に
お

け
る

小
児

科
専

門
医

研
修

救
急

総
合

診
療

科
（

総
診

）
上

村
克

徳
第

18
回

日
本

小
児

医
学

教
育

研
究

会
大

阪
市

20
18

/1
2/

8

固
形

物
摂

取
後

に
上

気
道

狭
窄

を
き

た
し

、誤
嚥

と
の

鑑
別

を
要

し
た

熱
傷

性
喉

頭
蓋

炎
の

男
児

例
救

急
総

合
診

療
科

（
救

急
）

稲
熊

洋
祐

、松
井

鋭
、楠

元
真

由
美

、梶
原

伸
介

、
林

卓
郎

、山
口

義
道

、神
納

幸
治

、制
野

勇
介

、
黒

澤
寛

史
、中

川
元

子
、上

谷
良

行
第

12
1回

日
本

小
児

科
学

会
学

術
集

会
福

岡
20

18
.4

.2
0-

4.
22

小
児

傷
病

者
を

対
象

に
し

た
病

院
前

医
療

と
救

急
医

療
弱

点
を

知
る

ー
小

児
病

院
救

急
外

来
か

ら
転

送
症

例
を

検
討

す
る

救
急

総
合

診
療

科
（

救
急

）
林

卓
郎

、上
谷

良
行

、田
中

亮
二

郎
、山

口
義

道
、

楠
元

真
由

美
、松

井
鋭

、谷
澤

直
子

第
21

回
日

本
臨

床
救

急
医

学
会

総
会

・
学

術
集

会
名

古
屋

20
18

.5
.3

1-
6.

2

多
施

設
間

連
携

に
よ

っ
て

救
命

し
得

た
重

症
腎

損
傷

の
1例

救
急

総
合

診
療

科
（

救
急

）

梶
原

伸
介

、上
谷

良
行

、田
中

亮
二

郎
、山

口
義

道
、

楠
元

真
由

美
、松

井
鋭

、谷
澤

直
子

、有
吉

孝
一

、
畑

菜
摘

第
32

回
日

本
小

児
救

急
医

学
会

学
術

集
会

つ
く

ば
市

20
18

.6
.2

-6
.3

小
児

救
命

医
療

の
最

適
化

に
向

け
て

小
児

傷
病

者
を

対
象

と
し

た
病

院
前

救
護

の
課

題
救

急
総

合
診

療
科

（
救

急
）

六
車

崇
、新

田
雅

彦
、林

卓
郎

、榎
本

有
希

、
松

本
正

太
朗

、賀
来

典
之

、問
田

千
晶

、塚
原

紘
平

、
安

達
晋

吾
、守

谷
俊

第
46

回
日

本
救

急
医

学
会

総
会

学
術

集
会

横
浜

市
20

18
.1

1.
20
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

1.
Pr

od
uc

ts
 a

nd
 u

se
fu

l 
to

ol
s 

in
 t

he
 e

m
er

ge
nc

y 
ro

om
. 

M
ad

e 
in

 J
ap

an
?

2.
 M

in
or

 T
ra

um
a 

in
 C

hi
ld

 ~
 W

ha
t’s

 th
e 

m
at

te
r.

3.
 S

ym
po

si
um

 P
re

se
nt

 a
nd

 F
ut

ur
e 

of
 E

m
er

ge
nc

y 
M

ed
ic

in
e 

in
 J

ap
an

救
急

総
合

診
療

科
（

救
急

）
林

卓
郎

7t
h

W
or

ld
 C

on
gr

es
s 

in
 

Em
er

ge
nc

y 
M

ed
ic

in
e 

M
ex

ic
o.

M
az

ath
lan

Au
to

im
m

un
e 

re
gu

la
to

r（
AI

RE
）遺

伝
子

の
ヘ

テ
ロ

接
合

性
ミ

ス
セ

ン
ス

変
異

に
起

因
す

る
副

甲
状

腺
機

能
低

下
症

の
1例

代
謝

内
分

泌
科

尾
崎

佳
代

、奥
野

美
佐

子
、郷

司
克

己
第

91
回

日
本

内
分

泌
学

会
学

術
総

会
宮

崎
市

20
18

.4
.2

6-
28

脳
腫

瘍
に

よ
る

器
質

性
中

枢
性

思
春

期
早

発
症

の
臨

床
像

代
謝

内
分

泌
科

奥
野

美
佐

子
、尾

崎
佳

代
、郷

司
克

己
第

52
回

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.1
0.

4-
6

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
の

疫
学

2 
本

邦
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

の
疫

学
的

特
徴

　
全

国
小

児
リ

ウ
マ

チ
中

核
施

設
の

調
査

結
果

・
診

断
時

リ
ウ

マ
チ

科

岡
本

奈
美

、謝
花

幸
祐

、梅
林

宏
明

、岩
田

直
美

、
大

倉
有

加
、久

保
田

知
洋

、清
水

正
樹

、中
岸

保
夫

、
西

村
謙

一
、水

田
麻

雄
、八

代
将

登
、八

角
高

裕
、

安
村

純
子

、脇
口

宏
之

、森
雅

亮

第
62

回
日

本
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.4

.2
6

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
の

疫
学

2 
本

邦
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

の
疫

学
的

特
徴

　
全

国
小

児
リ

ウ
マ

チ
中

核
施

設
の

調
査

結
果

・
予

後
リ

ウ
マ

チ
科

梅
林

宏
明

、岡
本

奈
美

、謝
花

幸
祐

、岩
田

直
美

、
大

倉
有

加
、久

保
田

知
洋

、清
水

正
樹

、中
岸

保
夫

、
西

村
謙

一
、水

田
麻

雄
、八

代
将

登
、八

角
高

裕
、

安
村

純
子

、脇
口

宏
之

、森
雅

亮

第
62

回
日

本
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.4

.2
6

小
児

の
膠

原
病

お
よ

び
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

 本
邦

若
年

性
特

発
性

関
節

炎
の

疫
学

的
特

徴
　

全
国

小
児

リ
ウ

マ
チ

中
核

施
設

の
調

査
結

果
・

最
終

観
察

時
リ

ウ
マ

チ
科

謝
花

幸
祐

、岡
本

奈
美

、梅
林

宏
明

、岩
田

直
美

、
久

保
田

知
洋

、水
田

麻
雄

、中
岸

保
夫

、西
村

謙
一

、
大

倉
有

加
、清

水
正

樹
、脇

口
宏

之
、八

代
将

登
、

八
角

高
裕

、安
村

純
子

、森
雅

亮

第
62

回
日

本
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.4

.2
6

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
と

感
染

症
2:

B
型

肝
炎

・
H

TL
V1

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
ニ

ュ
ー

モ
シ

ス
チ

ス
 本

邦
JI

A
患

者
に

お
け

る
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

感
染

及
び

ワ
ク

チ
ン

接
種

に
関

す
る

現
状

調
査

　
全

国
小

児
リ

ウ
マ

チ
中

核
施

設
の

調
査

結
果

リ
ウ

マ
チ

科

久
保

田
知

洋
、中

岸
保

夫
、岡

本
奈

美
、梅

林
宏

明
、

岩
田

直
美

、大
倉

有
加

、清
水

正
樹

、謝
花

幸
祐

、
西

村
謙

一
、水

田
麻

雄
、八

代
将

登
、八

角
高

裕
、

安
村

純
子

、脇
口

宏
之

、森
雅

亮

第
62

回
日

本
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.4

.2
6

全
身

型
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

に
合

併
し

た
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

活
性

化
症

候
群

に
お

け
る

活
動

性
指

標
の

経
時

的
変

化
リ

ウ
マ

チ
科

清
水

正
樹

、水
田

麻
雄

、岩
田

直
美

、大
倉

有
加

、
金

城
紀

子
、八

角
高

裕
、梅

林
宏

明
、久

保
田

知
洋

、
中

岸
保

夫
、西

村
謙

一
、八

代
将

登
、安

村
純

子
、

山
崎

和
子

、脇
口

宏
之

、岡
本

奈
美

、森
雅

亮

第
62

回
日

本
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.4

.2
6

全
身

型
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

に
合

併
し

た
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

活
性

化
症

候
群

に
お

け
る

診
断

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

比
較

検
討

　
血

清
ne

op
te

rin
値

の
有

用
性

リ
ウ

マ
チ

科
高

桑
麻

衣
子

、清
水

正
樹

、水
田

麻
雄

、井
上

な
つ

み
、

谷
内

江
昭

宏
、中

岸
保

夫
第

28
回

日
本

小
児

リ
ウ

マ
チ

学
会

総
会

・
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.1
0.

26

JI
A

患
者

に
お

け
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
罹

患
時

の
発

熱
期

間
と

治
療

背
景

に
関

す
る

検
討

リ
ウ

マ
チ

科

久
保

田
知

洋
、中

岸
保

夫
、岡

本
奈

美
、梅

林
宏

明
、

岩
田

直
美

、大
倉

有
加

、清
水

正
樹

、村
田

卓
士

、
謝

花
幸

祐
、西

村
謙

一
、水

田
麻

雄
、八

代
将

登
、

八
角

高
裕

、安
村

純
子

、脇
口

宏
之

、森
雅

亮

第
28

回
日

本
小

児
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.1

0.
26

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
活

性
化

症
候

群
に

お
け

る
基

礎
疾

患
に

よ
る

血
清

サ
イ

ト
カ

イ
ン

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
比

較
検

討
リ

ウ
マ

チ
科

伊
良

部
仁

、清
水

正
樹

、水
田

麻
雄

、井
上

な
つ

み
、

宇
佐

美
雅

章
、高

桑
麻

衣
子

、作
村

直
人

、
中

岸
保

夫
、谷

内
江

昭
宏

第
28

回
日

本
小

児
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.1

0.
26

本
邦

小
児

に
お

け
る

赤
血

球
中

ポ
リ

グ
ル

タ
ミ

ル
化

メ
ト

ト
レ

キ
サ

ー
ト

濃
度

の
有

用
性

と
至

適
用

法
用

量
の

検
討

リ
ウ

マ
チ

科
岡

本
奈

美
、中

岸
保

夫
、西

村
謙

一
、清

水
正

樹
、

大
倉

有
加

、安
村

純
子

、脇
口

宏
之

、謝
花

幸
祐

、
水

田
麻

雄
、森

雅
亮

第
28

回
日

本
小

児
リ

ウ
マ

チ
学

会
総

会
・

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.1

0.
26
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

関
節

型
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

に
お

け
る

病
態

評
価

と
病

勢
マ

ー
カ

ー
と

し
て

の
血

清
sC

D
26

、s
CD

30
値

の
臨

床
的

有
用

性
リ

ウ
マ

チ
科

水
田

麻
雄

、清
水

正
樹

、井
上

な
つ

み
、作

村
直

人
、

伊
良

部
仁

、高
桑

麻
衣

子
、笠

井
和

子
、中

岸
保

夫
、

谷
内

江
昭

宏
第

28
回

日
本

小
児

リ
ウ

マ
チ

学
会

総
会

・
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.1
0.

26

ア
バ

タ
セ

プ
ト

で
治

療
中

の
難

治
性

全
身

型
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

の
1例

リ
ウ

マ
チ

科
中

岸
保

夫
、浜

田
佳

奈
、笠

井
和

子
第

28
回

日
本

小
児

リ
ウ

マ
チ

学
会

総
会

・
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.1
0.

26

腔
水

症
の

た
め

心
嚢

お
よ

び
腹

部
ド

レ
ナ

ー
ジ

を
要

し
た

小
児

全
身

性
エ

リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
の

一
例

リ
ウ

マ
チ

科
浜

田
佳

奈
、中

岸
保

夫
、笠

井
和

子
第

28
回

日
本

小
児

リ
ウ

マ
チ

学
会

総
会

・
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.1
0.

26
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O
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M
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a,
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ab
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i, 
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ur

a,
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W
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or
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25
th

 E
ur

op
ea

n 
Pe

di
at

ric
 R

he
um

at
ol

og
y 

Co
ng

re
ss

Li
sb

on
, 

Po
rtu

ga
l

20
18

.9
.5

全
身

型
JI

A
リ

ウ
マ

チ
科

中
岸

保
夫

第
6回

小
児

リ
ウ

マ
チ

研
修

会
東

京
都

20
18

.2
.1

7
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

患
児

を
持

つ
両

親
の

大
規

模
災

害
に

対
す

る
意

識
調

査
―

阪
神

淡
路

大
震

災
か

ら
20

年
経

過
し

た
神

戸
市

か
ら

ア
レ

ル
ギ

ー
科

平
瀬

敏
志

、岡
藤

郁
夫

、笠
井

和
子

、田
中

裕
也

、
田

中
由

起
子

、松
本

和
徳

、鶴
田

悟
第

67
回

日
本

ア
レ

ル
ギ

ー
学

会
千

葉
20

18
.6

.2
2

シ
ャ

ン
プ

ー
に

よ
る

重
篤

な
接

触
性

皮
膚

炎
の

た
め

、脱
毛

と
微

熱
・

体
重

減
少

を
き

た
し

た
1女

児
例

ア
レ

ル
ギ

ー
科

笠
井

和
子

第
67

回
日

本
ア

レ
ル

ギ
ー

学
会

千
葉

20
18

.6
.2

2

屋
外

プ
ー

ル
で

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

シ
ョ

ッ
ク

を
呈

し
た

寒
冷

蕁
麻

疹
の

1小
児

例
ア

レ
ル

ギ
ー

科
倉

橋
幸

也
、笠

井
和

子
第

55
回

日
本

小
児

ア
レ

ル
ギ

ー
学

会
学

術
大

会
岡

山
20

18
.1

0.
21

感
染

対
策

の
た

め
に

抗
IL

-4
/1

3モ
ノ

ク
ロ

ー
ナ

ル
抗

体
を

導
入

し
た

重
症

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

の
一

例
ア

レ
ル

ギ
ー

科
浜

田
佳

奈
、笠

井
和

子
第

27
5回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
姫

路
市

20
18

.9
.2

6

痛
み

へ
の

過
敏

反
応

と
病

識
の

薄
さ

に
対

し
て

工
夫

を
行

っ
た

 難
治

性
喘

息
へ

の
オ

マ
リ

ズ
マ

ブ
導

入
症

例
ア

レ
ル

ギ
ー

科
笠

井
和

子
第

1回
小

児
重

症
喘

息
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
研

修
会

神
戸

市
20

18
.6

.1
3

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
ア

レ
ル

ギ
ー

科
笠

井
和

子
平

成
30

年
度

　
公

益
社

団
法

人
兵

庫
県

栄
養

士
会

　
生

涯
教

育
研

修
会

神
戸

市
20

18
.8

.2
5

学
校

等
に

お
け

る
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
児

童
生

徒
へ

の
対

応
ア

レ
ル

ギ
ー

科
笠

井
和

子
明

石
市

教
育

委
員

会
に

お
け

る
研

修
会

明
石

市
20

18
.1

0.
5

小
児

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

対
応

に
つ

い
て

ア
レ

ル
ギ

ー
科

笠
井

和
子

神
戸

市
養

護
教

諭
研

究
会

幼
稚

園
部

研
修

会
神

戸
市

20
18

.1
2.

14

頭
部

M
RI

で
異

常
を

指
摘

さ
れ

ず
眼

底
所

見
か

ら
Ta

y-
Sa

ch
s

病
の

診
断

に
至

っ
た

1歳
男

児
例

神
経

内
科

石
田

悠
介

、山
口

宏
、豊

嶋
大

作
、丸

山
あ

ず
さ

、
森

貞
直

哉
、成

田
綾

、永
瀬

裕
朗

、飯
島

一
誠

第
63

回
日

本
小

児
神

経
学

会
近

畿
地

方
会

大
阪

市
20

18
.3

.3

複
雑

型
熱

性
け

い
れ

ん
の

好
発

時
間

帯
と

そ
の

重
症

度
神

経
内

科

山
口

宏
、永

瀬
裕

朗
、石

田
悠

介
、豊

嶋
大

作
、

丸
山

あ
ず

さ
、冨

岡
和

美
、田

中
司

、西
山

将
広

、
藤

田
杏

子
、黒

澤
寛

史
、高

田
哲

、上
谷

良
行

、
飯

島
一

誠

第
12

1回
日

本
小

児
科

学
会

学
術

集
会

福
岡

市
20

18
.4

.2
0-

4.
22
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

急
性

散
在

性
脳

脊
髄

炎
の

髄
液

所
見

の
検

討
神

経
内

科

西
山

将
広

、永
井

正
志

、坊
亮

輔
、冨

岡
和

美
、

前
山

花
織

、田
中

司
、粟

野
宏

之
、永

瀬
裕

朗
、

佐
々

木
香

織
、親

里
嘉

展
、中

川
卓

、高
見

勇
一

、
山

口
宏

、石
田

悠
介

、豊
嶋

大
作

、丸
山

あ
ず

さ
、

飯
島

一
誠

第
27

4回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

市
20

18
.5

.1
9

小
児

け
い

れ
ん

重
積

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

20
17

を
ど

う
生

か
す

か
-診

療
現

場
か

ら
の

意
見

、異
見

-け
い

れ
ん

重
積

治
療

に
お

け
る

持
続

脳
波

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

神
経

内
科

丸
山

あ
ず

さ
、永

瀬
裕

朗
第

60
回

日
本

小
児

神
経

学
会

学
術

集
会

千
葉

市
20

18
.5

.3
1-

6.
2

小
児

救
急

外
来

に
お

け
る

非
け

い
れ

ん
性

発
作

を
示

す
小

児
患

者
の

臨
床

的
特

徴
神

経
内

科
山

口
宏

、石
田

悠
介

、冨
岡

和
美

、田
中

司
、

西
山

将
広

、豊
嶋

大
作

、丸
山

あ
ず

さ
、永

瀬
裕

朗
、

高
田

哲
、上

谷
良

行
、飯

島
一

誠
第

60
回

日
本

小
児

神
経

学
会

学
術

集
会

千
葉

市
20

18
.5

.3
1-

6.
2

サ
イ

ト
カ

イ
ン

ス
ト

ー
ム

に
よ

る
急

性
脳

症
が

予
測

さ
れ

る
小

児
に

対
す

る
ス

テ
ロ

イ
ド

パ
ル

ス
療

法
の

有
効

性
神

経
内

科

石
田

悠
介

、山
口

宏
、冨

岡
和

美
、田

中
司

、
西

山
将

広
、藤

田
杏

子
、豊

嶋
大

作
、丸

山
あ

ず
さ

、
永

瀬
裕

朗
、黒

澤
寛

史
、上

谷
良

行
、高

田
哲

、
飯

島
一

誠

第
60

回
日

本
小

児
神

経
学

会
学

術
集

会
千

葉
市

20
18

.5
.3

1-
6.

2

発
熱

に
伴

う
難

治
性

け
い

れ
ん

重
積

状
態

に
対

す
る

バ
ル

ビ
ツ

レ
ー

ト
昏

睡
療

法
の

最
適

な
鎮

静
深

度
に

関
す

る
多

施
設

共
同

研
究

神
経

内
科

冨
岡

和
美

、永
瀬

裕
朗

、田
中

司
、西

山
将

広
、

起
塚

庸
、高

見
勇

一
、山

口
宏

、石
田

悠
介

、
豊

嶋
大

作
、丸

山
あ

ず
さ

、黒
澤

寛
史

、藤
田

杏
子

、
上

谷
良

行
、高

田
哲

、飯
島

一
誠

第
60

回
日

本
小

児
神

経
学

会
学

術
集

会
千

葉
市

20
18

.5
.3

1-
6.

2

複
雑

型
熱

性
け

い
れ

ん
の

急
性

期
の

臨
床

経
過

の
特

徴
神

経
内

科

田
中

司
、永

瀬
裕

朗
、冨

岡
和

美
、西

山
将

広
、

山
口

宏
、石

田
悠

介
、豊

嶋
大

作
、丸

山
あ

ず
さ

、
黒

澤
寛

史
、藤

田
杏

子
、上

谷
良

行
、高

田
哲

、
飯

島
一

誠

第
60

回
日

本
小

児
神

経
学

会
学

術
集

会
千

葉
市

20
18

.5
.3

1-
6.

2

急
性

散
在

性
脳

脊
髄

炎
24

例
に

お
け

る
発

症
か

ら
軽

快
ま

で
の

経
時

的
な

臨
床

経
過

の
特

徴
神

経
内

科

西
山

将
広

、永
瀬

裕
朗

、冨
岡

和
美

、田
中

司
、

佐
々

木
香

織
、親

里
嘉

展
、中

川
卓

、高
見

勇
一

、
山

口
宏

、石
田

悠
介

、豊
嶋

大
作

、丸
山

あ
ず

さ
、

高
田

哲
、飯

島
一

誠

第
60

回
日

本
小

児
神

経
学

会
学

術
集

会
千

葉
市

20
18

.5
.3

1-
6.

2

結
節

性
硬

化
症

の
定

期
検

査
に

よ
り

早
期

発
見

に
至

っ
た

無
症

候
性

巨
細

胞
性

星
細

胞
腫（

SE
G

A）
の

一
神

経
内

科
豊

嶋
大

作
、徳

元
翔

一
、山

口
宏

、丸
山

あ
ず

さ
、

永
瀬

裕
朗

第
27

5回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

姫
路

市
20

18
.9

.2
9

強
直

間
代

発
作

で
て

ん
か

ん
と

診
断

し
、問

診
か

ら
欠

神
発

作
重

積
状

態
が

疑
わ

れ
た

一
例

神
経

内
科

徳
元

翔
一

、山
口

宏
、豊

嶋
大

作
、丸

山
あ

ず
さ

、
岡

本
賢

治
、永

瀬
裕

朗
、飯

島
一

誠
第

64
回

日
本

小
児

神
経

学
会

近
畿

地
方

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

20

有
熱

時
痙

攣
発

症
か

ら
6時

間
で

心
停

止
お

よ
び

平
坦

脳
波

に
至

っ
た

劇
症

型
急

性
脳

症
神

経
内

科
山

口
宏

、徳
元

翔
一

、豊
嶋

大
作

、丸
山

あ
ず

さ
、

永
瀬

裕
朗

、飯
島

一
誠

第
64

回
日

本
小

児
神

経
学

会
近

畿
地

方
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
20

有
熱

性
け

い
れ

ん
重

積
状

態
の

小
児

に
お

け
る

非
け

い
れ

ん
性

発
作

神
経

内
科

丸
山

あ
ず

さ
、徳

元
翔

一
、山

口
宏

、石
田

悠
介

、
田

中
司

、西
山

将
広

、豊
嶋

大
作

、永
瀬

裕
朗

第
52

回
日

本
て

ん
か

ん
学

会
学

術
集

会
横

浜
市

20
18

.1
0.

25
-1

0.
27

一
過

性
意

識
消

失
発

作
を

主
訴

に
小

児
神

経
外

来
を

受
診

し
た

10
1例

の
検

討
神

経
内

科
豊

嶋
大

作
、徳

元
翔

一
、山

口
宏

、石
田

悠
介

、
田

中
司

、小
川

禎
治

、田
中

敏
克

、丸
山

あ
ず

さ
、

永
瀬

裕
朗

第
52

回
日

本
て

ん
か

ん
学

会
学

術
集

会
横

浜
市

20
18

.1
0.

25
-1

0.
27

三
次

診
療

施
設

に
お

け
る

小
児

の
け

い
れ

ん
重

積
治

療
と

予
後

神
経

内
科

永
瀬

裕
朗

、丸
山

あ
ず

さ
第

52
回

日
本

て
ん

か
ん

学
会

学
術

集
会

横
浜

市
20

18
.1

0.
25

-1
0.

27
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

小
児

に
お

け
る

カ
ル

バ
マ

ゼ
ピ

ン
と

レ
ベ

チ
ラ

セ
タ

ム
に

よ
る

血
清

脂
質

お
よ

び
甲

状
腺

ホ
ル

モ
ン

の
変

化
神

経
内

科
西

山
将

広
、高

見
勇

一
、石

田
悠

介
、冨

岡
和

美
、

田
中

司
、永

瀬
裕

朗
、中

川
卓

、徳
元

翔
一

、山
口

宏
、

豊
嶋

大
作

、丸
山

あ
ず

さ
、飯

島
一

誠
第

52
回

日
本

て
ん

か
ん

学
会

学
術

集
会

横
浜

市
20

18
.1

0.
25

-1
0.

27

低
ナ

ト
リ

ウ
ム

血
症

に
よ

る
痙

攣
重

積
後

に
頭

部
M

RI
で

両
側

前
頭

葉
、頭

頂
葉

深
部

白
質

に
異

常
信

号
を

認
め

、発
症

2年
後

に
消

退
傾

向
を

示
し

た
幼

児
神

経
内

科
山

口
宏

、徳
元

翔
一

、豊
嶋

大
作

、丸
山

あ
ず

さ
第

13
回

小
児

神
経

放
射

線
研

究
会

京
都

市
20

18
.1

0.
13

一
過

性
意

識
消

失
発

作
を

主
訴

に
小

児
神

経
外

来
を

受
診

し
た

10
1例

の
検

討
-小

児
循

環
器

科
と

の
連

携
-

神
経

内
科

豊
嶋

大
作

第
6回

神
戸

て
ん

か
ん

治
療

連
携

の
会

神
戸

市
20

18
.1

1.
15

同
種

移
植

後
42

日
目

に
お

け
る

血
小

板
減

少
の

意
義

：
危

険
因

子
と

予
後

へ
の

影
響

血
液

・
腫

瘍
内

科
中

村
さ

や
か

、岸
本

健
治

、藤
原

隆
弘

、太
原

鉄
平

、
山

本
暢

之
、田

村
彰

広
、斎

藤
敦

郎
、神

前
愛

子
、

石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、小
阪

嘉
之

第
40

回
日

本
造

血
細

胞
移

植
学

会
総

会
札

幌
20

18
.2

.1

CB
FA

2T
3-

G
LI

S2
陽

性
急

性
巨

核
芽

球
性

白
血

病
の

女
児

例
血

液
・

腫
瘍

内
科

田
村

彰
広

、中
村

さ
や

か
、藤

原
隆

弘
、太

原
鉄

平
、

神
前

愛
子

、齋
藤

敦
郎

、岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、
松

井
啓

治
、中

町
祐

司
、長

谷
川

大
一

郎
、嶋

田
明

、
小

阪
嘉

之

第
60

回
神

戸
血

液
病

研
究

会
神

戸
市

20
18

.2
.1

0

兵
庫

県
立

が
ん

・
生

殖
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
小

児
が

ん
患

者
に

対
す

る
卵

巣
組

織
保

存
の

試
み

血
液

・
腫

瘍
内

科

中
村

さ
や

か
、岸

本
健

治
、藤

原
隆

弘
、太

原
鉄

平
、

山
本

暢
之

、田
村

彰
広

、斎
藤

敦
郎

、神
前

愛
子

、
石

田
敏

章
、長

谷
川

大
一

郎
、脇

本
裕

、柴
原

浩
章

、
小

阪
嘉

之

第
40

回
近

畿
小

児
血

液
・

が
ん

研
究

会
大

阪
20

18
.2

.1
7

Re
du

ce
d-

in
te

ns
ity

 c
on

di
tio

ni
ng

 t
ra

ns
pl

an
ta

tio
n 

fo
r 

X-
lin

ke
d 

ly
ph

op
ro

lif
er

at
iv

e 
sy

nd
ro

m
e 

ty
pe

 1
血

液
・

腫
瘍

内
科

田
村

彰
広

、植
村

優
、山

本
暢

之
、中

村
さ

や
か

、
藤

原
隆

弘
、太

原
鉄

平
、齋

藤
敦

郎
、神

前
愛

子
、

岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、廣
木

遥
、

今
井

耕
輔

、森
尾

友
宏

、小
阪

嘉
之

、金
兼

弘
和

第
40

回
造

血
細

胞
移

植
学

会
札

幌
20

18
.3

.3

難
治

性
EB

V-
H

LH
に

対
し

て
非

寛
解

状
態

で
緊

急
同

種
造

血
幹

細
胞

移
植

を
施

行
し

救
命

し
え

た
1例

血
液

・
腫

瘍
内

科
宍

戸
亜

由
美

、齋
藤

敦
郎

、二
野

菜
々

子
、岸

本
健

治
、

石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、黒
澤

寛
史

、
坂

田
尚

巳
、今

留
謙

一
、小

阪
嘉

之
第

31
回

近
畿

小
児

科
学

会
大

阪
市

20
18

.3
.1

1

再
発

神
経

芽
腫

の
臨

床
的

検
討

血
液

・
腫

瘍
内

科

石
田

敏
章

、太
原

鉄
平

、中
村

さ
や

か
、藤

原
隆

弘
、

山
本

暢
之

、田
村

彰
広

、斎
藤

敦
郎

、神
前

愛
子

、
岸

本
健

治
、吉

田
牧

子
、赤

坂
好

宣
、副

島
俊

典
、

前
田

貢
作

、矢
内

友
子

、長
谷

川
大

一
郎

、
川

崎
圭

一
郎

、小
阪

嘉
之

第
12

1回
日

本
小

児
科

学
会

学
術

集
会

福
岡

20
18

.4
.2

0

小
児

急
性

白
血

病
に

対
す

る
化

学
療

法
の

好
中

球
減

少
期

に
お

け
る

予
防

的
抗

菌
薬

血
液

・
腫

瘍
内

科
中

村
さ

や
か

、岸
本

健
治

、藤
原

隆
弘

、太
原

鉄
平

、
山

本
暢

之
、田

村
彰

広
、斎

藤
敦

郎
、神

前
愛

子
、

石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、小
阪

嘉
之

第
12

1回
日

本
小

児
科

学
会

学
術

総
会

博
多

20
18

.4
.2

0

兵
庫

県
が

ん
・

生
殖

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
た

小
児

が
ん

患
者

に
お

け
る

卵
巣

凍
結

保
存

の
取

り
組

み
血

液
・

腫
瘍

内
科

山
本

暢
之

、脇
本

裕
、中

谷
尚

子
、市

川
貴

之
、

二
野

菜
々

子
、中

村
さ

や
か

、田
村

彰
広

、神
前

愛
子

、
齋

藤
敦

郎
、岸

本
健

治
、石

田
敏

章
、

長
谷

川
大

一
郎

、柴
原

浩
章

、小
阪

嘉
之

第
27

4回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

市
20

18
.5

.1
9

汎
血

球
減

少
、呼

吸
窮

迫
を

呈
し

た
乳

児
例

血
液

・
腫

瘍
内

科

市
川

貴
之

1）
、石

田
敏

章
1）

、中
谷

尚
子

1）
、

二
野

菜
々

子
1）

、中
村

さ
や

か
1）

、田
村

彰
広

1）
、

山
本

暢
之

1）
、神

前
愛

子
1）

、斎
藤

敦
郎

1）
、

岸
本

健
治

1）
、長

谷
川

大
一

郎
1）

 、
河

田
知

子
2）

、
戸

澤
雄

介
3）

、山
田

雅
文

3）
、小

阪
嘉

之
1）

第
34

回
兵

庫
県

小
児

血
液

腫
瘍

研
究

会
神

戸
市

20
18

.6
.1
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

小
児

専
門

医
療

機
関

に
お

け
る

緑
膿

菌
菌

血
症

の
抗

菌
薬

感
受

性
と

予
後

因
子

血
液

・
腫

瘍
内

科
岸

本
健

治
、伊

藤
雄

介
、笠

井
正

志
第

92
回

日
本

感
染

症
学

会
岡

山
市

20
18

.6
.2

神
戸

陽
子

線
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

小
児

の
陽

子
線

治
療

の
実

際
血

液
・

腫
瘍

内
科

山
本

暢
之

、中
谷

尚
子

、市
川

貴
之

、二
野

菜
々

子
、

中
村

さ
や

か
、田

村
彰

広
、齋

藤
敦

郎
、神

前
愛

子
、

岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、出
水

祐
介

、
長

谷
川

大
一

郎
、河

村
淳

史
、鈴

木
毅

、副
島

俊
典

、
小

阪
嘉

之

第
72

回
小

児
が

ん
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

大
阪

20
18

.8
.1

8

速
や

か
な

免
疫

寛
容

療
法

の
開

始
に

よ
っ

て
良

好
な

経
過

を
経

た
高

力
価

イ
ン

ヒ
ビ

タ
ー

保
有

血
友

病
A

の
一

症
例

血
液

・
腫

瘍
内

科

中
村

さ
や

か
、岸

本
健

治
、市

川
貴

之
、中

谷
尚

子
、

二
野

菜
々

子
、山

本
暢

之
、田

村
彰

広
、斎

藤
敦

郎
、

神
前

愛
子

、石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、
小

阪
嘉

之
、河

田
知

子

姫
路

・
加

古
川

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
姫

路
市

20
18

.8
.3

0

本
邦

の
小

児
が

ん
診

療
施

設
に

お
け

る
口

腔
ケ

ア
に

つ
い

て
の

現
状

調
査

報
告

血
液

・
腫

瘍
内

科

山
本

暢
之

、福
島

啓
太

郎
、鈴

木
孝

二
、篠

田
邦

大
、

矢
野

道
広

、石
田

裕
二

、大
曽

根
眞

也
、加

藤
陽

子
、

斎
藤

雄
弥

、佐
野

弘
純

、澤
田

明
久

、新
小

田
雄

一
、

森
尚

子

第
3回

が
ん

サ
ポ

ー
テ

ィ
ブ

ケ
ア

学
会

福
岡

20
18

.8
.3

1

診
断

未
確

定
の

先
天

性
免

疫
不

全
症

疑
い

の
2歳

男
児

血
液

・
腫

瘍
内

科

山
本

暢
之

、二
野

菜
々

子
、田

村
彰

広
、中

谷
尚

子
、

市
川

貴
之

、中
村

さ
や

か
、神

前
愛

子
、斎

藤
敦

郎
、

岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、
今

井
耕

輔
、金

兼
弘

和
、森

尾
友

宏
、小

阪
嘉

之

第
8回

関
西

免
疫

不
全

症
研

究
会

大
阪

20
18

.9
.8

EL
AN

E
遺

伝
子

変
異

を
有

す
る

重
症

感
染

症
を

合
併

し
な

い
好

中
球

減
少

症
の

1
例

血
液

・
腫

瘍
内

科

中
谷

尚
子

1）
、齋

藤
敦

郎
1）

、市
川

貴
之

1）
、

二
野

菜
々

子
1）

、中
村

さ
や

か
1）

、山
本

暢
之

1）
、

田
村

彰
広

1）
、神

前
愛

子
1）

、岸
本

健
治

1）
、

石
田

敏
章

1）
、長

谷
川

大
一

郎
1）

、唐
川

修
平

2）
、

川
口

浩
2）

、小
阪

嘉
之

1）
1）

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
血

液
・

腫
瘍

内
科

2）
広

島
大

学
病

院
小

児
科

第
80

回
日

本
血

液
学

会
学

術
集

会
大

阪
20

18
.1

0.
12

経
時

的
な

qR
T-

PC
R

に
よ

り
、急

性
G

VH
D

出
現

後
に

初
め

て
M

RD
の

消
失

を
確

認
し

た
N

U
P9

8-
N

SD
1陽

性
AM

L
例

血
液

・
腫

瘍
内

科

山
本

暢
之

、田
村

彰
広

、長
谷

川
大

一
郎

、
中

町
祐

司
、松

本
久

幸
、松

井
啓

治
、中

谷
尚

子
、

市
川

貴
之

、二
野

菜
々

子
、中

村
さ

や
か

、藤
原

隆
弘

、
太

原
鉄

平
、神

前
愛

子
、齋

藤
敦

郎
、岸

本
健

治
、

石
田

敏
章

、三
枝

淳
、西

村
範

行
、小

阪
嘉

之

第
80

回
日

本
血

液
学

会
学

術
集

会
大

阪
20

18
.1

0.
12

小
児

造
血

幹
細

胞
移

植
に

お
け

る
非

典
型

溶
血

性
尿

毒
症

症
候

群
と

エ
ク

リ
ズ

マ
ブ

の
安

全
性

・
有

効
性

の
後

方
視

的
調

査
研

究
血

液
・

腫
瘍

内
科

齋
藤

敦
郎

、小
阪

嘉
之

、長
谷

川
大

一
郎

、
石

村
匡

崇
、百

名
伸

之
、工

藤
寿

子
、長

江
千

愛
、

河
崎

裕
英

、石
黒

精
、嶋

緑
倫

、瀧
正

志
、大

賀
正

一
第

60
回

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
学

術
集

会
京

都
市

20
18

.1
1.

14

小
児

造
血

幹
細

胞
移

植
後

に
発

生
し

た
二

次
性

甲
状

腺
癌

 
血

液
・

腫
瘍

内
科

神
前

愛
子

、市
川

貴
之

、中
谷

尚
子

、二
野

菜
々

子
、

中
村

さ
や

か
、田

村
彰

広
、山

本
暢

之
、齋

藤
敦

郎
、

岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、長
谷

川
大

一
郎

、小
阪

嘉
之

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14

BC
O

R-
IT

D
陽

性
未

分
化

肉
腫

に
対

す
る

大
量

化
学

療
法

中
、

真
菌

血
症

後
に

皮
膚

病
変

を
発

症
し

た
ム

コ
ー

ル
症

の
一

例
血

液
・

腫
瘍

内
科

中
谷

尚
子

1）
、齋

藤
敦

郎
1）

、伊
藤

雄
介

2）
、

笠
井

正
志

2）
、市

川
貴

之
1）

、二
野

菜
々

子
1）

、
中

村
さ

や
か

1）
、山

本
暢

之
1）

、田
村

彰
広

1）
、

神
前

愛
子

1）
、岸

本
健

治
1）

、石
田

敏
章

1）
、

長
谷

川
大

一
郎

1）
、小

阪
嘉

之
1）

1）
兵

庫
県

立
こ

ど
も

病
院

血
液

・
腫

瘍
内

科
2）

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
感

染
症

科

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

中
枢

神
経

系
転

移
を

認
め

た
初

回
再

発
神

経
芽

腫
の

臨
床

的
検

討
血

液
・

腫
瘍

内
科

石
田

敏
章

、市
川

貴
之

、中
谷

尚
子

、二
野

菜
々

子
、

中
村

さ
や

か
、 

山
本

暢
之

、田
村

彰
広

、斎
藤

敦
郎

、
神

前
愛

子
、岸

本
健

治
、 

吉
田

牧
子

、河
村

淳
史

、
赤

坂
好

宣
、副

島
俊

典
、長

谷
川

大
一

郎
、小

阪
嘉

之

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14

小
児

AL
L

寛
解

導
入

療
法

の
L-

ア
ス

パ
ラ

ギ
ナ

ー
ゼ

治
療

相
で

は
著

明
な

低
線

溶
能

傾
向

を
来

す
血

液
・

腫
瘍

内
科

Ta
ka

sh
i I

sh
ih

ar
a,

 K
ei

ji 
N

og
am

i, 
Sa

to
sh

i O
ch

i, 
To

sh
ia

ki
 Is

hi
da

, Y
os

hi
yu

ki
 K

os
ak

a,
Ak

ih
isa

 S
aw

ad
a,

 M
as

am
i I

no
ue

,
Sh

in
ya

 O
so

ne
, T

os
hi

hi
ko

 Im
am

ur
a,

H
aj

im
e 

H
os

oi
, M

id
or

i S
hi

m
a

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14

先
天

性
8番

染
色

体
短

腕
部

分
欠

失
・

重
複

の
患

者
に

発
症

し
た

縦
隔

卵
黄

嚢
腫

瘍
血

液
・

腫
瘍

内
科

山
本

暢
之

、田
村

彰
広

、森
田

圭
一

、松
久

弘
典

、
森

貞
直

哉
、中

谷
尚

子
、市

川
貴

之
、二

野
菜

々
子

、
中

村
さ

や
か

、神
前

愛
子

、齋
藤

敦
郎

、岸
本

健
治

、
石

田
敏

章
、長

谷
川

大
一

郎
、小

阪
嘉

之

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14

AY
A

世
代

AL
L

の
寛

解
導

入
療

法
中

に
発

症
し

た
脳

静
脈

血
栓

症
血

液
・

腫
瘍

内
科

山
本

暢
之

、二
野

菜
々

子
、田

村
彰

広
、中

谷
尚

子
、

市
川

貴
之

、中
村

さ
や

か
、神

前
愛

子
、齋

藤
敦

郎
、

岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、米
谷

昇
、石

川
隆

之
、

石
原

卓
、萩

原
健

一
、野

上
恵

嗣
、嶋

緑
倫

、
長

谷
川

大
一

郎
、小

阪
嘉

之

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14

同
種

移
植

後
1カ

月
以

内
に

発
症

す
る

高
血

圧
の

検
討

：
臨

床
像

と
危

険
因

子
血

液
・

腫
瘍

内
科

中
村

さ
や

か
、岸

本
健

治
、市

川
貴

之
、中

谷
尚

子
、

山
本

暢
之

、田
村

彰
広

、斎
藤

敦
郎

、神
前

愛
子

、
石

田
敏

章
、長

谷
川

大
一

郎
、小

阪
嘉

之
第

60
回

日
本

小
児

血
液

・
が

ん
学

会
学

術
集

会
京

都
市

20
18

.1
1.

14

汎
血

球
減

少
、呼

吸
窮

迫
を

呈
し

た
先

天
性

葉
酸

吸
収

不
全

症
の

一
例

血
液

・
腫

瘍
内

科

市
川

貴
之

1）
、石

田
敏

章
1）

、中
谷

尚
子

1）
、

二
野

菜
々

子
1）

、中
村

さ
や

か
1）

、田
村

彰
広

1）
、

山
本

暢
之

1）
、神

前
愛

子
1）

、斎
藤

敦
郎

1）
、

岸
本

健
治

1）
、長

谷
川

大
一

郎
1）

 、
河

田
知

子
2）

、
戸

澤
雄

介
3）

、山
田

雅
文

3）
、小

阪
嘉

之
1）

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
14

肝
芽

腫
に

お
け

る
免

疫
組

織
学

的
予

後
予

測
マ

ー
カ

ー
の

解
析

血
液

・
腫

瘍
内

科

田
村

彰
広

、吉
田

牧
子

、山
本

暢
之

、二
野

菜
々

子
、

市
川

貴
之

、中
谷

尚
子

、中
村

さ
や

か
、齋

藤
敦

郎
、

神
前

愛
子

、岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、、
福

澤
宏

明
、

横
井

暁
子

、前
田

貢
作

、長
谷

川
大

一
郎

、小
阪

嘉
之

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
15

D
ev

el
op

m
en

t 
of

 a
 p

al
lia

tiv
e 

ca
re

 t
ea

m
 i

n 
a 

pe
di

at
ric

 
re

fe
rr

al
 c

en
te

r
血

液
・

腫
瘍

内
科

Ke
nj

i K
ish

im
ot

o,
 N

or
ik

o 
Se

ki
gu

ch
i,

N
or

iy
uk

i I
ke

jim
a,

 A
ik

o 
Ko

za
ki

,
Ko

he
i N

or
im

at
su

, M
iu

 F
uj

ii,
 Y

uk
i T

su
ka

da
, 

Fu
m

i N
ak

at
an

i, 
Ka

zu
m

i O
za

w
a,

D
ai

ic
hi

ro
 H

as
eg

aw
a,

 A
tsu

fu
m

i K
aw

am
ur

a,
Yo

sh
iy

uk
i K

os
ak

a

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

市
20

18
.1

1.
15

Pr
og

ra
m

m
ed

 c
el

l d
ea

th
 1（

PD
-1
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 o
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梢
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永

健
太

、城
戸

佐
知

子
第

32
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
　

近
畿

・
中

四
国

地
方

会
大

阪
20

18
.3

.4

拘
束

型
血

行
動

態
に

よ
る

と
思

わ
れ

る
高

度
肺

高
血

圧
を

呈
し

た
心

筋
緻

密
化

障
害

の
新

生
児

例
循

環
器

内
科

山
田

優
里

子
、上

村
和

也
、亀

井
直

哉
、田

中
敏

克
、

林
賢

、久
保

慎
吾

、三
木

康
暢

、松
岡

道
生

、
小

川
禎

治
、富

永
健

太
、城

戸
佐

知
子

第
27

4回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

市
20

18
.5

.1
9

当
初

は
正

常
大

血
管

関
係

と
判

断
し

た
が

、そ
の

後
完

全
大

血
管

転
位

症
の

診
断

に
至

っ
た

一
例

循
環

器
内

科
亀

井
直

哉
、佐

藤
有

美
、田

中
敏

克
、城

戸
佐

知
子

第
12

回
近

畿
胎

児
心

臓
病

研
究

会
大

阪
20

18
.5

.2
7

右
下

肺
静

脈
が

左
心

房
と

下
大

静
脈

の
両

方
に

交
通

す
る

Sc
im

ita
r v

ar
ia

nt
の

一
例

循
環

器
内

科
宍

戸
亜

由
美

、瓦
野

昌
大

、上
村

和
也

、谷
口

由
記

、
三

木
康

暢
，松

岡
道

生
，亀

井
直

哉
、小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、城
戸

佐
知

子
、田

中
敏

克
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
横

浜
市

20
18

.7
.5

-7

手
術

で
離

断
し

た
起

始
異

常
を

伴
う

鎖
骨

下
動

脈
か

ら
増

生
し

た
体

肺
側

副
動

脈
に

対
し

、上
腕

動
脈

ア
プ

ロ
ー

チ
で

コ
イ

ル
塞

栓
術

を
施

行
し

た
Fo

nt
an

 c
an

di
da

te
の

3例
循

環
器

内
科

瓦
野

昌
大

、田
中

敏
克

、上
村

和
也

、谷
口

由
記

、
三

木
康

暢
、松

岡
道

生
、亀

井
直

哉
、小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、城
戸

佐
知

子
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
横

浜
市

20
18

.7
.5

-7

PD
A

に
対

す
る

Am
pl

at
ze

r 
Va

sc
ul

ar
 P

lu
g 

II
を

用
い

た
閉

鎖
術

循
環

器
内

科
田

中
敏

克
、瓦

野
昌

大
、上

村
和

也
、谷

口
由

記
、

三
木

康
暢

、松
岡

道
生

、亀
井

直
哉

、小
川

禎
治

、
富

永
健

太
、城

戸
佐

知
子

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

当
院

の
術

後
肺

静
脈

狭
窄

症
例

に
対

す
る

計
画

的
カ

テ
ー

テ
ル

治
療

の
試

み
循

環
器

内
科

松
岡

道
生

、田
中

敏
克

、瓦
野

昌
大

、上
村

和
也

、
谷

口
由

記
、三

木
康

暢
、亀

井
直

哉
、小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、城
戸

佐
知

子
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
横

浜
市

20
18

.7
.5

-7

純
型

肺
動

脈
閉

鎖
の

治
療

成
績

: 2
0年

の
中

期
成

績
循

環
器

内
科

三
木

康
暢

、瓦
野

昌
大

、上
村

和
也

、谷
口

由
記

、
松

岡
道

生
、亀

井
直

哉
、小

川
禎

治
、富

永
健

太
、

田
中

敏
克

、城
戸

佐
知

子
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
横

浜
市

20
18

.7
.5

-7

両
方

向
性

G
le

nn
手

術
後

、T
CP

C
へ

至
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
症

例
の

検
討

循
環

器
内

科
上

村
和

也
、瓦

野
昌

大
、谷

口
由

記
、三

木
康

暢
、

松
岡

道
生

、亀
井

直
哉

、小
川

禎
治

、富
永

健
太

、
田

中
敏

克
、城

戸
佐

知
子

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

胎
児

期
に

ci
rc

ul
ar

 s
hu

nt
を

呈
し

た
症

例
の

検
討

循
環

器
内

科
亀

井
直

哉
、佐

藤
有

美
、上

村
和

也
、瓦

野
昌

大
、

谷
口

由
記

、三
木

康
暢

、松
岡

道
生

、亀
井

直
哉

、
小

川
禎

治
、富

永
健

太
、田

中
敏

克
、城

戸
佐

知
子

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

Q
T

延
長

症
候

群
疑

い
の

小
児

に
お

け
る

、遺
伝

子
検

査
提

出
基

準
作

成
の

試
み

循
環

器
内

科
小

川
禎

治
、上

村
和

也
、瓦

野
昌

大
、谷

口
由

記
、

三
木

康
暢

、松
岡

道
生

、亀
井

直
哉

、富
永

健
太

、
田

中
敏

克
、城

戸
佐

知
子

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

心
臓

外
病

変
を

有
す

る
閉

塞
性

肥
大

型
心

筋
症

類
似

疾
患

の
3例

循
環

器
内

科
富

永
健

太
、上

村
和

也
、瓦

野
昌

大
、谷

口
由

記
、

三
木

康
暢

、松
岡

道
生

、亀
井

直
哉

、小
川

禎
治

、
田

中
敏

克
、城

戸
佐

知
子

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

RV
-P

A
導

管
狭

窄
に

対
す

る
バ

ル
ー

ン
拡

張
術

後
に

緊
急

で
ス

テ
ン

ト
留

置
術

を
施

行
し

た
H

LH
Sの

一
例

循
環

器
内

科
林

賢
、亀

井
直

哉
、松

岡
道

生
、三

木
康

暢
、

小
川

禎
治

、富
永

健
太

、田
中

敏
克

、城
戸

佐
知

子
第

2回
関

西
小

児
カ

テ
ー

テ
ル

治
療

研
究

会
大

阪
20

18
.9

.1

幼
児

期
に

感
冒

を
契

機
と

し
て

発
見

さ
れ

た
大

動
脈

縮
窄

複
合

の
一

例
循

環
器

内
科

西
村

明
紘

、亀
井

直
哉

、林
賢

、久
保

慎
吾

、
上

村
和

也
、三

木
康

暢
、松

岡
道

生
、小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、城
戸

佐
知

子
、田

中
敏

克
第

27
4回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
姫

路
市

20
18

.9
.2

9

拘
束

型
血

行
動

態
に

よ
る

と
思

わ
れ

る
高

度
肺

高
血

圧
を

呈
し

た
心

筋
緻

密
化

障
害

の
新

生
児

例
循

環
器

内
科

田
中

敏
克

，上
村

和
也

、亀
井

直
哉

、林
賢

、
久

保
慎

吾
、三

木
康

暢
、松

岡
道

生
、小

川
禎

治
、

富
永

健
太

、城
戸

佐
知

子
第

27
回

日
本

小
児

心
筋

疾
患

学
会

東
京

都
20

18
.1

0.
13
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

Fi
gu

lla
 F

le
x 

II 
留

置
直

後
に

洞
機

能
・

房
室

伝
導

能
の

低
下

を
認

め
留

置
を

断
念

し
た

AS
D

の
一

例
循

環
器

内
科

田
中

敏
克

、松
岡

道
生

、三
木

康
暢

、亀
井

直
哉

、
小

川
禎

治
、富

永
健

太
、城

戸
佐

知
子

第
23

回
日

本
小

児
心

電
学

会
奈

良
20

18
.1

1.
30

-1
2.

1

当
院

の
胎

児
心

エ
コ

ー
診

断
の

現
状

循
環

器
内

科
亀

井
直

哉
兵

庫
県

立
こ

ど
も

病
院

周
産

期
医

療
セ

ン
タ

ー
研

究
会

神
戸

市
20

18
.1

2.
8

M
-t

yp
e 

ph
os

ph
ol

ip
as

e 
A

2 
re

ce
pt

or
 s

ta
in

in
g 

in
 J

ap
an

es
e 

pe
di

at
ri

c 
pa

ti
en

ts
 w

it
h 

id
io

pa
th

ic
 

m
em

br
an

ou
s 

ne
ph

ro
pa

th
y

腎
臓

内
科

Yo
su

ke
 In

ag
um

a,
At

su
to

sh
i S

hi
ra

to
ri,

Ta
ku

 N
ak

ag
aw

a,
Ky

ok
o 

Ka
nd

a,
M

ak
ik

o 
Yo

sh
id

a,
Sh

ig
eo

 H
ar

a,
H

iro
sh

i K
ai

to
,K

an
da

i N
oz

u,
Ka

zu
m

ot
o 

Iij
im

a,
N

or
ish

ig
e 

Yo
sh

ik
aw

a,
Ry

oj
iro

 T
an

ak
a

IS
N

 F
ro

nt
ie

rs
 m

ee
tin

gs
 

20
18

東
京

都
20

18
.2

.2
2-

2.
25

ノ
ン

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
に

よ
り

早
期

に
末

期
腎

不
全

に
至

っ
た

非
神

経
因

性
神

経
因

性
膀

胱
と

Ig
A

腎
症

合
併

女
児

の
一

例
腎

臓
内

科
稲

熊
洋

祐
、中

川
拓

、神
田

杏
子

、田
中

亮
二

郎
第

31
回

近
畿

小
児

科
学

会
大

阪
府

大
阪

市
20

18
.3

.1
1

腎
動

脈
で

は
な

く
末

梢
の

腎
血

管
狭

窄
に

よ
る

高
血

圧
症

が
疑

わ
れ

た
も

や
も

や
病

の
一

例
腎

臓
内

科
稲

熊
洋

祐
、中

川
拓

、神
田

杏
子

、堀
之

内
智

子
、

貝
藤

裕
史

、長
野

智
那

、野
津

寛
大

、飯
島

一
誠

、
田

中
亮

二
郎

第
12

1回
日

本
小

児
科

学
会

福
岡

県
福

岡
市

20
18

.4
.2

0-
4.

22

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
急

性
腎

障
害

お
よ

び
長

期
的

な
腎

予
後

の
検

討
腎

臓
内

科
稲

熊
洋

祐
、中

川
拓

、神
田

杏
子

、齋
藤

敦
郎

、
長

谷
川

大
一

郎
、小

阪
嘉

之
、田

中
亮

二
郎

第
61

回
日

本
腎

臓
学

会
新

潟
県

新
潟

市
20

18
.6

.8
-1

0

当
院

で
の

小
児

の
初

発
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
に

お
け

る
感

染
症

の
検

討
腎

臓
内

科
中

川
拓

、稲
熊

洋
祐

、神
田

杏
子

、田
中

亮
二

郎
第

61
回

日
本

腎
臓

学
会

新
潟

県
新

潟
市

20
18

.6
.8

-1
0

リ
ツ

キ
シ

マ
ブ

投
与

に
よ

り
成

長
の

改
善

が
得

ら
れ

た
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
の

1例
腎

臓
内

科
稲

熊
洋

祐
、中

川
拓

、神
田

杏
子

、田
中

亮
二

郎
第

53
回

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
福

島
県

福
島

市
20

18
.6

.2
9-

30

当
院

で
の

小
児

の
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
に

お
け

る
感

染
症

の
検

討
腎

臓
内

科
中

川
拓

、稲
熊

洋
祐

、神
田

杏
子

、田
中

亮
二

郎
第

53
回

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
福

島
県

福
島

市
20

18
.6

.2
9-

30

胃
瘻

造
設

と
腹

膜
カ

テ
ー

テ
ル

留
置

の
同

時
手

術
後

に
M

RS
A

腹
膜

炎
を

き
た

し
た

幼
児

腎
不

全
の

1例
腎

臓
内

科
稲

熊
洋

祐
、堀

之
内

智
子

、貝
藤

裕
史

、田
中

亮
二

郎
第

40
回

日
本

小
児

腎
不

全
学

会
宮

崎
県

宮
崎

市
20

18
.1

1.
8-

9

重
篤

な
消

化
器

症
状

を
呈

し
た

Ye
rs

in
ia

 P
se

ud
ot

ub
er

cu
lo

sis
感

染
症

の
14

歳
女

児
例

腎
臓

内
科

稲
熊

洋
祐

、堀
之

内
智

子
、貝

藤
裕

史
、田

中
亮

二
郎

第
27

5回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

兵
庫

県
姫

路
市

20
18

.9
.2

9

低
用

量
の

カ
ル

ペ
リ

チ
ド

の
併

用
が

浮
腫

に
有

効
で

あ
っ

た
ス

テ
ロ

イ
ド

抵
抗

性
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
の

1例
腎

臓
内

科
稲

熊
洋

祐
、堀

之
内

智
子

、貝
藤

裕
史

、田
中

亮
二

郎
第

40
回

日
本

小
児

体
液

研
究

会
愛

知
県

名
古

屋
市

20
18

.9
.1

5

小
児

AK
Iに

お
け

る
輸

液
療

法
腎

臓
内

科
貝

藤
裕

史
研

修
医

の
た

め
の

輸
液

セ
ミ

ナ
ー

愛
知

県
名

古
屋

市
20

18
.9

.1
6

血
流

感
染

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

バ
ン

ド
ル（

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

）
感

染
症

内
科

笠
井

正
志

第
29

回
日

本
臨

床
微

生
物

学
会

総
会

岐
阜

市
20

18
.2

.9
小

児
の

血
液

培
養

の
精

度
管

理（
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

）
感

染
症

内
科

笠
井

正
志

、日
馬

由
貴

第
29

回
日

本
臨

床
微

生
物

学
会

総
会

岐
阜

市
20

18
.2

.1
1 

小
児

の
血

液
培

養
の

理
想

と
現

実（
教

育
講

演
）

感
染

症
内

科
笠

井
正

志
第

29
回

日
本

臨
床

微
生

物
学

会
総

会
岐

阜
市

20
18

.2
.1

1 
穏

や
か

な
AS

P
活

動
で

経
口

第
3世

代
セ

フ
ァ

ロ
ス

ポ
リ

ン
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

る（
ポ

ス
タ

ー
）

感
染

症
内

科
笠

井
正

志
第

12
1回

日
本

小
児

科
学

会
総

会
福

岡
市

20
18

.4
.2

2

小
児

敗
血

症
の

診
断

と
抗

菌
治

療（
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
）

感
染

症
内

科
笠

井
正

志
、伊

藤
雄

介
第

92
回

日
本

感
染

症
学

会
総

会
岡

山
市

20
18

.6
.2

小
児

敗
血

症
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン（

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

）
感

染
症

内
科

笠
井

正
志

、伊
藤

雄
介

第
32

回
日

本
小

児
救

急
学

会
総

会
つ

く
ば

市
20

18
.6

.3
SI

G
2 

H
ap

py
!　

こ
ど

も
の

み
か

た（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

）
感

染
症

内
科

笠
井

正
志

、児
玉

和
彦

、牟
田

広
実

第
28

回
日

本
外

来
小

児
科

学
会

総
会

東
京

都
20

18
.8

.2
5

地
域

に
拡

げ
る

小
児

感
染

症
診

療（
口

演
）

感
染

症
内

科
伊

藤
雄

介
、笠

井
正

志
第

16
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

.8
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

小
児

AM
R

対
策（

教
育

講
演

）
感

染
症

内
科

笠
井

正
志

第
43

9回
日

本
小

児
科

学
会

京
都

地
方

会
学

術
集

会
京

都
市

20
18

.9
.1

5

C
IC

U
に

お
け

る
発

熱
の

考
え

方
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト（

教
育

講
演

）
感

染
症

内
科

笠
井

正
志

、楠
本

耕
平

第
4回

日
本

小
児

循
環

器
集

中
治

療
研

究
会

学
術

集
会

　
神

戸
市

20
18

.9
.2

2

小
児

呼
吸

器
感

染
症

に
お

け
る

パ
ネ

ル
検

査
の

有
用

性
～

こ
ど

も
に

優
し

い
微

生
物

検
査

～（
教

育
セ

ミ
ナ

ー
）

感
染

症
内

科
笠

井
正

志
第

50
回

日
本

小
児

感
染

症
学

会
総

会
福

岡
市

20
18

.1
1.

10

D
ev

el
op

in
g 

th
e 

M
an

ag
em

en
t 

bu
nd

le
 o

f 
Bl

oo
d 

St
re

am
 

In
fe

ct
io

n （
BS

I）
 in

 J
ap

an
 2

01
8（

Po
ste

r）
感

染
症

内
科

M
AS

AS
H

I K
AS

AI
, Y

O
SH

IK
I K

U
SA

M
A

第
9回

AS
IA

N
 C

O
N

G
RE

SS
 

O
F 

PE
D

IA
TR

IC
 

IN
FE

CT
IO

U
S 

D
IS

EA
SE

S 
 

福
岡

市
20

18
.1

1.
11

小
児

夜
間

外
来

に
お

け
る

抗
菌

薬
の

考
え

方（
教

育
講

演
）

感
染

症
内

科
笠

井
正

志
第

88
回

日
本

感
染

症
学

会
西

日
本

地
方

会
学

術
集

会
総

会
鹿

児
島

市
20

18
.1

1.
17

 

抗
微

生
物

薬
適

正
使

用
-本

邦
小

児
AM

R
対

策
の

今
と

こ
れ

か
ら

-（
教

育
講

演
）

感
染

症
内

科
笠

井
正

志
第

22
0回

大
阪

小
児

科
学

会
大

阪
市

20
18

.1
2.

1

小
児

集
中

治
療

室
に

お
け

る
人

工
呼

吸
器

管
理

関
連

事
象

（
VA

E）
多

施
設

協
同

研
究

感
染

症
内

科
伊

藤
雄

介
、笠

井
正

志
第

45
回

日
本

集
中

治
療

医
学

会
総

会
千

葉
市

20
18

.2
.2

2

小
児

の
侵

襲
性

感
染

症
今

昔
物

語
　（

教
育

講
演

）
感

染
症

内
科

伊
藤

雄
介

第
34

回
日

本
救

急
医

学
会

中
国

四
国

地
方

会
広

島
市

20
18

.5
.1

2

M
U

LT
IC

EN
TE

R 
PR

O
SP

EC
TI

V
E 

O
BS

ER
VA

TI
O

N
AL

 
ST

U
DY

 O
F 

V
EN

TI
LA

TO
R 

A
SS

O
C

IA
TE

D
 E

V
EN

T 
IN

 P
ED

IT
AT

RI
C 

IN
TE

N
SI

V
E 

CA
RE

 U
N

IT
 （

Po
ste

r）
感

染
症

内
科

伊
藤

雄
介

9t
h

he
 9

TH
 W

or
ld

 
Co

ng
re

ss
 o

n 
Pe

di
at

ric
 

In
te

ns
iv

e 
an

d 
Cr

iti
ca

l 
Ca

r

Si
ng

ap
or

e
20

18
.6

小
児

に
お

け
る

多
施

設
前

向
き

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
か

ら
み

る
VA

E
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
問

題
点（

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

講
演

、座
長

）
感

染
症

内
科

伊
藤

雄
介

第
40

回
呼

吸
療

法
医

学
会

総
会

東
京

都
20

18
.8

.4

小
児

麻
酔

の
た

め
の

小
児

感
冒

の
み

か
た（

教
育

講
演

）
感

染
症

内
科

伊
藤

雄
介

、笠
井

正
志

第
24

回
小

児
麻

酔
科

学
会

神
戸

市
周

術
期

抗
菌

薬
に

関
す

る
院

内
手

引
き

の
導

入
に

よ
る

抗
菌

薬
の

使
用

量
変

化
と

そ
の

問
題

点
感

染
症

内
科

伊
藤

雄
介

、笠
井

正
志

第
50

回
日

本
小

児
感

染
症

学
会

福
岡

市
20

18
.1

1.
10

O
FD

1に
変

異
を

有
す

る
シ

リ
オ

パ
チ

ー
の

生
存

男
児

3例
臨

床
遺

伝
科

榊
原

菜
々

、森
貞

直
哉

、青
砥

悠
哉

、石
河

慎
也

、
長

野
智

那
、南

川
将

吾
、山

村
智

彦
、清

水
順

也
、

和
田

卓
三

、島
友

子
、中

西
浩

一
、野

津
寛

大
、

飯
島

一
誠

第
40

回
日

本
小

児
腎

不
全

学
会

学
術

集
会

宮
崎

市
20

18
.1

1.
8

先
天

性
腎

尿
路

異
常

の
臨

床
像

と
遺

伝
子

変
異

の
関

連
性

：
単

施
設

64
例

の
解

析
臨

床
遺

伝
科

石
和

翔
、佐

藤
舞

、金
森

透
、西

健
太

朗
、奥

津
美

夏
、

小
椋

雅
夫

、佐
古

ま
ゆ

み
、亀

井
宏

一
、伊

藤
秀

一
、

森
貞

直
哉

、野
津

寛
大

、飯
島

一
誠

、石
倉

健
司

第
40

回
日

本
小

児
腎

不
全

学
会

学
術

集
会

宮
崎

市
20

18
.1

1.
8

常
染

色
体

優
性

間
質

性
腎

疾
患（

AD
TK

D
）の

原
因

遺
伝

子
と

臨
床

像
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

、榊
原

菜
々

、長
野

智
那

、運
﨑

愛
、

岡
田

絵
里

、今
澤

俊
之

、野
津

寛
大

、飯
島

一
誠

第
63

回
日

本
人

類
遺

伝
学

会
横

浜
市

20
18

.1
0.

20

PI
K3

CA
の

体
細

胞
モ

ザ
イ

ク
変

異
に

よ
る

CL
O

VE
S

症
候

群
の

1女
児

例
臨

床
遺

伝
科

花
房

宏
昭

、森
貞

直
哉

、野
村

正
、運

﨑
愛

、
小

林
大

介
、森

健
、野

津
寛

大
、中

尾
秀

人
、

飯
島

一
誠

第
63

回
日

本
人

類
遺

伝
学

会
横

浜
市

20
18

.1
0.

19
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

G
RI

N
1変

異
に

よ
る

重
度

知
的

障
害

に
て

ん
か

ん
を

伴
っ

た
1

女
児

例
臨

床
遺

伝
科

運
﨑

愛
、花

房
宏

昭
、石

田
悠

介
、徳

元
翔

一
、

山
口

宏
、豊

嶋
大

作
、丸

山
あ

ず
さ

、森
貞

直
哉

、
飯

島
一

誠
第

63
回

日
本

人
類

遺
伝

学
会

横
浜

市
20

18
.1

0.
19

KA
T6

B
異

常
に

よ
る

G
en

ito
pa

te
lla

r症
候

群
の

1女
児

例
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

、運
﨑

愛
、坂

田
亮

介
、杉

多
良

文
、

田
中

敏
克

、田
中

亮
二

郎
、飯

島
一

誠
第

27
5回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
姫

路
市

20
18

.9
.2

9

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

に
よ

る
ネ

フ
ロ

ン
癆

関
連

シ
リ

オ
パ

チ
ー

の
包

括
的

遺
伝

子
解

析
臨

床
遺

伝
科

榊
原

菜
々

、森
貞

直
哉

、長
野

智
那

、藤
村

順
也

、
堀

之
内

智
子

、中
西

啓
太

、南
川

将
吾

、山
村

智
彦

、
貝

藤
裕

史
、野

津
寛

大
、飯

島
一

誠
第

53
回

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
福

島
市

20
18

.6
.2

8

Co
py

N
um

be
rV

ar
ia

tio
ns

解
析

に
よ

り
遺

伝
学

的
診

断
が

臨
床

診
断

と
異

な
る

結
果

を
得

た
4症

例
の

検
討

臨
床

遺
伝

科
長

野
智

那
、野

津
寛

大
、森

貞
直

哉
、松

村
千

恵
子

、
榊

原
菜

々
、中

西
啓

太
、藤

村
順

也
、堀

之
内

智
子

、
南

川
将

吾
、山

村
智

彦
、貝

藤
裕

史
、飯

島
一

誠
第

53
回

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
福

島
市

20
18

.6
.2

8

男
性

腎
不

全
の

家
族

歴
か

ら
ネ

フ
ロ

ン
癆

関
連

シ
リ

オ
パ

チ
ー

の
診

断
に

至
っ

た
3歳

男
児

例
臨

床
遺

伝
科

和
田

卓
三

、島
友

子
、田

中
侑

、佐
藤

匡
、浜

武
継

、
向

山
弘

展
、鈴

木
啓

之
、森

貞
直

哉
、野

津
寛

大
、

飯
島

一
誠

、中
西

浩
一

第
53

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

福
島

市
20

18
.6

.2
8

M
KK

S
遺

伝
子

変
異

を
認

め
た

稀
な

ネ
フ

ロ
ン

癆
関

連
症

候
群

:B
ar

de
t-B

ie
dl

症
候

群
の

兄
弟

例
臨

床
遺

伝
科

相
澤

知
美

、渡
邊

祥
二

郎
、津

川
浩

二
、敦

賀
和

志
、

田
中

完
、伊

藤
悦

朗
、澤

田
朋

啓
、丹

代
諭

、
高

橋
義

博
、森

貞
直

哉
、野

津
寛

大
、飯

島
一

誠
第

53
回

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
福

島
市

20
18

.6
.2

8

糖
尿

病
を

契
機

に
H

N
F1

B
異

常
を

同
定

し
た

先
天

性
腎

尿
路

異
常

の
1例

臨
床

遺
伝

科

久
富

隆
太

郎
、三

浦
健

一
郎

、神
田

祥
一

郎
、

谷
口

洋
平

、長
澤

武
、伴

英
樹

、白
井

陽
子

、
高

木
陽

子
、金

子
直

人
、薮

内
智

朗
、石

塚
喜

世
伸

、
秋

岡
祐

子
、原

太
一

、森
貞

直
哉

、飯
島

一
誠

、
服

部
元

史

第
53

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

福
島

市
20

18
.6

.2
8

N
PH

P1
ホ

モ
全

欠
失

を
合

併
し

た
原

発
性

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
血

症
の

一
例

臨
床

遺
伝

科
森

一
越

、鈴
木

繁
、川

村
研

、森
貞

直
哉

、野
津

寛
大

第
53

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

福
島

市
20

18
.6

.2
8

学
校

検
尿

を
契

機
に

診
断

さ
れ

た
鰓

弓
耳

腎
症

候
群

の
二

例
臨

床
遺

伝
科

大
塚

泰
史

、森
貞

直
哉

、溝
端

理
恵

、陣
内

久
美

子
、

大
串

栄
彦

、岡
政

史
、佐

藤
忠

司
、飯

島
一

誠
、

松
尾

宗
明

第
53

回
日

本
小

児
腎

臓
病

学
会

福
島

市
20

18
.6

.2
8

3歳
児

健
診

で
発

見
さ

れ
た

腎
コ

ロ
ボ

ー
マ

症
候

群
の

1例
臨

床
遺

伝
科

正
木

綾
香

、内
藤

岳
史

、西
田

眞
佐

志
、磯

田
賢

一
、

森
貞

直
哉

、飯
島

一
誠

、細
井

創
第

53
回

日
本

小
児

腎
臓

病
学

会
福

島
市

20
18

.6
.2

8

小
児

遺
伝

性
疾

患
に

対
す

る
ゲ

ノ
ム

医
療

体
制

の
構

築
に

向
け

て
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

第
27

4回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

神
戸

市
20

18
.5

.1
9

両
側

高
度

水
腎

症
を

合
併

し
た

17
q1

2領
域

欠
失

症
候

群
の

1例
臨

床
遺

伝
科

龍
神

雅
子

、森
貞

直
哉

、野
津

寛
大

、飯
島

一
成

第
31

回
近

畿
小

児
科

学
会

大
阪

市
20

18
.3

.1
1

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

疾
患

関
連

遺
伝

子
パ

ネ
ル

を
用

い
た

未
診

断
患

者
へ

の
網

羅
的

遺
伝

子
解

析
臨

床
遺

伝
科

森
貞

直
哉

、池
田

真
理

子
、野

津
寛

大
、飯

島
一

誠
第

31
回

近
畿

小
児

科
学

会
大

阪
市

20
18

.3
.1

1

本
邦

に
お

け
る

鰓
耳

腎（
BO

R）
症

候
群

の
原

因
遺

伝
子

と
臨

床
像

臨
床

遺
伝

科
森

貞
直

哉
、野

津
寛

大
、石

倉
健

司
、伊

藤
秀

一
、

松
永

達
雄

、飯
島

一
誠

第
40

回
日

本
小

児
遺

伝
学

会
東

京
都

20
18

.1
.1

3

PA
X2

関
連

腎
疾

患
の

遺
伝

子
型

と
臨

床
像

臨
床

遺
伝

科
森

貞
直

哉
、R

in
i R

os
sa

nt
i、

貝
藤

裕
史

、野
津

寛
大

、
田

中
亮

二
郎

、飯
島

一
誠

第
27

回
発

達
腎

研
究

会
名

古
屋

市
20

18
.9

.1
5

在
宅

管
理

中
に

心
不

全
を

来
し

た
広

範
囲

型
H

irs
ch

sp
ru

ng
病

の
1例

小
児

外
科

鮫
島

由
友

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
48

回
日

本
小

児
消

化
管

機
能

研
究

会
仙

台
市

20
18

.2
.1

1
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

出
生

前
診

断
さ

れ
た

先
天

性
間

葉
芽

腎
腫

の
1例

小
児

外
科

三
浦

紫
津

、前
田

貢
作

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、

鮫
島

由
友

、河
原

仁
守

、磯
野

香
織

、森
田

 圭
一

、
福

澤
宏

明
、中

尾
真

、横
井

暁
子

、 
吉

田
牧

子
、

杉
岡

勇
典

、赤
坂

好
宣

、太
原

鉄
平

、 
石

田
敏

章
、

小
阪

嘉
之

第
40

回
近

畿
血

液
・

小
児

が
ん

研
究

会
千

里
市

20
18

.2
.1

7

小
児

肝
外

傷
の

一
例

小
児

外
科

前
田

貢
作

第
20

回
神

戸
小

児
外

科
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

神
戸

市
20

18
.3

.1
1

成
長

過
程

に
あ

る
動

物
モ

デ
ル

を
用

い
た

pa
rti

al
 

cr
ic

ot
ra

ch
ea

l 
re

se
ct

io
nに

お
け

る
気

道
の

成
長

と
反

回
神

経
温

存
の

実
験

的
検

証
小

児
外

科
森

田
圭

一
、前

田
貢

作
第

20
回

神
戸

小
児

外
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
神

戸
市

20
18

.3
.1

1

D
-乳

酸
ア

シ
ド

ー
シ

ス
の

管
理

に
難

渋
し

て
い

る
短

腸
症

候
群

の
1例

小
児

外
科

三
浦

紫
津

、福
澤

宏
明

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、

鮫
島

由
友

、河
原

仁
守

、磯
野

香
織

、森
田

圭
一

、
中

尾
真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
79

回
小

児
外

科
わ

か
ら

ん
会

大
阪

市
20

18
.3

.1
7

気
管

気
管

支
を

合
併

し
た

先
天

性
気

管
狭

窄
症

の
管

理
小

児
外

科
前

田
貢

作
第

8回
KS

H
研

究
会

横
浜

市
20

18
.3

.1
7

N
ov

el
 in

sig
ht

 in
to

 t
he

 p
at

ho
ge

ne
sis

 o
f 

H
irs

ch
sp

ru
ng

's 
di

se
as

e 
by

 a
 g

ai
n-

of
-fu

nc
tio

n 
RE

T 
m

ut
an

t
小

児
外

科
O

ka
m

ot
o 

M
, U

es
ak

a 
T,

 It
oh

 K
, M

ae
da

 K
, 

En
om

ot
o 

H
第

51
回

太
平

洋
小

児
外

科
学

会
札

幌
市

20
18

.5
.1

3-
17

D
ia

gn
os

i 
an

d 
m

an
ag

em
en

t 
of

 a
 s

pe
ct

ru
m

 o
f 

la
ry

ng
ot

ra
ch

ea
l 

an
om

al
ie

s 
as

so
ci

at
e 

w
ith

 e
so

ph
ag

ea
l 

at
re

sia
小

児
外

科
M

ae
da

 K
, K

aj
ih

ar
a 

K,
 M

or
ita

 K
, M

ur
ak

am
i S

,
Ka

w
ah

ar
a 

I, 
Sa

m
ej

im
a 

Y,
 Is

on
o 

K,
 U

em
ur

a 
K,

Fu
ku

za
w

a 
H

, N
ak

ao
 M

, Y
ok

oi
 A

第
51

回
太

平
洋

小
児

外
科

学
会

札
幌

市
20

18
.5

.1
3-

17

C
on

ge
ni

ta
l 

lo
ba

r 
em

ph
ys

em
a 

as
so

ci
at

ed
 w

ot
h 

co
ng

en
ita

l h
ea

rt 
di

se
as

e
小

児
外

科
Yo

ko
i A

, N
ak

ao
 M

, M
ur

ak
am

i S
, Y

os
hi

da
 M

第
51

回
太

平
洋

小
児

外
科

学
会

札
幌

市
20

18
.5

.1
3-

17

徹
底

討
論

!　
小

児
外

科
医

の
理

想
的

な
働

き
方

小
児

外
科

横
井

暁
子

、日
本

小
児

外
科

学
会

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

検
討

委
員

会
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

市
20

18
.5

.2
9-

6.
1

小
児

気
道

異
物

に
対

す
る

治
療

戦
略

小
児

外
科

前
田

貢
作

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1

新
生

児
外

科
症

例
の

身
体

的
な

ら
び

に
精

神
的

長
期

予
後

 先
天

性
横

隔
膜

ヘ
ル

ニ
ア

術
後

の
長

期
経

過
観

察
に

お
け

る
発

達
評

価
の

現
状

と
今

後
の

課
題

小
児

外
科

近
藤

琢
也

、横
井

暁
子

、臼
井

規
朗

、田
口

智
章

、
新

生
児

横
隔

膜
ヘ

ル
ニ

ア
研

究
グ

ル
ー

プ
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

市
20

18
.5

.2
9-

6.
1

新
生

児
期

に
手

術
を

行
っ

た
卵

巣
脱

出
ま

た
は

滑
脱

ヘ
ル

ニ
ア

症
例

の
検

討
小

児
外

科
中

尾
真

、植
村

光
太

郎
、梶

原
啓

資
、鮫

島
由

友
、

川
原

仁
守

、磯
野

香
織

、三
浦

紫
津

、森
田

圭
一

、
福

澤
宏

明
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

市
20

18
.5

.2
9-

6.
1

声
門

下
腔

狭
窄

症
の

気
管

切
開

か
ら

の
離

脱
に

関
す

る
当

院
15

例
の

検
討

小
児

外
科

鮫
島

由
友（

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
小

児
外

科
）、

梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、河

原
仁

守
、磯

野
香

織
、

三
浦

紫
津

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、中
尾

真
、

横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1

先
天

性
胆

道
拡

張
症

に
お

け
る

胆
道

穿
孔

の
リ

ス
ク

因
子

小
児

外
科

福
澤

宏
明

、漆
原

直
人

、福
本

弘
二

、梶
原

啓
資

、
河

原
仁

守
、磯

野
香

織
、鮫

島
由

友
、三

浦
紫

津
、

植
村

光
太

郎
、森

田
圭

一
、中

尾
真

、横
井

暁
子

、
前

田
貢

作

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
Pa

rti
al

 c
ric

ot
ra

ch
ea

l 
re

se
ct

io
nに

お
け

る
反

回
神

経
温

存
の

実
験

的
検

証
小

児
外

科
森

田
圭

一
、河

原
仁

守
、尾

藤
祐

子
、前

田
貢

作
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

市
20

18
.5

.2
9-

6.
1

機
能

獲
得

型
RE

T
変

異
体

に
よ

る
ヒ

ル
シ

ュ
ス

プ
ル

ン
グ

病
の

可
能

性
小

児
外

科
岡

本
光

正
、上

坂
敏

弘
、伊

藤
圭

祐
、前

田
貢

作
、

榎
本

秀
樹

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1

先
天

性
肝

芽
腫

の
2例

小
児

外
科

磯
野

香
織

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、鮫

島
由

友
、

河
原

仁
守

、三
浦

紫
津

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、
中

尾
真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1

18
tri

so
m

y児
に

肝
芽

腫
を

合
併

し
た

自
験

例
4例

の
検

討
小

児
外

科
河

原
仁

守
、梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

、鮫
島

由
友

、
磯

野
香

織
、三

浦
紫

津
、森

田
圭

一
、福

澤
宏

明
、

中
尾

真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

市
20

18
.5

.2
9-

6.
1

先
天

性
食

道
閉

鎖
症

に
合

併
し

た
喉

頭
気

管
奇

形
の

4例
小

児
外

科
梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

、鮫
島

由
友

、河
原

仁
守

、
磯

野
香

織
、三

浦
紫

津
、森

田
圭

一
、福

澤
宏

明
、

中
尾

真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

市
20

18
.5

.2
9-

6.
1

先
天

性
心

疾
患

術
後

の
気

腫
性

肺
嚢

胞
に

対
す

る
手

術
治

療
症

例
の

検
討

小
児

外
科

三
浦

紫
津

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、鮫

島
由

友
、

河
原

仁
守

、磯
野

香
織

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、
中

尾
真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1

小
児

に
対

す
る

埋
め

込
み

型
中

心
静

脈
ポ

ー
ト

及
び

カ
テ

ー
テ

ル
の

検
討

小
児

外
科

植
村

光
太

郎
、福

澤
宏

明
、梶

原
啓

資
、河

原
仁

守
、

鮫
島

由
友

、磯
野

香
織

、三
浦

紫
津

、森
田

圭
一

、
中

尾
真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
55

回
日

本
小

児
外

科
学

会
学

術
集

会
新

潟
市

20
18

.5
.2

9-
6.

1

長
期

気
管

切
開

児
に

対
す

る
言

語
聴

覚
士

の
関

わ
り

に
つ

い
て

の
一

考
察

小
児

外
科

住
友

亜
佐

子
、大

津
雅

秀
、小

林
大

介
、小

松
岳

、
北

瀬
幸

子
、都

倉
明

乃
、前

田
貢

作
第

19
回

日
本

言
語

聴
覚

学
会

富
山

市
20

18
.6

.2
2

小
児

外
科

日
本

小
児

ス
ト

ー
マ

・
排

泄
・

創
傷

研
究

会
東

京
都

20
18

.6
.3

0

新
生

児
先

天
性

横
隔

膜
ヘ

ル
ニ

ア
に

お
け

る
気

胸
発

症
の

実
態

と
リ

ス
ク

因
子

の
解

析
小

児
外

科

臼
井

規
朗

、奥
山

宏
臣

、照
井

慶
太

、早
川

昌
弘

、
増

本
幸

二
、豊

島
勝

昭
、甘

利
昭

一
郎

、漆
原

直
人

、
稲

村
昇

、横
井

暁
子

、岡
崎

任
晴

、岡
和

田
学

、
古

川
泰

三
、内

田
恵

一
、田

口
智

章

第
54

回
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.7
.8

-1
0

出
生

前
診

断
さ

れ
た

先
天

性
横

隔
膜

ヘ
ル

ニ
ア

症
例

に
お

け
る

出
生

時
週

数
と

児
の

予
後

に
関

す
る

検
討

小
児

外
科

川
西

陽
子

、遠
藤

誠
之

、甘
利

昭
一

郎
、臼

井
規

朗
、

内
田

恵
一

、漆
原

直
人

、岡
和

田
学

、金
森

豊
、

田
口

智
章

、照
井

慶
太

、豊
島

勝
昭

、早
川

昌
弘

、
古

川
泰

三
、横

井
暁

子
、奥

山
宏

臣

第
54

回
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.7
.8

-1
0

気
管

無
形

成
10

症
例

の
検

討
小

児
外

科

片
岡

大
、李

進
剛

、大
平

安
希

子
、山

内
貴

未
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
横

田
知

之
、三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
、

森
田

圭
一

、前
田

貢
作

第
54

回
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.7
.8

-1
0

新
生

児
期

・
乳

児
期

に
み

ら
れ

る
先

天
性

気
管

狭
窄

症
の

診
断

と
治

療
小

児
外

科
森

田
圭

一
、前

田
貢

作
第

54
回

日
本

周
産

期
・

新
生

児
医

学
会

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0

消
化

管
穿

孔
を

来
し

た
多

発
十

二
指

腸
閉

鎖
症

の
1例

小
児

外
科

鮫
島

由
友

、野
村

皓
三

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、

河
原

仁
守

、磯
野

香
織

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、
中

尾
 真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
54

回
日

本
小

児
外

科
学

会
近

畿
地

方
会

神
戸

市
20

18
.8

.2
5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

胎
児

診
断

さ
れ

て
い

た
巨

大
肺

囊
胞

性
病

変
の

極
低

出
生

体
 

重
児

の
 1

 例
小

児
外

科
野

村
皓

三
、福

澤
宏

明
、梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

、
鮫

島
由

友
、河

原
仁

守
、磯

野
香

織
、森

田
圭

一
、

中
尾

 真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

80
回

小
児

外
科

わ
か

ら
ん

会
大

阪
市

20
18

.9
.1

5

先
入

性
胆

道
拡

張
症

に
お

け
る

胆
道

穿
孔

の
リ

ス
ク

因
子

小
児

外
科

梶
原

啓
資

、福
澤

宏
明

、漆
原

直
人

、福
本

弘
二

、
矢

本
真

也
、河

原
仁

守
、磯

野
香

織
、鮫

島
由

友
、

三
浦

紫
津

、植
村

光
太

郎
、森

田
圭

一
、中

尾
真

、
横

井
暁

子
、前

田
貢

作

第
41

回
日

本
膵

・
胆

管
合

流
異

常
研

究
会

東
京

都
20

18
.9

.8

Tr
an

sa
na

l 
en

do
re

ct
al

 p
ul

l-t
hr

ou
gh

 f
or

 H
irs

ch
sp

ru
ng

’s 
di

se
as

e 
in

 th
e 

ne
on

at
e 

an
d 

ea
rly

 in
fa

nt
小

児
外

科
Ko

sa
ku

 M
ae

da
第

25
回

Pe
di

at
ric

 C
ol

or
ec

ta
l 

Cl
ub

東
京

都
20

18
.1

0.
5-

10
.7

膵
・

胆
管

合
流

異
常

に
お

け
る

胆
汁

逆
流

の
機

序
小

児
外

科
福

澤
宏

明
第

9回
KS

H
研

究
会

静
岡

市
20

18
.1

0.
6

嚢
腫

に
直

接
合

流
す

る（
胆

/膵
）管

の
症

例
小

児
外

科
磯

野
香

織
第

9回
KS

H
研

究
会

静
岡

市
20

18
.1

0.
6

生
後

2か
月

に
み

ら
れ

た
腸

重
積

症
の

1例
小

児
外

科
梶

原
啓

資
、森

田
圭

一
、植

村
光

太
郎

、野
村

皓
三

、
鮫

島
由

友
、河

原
仁

守
、磯

野
香

織
、福

澤
宏

明
、

中
尾

真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作

神
戸

市
中

央
区

医
師

会
学

術
集

団
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
13

当
院

で
在

宅
管

理
を

行
っ

て
い

る
気

管
切

開
患

者
の

現
況

小
児

外
科

中
尾

真
、前

田
貢

作
、横

井
暁

子
、福

澤
宏

明
、

森
田

圭
一

、磯
野

香
織

、河
原

仁
守

、鮫
島

由
友

、
野

村
皓

三
、梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

第
29

回
小

児
外

科
Q

O
L

研
究

会
金

沢
市

20
18

.1
0.

20

喉
頭

気
管

食
道

裂（
LE

TC
）I

V 
型

に
対

す
る

外
科

治
療

の
工

夫
小

児
外

科
河

原
仁

守
、梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

、野
村

皓
三

、
鮫

島
由

友
、磯

野
香

織
、森

田
圭

一
、福

澤
宏

明
、

中
尾

 真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

29
回

日
本

小
児

呼
吸

器
外

科
研

究
会

東
京

都
20

18
.1

0.
26

気
管

気
管

支
を

伴
っ

た
先

天
性

気
管

狭
窄

症
に

対
す

る
ス

ラ
イ

ド
気

管
形

成
術

小
児

外
科

前
田

貢
作

、森
田

圭
一

、河
原

仁
守

、梶
原

啓
資

、
野

村
皓

三
、植

村
光

太
郞

、鮫
島

由
友

、磯
野

香
織

、
福

澤
宏

明
、中

尾
 真

、横
井

暁
子

第
29

回
日

本
小

児
呼

吸
器

外
科

研
究

会
東

京
都

20
18

.1
0.

26

先
天

性
心

疾
患

を
合

併
し

た
先

天
性

気
管

狭
窄

症
例

の
治

療
戦

略
小

児
外

科

前
田

貢
作

、森
田

圭
）、

河
原

 仁
守

、梶
原

啓
資

、
野

村
皓

三
、植

村
光

太
郞

、鮫
島

由
友

、磯
野

香
織

、
福

澤
宏

明
、中

尾
 真

、 
横

井
暁

子
、松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

第
29

回
日

本
小

児
呼

吸
器

外
科

研
究

会
東

京
都

20
18

.1
0.

26

総
排

泄
腔

外
反

 総
排

泄
腔

外
反

症
根

治
術

後
の

人
工

肛
門

合
併

症
に

つ
い

て
の

検
討

小
児

外
科

磯
野

香
織

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、野

村
皓

三
、

鮫
島

由
友

、河
原

仁
守

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、
中

尾
真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
34

回
小

児
外

科
学

会
秋

季
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
東

京
都

20
18

.1
02

7

出
血

を
契

機
に

診
断

さ
れ

た
胆

道
閉

鎖
症

の
検

討
小

児
外

科
磯

野
香

織
、梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

、野
村

皓
三

、
鮫

島
由

友
、河

原
仁

守
、森

田
圭

一
、福

澤
宏

明
、

中
尾

真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

45
回

日
本

胆
道

閉
鎖

症
研

究
会

久
留

米
市

20
18

.1
1.

3

肝
芽

腫
に

お
け

る
病

理
免

疫
組

織
学

的
予

後
予

測
マ

ー
カ

ー
の

検
討

小
児

外
科

田
村

彰
広

、吉
田

牧
子

、山
本

暢
之

、二
野

菜
々

子
、

市
川

貴
之

、中
谷

尚
子

、中
村

さ
や

か
、齋

藤
敦

郎
、

神
前

愛
子

、岸
本

健
治

、石
田

敏
章

、福
澤

宏
明

、
横

井
暁

子
、前

田
貢

作
、長

谷
大

一
郎

、桧
山

英
三

、
小

阪
嘉

之

第
60

回
日

本
小

児
血

液・
が

ん
学

会
京

都
市

20
18

.1
1.

14
-1

6

M
ul

tis
ta

ge
 r

ec
on

st
ru

ct
io

n 
of

 a
er

o-
di

ge
st

iv
e 

tr
ac

t 
of

 
tra

ch
ea

l a
ge

ne
sis

 a
nd

 e
so

ph
ag

ea
l a

tre
sia

 w
ith

 p
ro

xi
m

al
 

an
d 

di
sta

l T
EF

小
児

外
科

M
ae

da
 K

,K
aw

ah
ar

a 
I,U

em
ur

a 
K,

Sa
m

ej
im

a 
Y,

Ka
jih

ar
a 

K,
N

om
ur

a 
K,

Is
on

o 
K,

M
or

ita
 K

,
Fu

ku
za

w
a 

H
,N

ak
ao

 M
,Y

ok
oi

 A
第

25
回

ア
ジ

ア
小

児
外

科
学

会
ド

バ
イ

20
18

.1
1.

29
-1

2.
1
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

C
ha

lle
ng

es
 a

nd
 E

xc
el

le
nt

 O
ut

co
m

e 
fo

r 
a 

ty
pe

 I
V 

La
ry

ng
ot

ra
ch

eo
es

op
ha

ge
al

 c
le

ft （
LT

EC
）

小
児

外
科

Ka
w

ah
ar

a 
I,M

ae
da

 K
,U

em
ur

a 
K,

Sa
m

ej
im

a 
Y,

Ka
jih

ar
a 

K,
N

om
ur

a 
K,

Is
on

o 
K,

M
or

ita
 K

,
Fu

ku
za

w
a 

H
,N

ak
ao

 M
,Y

ok
oi

 A
第

25
回

ア
ジ

ア
小

児
外

科
学

会
ド

バ
イ

20
18

.1
1.

29
-1

2.
1

総
排

泄
腔

外
反

症
の

人
工

肛
門

に
お

け
る

合
併

症
の

検
討

小
児

外
科

磯
野

香
織

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、野

村
皓

三
、

鮫
島

由
友

、河
原

仁
守

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、
中

尾
真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
29

回
近

畿
小

児
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

・
創

傷
研

究
会

神
戸

市
20

18
.1

2.
1

抜
管

前
リ

ハ
ビ

リ
が

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
離

脱
に

有
用

で
あ

っ
た

 2
 例

小
児

外
科

鮫
島

由
友

、梶
原

啓
資

、植
村

光
太

郎
、野

村
皓

三
、

河
原

仁
守

、磯
野

香
織

、森
田

圭
一

、福
澤

宏
明

、
中

尾
 真

、横
井

暁
子

、前
田

貢
作

第
29

回
近

畿
小

児
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

・
創

傷
研

究
会

神
戸

市
20

18
.1

2.
1

腹
腔

鏡
手

術
を

行
っ

た
鼡

径
ヘ

ル
ニ

ア
関

連
疾

患
の

2例
小

児
外

科
森

田
圭

一
第

22
回

神
戸

小
児

外
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
神

戸
市

20
18

.1
2.

9

小
児

先
天

性
胆

道
拡

張
症

手
術

に
お

け
る

腹
腔

鏡
下

再
建

法
:

細
径

胆
管

の
吻

合
法

 小
児

腹
腔

鏡
下

胆
道

拡
張

症
手

術
の

肝
門

部
胆

管
空

腸
吻

合
小

児
外

科
福

澤
宏

明
、野

村
皓

三
、植

村
光

太
郎

、梶
原

啓
資

、
磯

野
香

織
、鮫

島
由

友
、河

原
仁

守
、森

田
圭

一
、

中
尾

真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

31
回

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
総

会
福

岡
市

20
18

.1
2.

6-
8

小
児

内
視

鏡
手

術
に

お
け

る
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

：
腹

腔
鏡

下
胆

嚢
摘

出
術

時
に

誤
ま

っ
て

総
胆

管
を

切
離

し
た

1例
小

児
外

科
河

原
仁

守
、福

澤
宏

明
、梶

原
啓

資
、植

村
光

太
郎

、
野

村
皓

三
、鮫

島
由

友
、磯

野
香

織
、森

田
圭

一
、

中
尾

真
、横

井
暁

子
、前

田
貢

作
第

31
回

日
本

内
視

鏡
外

科
学

会
総

会
福

岡
市

20
18

.1
2.

6-
8

傍
心

臓
型

総
肺

静
脈

還
流

異
常

に
対

す
る

山
岸

変
法

心
臓

血
管

外
科

松
久

弘
典

、大
嶋

義
博

、日
隈

智
憲

、岩
城

隆
馬

、
村

上
優

、圓
尾

文
子

第
48

回
日

本
心

臓
血

管
外

科
学

会
学

術
総

会
三

重
県

津
市

20
18

.2
.1

9-
21

大
動

脈
縮

窄
/大

動
脈

弓
離

断
に

対
す

る
自

己
肺

動
脈

壁
パ

ッ
チ

を
用

い
た

大
動

脈
弓

再
建

法
心

臓
血

管
外

科
日

隈
智

憲
、村

上
優

、岩
城

隆
馬

、松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
第

48
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

学
術

総
会

三
重

県
津

市
20

18
.2

.1
9-

21

位
相

差
X

線
CT

を
用

い
た

大
動

脈
縮

窄
症

に
お

け
る

動
脈

管
組

織
進

展
の

3次
元

的
評

価
心

臓
血

管
外

科

岩
城

隆
馬

、松
久

弘
典

、大
嶋

義
博

、篠
原

玄
、

森
田

喜
代

造
、森

下
寛

之
、金

子
幸

裕
、高

橋
昌

、
赤

池
徹

、南
沢

享
、星

野
真

人
、八

木
直

人
、

築
部

卓
郎

第
48

回
日

本
心

臓
血

管
外

科
学

会
学

術
総

会
三

重
県

津
市

20
18

.2
.1

9-
21

N
or

w
oo

d術
後

の
肺

動
脈

狭
窄

に
対

す
る

介
入

の
検

討
心

臓
血

管
外

科
村

上
優

、岩
城

隆
馬

、日
隈

智
憲

、松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
第

48
回

日
本

心
臓

血
管

外
科

学
会

学
術

総
会

三
重

県
津

市
20

18
.2

.1
9-

21

当
院

の
低

出
生

体
重

児
の

外
科

治
療

戦
略

心
臓

血
管

外
科

日
隈

智
憲

、村
上

優
、岩

城
隆

馬
、松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

第
32

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

近
畿

・
中

四
国

地
方

会
大

阪
府

大
阪

市
20

19
.3

.4

先
天

性
気

管
狭

窄
症

を
合

併
し

た
心

室
中

隔
欠

損
を

伴
う

肺
動

脈
閉

鎖
症

に
対

す
る

段
階

的
修

復
術

心
臓

血
管

外
科

岩
城

隆
馬

、大
嶋

義
博

、松
久

弘
典

、日
隈

智
憲

、
村

上
優

、森
田

圭
一

、前
田

貢
作

第
32

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

近
畿

・
中

四
国

地
方

会
大

阪
府

大
阪

市
20

19
.3

.4

Ci
rc

ul
ar

 s
hu

nt
を

伴
う

重
症

Eb
ste

in
病

早
産

児
の

1例
心

臓
血

管
外

科
村

上
優

、岩
城

隆
馬

、日
隈

智
憲

、松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
第

32
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
近

畿
・

中
四

国
地

方
会

大
阪

府
大

阪
市

20
19

.3
.4

新
大

動
脈

後
壁

吻
合

先
行

に
よ

る
安

全
な

動
脈

ス
イッ

チ
手

術
心

臓
血

管
外

科
松

久
弘

典
、大

嶋
義

博
、日

隈
智

憲
、岩

城
隆

馬
、

村
上

優
第

61
回

関
西

胸
部

外
科

学
会

学
術

集
会

愛
知

県
名

古
屋

市
20

18
.6

.2
1-

22

片
側

肺
静

脈
が

胸
腔

内
を

走
行

す
る

混
合

型
総

肺
静

脈
還

流
異

常
症

に
対

す
る

肺
静

脈
-心

膜
吻

合
心

臓
血

管
外

科
村

上
優

、岩
城

隆
馬

、日
隈

智
憲

、松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
第

61
回

関
西

胸
部

外
科

学
会

学
術

集
会

愛
知

県
名

古
屋

市
20

18
.6

.2
1-

22

ポ
ス

タ
ー

　
40

　
外

科
治

療
　

6　
座

長
心

臓
血

管
外

科
大

嶋
義

博
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
総

会
・

学
術

集
会

神
奈

川
県

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

TA
PV

C
に

対
す

る
su

tu
re

le
ss

 re
pa

ir
導

入
後

に
残

さ
れ

た
課

題
心

臓
血

管
外

科
松

久
弘

典
、大

嶋
義

博
、日

隈
智

憲
、岩

城
隆

馬
、

村
上

優
、田

中
敏

克
、城

戸
佐

知
子

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

総
会

・
学

術
集

会
神

奈
川

県
横

浜
市

20
18

.7
.5

-7

気
管

狭
窄

を
合

併
し

た
先

天
性

心
疾

患
に

対
す

る
治

療
戦

略
：

一
期

的
同

時
修

復
か

、段
階

的
ア

プ
ロ

ー
チ

か
心

臓
血

管
外

科
日

隈
智

憲
、村

上
優

、岩
城

隆
馬

、松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
総

会
・

学
術

集
会

神
奈

川
県

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

当
院

に
お

け
る

心
臓

手
術

後
呼

吸
管

理
の

変
遷

と
結

果
 

心
臓

血
管

外
科

岩
城

隆
馬

、大
嶋

義
博

、松
久

弘
典

、日
隈

智
憲

、
村

上
優

、黒
澤

寛
史

、青
木

一
憲

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

総
会

・
学

術
集

会
神

奈
川

県
横

浜
市

20
18

.7
.5

-7

血
管

輪
を

伴
わ

な
い

異
型

鎖
骨

下
動

脈
に

対
す

る
介

入
心

臓
血

管
外

科
村

上
優

、岩
城

隆
馬

、日
隈

智
憲

、松
久

弘
典

、
大

嶋
義

博
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
総

会
・

学
術

集
会

神
奈

川
県

横
浜

市
20

18
.7

.5
-7

Eb
se

in
-li

ke
で

dy
sp

la
sti

c
三

尖
弁

を
有

す
る

PA
-IV

S
に

対
し

、d
el

am
in

at
io

n、
自

己
心

膜
に

よ
る

弁
尖

延
長

、
Ca

rp
en

tie
r変

法（
長

田
法

）の
3段

階
手

術
で

逆
流

制
御

に
成

功
し

た
症

例

心
臓

血
管

外
科

日
隈

智
憲

、村
上

優
、岩

城
隆

馬
、松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

第
18

回
小

児
心

臓
手

術
手

技
研

究
会

神
奈

川
県

横
浜

市
20

18
.7

.5

上
下

心
に

対
す

る
二

心
室

修
復

術
後

の
成

人
例

心
臓

血
管

外
科

松
久

弘
典

、大
嶋

義
博

、日
隈

智
憲

、岩
城

隆
馬

、
村

上
優

第
3回

兵
庫

成
人

先
天

性
心

疾
患

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
兵

庫
県

神
戸

市
20

18
.7

.2
0

閉
鎖

に
工

夫
を

要
す

る
VS

D
の

2例
心

臓
血

管
外

科
松

久
弘

典
、大

嶋
義

博
、日

隈
智

憲
、岩

城
隆

馬
、

村
上

優
第

22
回

心
臓

外
科

研
究

懇
話

会
静

岡
県

焼
津

市
20

18
.9

.1
6

位
相

差
X

線
CT

を
用

い
た

動
脈

管
構

造
研

究
の

総
括

的
紹

介
心

臓
血

管
外

科
岩

城
隆

馬
、松

久
弘

典
、大

嶋
義

博
、篠

原
玄

、
森

田
紀

代
造

、森
下

寛
之

、金
子

幸
裕

、高
橋

昌
、

赤
池

徹
、南

沢
享

、築
部

卓
郎

第
22

回
心

臓
外

科
研

究
懇

話
会

静
岡

県
焼

津
市

20
18

.9
.1

6

卒
後

教
育

セ
ミ

ナ
ー

　
Ad

va
nc

ed
 コ

ー
ス

　
先

天
性

・
心

臓
他

　
右

室
低

形
成

に
対

す
る

手
術

と
考

え
方

心
臓

血
管

外
科

大
嶋

義
博

第
71

回
日

本
胸

部
外

科
学

会
定

期
学

術
集

会
東

京
都

港
区

20
18

.1
0.

3-
6

 房
室

中
隔

欠
損

に
対

す
る

修
復

術
-S

co
op

 i
nd

ex
に

基
づ

く
術

式
選

択
- 

心
臓

血
管

外
科

大
嶋

義
博

第
71

回
日

本
胸

部
外

科
学

会
定

期
学

術
集

会
東

京
都

港
区

20
18

.1
0.

3-
6

3D
CT

を
用

い
た

心
外

型
総

肺
静

脈
還

流
異

常
に

対
す

る
治

療
戦

略
心

臓
血

管
外

科
松

久
弘

典
、大

嶋
義

博
、日

隈
智

憲
、岩

城
隆

馬
、

村
上

優
第

71
回

日
本

胸
部

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

東
京

都
港

区
20

18
.1

0.
3-

6

Lo
ng

 g
ap

を
有

す
る

大
動

脈
弓

離
断

症
ty

pe
 B

の
大

動
脈

弓
再

建
法

-自
己

肺
動

脈
壁

パ
ッ

チ
と

左
鎖

骨
下

動
脈

の
付

加
的

利
用

法
-

心
臓

血
管

外
科

日
隈

智
憲

、村
上

優
、岩

城
隆

馬
、松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

第
71

回
日

本
胸

部
外

科
学

会
定

期
学

術
集

会
東

京
都

港
区

20
18

.1
0.

3-
6

Su
rg

ic
al

 o
sti

al
 a

ng
io

pl
as

ty
 o

f t
he

 c
or

on
ar

y 
ar

te
rie

s 
fo

r 
ch

ild
re

n
心

臓
血

管
外

科
岩

城
隆

馬
、大

嶋
義

博
、松

久
弘

典
、日

隈
智

憲
、

村
上

優
第

71
回

日
本

胸
部

外
科

学
会

定
期

学
術

集
会

東
京

都
港

区
20

18
.1

0.
3-

6

Lo
ng

-te
rm

 O
ut

co
m

es
 o

f t
he

 A
rte

ria
l S

w
itc

h 
O

pe
ra

tio
n

心
臓

血
管

外
科

村
上

優
、岩

城
隆

馬
、日

隈
智

憲
、松

久
弘

典
、

大
嶋

義
博

第
71

回
日

本
胸

部
外

科
学

会
定

期
学

術
集

会
東

京
都

港
区

20
18

.1
0.

3-
6

Th
re

e 
D

im
en

si
on

al
 E

va
lu

at
io

n 
of

 D
uc

ta
l 

Ti
ss

ue
 i

n 
C

oa
rc

ta
tio

n 
of

 A
or

ta
 U

si
ng

 X
-r

ay
 P

ha
se

-C
on

tr
as

t 
To

m
og

ra
ph

yR
yu

m
aI

w
ak

i1
心

臓
血

管
外

科

Ry
um

aI
w

ak
i,

H
iro

no
ri 

M
at

su
hi

sa
，S

us
um

u 
M

in
am

isa
w

a,
To

ru
 A

ka
ik

e,
M

as
at

o 
H

os
hi

no
,N

ao
to

 Y
ag

i,
Ki

yo
zo

M
or

ita
,G

en
 S

hi
no

ha
ra

,Y
uk

ih
iro

 K
an

ek
o,

H
iro

yu
ki

 M
or

ish
ita

,M
as

as
hi

 T
ak

ah
as

hi
,

Ta
ku

ro
Ts

uk
ub

 a
nd

 Y
os

hi
hi

ro
 O

sh
im

a

AH
A 

sc
ie

nt
ifi

c 
se

ss
io

n
ch

ic
ag

o
20

18
.1

1.
10

-1
4

右
側

房
室

弁
の

str
ad

dl
in

gを
伴

う
AV

SD
に

対
す

る
閉

鎖
術

心
臓

血
管

外
科

松
久

弘
典

、大
嶋

義
博

、日
隈

智
憲

、岩
城

隆
馬

、
村

上
優

第
71

回
兵

庫
県

心
臓

血
管

外
科

懇
話

会
神

戸
市

20
18

.1
2.

7

上
髄

帆
か

ら
発

生
し

た
幼

児
AT

/R
T

脳
神

経
外

科
小

山
 淳

二
第

30
回

北
六

甲
脳

神
経

外
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
神

戸
市

20
19

.3
.2

7

開
頭

術
後

に
内

視
鏡

下
で

再
手

術
を

施
行

し
た

後
頭

蓋
下

く
も

膜
嚢

胞
の

一
例

脳
神

経
外

科
阿

久
津

宣
行

第
22

回
関

西
ニ

ュ
ー

ロ
エ

ン
ド

ス
コ

ー
プ

研
究

会
大

阪
20

18
.2

.1
7

家
庭

内
発

症
の

小
児

重
症

頭
部

外
傷

の
検

討
脳

神
経

外
科

阿
久

津
宣

行
、安

積
麻

依
、小

山
淳

二
、河

村
淳

史
、

甲
村

英
二

第
41

回
日

本
脳

神
経

外
傷

学
会

東
京

都
20

18
.2

.2
4
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

著
明

な
血

管
攣

縮
を

認
め

た
出

血
部

位
不

明
の

小
児

く
も

膜
下

出
血

の
1例

脳
神

経
外

科
安

積
麻

衣
、河

村
淳

史
、小

山
淳

二
、阿

久
津

宣
行

第
43

回
日

本
脳

卒
中

学
会

学
術

集
会

福
岡

20
18

.3
.1

5

小
児

頭
蓋

内
海

綿
状

血
管

腫
の

臨
床

像
脳

神
経

外
科

小
山

淳
二

、河
村

淳
史

、阿
久

津
宣

行
、安

積
麻

衣
第

43
回

日
本

脳
卒

中
学

会
学

術
集

会
福

岡
20

18
.3

.1
5-

3.
18

O
cc

ip
ita

l 
tra

ns
te

nt
or

ia
l 

ap
pr

oa
ch（

O
TA

）に
て

摘
出

し
た

後
頭

蓋
窩

At
yp

ic
al

 t
er

at
oi

d/
rh

ab
do

id
 t

um
or（

AT
/R

T）
の

一
例

脳
神

経
外

科
岡

田
真

幸
、安

積
麻

依
、阿

久
津

宣
行

、小
山

淳
二

、
河

村
淳

史
第

75
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
近

畿
支

部
学

術
集

会
大

阪
20

18
.4

.7

頭
蓋

縫
合

早
期

癒
合

症
に

対
す

る
縫

合
切

除
術

脳
神

経
外

科
阿

久
津

宣
行

、安
積

麻
依

、小
山

淳
二

、河
村

淳
史

第
46

回
日

本
小

児
神

経
外

科
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.6
.8

-6
.9

慢
性

特
発

性
脊

椎
硬

膜
外

血
腫

の
1例

脳
神

経
外

科
安

積
麻

衣
、河

村
淳

史
、小

山
淳

二
、阿

久
津

宣
行

第
46

回
日

本
小

児
神

経
外

科
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.6
.8

-6
.9

小
児

髄
芽

腫
治

療
に

お
け

る
術

後
後

療
法

開
始

遅
延

脳
神

経
外

科
小

山
淳

二
、河

村
淳

史
、阿

久
津

宣
行

、安
積

麻
衣

第
46

回
日

本
小

児
神

経
外

科
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.6
.8

-6
.9

当
施

設
に

お
け

る
D

IP
G（

di
ffu

se
 in

tri
ns

ic 
po

nt
in

e 
gl

io
m

a）
に

対
す

る
緩

和
治

脳
神

経
外

科
河

村
淳

史
、小

山
淳

二
、阿

久
津

宣
行

、安
積

麻
衣

第
46

回
日

本
小

児
神

経
外

科
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.6
.8

-6
.9

Ex
pa

ns
ile

 s
ub

oc
ci

pi
ta

l c
ra

ni
op

la
sty

 w
ith

 d
ur

al
 t

en
tin

g 
fo

r 
th

e 
tr

ea
tm

en
t 

of
 p

ed
ia

tr
ic

 C
hi

ar
i 

m
al

fo
rm

at
io

n 
ty

pe
 1

脳
神

経
外

科
Ko

ya
m

a 
J, 

Ka
w

am
ur

a 
A,

 A
ku

tsu
 N

, A
zu

m
i M

第
46

回
日

本
小

児
神

経
外

科
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.6
.8

-6
.9

Pa
lli

at
iv

e 
tre

at
m

en
t f

or
 D

IP
G

 （
di

ffu
se

 in
tri

ns
ic

 p
on

tin
e 

gl
io

m
a）

 a
t K

ob
e 

Ch
ild

re
n’

s 
H

os
pi

ta
l i

n 
Ja

pa
n

脳
神

経
外

科
At

su
fu

m
i K

aw
am

ur
a,

 K
oy

am
a 

Ju
nj

i,
Ak

ut
su

 N
ob

uy
uk

i, 
Az

um
i M

ai
20

18

In
te

r N
at

io
na

l 
Sy

m
po

siu
m

 o
f P

ed
ia

tri
c 

N
eu

ro
-O

nc
ol

og
y 

（
IS

PN
O

）

D
en

be
r

20
18

.6
.2

9-
7.

3

箸
に

よ
る

後
頭

蓋
窩

の
穿

通
性

頭
部

外
傷

の
1例

脳
神

経
外

科
森

達
也

、安
積

麻
衣

、阿
久

津
宣

行
、小

山
淳

二
、

河
村

淳
史

第
48

回
兵

庫
県

脳
神

経
外

科
医

懇
話

会
神

戸
市

20
18

.7
.2

1

胸
腰

椎
移

行
部

の
脊

柱
管

内
に

発
生

し
た

br
on

ch
og

en
ic

 
cy

st
の

1例
脳

神
経

外
科

森
達

也
、安

積
麻

衣
、阿

久
津

宣
行

、小
山

淳
二

、
河

村
淳

史
第

76
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
近

畿
支

部
学

術
集

会
大

阪
20

18
.9

.8

長
期

生
存

水
無

脳
症

の
管

理
と

問
題

点
脳

神
経

外
科

阿
久

津
宣

行
、安

積
麻

依
、小

山
淳

二
、河

村
淳

史
第

77
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
学

術
総

会
仙

台
市

20
18

.1
0.

10
-1

0.
13

頭
蓋

骨
縫

合
早

期
癒

合
症

の
受

診
診

断
の

遅
れ

の
検

討
脳

神
経

外
科

安
積

麻
衣

、河
村

淳
史

、小
山

淳
二

、阿
久

津
宣

行
第

77
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
学

術
総

会
仙

台
市

20
1.

10
.1

0-
10

.1
3

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
小

児
脳

脊
髄

腫
瘍

に
対

す
る

陽
子

線
治

療
の

現
状

脳
神

経
外

科
河

村
淳

史
、小

山
淳

二
、阿

久
津

宣
行

、
安

積
麻

衣
、森

達
也

、出
水

祐
介

、副
島

俊
典

第
77

回
日

本
脳

神
経

外
科

学
会

学
術

総
会

仙
台

市
20

18
.1

0.
10

-1
0.

13

小
児

水
頭

症
に

お
け

る
 C

od
m

an
-H

ak
im

 p
ro

gr
am

m
ab

le
 

va
lv

eの
破

損
脳

神
経

外
科

小
山

淳
二

、阿
久

津
宣

行
、安

積
麻

衣
、河

村
淳

史
第

77
回

日
本

脳
神

経
外

科
学

会
学

術
総

会
仙

台
市

20
18

.1
0.

10
-1

0.
13

小
児

脳
神

経
外

科
領

域
に

お
け

る
神

経
内

視
鏡

手
術

脳
神

経
外

科
阿

久
津

宣
行

、安
積

麻
依

、小
山

淳
二

、河
村

淳
史

第
25

回
日

本
神

経
内

視
鏡

学
会

学
術

集
会

新
潟

20
18

.1
0.

26

Re
-c

on
sid

er
in

g 
ol

d 
st

ra
te

gi
es

 a
s 

pa
lli

at
iv

e 
tre

at
m

en
t 

fo
r D

IP
G

 （
di

ffu
se

 in
tri

ns
ic

 p
on

tin
e 

gl
io

m
a）

脳
神

経
外

科

At
su

fu
m

i K
aw

am
ur

a,
Ju

nj
i K

oy
am

a,
N

ob
uy

uk
i A

ku
tsu

,M
ai

 A
zu

m
i,K

en
ji 

Ki
sh

im
ot

o,
Ak

ih
iro

 T
am

ur
a,

N
ob

uy
uk

i Y
am

am
ot

o,
To

sh
ia

ki
 Is

hi
da

,D
ai

ic
hi

ro
 H

as
eg

aw
a,

Yo
sh

iy
uk

i K
os

ak
a,

To
sh

in
or

i S
oe

jim
a

第
60

回
日

本
小

児
血

液
・

が
ん

学
会

学
術

集
会

京
都

20
18

.1
1.

16
-1

1.
19
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

当
施

設
に

お
け

る
小

児
再

発
頭

蓋
咽

頭
腫

に
対

す
る

陽
子

線
治

療
脳

神
経

外
科

河
村

淳
史

、小
山

淳
二

、阿
久

津
宣

行
、安

積
麻

衣
、

出
水

祐
介

、副
島

俊
典

第
36

回
日

本
脳

腫
瘍

学
会

学
術

集
会

小
田

原
市

20
18

.1
2.

2-
12

.4

赤
ち

ゃ
ん

の
頭

の
形

外
来

に
つ

い
て

脳
神

経
外

科
阿

久
津

宣
行

20
18

神
戸

大
学

脳
神

経
外

科
同

門
会

学
術

集
会

神
戸

市
20

18
.1

2.
9

乳
幼

児
の

手
指

動
静

脈
奇

形
に

対
し

有
茎

鼠
径

皮
弁

に
て

手
指

再
建

を
施

行
し

た
二

例
形

成
外

科
小

野
田

素
大

第
23

回
日

本
形

成
外

科
手

術
手

技
学

会
尼

崎
市

20
18

.2
.1

0

口
窩

重
複

症
に

眼
奇

形
を

伴
っ

た
一

症
例

の
治

療
経

験
形

成
外

科
黒

田
諒

子
第

12
0回

関
西

形
成

外
科

学
会

学
術

集
会

大
阪

市
20

18
.1

1.
17

こ
ど

も
の

脚
長

補
正

手
術

の
考

え
方

―
仮

骨
延

長
術

と
成

長
抑

制
術

―
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
神

大
整

形
同

門
会

生
涯

教
育

学
術

講
演

会
神

戸
市

20
18

.1
.6

下
腿

延
長

中
に

骨
髄

炎
を

発
症

し
治

療
に

難
渋

し
た

1例
整

形
外

科
坂

田
亮

介
、薩

摩
眞

一
、小

林
大

介
、衣

笠
真

紀
、

向
原

伸
太

郎
、新

倉
隆

宏
、福

井
友

章
第

61
回

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
大

阪
20

18
.1

.2
7

内
反

母
趾

変
形

を
伴

う
多

趾
症

で
、治

療
に

難
渋

し
た

1例
整

形
外

科
衣

笠
真

紀
第

61
回

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
大

阪
20

18
.1

.2
7

知
っ

て
お

く
と

た
め

に
な

る
小

児
整

形
外

科
疾

患
整

形
外

科
小

林
大

介
第

1回
東

灘
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
神

戸
市

20
18

.3
発

育
性

股
関

節
形

成
不

全（
D

D
H

）の
診

断
・

治
療

で
残

さ
れ

た
課

題
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
第

33
回

東
海

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
名

古
屋

市
20

18
.2

.1
0

小
児

の
足

部
変

形
と

そ
の

対
応

―
新

生
児

期
か

ら
学

童
期

ま
で

―
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
第

23
回

北
海

道
下

肢
と

足
部

疾
患

研
究

会
札

幌
市

20
18

.2
.1

7

裂
手

症
整

形
外

科
衣

笠
真

紀
第

4回
上

肢
先

天
異

常
勉

強
会

大
阪

20
18

.3
.1

7

乳
児

健
康

診
査

に
お

け
る

股
関

節
脱

臼
二

次
検

診
に

つ
い

て
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
小

児
運

動
器

疾
患

指
導

管
理

医
師

DV
D

セ
ミ

ナ
ー

神
戸

市
20

18
.4

.2
8

Su
rg

er
y 

fo
r 

at
la

nt
oa

xi
al

 in
sta

bi
lit

y 
in

 D
ow

n 
sy

nd
ro

m
e 

pa
tie

nt
s 

w
ho

 h
av

e 
ne

ur
ol

og
ic

al
 d

ist
ur

ba
nc

e
- 

in
ic

ia
l 

se
rie

s 
of

 1
0 

pa
tie

nt
s 

op
er

at
ed

 b
y 

a 
sin

gl
e 

su
rg

eo
n

整
形

外
科

Sa
tsu

m
a 

S,
 T

ak
ah

as
hi

 J
, U

no
 K

.
第

34
回

an
nu

al
 m

ee
tin

g 
Ce

rv
ic

al
 S

pi
ne

 
Re

se
ar

ch
 S

oc
ie

ty
 

- E
ul

op
e （

CS
RS

 - 
Eu

ro
pe

）

ポ
ル

ト
ガ

ル
20

18
.5

.9
-1

1

脚
延

長
術

の
適

応
と

手
術

時
期

－
主

に
合

併
症

の
見

地
か

ら
の

考
察

―
整

形
外

科
小

林
大

介
、薩

摩
真

一
、坂

田
亮

介
、衣

笠
真

紀
、

河
本

和
泉

　
加

藤
達

雄
第

90
回

日
本

整
形

外
科

学
会

学
術

集
会

神
戸

市
20

18
.5

8歳
で

両
側

性
股

関
節

脱
臼

を
指

摘
さ

れ
た

Tu
rn

er
症

候
群

の
1例

整
形

外
科

河
本

和
泉

、加
藤

達
雄

、衣
笠

真
紀

、坂
田

亮
介

、
小

林
大

介
、薩

摩
眞

一
第

57
回

日
本

小
児

股
関

節
研

究
会

仙
台

市
20

18
.6

.2
2-

23

兵
庫

県
神

戸
市

に
お

け
る「

乳
児

股
関

節
健

診
の

推
奨

項
目

と
二

次
検

診
へ

の
紹

介
」使

用
状

況
と

精
検

率
の

推
移

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

、小
林

大
介

、坂
田

亮
介

、衣
笠

真
紀

、
河

本
和

泉
、加

藤
達

雄
第

57
回

日
本

小
児

股
関

節
研

究
会

仙
台

市
20

18
.6

.2
2-

23

Sa
lte

r骨
盤

骨
切

り
術

に
お

か
え

る
腸

骨
下

骨
片

の
確

実
な

固
定

法
の

検
討

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

、小
林

大
介

、薩
摩

真
一

、坂
田

亮
介

、
河

本
和

泉
　

加
藤

達
雄

第
57

回
日

本
小

児
股

関
節

研
究

会
仙

台
市

20
18

.6
.2

2-
23

大
腿

骨
頭

の
外

方
化

を
伴

っ
た

類
骨

骨
腫

の
二

症
例

整
形

外
科

坂
田

亮
介

、薩
摩

眞
一

、小
林

大
介

、衣
笠

真
紀

、
河

本
和

泉
、加

藤
達

雄
第

62
回

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
大

阪
20

18
.7

.2
8

遺
残

性
亜

脱
臼

の
手

術
適

応
に

対
す

る
一

考
察

ー
手

術
適

応
年

齢
で

急
速

に
骨

盤
発

育
が

加
速

し
た

症
例

か
ら

ー
整

形
外

科
衣

笠
真

紀
、小

林
大

介
、薩

摩
真

一
、坂

田
亮

介
、

河
本

和
泉

　
加

藤
達

雄
第

62
回

近
畿

小
児

整
形

外
科

懇
話

会
大

阪
20

18
.7

.2
8
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

1歳
男

児
に

発
症

し
た

踵
骨

骨
髄

炎
の

1例
整

形
外

科
河

本
和

泉
、加

藤
達

雄
、衣

笠
真

紀
、坂

田
亮

介
、

小
林

大
介

、薩
摩

眞
一

第
62

回
近

畿
小

児
整

形
外

科
大

阪
20

18
.7

.2
8

呼
吸

障
害

を
来

し
た

神
経

筋
原

性
側

弯
症

の
1例

整
形

外
科

加
藤

達
雄

、宇
野

耕
吉

、鈴
木

哲
平

、藏
川

拓
外

、
薩

摩
眞

一
、小

林
大

介
、坂

田
亮

介
、衣

笠
真

紀
、

河
本

和
泉

、津
田

雅
世

第
62

回
近

畿
小

児
整

形
外

科
懇

話
会

大
阪

20
18

.7
.2

8

年
齢

別
に

見
た

小
児

整
形

外
科

疾
患

と
そ

の
治

療
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
第

28
回

安
比

夏
季

セ
ミ

ナ
ー

岩
手

20
18

.8
.1

6
Ar

th
ro

gr
yp

os
is

整
形

外
科

薩
摩

眞
一

第
25

回
日

本
小

児
教

育
研

修
会

東
京

都
20

18
.8

.2
5-

26

大
腿

骨
頭

の
外

方
化

を
伴

っ
た

類
骨

骨
腫

の
二

症
例

整
形

外
科

坂
田

亮
介

、薩
摩

眞
一

、小
林

大
介

、衣
笠

真
紀

、
河

本
和

泉
、加

藤
達

雄
第

13
1回

中
部

日
本

整
形

外
科

災
害

外
科

学
会

学
術

集
会

倉
敷

市
20

18
.1

0.
4-

5

小
児

運
動

器
疾

患
の

診
か

た
・

治
し

か
た

　
―

6歳
未

満
児

―
整

形
外

科
薩

摩
眞

一
第

33
回

日
整

会
基

礎
奈

良
20

18
.1

0.
11

-1
2

二
分

脊
椎

の
病

態
と

足
部

変
形

 P
at

ho
lo

gy
 o

f 
Sp

in
a 

Bi
fid

a 
an

d 
Fo

ot
 D

ef
or

m
ity

整
形

外
科

坂
田

亮
介

、薩
摩

眞
一

、小
林

大
介

、衣
笠

真
紀

、
河

本
和

泉
、加

藤
達

雄
第

43
回

日
本

足
の

外
科

学
会

学
術

集
会

木
更

津
市

20
18

.1
1.

1-
2

発
育

性
股

関
節

形
成

不
全

 -
診

断
　

治
療

　
展

望
-

整
形

外
科

小
林

大
介

播
但

地
区

集
談

会
　

神
戸

市
20

18
.1

1
屈

指
症

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

第
5回

上
肢

先
天

異
常

勉
強

会
大

阪
20

18
.1

1.
24

先
天

性
脛

骨
列

欠
損

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

第
20

回
近

畿
小

児
整

形
外

科
症

例
検

討
会

大
阪

20
18

.1
2.

1

当
院

に
お

け
る

Po
ns

et
i法

の
治

療
成

績
整

形
外

科
小

林
大

介
、薩

摩
真

一
、坂

田
亮

介
、衣

笠
真

紀
、

河
本

和
泉

　
加

藤
達

雄
第

29
回

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

名
古

屋
市

20
18

.1
2.

14
-1

5

比
較

的
若

年
で

発
症

し
た

大
腿

骨
近

位
部

類
骨

骨
腫

の
治

療
経

験
整

形
外

科
坂

田
亮

介
、薩

摩
眞

一
、小

林
大

介
、衣

笠
真

紀
、

河
本

和
泉

、加
藤

達
雄

第
29

回
日

本
小

児
整

形
外

科
学

会
学

術
集

会
名

古
屋

市
20

18
.1

2.
14

-1
5

呼
吸

障
害

を
来

し
た

神
経

筋
原

性
側

弯
症

の
2例

整
形

外
科

加
藤

達
雄

、宇
野

耕
吉

、鈴
木

哲
平

、藏
川

拓
外

、
薩

摩
眞

一
、小

林
大

介
、坂

田
亮

介
、衣

笠
真

紀
、

河
本

和
泉

、津
田

雅
世

第
29

回
日

本
小

児
整

形
外

科
学

会
名

古
屋

市
20

18
.1

2.
14

-1
5

小
児

に
発

症
し

た
踵

骨
骨

髄
炎

の
3例

整
形

外
科

衣
笠

真
紀

、薩
摩

眞
一

、小
林

大
介

、坂
田

亮
介

、
河

本
和

泉
、加

藤
達

雄
第

29
回

日
本

小
児

整
形

外
科

学
会

名
古

屋
市

20
18

.1
2.

14
-1

5

新
生

児
・

乳
児

の
哺

乳
障

害
に

対
す

る
言

語
聴

覚
士

の
関

わ
り

リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
小

松
岳

神
戸

大
学

医
学

部
附

属
病

院
　

栄
養

研
修

会
　

平
成

30
年

度
第

1回
N

ES
T

勉
強

会

神
戸

市
20

18
.5

.7

長
期

気
管

切
開

児
に

対
す

る
言

語
聴

覚
士

の
関

わ
り

に
つ

い
て

の
一

考
察

リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
住

友
亜

佐
子

、大
津

雅
秀

、小
林

大
介

、小
松

岳
、

北
瀬

幸
子

、都
倉

明
乃

、前
田

貢
作

第
19

回
日

本
言

語
聴

覚
学

会
富

山
市

20
18

.6
.2

2-
23

発
見

が
遅

れ
た

難
聴

児
へ

の
対

応
と

経
過

～
こ

と
ば

の
遅

れ
に

難
聴

が
関

与
し

た
症

例
～

リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
都

倉
明

乃
兵

庫
県

言
語

聴
覚

士
会

　
総

会
　

症
例

検
討

会
神

戸
市

20
18

.6
.3

当
院

集
中

治
療

病
棟

に
お

け
る

言
語

聴
覚

士
の

取
り

組
み

リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
住

友
亜

佐
子

、小
松

岳
、都

倉
明

乃
、藤

村
愛

、
細

川
康

徳
、小

林
大

介
第

16
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

.8

当
院

に
お

け
る

早
期

離
床

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
チ

ー
ム

の
活

動
報

告
リ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

細
川

泰
徳

第
16

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

哺
乳

障
害

を
呈

し
た

22
q1

1.
2欠

失
症

候
群

乳
児

に
対

す
る

摂
食

嚥
下

支
援

の
経

験
リ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

小
松

岳
、田

中
義

之
、住

友
亜

佐
子

、大
津

雅
秀

、
阪

本
浩

一
、中

村
美

紀
、小

林
大

介
第

24
回

日
本

摂
食

嚥
下

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
学

会
仙

台
市

20
18

.9
.8

-9
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

ミ
ル

ク
の

と
ろ

み
濃

度
が

人
工

乳
首

か
ら

の
ミ

ル
ク

の
流

量
に

与
え

る
影

響
の

調
査

～
キ

サ
ン

タ
ン

ガ
ム

系
と

ろ
み

剤
の

場
合

～
リ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

小
松

岳
、永

井
崇

恵
、斉

藤
哲

、住
友

亜
佐

子
、

田
中

義
之

、阪
本

浩
一

、大
津

雅
秀

、中
村

美
紀

第
24

回
日

本
摂

食
嚥

下
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
会

仙
台

市
20

18
.9

.8
-9

筋
緊

張
の

高
い

こ
ど

も
へ

の
支

援
リ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

福
田

哲
也

平
成

30
年

度
　

第
一

回
兵

庫
県

在
宅

医
療

研
修

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

6

乳
児

用
調

整
粉

乳
の

と
ろ

み
濃

度
が

人
工

乳
首

か
ら

の
流

出
量

に
与

え
る

影
響

の
調

査
～

キ
サ

ン
タ

ン
ガ

ム
系

増
粘

剤
と

ロ
ー

カ
ス

ト
ビ

ー
ン

ガ
ム

系
増

粘
剤

の
場

合
～

リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
小

松
岳

、杉
森

恵
美

、永
井

崇
恵

、斉
藤

哲
第

28
回

日
本

新
生

児
看

護
学

会
東

京
都

20
18

.1
1.

23
-2

4

ス
テ

ロ
イ

ド
緑

内
障

に
対

し
て

手
術

加
療

を
要

し
た

症
例

眼
科

中
村

賢
和

、野
村

耕
治

第
41

回
日

本
眼

科
手

術
学

会
京

都
20

18
.1

.2
7

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 「
RO

P
の

新
し

い
問

題
点

」
視

機
能

予
後

か
ら

み
た

レ
ー

ザ
ー

治
療

眼
科

野
村

耕
治

第
43

回
日

本
小

児
眼

科
学

会
総

会
名

古
屋

市
20

18
.3

.2

未
熟

児
網

膜
症

の
光

凝
固

の
影

響
眼

科
柳

沢
翠

芳
、野

村
耕

治
第

43
回

日
本

小
児

眼
科

学
会

総
会

名
古

屋
市

20
18

.3
.2

早
期

に
診

断
・

治
療

を
行

っ
た

外
眼

筋
線

維
症

の
双

生
児

症
例

眼
科

中
野

由
美

子
、野

村
耕

治
第

74
回

日
本

弱
視

斜
視

学
会

倉
敷

市
20

18
.7

.6

口
蓋

扁
桃

摘
出

術
を

施
行

し
た

PF
AP

A
症

候
群

の
3例

耳
鼻

咽
喉

科
勝

沼
紗

矢
香

、大
津

雅
秀

第
11

9回
日

本
耳

鼻
咽

喉
科

学
会

総
会

・
学

術
講

演
会

横
浜

市
20

18
.0

5.
30

-0
6.

02

嗅
覚

の
基

礎
と

臨
床

－
嗅

神
経

細
胞

の
再

生
医

療
－

耳
鼻

咽
喉

科
勝

沼
紗

矢
香

、大
津

雅
秀

第
10

回
Ai

rw
ay

 C
lu

b　
東

京
東

京
都

20
18

.0
6.

06
当

科
に

お
け

る
新

生
児

聴
覚

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
後

の
精

密
検

査
の

現
況

耳
鼻

咽
喉

科
大

津
雅

秀
、勝

沼
紗

矢
香

第
13

回
日

本
小

児
耳

鼻
咽

喉
科

学
会

総
会

・
学

術
講

演
会

横
浜

市
20

18
.0

7.
12

-1
3

就
学

後
に

難
聴

と
確

定
診

断
さ

れ
補

聴
器

装
用

を
開

始
し

た
児

の
検

討
耳

鼻
咽

喉
科

勝
沼

紗
矢

香
、大

津
雅

秀
第

13
回

日
本

小
児

耳
鼻

咽
喉

科
学

会
総

会
・

学
術

講
演

会
横

浜
市

20
18

.0
7.

12
-1

3

口
蓋

扁
桃

摘
出

術
を

施
行

し
た

PF
AP

A
症

候
群

の
4例

耳
鼻

咽
喉

科
勝

沼
紗

矢
香

、大
津

雅
秀

第
18

9回
日

本
耳

鼻
咽

喉
科

学
会

兵
庫

県
地

方
部

会
神

戸
市

20
18

.0
7.

14

BO
R

症
候

群
典

型
例

と
非

典
型

例
の

臨
床

遺
伝

学
的

検
討

耳
鼻

咽
喉

科
貫

野
彩

子
、務

台
英

樹
、奈

良
清

光
、守

本
倫

子
、

仲
野

敦
子

、杉
内

智
子

、岡
本

康
秀

、増
田

佐
和

子
、

勝
沼

紗
矢

香
、増

田
正

次
、小

川
郁

、松
永

達
雄

第
28

回
日

本
耳

科
学

会
総

会
・

学
術

講
演

会
大

阪
市

20
18

.1
0.

03
-0

6

高
齢

者
難

聴
と

補
聴

器
並

び
に

学
会

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
耳

鼻
咽

喉
科

大
津

雅
秀

厚
生

労
働

省
委

託
事

業
　

補
聴

器
販

売
者

技
能

向
上

研
修

会
神

戸
市

20
18

.1
2.

2

膀
胱

尿
管

逆
流

を
伴

っ
た

後
部

尿
道

弁
と

前
部

尿
道

弁
の

臨
床

的
検

討
泌

尿
器

科
武

中
良

大
・

春
名

晶
子

・
大

饗
政

嗣
・

杉
多

良
文

第
26

回
日

本
逆

流
性

腎
症

フ
ォ

ー
ラ

ム
東

京
都

20
18

.2
.3

小
児

深
在

性
腎

損
傷

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

大
饗

政
嗣

第
10

6回
日

本
泌

尿
器

科
学

会
総

会
京

都
20

18
.4

.1
9

Re
du

ce
d 

po
rt 

su
rg

er
yに

よ
る

小
児

腹
腔

鏡
下

腎
摘

除
術

の
初

期
経

験
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
第

10
6回

日
本

泌
尿

器
科

学
会

総
会

京
都

20
18

.4
.2

1

O
bs

tru
ct

ed
 h

em
iv

ag
in

a 
an

d 
ip

sil
at

er
al

 r
en

al
 a

no
m

al
y

（
O

H
V

IR
A）

症
候

群
5例

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

春
名

晶
子

第
10

6回
日

本
泌

尿
器

科
学

会
総

会
京

都
20

18
.4

.2
1

非
触

知
精

巣
の

診
断

と
治

療
ー

診
断

ア
プ

ロ
ー

チ
と

手
術

戦
略

ー
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
第

55
回

日
本

小
児

外
科

学
会

学
術

集
会

新
潟

20
18

.5
.3

1

尿
管

瘤
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
第

27
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

総
会

金
沢

市
20

18
.6

.2
7
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

尿
道

下
裂

の
臨

床
研

究
-o

ve
rv

ie
w

-
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
第

27
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

総
会

金
沢

市
20

18
.6

.2
7

Re
du

ce
d 

po
rt 

su
rg

er
yに

よ
る

小
児

腹
腔

鏡
下

腎
摘

除
術

の
初

期
経

験
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
・

春
名

晶
子

・
大

饗
政

嗣
・

波
越

朋
也

第
27

回
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
総

会
金

沢
市

20
18

.6
.2

7

異
所

性
尿

管
瘤

に
対

す
る

上
部

尿
路

手
術

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

波
越

朋
也

・
大

饗
政

嗣
・

春
名

晶
子

・
杉

多
良

文
第

27
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

総
会

金
沢

市
20

18
.6

.2
7

経
尿

道
的

尿
管

瘤
切

開
術

を
行

っ
た

異
所

性
尿

管
瘤

17
例

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

春
名

晶
子

・
波

越
朋

也
・

大
饗

政
嗣

・
杉

多
良

文
第

27
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

総
会

金
沢

市
20

18
.6

.2
7

[進
む

企
画

ヤ
ン

グ
ド

ク
タ

ー
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
コ

ン
テ

ス
ト

・
リ

タ
ー

ン
ズ

高
度

尿
道

下
裂

で
も

一
期

的
手

術
泌

尿
器

科
春

名
晶

子
・

波
越

朋
也

・
大

饗
政

嗣
・

杉
多

良
文

第
27

回
日

本
小

児
泌

尿
器

科
学

会
総

会
金

沢
市

20
18

.6
.2

8

尿
道

形
成

術
後

の
再

手
術

例
に

お
け

る
口

腔
粘

膜
利

用
尿

道
形

成
術

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

大
饗

政
嗣

・
波

越
朋

也
・

春
名

晶
子

・
杉

多
良

文
第

27
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

総
会

金
沢

市
20

18
.6

.2
8

腹
腔

鏡
下

精
巣

固
定

術
に

お
け

る
精

巣
下

降
経

路
の

臨
床

的
検

討
泌

尿
器

科
大

饗
政

嗣
第

54
回

日
本

小
児

外
科

学
会

近
畿

地
方

会
神

戸
市

20
18

.8
.2

5

精
巣

捻
転

症
例

に
お

け
る

精
巣

鞘
膜

パ
ッ

チ
術

の
検

討
泌

尿
器

科
大

西
篤

史
・

波
越

朋
也

・
春

名
晶

子
・

大
饗

政
嗣

・
杉

多
良

文
第

68
回

日
本

泌
尿

器
科

学
会

中
部

総
会

名
古

屋
市

20
18

.1
0.

5

胎
児

診
断

さ
れ

た
腎

盂
尿

管
移

行
部

通
過

障
害

gr
ad

e4
 8

4例
の

臨
床

的
検

討
泌

尿
器

科
春

名
晶

子
・

大
西

篤
史

・
波

越
朋

也
・

大
饗

政
嗣

・
杉

多
良

文
第

68
回

日
本

泌
尿

器
科

学
会

中
部

総
会

名
古

屋
市

20
18

.1
0.

5

異
所

性
尿

管
瘤

に
対

す
る

上
部

尿
路

手
術

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

波
越

朋
也

・
大

饗
政

嗣
・

大
西

篤
史

・
春

名
晶

子
・

杉
多

良
文

第
70

回
西

日
本

泌
尿

器
科

学
会

総
会

長
崎

20
18

.1
1.

3

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
非

触
知

精
巣

に
対

す
る

ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

と
タ

ク
テ

ィ
ク

ス
泌

尿
器

科
杉

多
良

文
第

32
回

日
本

泌
尿

器
科

内
視

鏡
学

会
総

会
仙

台
市

20
18

.1
1.

28

経
尿

道
的

尿
管

瘤
切

開
術

を
行

っ
た

異
所

性
尿

管
瘤

17
例

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

大
西

篤
史

・
波

越
朋

也
・

春
名

晶
子

・
大

饗
政

嗣
・

杉
多

良
文

第
32

回
日

本
泌

尿
器

科
内

視
鏡

学
会

総
会

仙
台

市
20

18
.1

1.
29

Re
du

ce
d 

po
rt 

su
rg

er
yに

よ
る

小
児

腹
腔

鏡
下

腎
摘

除
術

の
初

期
経

験
泌

尿
器

科
大

饗
政

嗣
・

大
西

篤
史

・
波

越
朋

也
・

春
名

晶
子

・
杉

多
良

文
第

32
回

日
本

泌
尿

器
科

内
視

鏡
学

会
総

会
仙

台
市

20
18

.1
1.

29

腹
腔

鏡
下

精
巣

固
定

術
に

お
け

る
精

巣
下

降
経

路
の

臨
床

的
検

討
泌

尿
器

科
大

饗
政

嗣
・

大
西

篤
史

・
波

越
朋

也
・

春
名

晶
子

・
杉

多
良

文
第

32
回

日
本

泌
尿

器
科

内
視

鏡
学

会
総

会
仙

台
市

20
18

.1
1.

29

膀
胱

皮
膚

瘻
造

設
を

施
行

し
た

30
例

の
臨

床
的

検
討

泌
尿

器
科

春
名

晶
子

第
29

回
近

畿
小

児
ス

ト
ー

マ
神

戸
市

20
18

.1
2.

1
当

院
に

お
け

る
小

児
が

ん
病

棟
に

対
す

る
歯

科
ラ

ウ
ン

ド
の

取
り

組
み

小
児

歯
科

木
村

仁
美

、曽
根

由
美

子
、栗

林
茜

、中
村

美
紀

第
57

回
近

畿
公

衆
衛

生
学

会
神

戸
市

20
18

.6
.1

エ
イ

ト
プ

レ
ー

ト
を

用
い

た
骨

端
線

成
長

抑
止

術
に

対
す

る
持

続
大

腿
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
と

単
回

坐
骨

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

の
有

効
性

麻
酔

科
神

頭
彩

、末
田

彩
、高

辻
小

枝
子

、香
川

哲
郎

第
5回

区
域

麻
酔

学
会

大
阪

市
20

18
.4

.2
0

小
児

に
お

け
る

PA
CU

 （
po

sta
ne

sth
es

ia
 c

ar
e 

un
it）

の
退

室
基

準
に

つ
い

て
の

検
討

－
Al

dr
et

eス
コ

ア
と

N
CU

H（
N

ag
oy

a 
Ci

ty
 U

ni
ve

rs
ity

 
H

os
pi

ta
l）

ス
コ

ア
の

比
較

－

麻
酔

科
長

谷
川

達
也

、神
頭

彩
、山

脇
緑

、秋
泉

春
樹

、
廣

瀬
徹

也
、香

川
哲

郎
第

65
回

日
本

麻
酔

科
学

会
横

浜
市

20
18

.5
.1

8

A
N

ES
TH

ET
IC

 M
A

N
A

G
EM

EN
T 

O
F 

TR
A

C
H

EA
L 

AG
EN

ES
IS

 W
IT

H
 E

SO
PH

AG
EA

L 
AT

RE
SI

A
麻

酔
科

H
ar

uk
i A

ki
iz

um
i, 

Sh
o 

M
at

su
m

ot
o,

Ta
ka

sh
i F

uj
iw

ar
a,

 T
et

su
ro

 K
ag

aw
a

第
15

回
As

ia
n 

So
ci

et
y 

of
 P

ae
di

at
ric

 
An

ae
sth

es
io

lo
gi

sts
バ

ン
コ

ク
20

18
.8

.1
8
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

小
児

の
薬

剤
投

与
量

の
間

違
い

を
防

ぐ
た

め
の

取
り

組
み

麻
酔

科
辰

巳
仁

美
、藤

原
孝

志
、廣

瀬
徹

也
、鈴

木
毅

、
香

川
哲

郎
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
20

イ
リ

ザ
ロ

フ
法

を
用

い
た

下
腿

延
長

術
に

対
す

る
持

続
大

腿
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
お

よ
び

持
続

坐
骨

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

併
用

の
有

効
性

麻
酔

科
黒

田
ジ

ュ
リ

オ
健

司
、神

頭
彩

、末
田

彩
、

高
辻

小
枝

子
、香

川
哲

郎
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
20

後
頭

部
巨

大
脳

瘤
新

生
児

の
麻

酔
経

験
麻

酔
科

桑
田

繁
宗

、香
川

哲
郎

、大
西

広
泰

、池
島

典
之

、
鹿

原
史

寿
子

第
24

回
日

本
小

児
麻

酔
学

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

20

原
因

不
明

の
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
様

反
応

で
対

応
に

難
渋

し
た

一
例

麻
酔

科
金

子
隆

彦
、高

辻
小

枝
子

、上
嶋

江
利

、上
野

健
史

、
水

田
大

介
、香

川
哲

郎
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
20

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

の
活

動
報

告
麻

酔
科

池
島

典
之

、香
川

哲
郎

、上
嶋

江
利

、岸
本

健
治

第
24

回
日

本
小

児
麻

酔
学

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

20

先
天

性
無

痛
無

汗
症

患
者

の
整

形
外

科
手

術
に

対
す

る
麻

酔
経

験
麻

酔
科

山
脇

緑
、山

口
由

莉
、小

西
麻

意
、小

阪
真

之
、

香
川

哲
郎

第
24

回
日

本
小

児
麻

酔
学

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

21

気
管

無
形

成
お

よ
び

食
道

閉
鎖

を
合

併
し

た
児

の
麻

酔
経

験
麻

酔
科

松
本

 祥
、秋

泉
春

樹
、藤

原
孝

志
、鈴

木
毅

、
香

川
哲

郎
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
20

小
児

病
院

に
Po

st-
An

es
th

es
ia

 C
ar

e 
U

ni
t（

PA
CU

）は
必

要
か

：
開

設
準

備
か

ら
実

際
の

運
用

で
み

え
た

有
用

性
と

問
題

点
麻

酔
科

長
谷

川
達

也
、香

川
哲

郎
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
21

日
帰

り
包

茎
手

術
に

対
す

る
陰

茎
背

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

麻
酔

科
藤

原
孝

志
、末

田
彩

、香
川

哲
郎

、前
川

俊
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

学
会

神
戸

市
20

18
.1

0.
20

気
管

無
形

成
・

食
道

閉
鎖

を
合

併
し

た
極

低
出

生
体

重
児

の
一

例
新

生
児

科
飯

塚
理

、片
岡

大
、李

進
剛

、大
平

安
希

子
、

山
内

貴
未

、武
岡

恵
美

子
、玉

置
祥

子
、横

田
知

之
、

三
村

仁
美

、芳
本

誠
司

　
中

尾
秀

人
、西

田
吉

伸
第

27
3回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
西

宮
市

20
18

.2
.3

当
院

に
お

け
る

タ
ナ

ト
フォ

リッ
ク

骨
異

形
成

症
の

長
期

予
後

新
生

児
科

片
岡

大
、山

内
貴

未
、李

進
剛

、武
岡

恵
美

子
玉

置
祥

子
、横

田
知

之
、三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、

中
尾

秀
人

第
31

回
近

畿
小

児
科

学
会

京
都

市
20

18
.3

.1
1

高
度

胃
食

道
逆

流
症

、P
et

er
s奇

形
を

合
併

し
た

口
窩

重
複

症
の

一
例

新
生

児
科

大
西

理
史

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、李

進
剛

、
武

岡
恵

美
子

、玉
置

祥
子

、松
井

紗
智

子
、

横
田

知
之

、三
村

仁
美

、芳
本

誠
司

、中
尾

秀
人

第
12

1回
日

本
小

児
科

学
会

総
会

福
岡

市
20

18
.4

.2
0-

22

未
熟

児
動

脈
管

閉
鎖

術
目

的
入

院
例

の
時

代
的

変
遷

新
生

児
科

芳
本

誠
司

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、李

進
剛

、
武

岡
恵

美
子

、松
井

紗
智

子
、大

久
保

沙
紀

、
玉

置
祥

子
、横

田
知

之
、三

村
仁

美
、中

尾
秀

人
第

12
1回

日
本

小
児

科
学

会
総

会
福

岡
市

20
18

.4
.2

0-
22

生
後

早
期

に
N

IC
U

内
の

手
術

室
で

修
復

術
を

行
っ

た
先

天
性

横
隔

膜
ヘ

ル
ニ

ア
の

一
例

新
生

児
科

山
内

貴
未

、秋
田

大
輔

、生
田

寿
彦

、李
進

剛
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

12
1回

日
本

小
児

科
学

会
総

会
福

岡
市

20
18

.4
.2

0-
22

血
小

板
減

少
と

胆
汁

う
っ

滞
性

肝
障

害
を

呈
し

た
全

身
型

若
年

性
黄

色
肉

芽
腫

の
新

生
児

例
新

生
児

科
山

内
貴

未
、横

田
知

之
、大

平
安

季
子

、片
岡

大
、

李
進

剛
、武

岡
恵

美
子

、松
井

紗
智

子
、玉

置
祥

子
、

三
村

仁
美

、芳
本

誠
司

、中
尾

秀
人

第
54

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0

在
宅

人
工

呼
吸

管
理（

気
管

切
開

下
・

経
鼻

式
）に

て
退

院
し

た
重

症
慢

性
肺

疾
患

罹
患

児
の

退
院

後
経

過
新

生
児

科
芳

本
誠

司
、大

平
安

季
子

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、

李
進

剛
、武

岡
恵

美
子

、松
井

紗
智

子
、玉

置
祥

子
、

横
田

知
之

、三
村

仁
美

、中
尾

秀
人

第
54

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

早
産

児
動

脈
管

開
存

症
を

対
象

と
し

た
イ

ブ
プ

ロ
フ

ェ
ン

リ
ジ

ン
塩

の
静

脈
内

投
与

に
よ

る
多

施
設

共
同

非
盲

検
試

験
新

生
児

科

平
野

慎
也

、北
島

博
之

、豊
島

勝
昭

、近
藤

昌
敏

、
伊

藤
裕

司
、芳

本
誠

司
、高

橋
伸

方
、大

城
達

男
、

北
東

功
、源

川
隆

一
、杉

浦
弘

小
児

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

第
54

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0

在
胎

24
週

以
下

の
超

早
産

児
に

お
い

て
動

脈
管

閉
鎖

術
が

短
期

予
後

に
与

え
る

影
響

新
生

児
科

玉
置

祥
子

、芳
本

誠
司

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、

李
進

剛
、武

岡
恵

美
子

、松
井

紗
智

子
、横

田
知

之
、

三
村

仁
美

、中
尾

秀
人

第
54

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0

気
管

無
形

性
10

症
例

の
検

討
新

生
児

科

片
岡

大
、李

進
剛

、大
平

安
希

子
、山

内
貴

未
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
芳

本
誠

司
、横

田
知

之
、三

村
仁

美
、中

尾
秀

人
、

森
田

圭
一

、前
田

貢
作

第
54

回
日

本
周

産
期

新
生

児
医

学
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0

肝
被

膜
下

血
腫

に
よ

り
出

血
性

シ
ョ

ッ
ク

を
呈

し
、救

命
困

難
で

あ
っ

た
極

低
出

生
体

重
児

の
2例

新
生

児
科

大
平

安
季

子
、横

田
知

之
、片

岡
大

、山
内

貴
未

、
李

進
剛

、武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

54
回

日
本

周
産

期
新

生
児

医
学

会
東

京
都

20
18

.7
.8

-1
0

男
性

化
徴

候
の

な
い

副
腎

不
全

症
状

と
副

腎
腫

大
か

ら
先

天
性

リ
ポ

イ
ド

過
形

成
を

疑
い

早
期

に
診

断
で

き
た

一
例

新
生

児
科

片
岡

大
、山

内
悠

輔
、山

内
貴

未
、黒

田
淳

平
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
横

田
知

之
、三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

12
回

新
生

児
内

分
泌

研
究

会
京

都
市

20
18

.9
.2

2

心
臓

脱
、肺

動
脈

閉
鎖

症
を

伴
う

完
全

型
Ca

nt
re

ll症
候

群
の

一
例

新
生

児
科

井
上

葵
子

、黒
田

淳
平

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
横

田
知

之
、三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
、

亀
井

直
哉

、松
久

弘
典

、福
沢

宏
明

、小
野

田
素

大
、

佐
藤

有
美

第
27

5回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

姫
路

市
20

18
.9

.2
9

当
セ

ン
タ

ー
で

発
症

し
た

M
RS

A
敗

血
症

3症
例

の
検

討
新

生
児

科
石

田
貴

裕
、山

内
貴

未
、片

岡
大

、黒
田

淳
平

、
武

岡
恵

美
子

、松
井

紗
智

子
、玉

置
祥

子
、

横
田

知
之

、三
村

仁
美

、芳
本

誠
司

、中
尾

秀
人

第
27

5回
日

本
小

児
科

学
会

兵
庫

県
地

方
会

姫
路

市
20

18
.9

.2
9

男
性

化
徴

候
を

伴
わ

な
い

副
腎

不
全

症
状

と
副

腎
の

著
明

な
腫

大
か

ら
先

天
性

リ
ポ

イ
ド

過
形

成
症

を
疑

っ
た

一
例

新
生

児
科

山
内

悠
輔

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、黒

田
淳

平
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
横

田
知

之
、三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

27
5回

日
本

小
児

科
学

会
兵

庫
県

地
方

会
姫

路
市

20
18

.9
.2

9

在
胎

30
週

未
満

早
産

児
に

お
け

る
修

正
40

週
以

前
の

心
電

図
変

化
新

生
児

科
芳

本
誠

司
、片

岡
大

、山
内

貴
未

、黒
田

淳
平

、
武

岡
恵

美
子

、松
井

紗
智

子
、玉

置
祥

子
、

横
田

知
之

、三
村

仁
美

、中
尾

秀
人

第
63

回
日

本
新

生
児

成
育

医
学

会
東

京
都

20
18

.1
1.

22
-2

4

妊
娠

24
週

未
満

の
前

期
破

水
母

体
よ

り
出

生
し

た
早

産
児

の
短

期
・

長
期

予
後

新
生

児
科

横
田

知
之

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、黒

田
淳

平
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

63
回

日
本

新
生

児
成

育
医

学
会

東
京

都
20

18
.1

1.
22

-2
4

心
臓

脱
、肺

動
脈

狭
窄

を
伴

っ
た

完
全

型
Ca

nt
re

ll症
候

群
の

一
例

新
生

児
科

黒
田

淳
平

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、武

岡
恵

美
子

、
松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、横
田

知
之

、
三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

63
回

日
本

新
生

児
成

育
医

学
会

東
京

都
20

18
.1

1.
22

-2
4

重
症

慢
性

肺
疾

患
罹

患
児

の
心

電
図

変
化

新
生

児
科

芳
本

誠
司

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、黒

田
淳

平
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、玉
置

祥
子

、
横

田
知

之
、三

村
仁

美
、中

尾
秀

人
第

16
回

新
生

児
循

環
管

理
研

究
会

和
歌

山
市

20
18

.5
.2

5
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

僧
帽

弁
異

形
成

に
よ

り
重

度
僧

帽
弁

逆
流

、大
動

脈
弁

狭
窄

、
卵

円
孔

狭
小

化
、著

明
な

左
心

拡
大

を
き

た
し

た
超

早
産

児
の

一
例

新
生

児
科

玉
置

祥
子

、片
岡

大
、山

内
貴

未
、黒

田
淳

平
、

武
岡

恵
美

子
、松

井
紗

智
子

、横
田

知
之

、
三

村
仁

美
、芳

本
誠

司
、中

尾
秀

人
第

16
回

新
生

児
循

環
管

理
研

究
会

和
歌

山
市

20
18

.5
.2

5

平
成

28
年（

20
16

年
）「

兵
庫

県
周

産
期

医
療

シ
ス

テ
ム

母
体

紹
介

・
搬

送
情

報
提

供
書

」の
集

計
結

果
産

科
船

越
徹

平
成

29
年

度
兵

庫
県

周
産

期
医

療
セ

ン
タ

ー
・

協
力

病
院

等
連

絡
懇

談
会

神
戸

市
20

18
.3

.1
0

当
院

で
管

理
し

た
腹

壁
破

裂
16

例
の

検
討

産
科

船
越

徹
第

70
回

日
本

産
科

婦
人

科
学

会
学

術
講

演
会

仙
台

市
20

18
.5

.1
0-

13

血
液

培
養

に
よ

り
診

断
し

た
Ca

nd
id

a 
gl

ab
ra

ta
に

よ
る

絨
毛

膜
羊

膜
炎

の
1例

産
科

河
崎

あ
さ

ひ
、船

越
徹

、佐
本

崇
、高

松
祐

幸
、

牧
志

綾
、森

下
紀

、鷲
尾

佳
一

第
70

回
日

本
産

科
婦

人
科

学
会

学
術

講
演

会
仙

台
市

20
18

.5
.1

0-
13

当
院

へ
の

母
体

搬
送

入
院

15
06

例
の

解
析

産
科

船
越

徹
第

13
8回

近
畿

産
科

婦
人

科
学

会
学

術
集

会
大

阪
市

20
18

.6
.9

-1
0

妊
娠

27
週

に
出

生
し

た
単

胎
48

例
の

背
景

と
短

期
予

後
産

科
船

越
徹

第
54

回
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.7
.8

-1
0

臍
帯

嚢
胞

で
発

見
さ

れ
、臍

帯
浮

腫
を

伴
っ

た
尿

膜
管

遺
残

の
1症

例
産

科
森

下
紀

、鷲
尾

佳
一

、河
崎

あ
さ

ひ
、牧

志
綾

、
高

松
祐

幸
、佐

本
崇

、船
越

徹
第

54
回

日
本

周
産

期
・

新
生

児
医

学
会

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.7

.8
-1

0

尿
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス（
CM

V
）ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

で
同

定
し

た
先

天
性

CM
V

感
染

児
の

前
方

視
的

観
察

研
究

産
科

神
戸

大
学

大
学

院
医

学
研

究
科

小
児

科
学

分
野

1）
、

同
産

科
婦

人
科

学
分

野
2）

、な
で

し
こ

レ
デ

ィ
ー

ス
ホ

ス
ピ

タ
ル

3）
福

嶋
祥

代
1）

、森
岡

一
朗

1）
、芦

名
満

理
子

1）
、

生
田

寿
彦

1）
、大

山
正

平
1）

、大
久

保
沙

紀
1）

、
山

名
啓

司
1）

、藤
岡

一
路

1）
、森

實
真

由
美

2）
、

出
口

雅
士

2）
、谷

村
憲

司
2）

、船
越

徹
、

大
橋

正
伸

3）
、飯

島
一

誠
1）

、山
田

秀
人

2）

第
54

回
日

本
周

産
期

・
新

生
児

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.7
.8

-1
0

胎
児

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
分

娩
管

理
産

科
船

越
徹

平
成

30
年

度

兵
庫

県
看

護
協

会
　

CL
oC

M
iP

レ
ベ

ル
III

認
証

申
請

の
た

め
の

研
修

神
戸

市
20

18
.9

.5

当
科

で
過

去
10

年
間

に
管

理
し

た
胎

児
形

態
異

常
の

分
析

産
科

船
越

徹
平

成
30

年
度

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
周

産
期

医
療

セ
ン

タ
ー

研
修

会
神

戸
市

20
18

.1
2.

8

小
児

の
尿

路
感

染
症

と
腎

尿
路

奇
形

放
射

線
診

断
科

赤
坂

好
宣

第
91

回
日

本
超

音
波

医
学

会
学

術
集

会
神

戸
市

20
18

.6
.1

0

先
天

性
間

葉
芽

腎
腫

の
3例

放
射

線
診

断
科

杉
岡

勇
典

、田
原

潤
子

、松
永

卓
明

、山
口

善
道

、
赤

坂
好

宣
第

54
回

日
本

小
児

放
射

線
学

会
東

京
都

20
18

.6
.1

5

頸
部

に
発

生
し

た
小

児
神

経
芽

腫
の

1例
放

射
線

診
断

科
杉

岡
勇

典
、田

原
潤

子
、赤

坂
好

宣
第

32
0回

日
本

医
学

放
射

線
学

会
関

西
地

方
会

大
阪

20
18

.1
1.

10

小
児

集
中

治
療

室
で

の
終

末
期

医
療

に
関

す
る

多
施

設
共

同
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

小
児

集
中

治
療

科
制

野
勇

介
、黒

澤
寛

史
、椎

間
優

子
、新

津
健

裕
第

45
回

日
本

集
中

治
療

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.2
.2

1-
2.

23

教
育

講
演

：
小

児
の

蘇
生

と
心

拍
再

開
後

集
中

治
療

の
最

新
の

話
題

小
児

集
中

治
療

科
黒

澤
寛

史
第

45
回

日
本

集
中

治
療

医
学

会
学

術
集

会
東

京
都

20
18

.2
.2

1-
2.

23
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

座
長

：
小

児
集

中
治

療
・

小
児

重
症

患
者

の
臨

床
研

究
の

推
進

と
将

来
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

第
45

回
日

本
集

中
治

療
医

学
会

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.2

.2
1-

2.
23

当
院

に
お

け
る

先
天

性
心

疾
患

の
周

術
期

に
一

酸
化

窒
素

吸
入

療
法

を
行

っ
た

症
例

の
実

態
調

査
小

児
集

中
治

療
科

増
井

美
苗

、長
谷

川
智

巳
、制

野
勇

介
、青

木
一

憲
、

椎
間

優
子

、黒
澤

寛
史

第
45

回
日

本
集

中
治

療
医

学
会

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.2

.2
1-

2.
23

小
児

IC
U

に
お

け
る

Co
rn

el
l 

As
se

ss
m

en
t 

of
 P

ed
ia

tri
c 

D
el

iri
um

（
CA

PD
）を

使
用

し
た

せ
ん

妄
発

生
率

の
調

査
小

児
集

中
治

療
科

平
田

旭
、制

野
勇

介
、青

木
一

憲
、椎

間
優

子
、

黒
澤

寛
史

第
45

回
日

本
集

中
治

療
医

学
会

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.2

.2
1-

2.
23

小
児

院
外

心
停

止
患

者
に

お
け

る
AA

M（
Ad

va
nc

ed
 A

irw
ay

 
M

an
ag

em
en

t）
の

有
用

性
〜

SO
S-

KA
N

TO
 2

01
2デ

ー
タ

か
ら

〜
小

児
集

中
治

療
科

青
木

一
憲

、清
水

直
樹

、櫻
井

淳
第

11
回

蘇
生

科
学

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

福
岡

市
20

18
.4

.1
9

AE
D

に
よ

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
除

細
動

で
救

命
し

得
た

乳
児

の
一

例
 

小
児

集
中

治
療

科
鴻

池
善

彦
、青

木
一

憲
、制

野
勇

介
、椎

間
優

子
、

長
谷

川
智

巳
、黒

澤
寛

史
第

12
1回

日
本

小
児

科
学

会
学

術
集

会
福

岡
市

20
18

.4
.2

0−
4.

22

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

座
長

：
蘇

生
後

の
長

期
神

経
学

的
転

帰
は

改
善

し
て

い
る

の
か

？
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

第
11

回
日

本
蘇

生
科

学
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
福

岡
市

20
18

.4
.2

0

感
染

に
伴

う
中

枢
神

経
症

状
を

呈
す

る
小

児
に

お
け

る
評

価
・

管
理

の
pi

tfa
ll

小
児

集
中

治
療

科
染

谷
真

紀
、制

野
勇

介
、青

木
一

憲
、椎

間
優

子
、

笠
井

正
志

、黒
澤

寛
史

第
32

回
日

本
小

児
救

急
医

学
会

つ
く

ば
市

20
18

.6
.1

-3

術
後

の
反

回
神

経
麻

痺
の

診
断

に
お

け
る

声
帯

エ
コ

ー
の

有
用

性
小

児
集

中
治

療
科

増
井

美
苗

、長
谷

川
知

巳
、黒

澤
寛

史
第

54
回

日
本

小
児

循
環

器
学

会
横

浜
市

20
18

.7
.6

小
児

敗
血

症
　

J-
SS

CG
20

16
,2

01
7A

CC
CM

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

小
児

集
中

治
療

科
黒

澤
寛

史
第

9回
日

本
集

中
治

療
医

学
会

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
セ

ミ
ナ

ー
東

京
都

20
18

.7
.2

1

集
中

治
療

に
つ

な
が

る
小

児
救

急
医

療
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

第
8回

小
児

科
学

会
イ

ン
テ

ン
シ

ブ
コ

ー
ス

京
都

市
20

18
.8

.1
8

小
児

集
中

治
療

か
ら

み
る

小
児

外
科

小
児

集
中

治
療

科
黒

澤
寛

史
第

54
回

小
児

外
科

学
会

近
畿

地
方

会
神

戸
市

20
18

.8
.2

5

当
院

CI
CU

の
抗

菌
薬

適
正

使
用

小
児

集
中

治
療

科
楠

本
耕

平
、笠

井
正

志
第

4回
小

児
循

環
器

集
中

治
療

研
究

会
神

戸
市

20
18

.9
.2

2

Th
e 

ba
ck

gr
ou

nd
 o

f 
em

py
em

a 
pa

tie
nt

s 
in

 J
ap

an
es

e 
Ch

ild
re

n'
s 

ho
sp

ita
l

小
児

集
中

治
療

科
Ko

he
i K

us
um

ot
o,

 M
as

as
hi

 K
as

ai
, 

Ke
iic

hi
 M

or
ita

第
9回

Th
e 

9t
h 

As
ia

n 
co

ng
re

ss
 

of
 p

ed
ia

tri
c 

in
fe

ct
io

us
 

di
se

as
es

福
岡

市
20

18
.1

1.
10

-1
2

一
回

換
気

量
は

6－
8m

l/k
gを

目
指

す
小

児
集

中
治

療
科

制
野

勇
介

　
第

26
回

小
児

集
中

治
療

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
京

都
市

20
18

.1
0.

13
-1

4

薩
長

同
盟

　
-A

ラ
イ

ン
の

管
理

法
に

つ
い

て
-

小
児

集
中

治
療

科
潮

見
祐

樹
第

26
回

小
児

集
中

治
療

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
京

都
市

20
18

.1
0.

13
-1

4

ミ
ニ

基
礎

講
座

　
呼

吸
小

児
集

中
治

療
科

長
井

勇
樹

第
26

回
小

児
集

中
治

療
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

京
都

市
20

18
.1

0.
13

-1
4

腎
代

替
療

法
導

入
を

契
機

に
脳

浮
腫

の
進

行
を

来
し

た
重

症
小

児
の

2例
小

児
集

中
治

療
科

鴻
池

善
彦

、制
野

勇
介

、長
井

勇
樹

、青
木

一
憲

、
黒

澤
寛

史
第

26
回

小
児

集
中

治
療

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
京

都
市

20
18

.1
0.

13
-1

4

小
児

救
急

と
麻

酔
科

医
の

関
わ

り
小

児
集

中
治

療
科

制
野

勇
介

第
24

回
日

本
小

児
麻

酔
学

会
学

術
集

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

20

子
ど

も
の

終
末

期
医

療
を

考
え

る
集

中
治

療
医

の
立

場
か

ら
小

児
集

中
治

療
科

黒
澤

寛
史

第
1回

あ
い

ち
小

児
保

健
医

療
総

合
セ

ン
タ

ー
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
大

府
市

20
18

.1
1.

06
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

つ
ま

ら
な

く
な

い
、つ

ま
ら

な
い

話
 -

当
院

で
経

験
し

た
カ

テ
ー

テ
ル

関
連

血
栓

症
と

深
部

静
脈

血
栓

症
-

小
児

集
中

治
療

科
山

下
由

理
子

第
5回

Cr
iti

ca
l K

in
ki

 K
id

s
神

戸
市

20
18

.1
1.

23

脳
腫

瘍
の

1剖
検

例

病
理

診
断

科
1）

、
血

液
腫

瘍
科

2）
、

脳
神

経
外

科
3）

、
放

射
線

診
断

科
4）

、
放

射
線

治
療

科
5）

吉
田

牧
子

1）
、藤

原
隆

弘
2）

、齋
藤

敦
郎

2）
、

長
谷

川
大

一
郎

2）
、小

阪
嘉

之
2）

、河
村

淳
史

3）
、

小
山

淳
二

3）
、阿

久
津

宣
行

3）
、杉

岡
勇

典
4）

、
赤

坂
好

宣
4）

、副
島

俊
典

5）

第
78

回
関

西
小

児
病

理
研

究
会

大
阪

市
20

18
．

1．
13

脳
腫

瘍
の

1例

病
理

診
断

科
1）

、
脳

神
経

外
科

2）
、 

血
液

腫
瘍

科
3）

、
放

射
線

診
断

科
4）

、
放

射
線

治
療

科
5）

吉
田

牧
子

1）
、河

村
淳

史
2）

、小
山

淳
二

2）
、

阿
久

津
宣

行
2）

、安
積

麻
衣

2）
、石

田
敏

章
3）

、
市

川
貴

之
3）

、長
谷

川
大

一
郎

3）
、小

阪
嘉

之
3）

、
杉

岡
勇

典
4）

、赤
坂

好
宣

4）
、副

島
俊

典
5）

第
79

回
関

西
小

児
病

理
研

究
会

神
戸

市
20

18
.7

.2
8

G
as

tro
in

te
sti

na
l s

tro
m

al
 tu

m
or

肺
転

移
病

理
診

断
科

吉
田

牧
子

20
18

年
度

小
児

腫
瘍

症
例

検
討

会
さ

い
た

ま
市

20
18

．
8．

31

脳
腫

瘍
の

1例

病
理

診
断

科
1）

、
脳

神
経

外
科

2）
、 

血
液

腫
瘍

科
3）

、
放

射
線

診
断

科
4）

、
放

射
線

治
療

科
5）

吉
田

牧
子

1）
、河

村
淳

史
2）

、小
山

淳
二

2）
、

阿
久

津
宣

行
2）

、安
積

麻
衣

2）
、石

田
敏

章
3）

、
市

川
貴

之
3）

、長
谷

川
大

一
郎

3）
、小

阪
嘉

之
3）

、
杉

岡
勇

典
4）

、赤
坂

好
宣

4）
、副

島
俊

典
5）

第
38

回
日

本
小

児
病

理
研

究
会

学
術

集
会

さ
い

た
ま

市
20

18
．

9.
1

低
出

生
体

重
児

の
ス

キ
ン

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
平

成
29

年
度

愛
育

会
周

産
期

医
療

研
修

5看
護

C
コ

ー
ス

N
IC

U・
大

阪
編

大
阪

市
20

18
.2

.1
3

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
明

石
市

立
松

陰
保

育
所

明
石

市
20

18
.5

.3
0

二
分

脊
椎

外
来

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
～

皮
膚

・
排

泄
ケ

ア
認

定
看

護
師

に
よ

る
排

泄
ケ

ア
看

護
部

鎌
田

直
子

第
46

回
日

本
小

児
脳

神
経

外
科

学
会

東
京

都
20

18
.6

.8

便
失

禁
の

対
応

　
失

禁
用

品
と

浣
腸

・
洗

腸
方

法
の

実
際

看
護

部
鎌

田
直

子
第

23
回

日
本

小
児

ス
ト

ー
マ

・
排

泄
・

創
傷

管
理

セ
ミ

ナ
ー

大
阪

市
20

18
.6

.1
6

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
三

木
市

立
志

染
保

育
所

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

研
修

三
木

市
20

18
.6

.2
3

A
小

児
専

門
病

院
に

お
け

る
親

水
性

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
有

す
る

カ
テ

ー
テ

ル
導

入
の

実
態

調
査

看
護

部
鎌

田
直

子
第

27
回

日
本

小
児

泌
尿

器
科

学
会

金
沢

市
20

18
.6

.2
7

小
児

期
か

ら
排

泄
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
患

者
の

職
業

選
択

と
就

労
の

現
状

調
査

～
第

一
報

～
看

護
部

鎌
田

直
子

第
32

回
日

本
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

・
創

傷
管

理
研

究
会

東
京

都
20

18
.6

.3
0

当
院

に
お

け
る

二
分

脊
椎

患
者

の
排

便
管

理
の

移
行

期
支

援
看

護
部

鎌
田

直
子

第
35

回
日

本
二

分
脊

椎
研

究
会

横
浜

市
20

18
.7

.1
4

小
児

ス
ト

ー
マ

ケ
ア

看
護

部
鎌

田
直

子
第

40
回

関
西

スト
ー

マ
ケ

ア
講

習
会

加
古

川
市

20
18

.9
.1

7
先

天
性

気
管

狭
窄

症
の

周
術

期
の

後
頭

部
褥

瘡
予

防
～

荷
重

分
散

能
の

高
い

ウ
レ

タ
ン

フ
ォ

ー
ム

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
パ

ッ
ド

の
効

果
看

護
部

鎌
田

直
子

第
29

回
近

畿
小

児
ス

ト
ー

マ
・

排
泄

・
創

傷
研

究
会

神
戸

市
20

18
.1

2.
1

造
血

幹
細

胞
移

植
を

受
け

る
思

春
期

の
患

者
の

口
腔

ケ
ア

に
関

す
る

セ
ル

フ
ケ

ア
支

援
看

護
部

窪
木

茉
美

第
40

回
近

畿
小

児
血

液
・

が
ん

研
究

会
大

阪
20

18
.2

.1
7
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

先
天

性
白

血
病

の
子

ど
も

を
持

つ
父

親
に

焦
点

を
当

て
た

家
族

支
援

看
護

部
里

内
美

優
第

16
回

小
児

が
ん

看
護

学
会

京
都

20
18

.1
1.

16

学
童

期
・

思
春

期
の

フ
ォ

ン
タ

ン
術

後
患

者
へ

の
運

動
を

取
り

入
れ

た
患

者
教

室
の

取
り

組
み

看
護

部
 6

西
病

棟
藤

原
あ

ず
さ

第
54

回
日

本
小

児
循

環
器

学
会

総
会

・
学

術
集

会
横

浜
市

20
18

.7
.6

長
期

安
静

が
必

要
と

さ
れ

た
乳

児
の

 運
動

発
達

支
援

看
護

部
工

藤
彩

加
第

15
回

兵
庫

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

.8
保

護
者

同
伴

入
室

が
お

よ
ぼ

す
児

へ
の

効
果

に
つ

い
て

看
護

部
 手

術
室

堤
田

眞
那

第
16

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

術
後

の
こ

ど
も

の
安

全
、安

楽
を

守
る

～
共

働
・

共
育

・
共

創
を

柱
と

し
た

PA
CU

導
入

～
看

護
部

 手
術

室
新

谷
茜

第
16

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

：
小

児
周

術
期

看
護

最
前

線
｢看

護
の

真
髄

～
再

考
し

て
最

高
へ

～
｣

こ
ど

も
の

安
全

と
が

ん
ば

り
を

支
え

る
術

後
回

復
室

PA
CU

を
導

入
し

て
見

え
て

き
た

こ
と

看
護

部
 手

術
室

新
谷

茜
第

24
回

日
本

小
児

麻
酔

科
学

会
神

戸
市

20
18

.1
0.

20

PI
CU

に
お

け
る

小
児

VA
P

予
防

バ
ン

ド
ル

の
導

入
と

そ
の

効
果

看
護

部
 P

IC
U

坂
本

佳
津

子
第

16
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

．
8

PI
CU

に
お

け
る

グ
リ

ー
フ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

効
果

看
護

部
 P

IC
U

坂
本

佳
津

子
第

46
回

集
中

治
療

学
会

京
都

20
19

.3
．

3
家

族
の

危
機

を
力

に
す

る
～

急
性

疾
患

の
子

ど
も

と
家

族
へ

の
支

援
～

看
護

部
浅

井
桃

子
第

65
回

日
本

小
児

保
険

協
会

学
術

集
会

米
子

20
18

.6
.1

4

基
礎

疾
患

を
も

つ
思

春
期

の
若

年
性

特
発

性
関

節
炎

患
者

へ
の

セ
ル

フ
ケ

ア
支

援
看

護
部

辻
田

利
香

第
28

回
小

児
看

護
学

会
学

術
集

会
名

古
屋

20
18

.7
.2

2

幼
児

期
に

1型
糖

尿
病

を
発

症
し

た
 子

ど
も

と
家

族
へ

の
 小

学
校

入
学

に
向

け
た

支
援

看
護

部
泊

菊
子

第
28

回
小

児
看

護
学

会
学

術
集

会
名

古
屋

20
18

.7
.2

2

小
児

が
ん

拠
点

病
院

が
主

催
す

る
小

児
が

ん
看

護
研

修
の

取
り

組
み

看
護

部
中

谷
扶

美
第

15
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

.8

1型
糖

尿
病

の
児

へ
の

疾
患

や
治

療
の

理
解

に
向

け
た

支
援

を
行

う
病

棟
看

護
師

へ
の

教
育

看
護

部
栗

林
佑

季
第

15
回

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

.8

小
児

専
門

病
院

外
来

に
お

け
る

移
行

期
支

援
へ

の
取

り
組

み
看

護
部

後
藤

恵
美

第
15

回
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

腹
膜

透
析

導
入

と
な

っ
た

思
春

期
の

患
者

と
家

族
へ

の
支

援
看

護
部

栗
林

佑
季

第
32

回
日

本
小

児
PD

・
H

D
研

究
会

広
島

20
18

.1
0.

4
長

期
フ

オ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
受

け
る

晩
期

合
併

症
を

持
つ

小
児

が
ん

治
療

に
思

春
期

の
患

者
・

家
族

の
支

援
看

護
部

小
澤

一
美

第
60

回
日

本
小

児
血

液
が

ん
学

術
集

会
京

都
20

18
.1

1.
13

県
立

病
院

職
員

の
ワ

ク
チ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

再
構

築
～

患
者

を
守

る
、職

員
を

守
る

～
看

護
部

中
島

由
佳

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

小
児

感
染

症
に

お
け

る
G

M
-T

D
M

プ
ロ

ト
コ

ル
に

基
づ

く
介

入
薬

剤
部

乗
松

耕
平

第
39

回
日

本
病

院
薬

剤
師

会
近

畿
学

術
大

会
京

都
市

20
18

.2
.3

-4

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
薬

剤
師

主
導

の
抗

菌
薬

適
正

支
援

チ
ー

ム（
An

tim
ic

ro
bi

al
 S

te
w

ar
ds

hi
p 

Te
am

:A
ST

）
活

動
に

つ
い

て
薬

剤
部

宇
戸

裕
介

第
39

回
日

本
病

院
薬

剤
師

会
近

畿
学

術
大

会
京

都
市

20
18

.2
.3

-4

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
薬

剤
師

主
導

型
AS

T
の

取
り

組
み

と
そ

の
成

果
薬

剤
部

山
田

真
人

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

腎
臓

病
教

室
へ

の
薬

剤
師

の
取

り
組

み
～

患
者

に
寄

り
添

っ
た

腎
臓

病
教

室
を

行
う

た
め

に
～

薬
剤

部
齋

藤
あ

ゆ
み

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

小
児

専
門

病
院

に
お

け
る

薬
剤

師
主

導
AS

T
活

動
薬

剤
部

三
輪

祐
太

朗
第

45
回

日
本

小
児

臨
床

薬
理

学
会

学
術

集
会

東
京

都
20

18
.1

0.
6-

7

吸
入

指
導

内
容

の
統

一
に

向
け

た
取

り
組

み
～

小
児

特
有

の
問

題
点

に
対

し
て

～
薬

剤
部

中
西

有
璃

第
28

回
日

本
医

療
薬

学
会

神
戸

市
20

18
.1

1.
23

-2
5

小
児

SS
I予

防
抗

菌
薬

の
適

正
使

用
～

経
口

第
三

世
代

セ
フ

ェ
ム

許
可

制
に

よ
る

使
用

動
向

～
薬

剤
部

渡
邊

稜
子

第
28

回
日

本
医

療
薬

学
会

神
戸

市
20

18
.1

1.
23

-2
5

小
児

血
液

培
養

ボ
ト

ル
の

接
種

量
と

陽
性

率
の

関
連

性
の

検
討

検
査

部
亀

山
和

明
、大

上
朋

子
、伊

藤
雄

介
、笠

井
正

志
第

29
回

日
本

臨
床

微
生

物
学

会
愛

知
県

20
18

.2
.1

0

LS
BL

産
生

Es
ch

er
ic

hi
a 

co
liの

流
行

に
関

わ
る

su
bc

lo
ne

 
Fi

m
H

30
の

役
割

検
査

部
寺

前
正

純
第

60
回

日
本

医
学

検
査

学
会

浜
松

市
20

18
.5

.1
2-

13

薬
剤

感
受

性
検

査
に

つ
い

て
検

査
部

寺
前

正
純

平
成

30
年

度
兵

臨
技

微
生

物
検

査
研

修
会

神
戸

市
20

18
.5

.1
9

CL
SI

 M
10

0以
外

の
薬

剤
感

受
性

検
査

～
Co

ry
ne

ba
ct

er
in

m
 s

pp
.の

場
合

～
検

査
部

寺
前

正
純

平
成

30
年

度
兵

臨
技

微
生

物
検

査
研

修
会

神
戸

市
20

18
.6

.2
1

明
日

か
ら

検
査

室
に

通
い

た
く

な
る

微
生

物
の

話
検

査
部

寺
前

正
純

第
2回

初
心

者
の

た
め

の
兵

庫
小

児
感

染
症

セ
ミ

ナ
ー

神
戸

市
20

18
.6

.2
4

小
児

病
院

に
お

け
る

血
液

培
養

検
査

の
現

状
と

課
題

検
査

部
寺

前
正

純
第

4回
感

染
症

診
断

フ
ォ

ー
ラ

ム
大

阪
市

20
18

.1
0.

6
求

め
ら

れ
る

検
査

室
に

向
け

て
～

品
質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

っ
て

何
？

～
検

査
部

八
杉

秀
美

平
成

30
年

度
全

国
自

治
体

病
院

臨
床

検
査

部
会

研
修

会
東

京
都

20
18

.6
.2

9

生
理

検
査

に
精

度
管

理
っ

て
？

　
－

IS
O

15
18

9に
準

拠
す

る
と

検
査

部
八

杉
秀

美
平

成
30

年
度

県
立

病
院

生
理

超
音

波
部

会
講

習
会

神
戸

市
20

18
.1

1.
17

9年
後

の
遡

及
調

査
に

よ
り

原
因

究
明

さ
れ

た
輸

血
後

H
BV

感
染

の
1症

例
検

査
部

野
口

啓
子

、芳
井

佳
奈

、田
中

桃
子

、筑
紫

和
江

、
山

内
由

里
子

、幸
福

淳
子

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

K　
　

～
血

液
培

養
陽

性
時

対
応

24
時

間
体

制
へ

の
挑

戦
～

検
査

部
亀

山
和

明
、大

上
朋

子
、寺

前
正

純
、八

杉
秀

美
、

幸
福

淳
子

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

金
属

探
知

機
操

作
の

標
準

化
放

射
線

部
田

島
将

行
第

54
回

兵
庫

県
立

病
院

M
R

部
会

西
宮

市
20

18
.6

.2
3

放
射

線
業

務
従

事
者

の
水

晶
体

の
放

射
線

防
護

に
関

す
る

動
向

と
当

院
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

放
射

線
部

原
誠

第
51

回
兵

庫
県

立
病

院
画

像
評

価
部

会
尼

崎
市

20
18

.9
.8

単
純

X
線

撮
影

時
の

患
者

介
助

に
お

け
る

診
療

放
射

線
技

師
の

水
晶

体
被

ば
く

防
護

に
向

け
た

検
討

放
射

線
部

原
誠

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8

ハ
ン

ディ
型

金
属

探
知

機
の

特
性

解
析

と
検

出
率

改
善

の
検

証
～

Ｍ
Ｒ

Ｉ
金

属
持

込
み

イ
ン

シ
デ

ン
ト

減
少

へ
の

期
待

～
放

射
線

部
田

島
将

行
第

16
回

兵
庫

県
立

病
院

学
会

神
戸

市
20

18
.9

.8

仰
臥

位
低

血
圧

症
候

群
予

防
体

位
の

定
量

評
価

～
M

RI
を

用
い

て
～

放
射

線
部

田
島

将
行

第
57

回
全

国
自

治
体

病
院

学
会

福
島

県
20

18
.1

0.
17

-1
9

小
児

の
病

態
栄

養
療

法
　

小
児

肥
満

症
の

栄
養

指
導

栄
養

管
理

部
鳥

井
隆

志
第

21
回

日
本

病
態

栄
養

学
会

学
術

総
会

京
都

市
20

18
.0

1.
14

角
膜

軟
化

症
を

来
し

た
ビ

タ
ミ

ン
A

欠
乏

症
に

対
す

る
炊

飯
添

加
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

使
用

経
験

栄
養

管
理

部
鳥

井
隆

志
第

40
回

日
本

臨
床

栄
養

学
会

総
会

東
京

都
20

18
.1

0.
6
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演
題

名
所

属
科

発
表

者
名

第
○

回
学

会
名

開
催

都
市

名
開

催
年

月
日

チ
ー

ム
医

療
に

お
い

て
多

職
種

が
看

護
師

に
期

待
す

る
こ

と
栄

養
管

理
部

鳥
井

隆
志

平
成

30
年

度
兵

庫
県

立
病

院
看

護
師

ラ
ダ

ー
Ⅲ

・
Ⅳ

チ
ー

ム
医

療
推

進
研

修
Ⅱ

神
戸

市
20

18
.0

7.
03

20
18

.0
7.

10

障
が

い
児

の
栄

養
評

価
に

つ
い

て
栄

養
管

理
部

鳥
井

隆
志

平
成

30
年

度
肢

体
不

自
由

教
育

給
食

関
係

者
調

理
・

摂
食

支
援

講
習

会
神

戸
市

20
18

.0
7.

31

こ
ど

も
の

便
秘

と
食

事
に

つ
い

て
栄

養
管

理
部

鳥
井

隆
志

第
35

回
兵

庫
県

小
児

保
健

協
会

総
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

神
戸

市
20

18
.0

8.
04

小
児

の
栄

養
に

つ
い

て
栄

養
管

理
部

鳥
井

隆
志

兵
庫

県
栄

養
士

会
生

涯
学

習
神

戸
市

20
18

.0
8.

25

小
児

専
門

病
院

に
お

け
る

栄
養

障
害

へ
の

取
り

組
み

栄
養

管
理

部
鳥

井
隆

志
宮

城
県

立
こ

ど
も

病
院

小
児

N
ST

研
修

会
仙

台
市

20
18

.1
0.

26

保
育

所
に

お
け

る
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

ガ
イド

ライ
ン

に
つ

い
て

栄
養

管
理

部
鳥

井
隆

志
兵

庫
県

保
育

協
会

保
育

士
等

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
研

修
神

戸
市

20
18

.1
0.

31

障
が

い
児

の
栄

養
評

価
に

つ
い

て
栄

養
管

理
部

鳥
井

隆
志

平
成

30
年

度
兵

庫
県

特
別

支
援

学
校

知
的

障
害

教
育

研
究

協
議

会
第

2回
養

護
教

諭
部

会

神
戸

市
20

18
.1

2.
14

長
期

入
院

中
小

児
の

食
事

イ
ベ

ン
ト

に
よ

る
ス

ト
レ

ス
緩

和
の

取
り

組
み

～
移

動
カ

フ
ェ

実
現

に
向

け
て

～
栄

養
管

理
部

竹
谷

茉
美

、堀
田

亮
子

、田
中

紀
子

第
16

回
兵

庫
県

立
病

院
学

会
神

戸
市

20
18

.9
.8
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4）
報

道
テ

ー
マ

所
属

科
発

表
者

名
報

道
媒

体
報

道
年

月
日

抗
菌

薬
説

明
加

算
に

つ
い

て
感

染
症

科
笠

井
正

志
M

BS
 ち

ち
ん

ぷ
い

ぷ
い

20
18

.3
.2

0
先

天
性

尿
路

疾
患

泌
尿

器
科

杉
多

良
文

TB
S「

医
の

こ
こ

ろ
」

20
18

.6
.1

6
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5）
実

習
生

・
研

修
生

受
け

入
れ

状
況

①
実

習
生

診
療

部
学

　
校

　
名

実
　

習
　

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所

U
ni

ve
rs

ita
s 

G
ad

ja
h 

M
ad

a
国

立
国

際
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
医

療
技

術
等

国
際

展
開

推
進

事
業

1
11

.2
9−

12
.8

血
液

・
腫

瘍
内

科

市
立

豊
中

病
院

小
児

感
染

症
研

修
1

8月
−

11
月

感
染

症
科

姫
路

赤
十

字
病

院
小

児
感

染
症

研
修

1
1月

−
12

月
感

染
症

科
六

甲
ア

イ
ラ

ン
ド

病
院

小
児

感
染

症
研

修
1

1月
−

12
月

感
染

症
科

神
戸

大
学

医
学

部
BS

L
実

習
20

18
年

4月
−

20
19

年
2月

整
形

外
科

お
よ

び
手

術
室

神
戸

総
合

医
療

専
門

学
校

言
語

聴
覚

士
学

生
実

習
1

10
.2

9−
11

.3
0

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

お
よ

び
耳

鼻
咽

喉
科

外
来

・
病

棟
・

手
術

室
見

学
神

戸
常

盤
大

学
短

期
大

学
部

　
口

腔
保

健
学

科
2

6.
20

−
7.

13
歯

科
外

来
・

他

神
戸

常
盤

大
学

短
期

大
学

部
　

口
腔

保
健

学
科

2
11

.2
0−

12
.7

歯
科

外
来

・
他

神
戸

常
盤

大
学

短
期

大
学

部
　

口
腔

保
健

学
科

2
12

.1
1−

12
.2

1
歯

科
外

来
・

他

看
護

部
学

　
校

　
名

実
　

習
　

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
兵

庫
県

立
大

学
看

護
学

部
総

合
看

護
11

5/
21

−
6/

14
　（

24
日

間
）

病
棟

（
7E

,6
W

,）
、

産
科

病
棟

生
涯

広
域

看
護

8
6/

25
−

7/
5　

（
9日

間
）

産
科

病
棟

、
新

生
児

生
涯

広
域

看
護

25
7/

9−
7/

20
　（

9日
間

）
病

棟
（

7W
,6

W
,5

E、
H

CU
）

産
科

病
棟

、
新

生
児

生
涯

広
域

看
護

16
10

/1
−

12
　（

8日
間

）
病

棟
（

7W
,7

E,
6W

,H
CU

）
生

涯
広

域
看

護
17

10
/1

5−
25

　（
9日

間
）

病
棟

（
7W

,6
E,

5W
、

H
CU

）
生

涯
広

域
看

護
2

10
/1

6・
19

・
24

・
25

　（
4日

間
）

新
生

児
生

涯
広

域
看

護
16

10
/2

9−
11

/9
　（

9日
間

）
病

棟
（

7W
,6

W
,5

W
,H

CU
）

生
涯

広
域

看
護

2
10

/2
9・

11
/2・

11
/7・

11
/8

　（
4日

間
）

新
生

児
生

涯
広

域
看

護
24

11
/1

2−
22

　（
8日

間
）

病
棟

（
7E

,6
W

,6
E,

5E
）

産
科

病
棟

、
新

生
児

生
涯

広
域

看
護

26
11

/2
6−

12
/7

　（
9日

間
）

病
棟

（
7W

,6
E,

5E
,H

CU
）

産
科

病
棟

、
新

生
児

実
践

研
究

3
9月

　（
2～

4日
間

）
病

棟
（

5W
,6

W
,6

E）
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学
　

校
　

名
実

　
習

　
名

実
習

生
数

実
習

期
間

実
習

場
所

兵
庫

県
立

総
合

衛
生

学
院

小
児

看
護

学
（

看
護

学
科

全
日

制
）

4
9/

4−
14

　（
8日

間
）

病
棟

（
5W

）
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
全

日
制

）
5

9/
18

−
28

　（
8日

間
）

病
棟

（
5W

）
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
定

時
制

）
3

8/
27

−
9/

7　
（

7日
間

）
病

棟
（

6W
）

小
児

看
護

学
（

看
護

学
科

定
時

制
）

8
9/

11
−

21
　（

8日
間

）
病

棟
（

6W
,6

E）
小

児
看

護
学

（
看

護
学

科
定

時
制

）
4

10
/1

6−
26

　（
8日

間
）

病
棟

（
5E

）
助

産
学

科
2

10
/3

−
5　

（
3日

間
）

新
生

児
助

産
学

科
3

1/
8−

10
　（

3日
間

）
新

生
児

助
産

学
科

2
1/

16
−

18
　（

3日
間

）
新

生
児

看
護

学
科

定
時

制
（

母
性

）
4

8/
21

−
8/

23
　（

3日
間

）
産

科
病

棟
看

護
学

科
定

時
制

（
母

性
）

4
9/

25
−

27
　（

3日
間

）
産

科
病

棟
神

戸
常

磐
大

学
総

合
実

習
8

6/
11

−
29

　（
13

日
間

）
病

棟
（

7W
,6

E）
神

戸
常

磐
短

期
大

学
部

短
期

大
学

通
信

制
課

程
6

8/
16

−
17

　（
2日

間
）

病
棟

（
7W

,7
E,

6W
,6

E､
5E

）
姫

路
大

学
統

合
実

習
5

6/
25

−
7/

7　
（

8日
間

）
病

棟
（

7E
,5

W
）

こ
ど

も
看

護
5

10
/1

−
5　

（
5日

間
）

病
棟

（
7E

,5
W

）
こ

ど
も

看
護

5
10

/1
5−

19
　（

5日
間

）
病

棟
（

7E
,5

W
）

こ
ど

も
看

護
6

10
/2

2−
26

　（
5日

間
）

病
棟

（
7E

,5
W

）
こ

ど
も

看
護

7
10

/2
9−

11
/2

　（
5日

間
）

病
棟

（
7E

）
こ

ど
も

看
護

4
11

/1
2−

16
　（

5日
間

）
病

棟
（

5W
）

こ
ど

も
看

護
5

11
/2

6−
30

　（
5日

間
）

病
棟

（
5W

）
こ

ど
も

看
護

5
12

/1
0−

14
　（

5日
間

）
病

棟
（

5W
）

こ
ど

も
看

護
4

1/
15

−
18

　（
5日

間
）

病
棟

（
7E

）
こ

ど
も

看
護

5
1/

21
−

25
　（

5日
間

）
病

棟
（

7E
）

こ
ど

も
看

護
5

1/
28

−
2/

1　
（

5日
間

）
病

棟
（

7E
）

関
西

国
際

大
学

統
合

看
護

実
習

（
母

性
看

護
学

）
3

8/
27

−
9/

12
　（

10
日

間
）

産
科

病
棟

、
新

生
児

神
戸

市
看

護
大

学
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

9/
25

・
26

　（
2日

間
）

新
生

児
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

9/
27

・
28

　（
2日

間
）

新
生

児
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

10
/9

･1
0　

（
2日

間
）

新
生

児
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

10
/1

1･
12

　（
2日

間
）

新
生

児
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
2

10
/1

5･
16

　（
2日

間
）

新
生

児
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

10
/1

7・
18

　（
2日

間
）

新
生

児
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学
　

校
　

名
実

　
習

　
名

実
習

生
数

実
習

期
間

実
習

場
所

神
戸

市
看

護
大

学
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

10
/2

2・
23

　（
2日

間
）

新
生

児
ウ

ィ
メ

ン
ズ

ヘ
ル

ス
看

護
3

10
/2

4･
25

　（
2日

間
）

新
生

児
神

戸
女

子
大

学
　

小
児

統
合

実
習

7
5/

7−
5/

18
　（

10
日

間
）

病
棟

（
6E

,5
E）

統
合

実
習

7
5/

21
−

6/
1　

（
10

日
間

）
病

棟
（

6E
,5

E）

成
育

看
護

実
習

Ⅱ
（

小
児

）
11

7/
30

−
8/

9　
（

9日
間

）
病

棟
（

6E
,5

E）

成
育

看
護

実
習

Ⅱ
（

小
児

）
11

10
/1

−
12

　（
8日

間
）

病
棟

（
6E

,5
E）

課
題

探
求

3
7/

16
－

27
　（

10
日

間
）

病
棟

（
6E

,5
E）

課
題

探
求

4
8/

20
－

31
　（

10
日

間
）

病
棟

（
6E

,5
E）

課
題

探
求

3
9/

3−
9/

14
　（

10
日

間
）

病
棟

（
6E

,5
E）

課
題

探
求

3
9/

18
−

9/
28

　（
8日

間
）

病
棟

（
6E

,5
E）

神
戸

女
子

大
学

　
助

産
総

合
実

習
1

9/
25

−
9/

27
　（

3日
間

）
産

科
病

棟
、

新
生

児
姫

路
獨

協
大

学
小

児
看

護
学

実
習

5
1/

21
−

25
　（

5日
間

）
病

棟
（

7E
.5

W
）

小
児

看
護

学
実

習
5

1/
28

－
2/

1　
（

5日
間

）
病

棟
（

7E
.5

W
）

小
児

看
護

学
実

習
5

2/
4−

8　
（

5日
間

）
病

棟
（

7E
.5

W
）

小
児

看
護

学
実

習
5

2/
12

−
15

　（
5日

間
）

病
棟

（
7E

.5
W

）

小
児

看
護

学
実

習
5

2/
18

−
22

　（
5日

間
）

病
棟

（
7E

.5
W

）

小
児

看
護

学
実

習
5

2/
25

−
3/

11
　（

5日
間

）
病

棟
（

7E
.5

W
）

兵
庫

医
療

大
学

小
児

看
護

学
実

習
6

1/
7−

11
　（

5日
間

）
病

棟
（

7W
,6

W
）

小
児

看
護

学
実

習
6

1/
14

−
18

　（
5日

間
）

病
棟

（
7W

,6
W

）

小
児

看
護

学
実

習
3

1/
21

−
25

　（
5日

間
）

病
棟

（
7W

,6
W

）

小
児

看
護

学
実

習
6

1/
28

－
2/

1　
（

5日
間

）
病

棟
（

6W
,5

E）

小
児

看
護

学
実

習
6

2/
4−

8　
（

5日
間

）
病

棟
（

7W
,5

E）

小
児

看
護

学
実

習
6

2/
12

−
15

　（
4日

間
）

病
棟

（
7W

,5
E）

小
児

看
護

学
実

習
8

2/
18

－
22

　（
5日

間
）

病
棟

（
7W

,5
E）

松
江

総
合

医
療

専
門

学
校

看
護

学
科

　
見

学
63

8/
23

平
成

淡
路

看
護

専
門

学
校

看
護

学
科

　
見

学
33

1/
28

阪
奈

中
央

看
護

学
校

看
護

学
科

　
見

学
40

2/
26
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大
学

院
生

学
　

校
　

名
実

　
習

　
名

実
習

生
数

実
習

期
間

実
習

場
所

兵
庫

県
立

大
学

院
看

護
学

研
究

科
小

児
看

護
学

専
攻

2
9月

－
2月

病
棟

（
7W

、7
E、

6E
、5

W
、5

E）
神

戸
市

看
護

大
学

大
学

院
看

護
研

究
科

急
性

期
看

護
学

特
講

演
習

2
6/

11
－

3/
29

新
生

児
、

外
来

、
病

棟
（

5W
、5

E）

小
児

看
護

学
専

攻
分

野
1

7/
11

−
12

　
救

急
病

棟
、

救
急

外
来

大
阪

府
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
小

児
看

護
学

見
学

実
習

1
8/

15
、2

4　
9/

12
病

棟
、

外
来

関
西

医
科

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
こ

ど
も

高
度

看
護

学
実

習
Ⅰ

1
12

/3
～

3/
29

病
棟

（
7W

、7
E、

6W
）

新
生

児
慶

應
義

塾
大

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
科

1
8/

6～
12

/1
1

救
急

・
H

CU

保
育

学
　

校
　

名
実

　
習

　
名

実
習

生
数

実
習

期
間

実
習

場
所

川
崎

医
療

短
大

保
育

学
科

3
7/

20
－

31
　（

9日
間

）
病

棟
（

7E
,6

W
,6

E）

保
育

学
科

3
9/

3−
9/

14
　（

9日
間

）
病

棟
（

6W
,6

E.
5E

）
姫

路
獨

協
大

学
こ

ど
も

保
健

学
科

4
2/

4～
18

、2
/1

9～
3/

4　
（

10
日

間
）

病
棟

（
6W

、6
E）

薬
剤

部
学

　
校

　
名

実
　

習
　

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
京

都
薬

科
大

学
薬

学
生

実
務

実
習

1
1.

9～
3.

23
薬

剤
部

と
主

な
部

署
神

戸
薬

科
大

学
薬

学
生

実
務

実
習

1
1.

9～
3.

23
薬

剤
部

と
主

な
部

署
武

庫
川

女
子

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
1

1.
9～

3.
23

薬
剤

部
と

主
な

部
署

京
都

薬
科

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
1

5.
7～

7.
20

薬
剤

部
と

主
な

部
署

神
戸

学
院

薬
学

生
実

務
実

習
2

5.
7～

7.
20

薬
剤

部
と

主
な

部
署

神
戸

薬
科

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
2

5.
7～

7.
20

薬
剤

部
と

主
な

部
署

京
都

薬
科

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
1

8.
6～

10
.1

9
薬

剤
部

と
主

な
部

署
神

戸
学

院
薬

学
生

実
務

実
習

1
8.

6～
10

.1
9

薬
剤

部
と

主
な

部
署

神
戸

薬
科

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
2

8.
6～

10
.1

9
薬

剤
部

と
主

な
部

署
兵

庫
医

療
大

学
薬

学
生

実
務

実
習

1
8.

6～
10

.1
9

薬
剤

部
と

主
な

部
署

京
都

薬
科

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
2

11
.5

～
1.

25
薬

剤
部

と
主

な
部

署
神

戸
学

院
薬

学
生

実
務

実
習

1
11

.5
～

1.
25

薬
剤

部
と

主
な

部
署

神
戸

薬
科

大
学

薬
学

生
実

務
実

習
3

11
.5

～
1.

25
薬

剤
部

と
主

な
部

署
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検
査

・
放

射
線

部
（

検
査

）
学

　
校

　
名

実
　

習
　

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
神

戸
常

盤
大

学
保

健
科

学
部

医
療

検
査

学
科

臨
床

検
査

　
臨

地
実

習
2

1.
11

～
3.

7
検

査
部

神
戸

学
院

大
学

栄
養

学
部

栄
養

学
科

臨
床

検
査

　
臨

地
実

習
1

8.
1～

8.
14

検
査

部
神

戸
大

学
医

学
部

保
健

学
科

臨
床

検
査

　
臨

地
実

習
2

10
.3

0～
11

.1
6

検
査

部
神

戸
大

学
医

学
部

保
健

学
科

臨
床

検
査

　
検

査
統

合
実

習
2

12
.4

検
査

部
金

沢
大

学
医

薬
保

健
学

域
保

健
学

類
臨

床
検

査
　

見
学

1
3.

25
検

査
部

神
戸

常
盤

大
学

保
健

科
学

部
医

療
検

査
学

科
臨

床
検

査
　

見
学

10
6.

12
検

査
部

大
阪

行
岡

医
療

専
門

学
校

臨
床

検
査

　
見

学
1

7.
26

検
査

部

栄
養

管
理

課
学

　
校

　
名

実
　

習
　

名
実

習
生

数
実

習
期

間
実

習
場

所
同

志
社

女
子

大
学

臨
床

栄
養

学
及

び
給

食
経

営
管

理
2

2/
19

～
3/

2
栄

養
管

理
課

兵
庫

県
立

大
学

臨
床

栄
養

臨
地

実
習

給
食

経
営

管
理

臨
地

実
習

2
3/

5～
3/

16
栄

養
管

理
課

神
戸

学
院

大
学

校
外

実
習

7
3/

6、
3/

8、
3/

13
、3

/1
5 

（
原

則
、

い
づ

れ
か

1日
）

栄
養

管
理

課

神
戸

松
蔭

女
子

大
学

臨
床

栄
養

学
　

臨
地

実
習

2
6/

11
～

6/
22

栄
養

管
理

課
神

戸
学

院
大

学
管

理
栄

養
士

臨
地

実
習

4
6/

25
～

7/
6

栄
養

管
理

課
神

戸
学

院
大

学
栄

養
指

導
論

実
習

Ⅰ
（

施
設

見
学

）
10

5
7/

2、
7/

18
、7

/2
4

（
い

ず
れ

か
の

日
1時

間
）

講
堂

、
栄

養
相

談
室

甲
子

園
大

学
隣

地
実

習
Ⅲ

・
Ⅳ

（
臨

床
栄

養
学

）
2

8/
6～

8/
17

栄
養

管
理

課
神

戸
女

子
大

学
臨

床
栄

養
学

臨
地

実
習

2
8/

20
～

8/
31

栄
養

管
理

課
神

戸
女

子
大

学
臨

床
栄

養
学

臨
地

実
習

2
9/

3～
9/

14
栄

養
管

理
課

武
庫

川
女

子
大

学
隣

地
実

習
Ⅱ

（
臨

床
栄

養
学

実
習

）
2

10
/1

5～
10

/2
6

栄
養

管
理

課
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②
研

修
生

診
療

部
依

　
頼

　
元

研
　

修
　

科
研

修
生

数
研

修
期

間
研

修
場

所
尼

崎
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
小

児
科

小
児

放
射

線
診

断
研

修
2

3か
月

超
音

波
室

、
読

影
室

淡
路

医
療

セ
ン

タ
ー

放
射

線
科

小
児

放
射

線
診

断
研

修
1

3か
月

（
週

1回
）

超
音

波
説

、
読

影
室

看
護

部
依

　
頼

　
元

研
　

修
　

科
研

修
生

数
研

修
期

間
研

修
場

所
兵

庫
県

立
尼

崎
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
CI

CU
看

護
実

務
研

修
1

20
18

.4
.1

6～
4.

27
CI

CU
CI

CU
看

護
実

務
研

修
1

20
18

.5
.7

～
5.

18
CI

CU
CI

CU
看

護
実

務
研

修
1

20
18

.5
.2

1～
6.

2
CI

CU
CI

CU
看

護
実

務
研

修
2

20
18

.6
.5

～
6.

16
CI

CU
CI

CU
看

護
実

務
研

修
2

20
18

.6
.1

9～
6.

30
CI

CU

検
査

・
放

射
線

部
（

検
査

）
依

　
頼

　
元

研
　

修
　

名
研

修
生

数
研

修
期

間
研

修
場

所

③
長

期
院

外
研

修

診
療

部

研
修

先
施

設
名

研
修

名
研

修
者

名
研

修
期

間
研

修
場

所

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

長
期

研
修

（
血

液
・

腫
瘍

内
科

）
山

本
暢

之
6.

18
-7

.1
3

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

シ
ア

ト
ル

小
児

病
院

長
期

研
修

（
小

児
集

中
治

療
科

）
宮

下
6.

18
-7

.1
3
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看
護

部
研

修
先

施
設

名
研

修
名

研
修

者
名

研
修

期
間

研
修

場
所

兵
庫

県
立

尼
崎

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

助
産

実
務

研
修

中
西

亜
希

子
・

松
下

奈
央

20
18

.4
.1

～
6.

30
兵

庫
県

立
尼

崎
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー

助
産

実
務

研
修

寺
澤

美
展

 
太

田
君

子
20

18
.7

.1
～

9.
30

兵
庫

県
立

尼
崎

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

助
産

実
務

研
修

新
開

優
・

中
村

雪
音

・
新

井
志

歩
20

18
.1

0.
1～

12
.3

1
兵

庫
県

立
尼

崎
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
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6）
研

修
（

20
18

年
）

1）
公

開
研

修
会

名
称

主
催

開
催

日
時

間
場

所
院

　
内

参
加

数
院

　
外

参
加

数
合

計
テ

ー
マ

発
表

者
/担

当
所

属
科

名

第
25

0回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
1月

12
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
14

2
16

『
小

児
の

て
ん

か
ん

の
基

本
～

ご
紹

介
頂

い
た

症
例

の
診

断
と

そ
の

後
～

』
山

口
　

宏
神

経
内

科

第
25

1回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
1月

25
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
24

1
25

『
一

絨
毛

膜
二

羊
膜

性
双

胎
の

管
理

と
合

併
症

に
つ

い
て

』
鷲

尾
　

佳
一

産
科

第
25

2回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
2月

8日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

33
2

35
『

泌
尿

器
　

救
急

疾
患

』
春

名
　

晶
子

泌
尿

器
科

第
25

3回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
2月

22
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
24

20
44

『
脳

性
麻

痺
児

の
姿

勢
調

整
の

試
み

～
反

り
の

つ
よ

い
8ヶ

月
児

～
』

金
澤

　
美

佳
リハ

ビリ
テ

ー
ショ

ン
科

第
25

4回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
3月

8日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

33
1

34
『

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
に

お
け

る
日

帰
り

手
術

の
麻

酔
～

現
状

と
次

の
40

年
に

む
け

て
～

』
秋

泉
 春

樹
麻

酔
科

第
25

5回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
3月

22
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
27

3
30

『
当

院
の

川
崎

病
治

療
の

現
状

』
津

田
　

雅
世

救
急

総
合

診
療

科

第
25

6回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
4月

12
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
33

5
38

『
現

場
か

ら
集

中
治

療
室

ま
で

　
～

救
命

の
連

鎖
を

つ
な

ぐ
た

め
の

取
り

組
み

～
』

宮
下

　
徳

久
集

中
治

療
科

　

第
1回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

4月
26

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

26
3

29

『
自

家
用

車
の

排
気

不
良

に
よ

る
一

酸
化

炭
素

中
毒

の
家

族
発

症
例

』 
『

壊
血

病
に

よ
る

股
関

節
内

お
よ

び
腸

腰
筋

血
腫

か
ら

十
度

の
貧

血
と

歩
行

障
害

を
呈

し
た

自
閉

症
児

』 
『

複
雑

型
熱

性
け

い
れ

ん
の

後
発

時
間

帯
と

そ
の

重
症

度
』

倉
橋

　
幸

也
 

土
井

　
圭

 
山

口
　

宏

救
急

総
合

診
療

科
 

救
急

総
合

診
療

科
 

神
経

内
科

第
25

7回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
5月

10
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
28

4
32

『
開

腹
歴

の
な

い
絞

扼
性

イ
レ

ウ
ス

に
対

し
分

割
手

術
で

短
腸

症
候

群
を

回
避

し
た

一
例

』
植

村
　

光
太

郎
小

児
外

科

第
2回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

5月
24

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

21
4

25
『

遺
伝

子
診

断
と

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
　

～
実

際
の

診
断

症
例

を
通

じ
て

～
　

』
森

貞
　

直
哉

 
運

﨑
　

愛
臨

床
遺

伝
科

第
25

8回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
6月

14
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
24

5
29

『
喘

息
既

往
の

あ
る

２
歳

女
児

が
呼

吸
困

難
で

来
院

。
Ｅ

Ｒ
で

の
対

応
は

？
』

梶
原

　
伸

介
救

急
科

第
3回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

6月
28

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

76
2

78
『

耐
性

菌
の

悪
質

タ
ッ

ク
ル

か
ら

身
を

守
る

方
法

、
伝

授
し

ま
す

』
山

田
　

真
人

 
張

　
慶

哲
感

染
症

科

第
25

9回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
7月

12
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
25

3
28

『
汎

血
球

減
少

・
呼

吸
窮

迫
を

呈
し

た
乳

児
例

』
市

川
　

貴
之

血
液

腫
瘍

内
科

第
4回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

7月
26

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

22
2

24
『

小
児

の
腎

機
能

に
関

す
る

最
新

の
知

見
と

当
院

で
の

取
り

組
み

』
貝

藤
　

裕
史

腎
臓

内
科

第
5回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

8月
23

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

0
0

0
台

風
の

た
め

中
止

第
26

0回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
9月

1日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

14
8

22
『

羞
明

を
主

訴
に

紹
介

と
な

っ
た

発
達

遅
滞

の
あ

る
4歳

児
』

倉
橋

　
幸

也
救

急
総

合
診

療
科
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第
6回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

9月
27

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

38
8

46
『

 S
AT

EL
LI

TE
　

SE
M

IN
AR

　
20

18
 』

 
『

集
中

治
療

領
域

に
お

け
る

体
温

管
理

療
法

』 
『

冬
眠

の
臨

床
応

用
に

つ
い

て
』

鴻
池

　
善

彦
 

砂
川

　
玄

志
集

中
治

療
科

 
理

化
学

研
究

所

第
26

1回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
10

月
11

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

16
4

20
『

幼
児

期
に

感
冒

を
契

機
と

し
て

発
見

さ
れ

た
大

動
脈

縮
窄

複
合

の
一

例
』

西
村

　
明

紘
循

環
器

内
科

第
7回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

10
月

25
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
27

0
27

『
当

院
に

お
け

る
放

射
線

業
務

従
事

者
の

被
ば

く
管

理
の

現
状

と
課

題
』

原
　

誠
放

射
線

科

第
26

2回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
11

月
8日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
33

11
44

『
つ

い
で

の
ア

レ
ル

ギ
ー

検
査

で
し

っ
か

り
ト

リ
ア

ー
ジ

！
～

症
例

を
通

し
て

み
る

教
科

書
に

な
い

コ
ツ

～
』

笠
井

　
和

子
ア

レ
ル

ギ
ー

科

第
8回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

11
月

22
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
30

2
32

『
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

　
～

そ
こ

が
知

り
た

い
Q

&
A

～
』

倉
橋

　
幸

也
・

梶
原

 伸
介

 
薬

剤
師

:
野

田
 有

貴
子

 
看

護
師

:
新

谷
　

茜

看
護

部

第
26

3回
 

こ
ど

も
病

院
症

例
検

討
会

研
修

教
育

委
員

会
12

月
13

日
17

：
45

-1
8：

30
2階

講
堂

16
3

19
『

当
院

D
r.

カ
ー

で
搬

送
入

院
と

な
り

、
低

体
温

療
法

を
行

っ
た

重
症

新
生

児
仮

死
の

一
例

』
片

岡
　

大
新

生
児

科

第
9回

 
こ

ど
も

病
院

院
内

研
修

会
研

修
教

育
委

員
会

12
月

27
日

17
：

45
-1

8：
30

2階
講

堂
16

0
16

『
小

児
専

門
病

院
に

お
け

る
栄

養
障

害
へ

の
取

り
組

み
』

管
理

栄
養

士
：

鳥
井

　
隆

志
栄

養
管

理
部

栄
養

管
理

課
平

成
30

年
度

水
上

消
防

署
と

の
地

域
病

院
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
10

月
26

日
こ

ど
も

病
院

水
上

特
別

救
急

隊
（

BL
U

E-
CA

T）
の

概
要

　
水

上
消

防
署

救
急

第
一

係
/

福
井

　
淳

平
成

30
年

度
水

上
消

防
署

と
の

地
域

病
院

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
兵

庫
県

立
こ

ど
も

病
院

10
月

26
日

こ
ど

も
病

院
 現

場
で

の
迅

速
な

小
児

の
評

価
法

 
―

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
以

外
に

も
病

院
が

知
り

た
い

情
報

も
踏

ま
え

て
松

井
　

鋭
救

急
総

合
診

療
科

予
防

接
種

基
礎

講
座

予
防

接
種

セ
ンタ

ー
2月

2-
3日

9:
00

-1
6:

00
こ

ど
も

病
院

講
堂

37
人

予
防

接
種

に
基

本
的

セ
ミ

ナ
ー

倉
橋

　
幸

也
他

感
染

症
科

、
総

合
診

療
科

兵
庫

小
児

感
染

症
セ

ミ
ナ

ー
感

染
症

科
6月

23
日

9:
00

-1
3:

00
神

戸
中

央
市

民
病

院
10

人
55

人
65

人
小

児
感

染
症

の
基

礎
を

学
ぶ

笠
井

/伊
藤

感
染

症
科

こ
ど

も
の

血
液

培
養

と
菌

血
症

カ
レ

ッ
ジ

日
本

BD
9月

2日
9:

00
-1

3:
00

大
阪

5人
14

5人
15

0人
小

児
血

液
培

養
に

つ
い

て
考

え
る

笠
井

/伊
藤

感
染

症
科

第
10

回
神

戸
市

西
部

小
児

科
Ｊ

ＯＩ
Ｎ

Ｔ
会

神
戸

市
西

部
小

児
科

JO
IN

T
会

9月
29

日
16

:0
0-

17
:3

0
生

田
神

社
会

館
1人

20
人

21
人

軽
度

域
、

グ
レ

ー
ゾ

ー
ン

の
生

き
づ

ら
さ

関
口

　
典

子
精

神
科

平
成

30
年

度
兵

庫
県

立
こ

ど
も

病
院

周
産

期
医

療
セ

ン
タ

ー
研

修
会

産
科

・
 

新
生

児
内

科
12

月
8日

14
:0

0-
17

:3
0

こ
ど

も
病

院
講

堂
50

人
50

人
10

0人

1)
当

科
と

循
環

器
内

科
と

の
連

携
　

 
2)

当
科

の
胎

児
心

エ
コ

ー
診

断
の

現
状

に
つ

い
て

　
 

3)
当

科
で

過
去

10
年

間
に

管
理

し
た

胎
児

形
態

異
常

の
分

析
 

4)
あ

な
た

が
送

り
出

し
た

ダ
ウ

ン
症

児
そ

の
後

ど
う

な
っ

て
い

る
か

知
っ

て
い

ま
す

か
？

―
最

新
の

臨
床

課
題

と
最

先
端

研
究

を
だ

れ
に

で
も

わ
か

り
や

す
く

―

1)
杉

友
ユ

リ
 

2)
亀

井
直

哉
 

3)
船

越
徹

 
4)

北
畠

康
司

1)
産

科
病

棟
 

2)
循

環
器

内
科

 
3)

産
科

 
3)

大
阪

大
学

医
学

部
附

属
病

院
小

児
科

PA
LS

講
習

会
日

本
小

児
集

中
治

療
研

究
会

3月
17

-1
8日

2日
間

兵
庫

県
立

こ
ど

も
病

院
　

講
堂

15
15

小
児

の
二

次
救

命
処

置
の

講
習

会
青

木
　

一
憲

小
児

集
中

治
療

科



Ⅳ　学会・研究・教育活動

ー 213 ー

PA
LS

講
習

会
日

本
小

児
集

中
治

療
研

究
会

7月
21

日
1日

間
京

都
第

一
赤

十
字

病
院

20
20

小
児

の
二

次
救

命
処

置
の

講
習

会
青

木
　

一
憲

小
児

集
中

治
療

科

PA
LS

講
習

会
日

本
小

児
集

中
治

療
研

究
会

9月
9日

1日
間

神
戸

中
央

市
民

病
院

15
15

小
児

の
二

次
救

命
処

置
の

講
習

会
青

木
　

一
憲

小
児

集
中

治
療

科

PA
LS

講
習

会
日

本
小

児
集

中
治

療
研

究
会

10
月

6-
7日

2日
間

横
浜

労
災

病
院

15
15

小
児

の
二

次
救

命
処

置
の

講
習

会
青

木
　

一
憲

小
児

集
中

治
療

科

PA
LS

研
修

阪
神

北
広

域
こ

ど
も

急
病

セ
ン

タ
ー

7月
14

日
12

:0
0-

14
:0

0
阪

神
北

広
域

こ
ど

も
急

病
セ

ン
タ

ー
30

30
小

児
の

二
次

救
命

処
置

の
講

習
会

青
木

　
一

憲
小

児
集

中
治

療
科

第
2回

sh
ip

s
兵

庫
県

立
こ

ど
も

病
院

1月
6日

神
戸

市
立

中
央

市
民

病
院

10
30

40
細

菌
性

髄
膜

炎
楠

本
　

耕
平

小
児

集
中

治
療

科
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2）
院

内
全

体
研

修

名
称

主
催

開
催

日
時

間
場

所
参

加
数

テ
ー

マ
講

師
/発

表
者

所
属

院
内

講
演

会
麻

酔
科

・
国

際
交

流
委

員
会

10
月

22
日

17
:3

0-
18

:4
5

講
堂

医
師

　
38

名
 

看
護

師
26

名

手
術

室
外

の
麻

酔
・

鎮
静

名
越

真
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス
小

児
病

院
麻

酔
科

第
1回

RS
T勉

強
会

呼
吸

療
法

委
員

会
2月

16
日

17
:3

0-
18

:3
0

北
館

ス
キ

ル
ラ

ボ
51

名
加

温
・

加
湿

に
つ

い
て

制
野

勇
介

小
児

集
中

治
療

科

第
2回

RS
T勉

強
会

呼
吸

療
法

委
員

会
8月

8日
17

:4
5-

18
:4

5
北

館
ス

キ
ル

ラ
ボ

40
名

在
宅

人
工

呼
吸

器
Tr

ilo
gy

ハ
ン

ズ
オ

ン
セ

ミ
ナ

ー
〜

倫
理

と
実

践
の

架
け

橋
〜

業
者

第
3回

RS
T勉

強
会

呼
吸

療
法

委
員

会
10

月
19

日
17

:4
5-

18
:3

0
北

館
ス

キ
ル

ラ
ボ

40
名

目
の

前
で

気
切

患
者

の
Sp

O
2が

下
が

っ
た

ら
？

制
野

勇
介

小
児

集
中

治
療

科

第
2回

医
療

安
全

研
修

会
医

療
安

全
管

理
室

Ｈ
30

、3
、1

3 
H

30
,3

,2
7よ

り
 

6回
1時

間

講
堂

、 
３Ｆ

看
護

部
会

議
室

(Ｄ
Ｖ

Ｄ
視

聴
）

23
7 

41
5

各
部

門
の

活
動

報
告

 
KY

Tで
患

者
安

全
 

各
部

門
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 

藤
田

各
部

門
医

療
安

全
管

理
室

第
1回

医
療

安
全

研
修

会
医

療
安

全
管

理
室

Ｈ
30

、
10

、
20

～
12

月
10 日

40
分

各
自

69
1

e-
ラ

ー
ニ

ン
（

ア
レ

ル
ギ

ー
確

認
、

輸
液

ポ
ン

プ
の

操
作

、
パ

ニ
ッ

ク
値

、
指

差
し

呼
称

）
無

し
無

し

新
規

採
用

医
師

 
感

染
対

策
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

感
染

対
策

委
員

会
4月

2日
15

:3
0-

16
:0

0
総

務
部

前
会

議
室

40
小

児
専

門
病

院
の

感
染

対
策

伊
藤

雄
介

感
染

対
策

チ
ー

ム

防
護

具
着

脱
演

習
感

染
対

策
委

員
会

4月
5日

12
:5

0-
16

:3
0

講
堂

32
防

護
具

の
正

し
い

着
脱

に
つ

い
て

演
習

鳴
滝

由
佳

感
染

対
策

チ
ー

ム

第
1回

AS
Pセ

ミ
ナ

ー
感

染
対

策
委

員
会

6月
28

日
17

:4
5-

18
:3

0
講

堂
61

耐
性

菌
の

悪
質

タ
ッ

ク
ル

か
ら

身
を

守
る

方
法

、
伝

授
し

ま
す

山
田

真
人

 
張

慶
哲

抗
菌

薬
適

正
使

用
支

援
チ

ー
ム

第
1回

全
職

員
対

象
感

染
対

策
研

修
会

感
染

対
策

委
員

会
7月

19
日

17
:3

0-
18

:3
0

講
堂

22
4

ST
O

P！
手

袋
・

エ
プ

ロ
ン

ウ
ォ

ー
ク

～
つ

け
た

ら
は

ず
す

～

伊
藤

雄
介

 
中

島
由

佳
 

新
谷

茜

感
染

対
策

チ
ー

ム

保
育

士
対

象
感

染
対

策
研

修
会

看
護

部
7月

25
日

14
:0

0-
14

:3
0

５
Fカ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
6

手
指

衛
生

・
防

護
具

の
適

正
使

用
中

島
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

第
1回

全
職

員
対

象
感

染
対

策
研

修
上

映
会

感
染

対
策

委
員

会
7月

31
日

14
:0

0-
15

:0
0

講
堂

39
ST

O
P！

手
袋

・
エ

プ
ロ

ン
ウ

ォ
ー

ク
～

つ
け

た
ら

は
ず

す
～

中
島

由
佳

感
染

対
策

チ
ー

ム

第
1回

全
職

員
対

象
感

染
対

策
研

修
上

映
会

感
染

対
策

委
員

会
8月

1日
①

14
:0

0-
15

:0
0 

②
15

:0
0-

16
:0

0 
③

16
:0

0-
17

:0
0

講
堂

①
20

 
②

29
 

③
19

ST
O

P！
手

袋
・

エ
プ

ロ
ン

ウ
ォ

ー
ク

～
つ

け
た

ら
は

ず
す

～
中

島
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム
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第
1回

全
職

員
対

象
感

染
対

策
研

修
上

映
会

感
染

対
策

委
員

会
8月

7日
14

:0
0-

15
:0

0
講

堂
32

ST
O

P！
手

袋
・

エ
プ

ロ
ン

ウ
ォ

ー
ク

～
つ

け
た

ら
は

ず
す

～
中

島
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

第
1回

全
職

員
対

象
感

染
対

策
研

修
上

映
会

感
染

対
策

委
員

会
8月

21
日

①
15

:0
0-

16
:0

0 
②

16
:0

0-
17

:0
0

講
堂

①
45

 
②

40
ST

O
P！

手
袋

・
エ

プ
ロ

ン
ウ

ォ
ー

ク
～

つ
け

た
ら

は
ず

す
～

中
島

由
佳

感
染

対
策

チ
ー

ム
第

1回
全

職
員

対
象

感
染

対
策

研
修

上
映

会
感

染
対

策
委

員
会

8月
22

日
①

15
:0

0-
16

:0
0 

②
16

:0
0-

17
:0

0
講

堂
①

40
 

②
52

ST
O

P！
手

袋
・

エ
プ

ロ
ン

ウ
ォ

ー
ク

～
つ

け
た

ら
は

ず
す

～
中

島
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

第
1回

全
職

員
対

象
感

染
対

策
研

修
上

映
会

感
染

対
策

委
員

会
8月

28
日

14
:0

0-
15

:0
0

講
堂

67
ST

O
P！

手
袋

・
エ

プ
ロ

ン
ウ

ォ
ー

ク
～

つ
け

た
ら

は
ず

す
～

中
島

由
佳

感
染

対
策

チ
ー

ム

清
掃

・
リ

ネ
ン

業
務

職
員

対
象

感
染

対
策

研
修

会
感

染
対

策
委

員
会

8月
31

日
①

12
:0

0-
12

:3
0 

②
12

:3
0-

13
:0

0 
③

17
:0

0-
17

:3
0

看
護

部
会

議
室

31
手

の
衛

生
と

手
袋

の
正

し
い

使
い

方
中

島
由

佳
感

染
対

策
チ

ー
ム

輸
血

療
法

研
修

会
輸

血
療

法
委

員
会

1月
18

日
17

:3
0-

18
:3

0
2階

講
堂

10
1

血
液

製
剤

の
取

り
扱

い
方

法
小

島
正

太
郎

兵
庫

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

臨
床

検
査

研
修

会
検

査
部

1月
30

日
17

:3
0-

18
:3

0
2階

講
堂

59
冬

季
の

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

つ
い

て
笠

井
正

志
感

染
症

科
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3）
複

数
科

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

名
　

称
対

象
科

開
催

日
時

　
間

場
　

所
参

加
数

テ
ー

マ
発

表
者

/担
当

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
1月

11
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
合

同
リ

サ
ー

チ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
1月

18
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
BC

G
骨

髄
炎

（
総

合
診

療
科

　
張

）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
2月

8日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

合
同

リ
サ

ー
チ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
2月

15
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
IV

IG
不

応
川

崎
病

　
IF

Xの
現

在
地

（
総

合
診

療
科

　
倉

橋
）

総
合

診
療

科
・

H
CU

　
M

&
M

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
専

攻
医

、
H

CU
病

棟
看

護
師

2月
28

日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

気
管

切
開

カ
ニ

ュ
レ

予
定

外
抜

去
の

対
応

に
つ

い
て

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
3月

22
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
淋

菌
（

感
染

症
科

　
伊

藤
）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
5月

10
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
合

同
リ

サ
ー

チ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
5月

17
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
「

熱
」

の
話

（
感

染
症

科
　

笠
井

）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

検
査

部
5月

31
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
細

菌
検

査
（

検
査

部
　

寺
前

）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
6月

7日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

合
同

リ
サ

ー
チ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
6月

14
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

文
化

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
か

ら
の

研
修

　
D

in
da

）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
6月

21
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
3か

月
未

満
の

発
熱

（
総

合
診

療
科

　
倉

橋
）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
7月

5日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

感
染

症
の

有
病

率
（

感
染

症
科

　
笠

井
）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
7月

19
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
合

同
リ

サ
ー

チ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

検
査

部
7月

26
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
細

菌
検

査
（

検
査

部
　

亀
山

）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
8月

23
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
口

腔
内

感
染

症
（

感
染

症
科

　
鞍

谷
）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
8月

30
日

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

3
3か

月
未

満
の

発
熱

（
総

合
診

療
科

　
倉

橋
）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
9月

6日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

特
別

講
演

（
H

H
V-

6再
活

性
化

の
共

同
研

究
　

神
戸

大
学

　
森

）

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

検
査

部
10

月
11

日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

真
菌

培
養

の
感

受
性

（
検

査
部

　
寺

前
）
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熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
、

薬
剤

部
10

月
25

日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

研
修

報
告

会

熱
病

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
総

合
診

療
科

、
感

染
症

科
、

専
攻

医
12

月
20

日
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

無
脾

症
（

総
合

診
療

科
　

張
）

第
2回

SS
I勉

強
会

心
臓

血
管

外
科

、
麻

酔
科

、
看

護
部

、
感

染
症

科
等

3月
1日

17
:3

0-
18

:3
0

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

室
当

院
の

開
胸

術
に

伴
う

感
染

症
笠

井
正

志

第
2回

SS
I t

ea
m

勉
強

会
心

臓
セ

ン
タ

ー
、

感
染

症
科

、
麻

酔
科

、
手

術
室

1月
25

日
17

:3
0-

18
:3

0
CI

CU
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
20

H
ea

rt 
SS

Iチ
ー

ム
立

ち
上

げ
に

つ
い

て
笠

井
/新

谷

第
3回

SS
I t

ea
m

勉
強

会
心

臓
セ

ン
タ

ー
、

感
染

症
科

、
麻

酔
科

、
手

術
室

3月
1日

17
:3

0-
18

:1
5

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

15
縦

隔
洞

炎
症

例
振

り
返

り
村

上
/新

谷

第
4回

SS
I t

ea
m

勉
強

会
心

臓
セ

ン
タ

ー
、

感
染

症
科

、
麻

酔
科

、
手

術
室

4月
25

日
17

:3
0-

18
:1

5
CI

CU
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
16

縦
隔

洞
炎

症
例

振
り

返
り

村
上

/新
谷

麻
酔

科
・

心
臓

外
科

・
循

環
器

科
・

集
中

治
療

科
 

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
麻

酔
科

、
心

臓
外

科
、

循
環

器
内

科
、

集
中

治
療

科
、

看
護

師
、

臨
床

工
学

技
士

通
年

、
毎

日
7:

55
-8

:1
0

CI
CU

30
当

日
の

心
臓

外
科

症
例

に
つ

い
て

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

手
術

・
麻

酔
担

当
医

モ
ー

ニ
ン

グ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

産
科

、
看

護
師

、
薬

剤
部

毎
日

8:
30

-8
:5

0
産

科
病

棟
 

詰
所

10
当

直
報

告
と

産
科

入
院

症
例

の
状

態
報

告
、

連
絡

事
項

周
産

期
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

産
科

、
新

生
児

内
科

、
小

児
外

科
、

病
理

診
断

科
、

看
護

師
、

検
査

技
師

、
薬

剤
部

毎
月

(月
が

休
日

の
場

合
は

火
)

16
:0

0-
16

:3
0

新
生

児
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

1
20

～
22

未
分

娩
妊

婦
の

症
例

提
示

と
新

生
児

の
経

過
報

告

ウ
ィ

ー
ク

エ
ン

ド
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

産
科

、
看

護
師

、
薬

剤
部

毎
金

(金
が

休
日

の
場

合
は

木
)

16
:0

0-
16

:2
0

産
科

病
棟

 
詰

所
8～

10
産

科
入

院
症

例
の

状
態

報
告

M
RI

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
産

科
、

新
生

児
内

科
、

放
射

線
科

1月
29

日
 

10
月

30
日

17
:0

0-
18

:0
0

産
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

14
～

16
胎

児
M

RI
を

撮
影

し
た

症
例

の
経

過
と

M
RI

の
読

影
、

そ
の

後
の

経
過

こ
ど

も
病

院
・

中
央

市
民

病
院

 
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

産
科

、
新

生
児

内
科

2月
6日

17
:3

0-
18

:3
0

2階
講

堂
(交

互
開

催
)

24
～

26
当

院
と

中
央

市
民

病
院

産
科

、
新

生
児

科
の

紹
介

症
例

の
そ

の
後

の
転

機
を

検
討

す
る

M
RI

勉
強

会
放

射
線

部
、

看
護

部
7月

25
日

16
:3

0-
17

-3
0

M
RI

室
20

M
RI

金
属

探
知

研
修

田
島

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
作

業
療

法
士

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
3月

23
日

16
:0

0～
16

:3
0

整
形

外
科

ギ
プ

ス
室

13
二

分
脊

椎
外

来
を

受
診

し
た

新
規

患
者

お
よ

び
要

観
察

患
者

の
情

報
共

有
対

象
患

者
4名

　

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
作

業
療

法
士

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
7月

23
日

15
:3

5～
15

:5
0

整
形

外
科

ギ
プ

ス
室

12
二

分
脊

椎
外

来
を

受
診

し
た

新
規

患
者

お
よ

び
要

観
察

患
者

の
情

報
共

有
対

象
患

者
5名

　

二
分

脊
椎

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
脳

神
経

外
科

、
整

形
外

科
、

泌
尿

器
科

、
作

業
療

法
士

、
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
10

月
26

日
15

:3
5～

16
:0

0
整

形
外

科
ギ

プ
ス

室
8

二
分

脊
椎

外
来

を
受

診
し

た
新

規
患

者
お

よ
び

要
観

察
患

者
の

情
報

共
有

対
象

患
者

6名
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4）
部

署
別

勉
強

会
・

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス

名
　

　
称

主
　

　
催

開
催

日
時

　
　

間
場

　
　

所
参

加
数

テ
ー

マ
発

表
者

/担
当

補
聴

器
外

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

耳
鼻

科
3月

7日
15

:0
0-

16
:0

0
耳

鼻
科

診
察

室
4名

補
聴

器
装

用
児

に
対

す
る

補
聴

器
装

用
計

画
に

つ
い

て
補

聴
器

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
耳

鼻
科

4月
4日

15
:0

0-
16

:0
0

耳
鼻

科
診

察
室

4名
補

聴
器

装
用

児
に

対
す

る
補

聴
器

装
用

計
画

に
つ

い
て

補
聴

器
外

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

耳
鼻

科
5月

2日
15

:0
0-

16
:0

0
耳

鼻
科

診
察

室
4名

補
聴

器
装

用
児

に
対

す
る

補
聴

器
装

用
計

画
に

つ
い

て
補

聴
器

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
耳

鼻
科

6月
12

日
15

:0
0-

16
:0

0
耳

鼻
科

診
察

室
4名

補
聴

器
装

用
児

に
対

す
る

補
聴

器
装

用
計

画
に

つ
い

て
姫

路
聴

覚
特

別
支

援
学

校
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

耳
鼻

科
7月

18
日

17
:0

0-
17

:4
0

2階
リ

ハ
ビ

リ
言

語
室

8名
補

聴
器

装
用

児
に

対
す

る
補

聴
器

装
用

計
画

に
つ

い
て

補
聴

器
外

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

耳
鼻

科
8月

8日
15

:0
0-

16
:0

0
2階

リ
ハ

ビ
リ

言
語

室
8名

補
聴

器
装

用
児

に
対

す
る

補
聴

器
装

用
計

画
に

つ
い

て
補

聴
器

外
来

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
耳

鼻
科

9月
5日

15
:0

0-
16

:0
0

耳
鼻

科
診

察
室

4名
補

聴
器

装
用

児
に

対
す

る
補

聴
器

装
用

計
画

に
つ

い
て

補
聴

器
外

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

耳
鼻

科
10

月
3日

15
:0

0-
16

:0
0

耳
鼻

科
診

察
室

4名
補

聴
器

装
用

児
に

対
す

る
補

聴
器

装
用

計
画

に
つ

い
て

神
戸

聴
覚

特
別

支
援

学
校

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
耳

鼻
科

11
月

7日
15

:0
0-

17
:0

0
2階

リ
ハ

ビ
リ

言
語

室
8名

補
聴

器
装

用
児

に
対

す
る

補
聴

器
装

用
計

画
に

つ
い

て

補
聴

器
外

来
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

耳
鼻

科
12

月
5日

15
:0

0-
16

:0
0

耳
鼻

科
診

察
室

4名
補

聴
器

装
用

児
に

対
す

る
補

聴
器

装
用

計
画

に
つ

い
て

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
勉

強
会

心
臓

セ
ン

タ
ー

1月
26

日
17

:4
5-

18
:3

0
北

館
2階

研
修

室
29

人
完

全
大

血
管

転
位

症
谷

口（
循

環
器

科
）

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
勉

強
会

心
臓

セ
ン

タ
ー

2月
23

日
17

:4
5-

18
:3

0
北

館
2階

研
修

室
30

人
修

正
大

血
管

転
位

症
富

永（
循

環
器

科
）

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
勉

強
会

心
臓

セ
ン

タ
ー

3月
9日

17
:4

5-
18

:3
0

北
館

2階
研

修
室

24
人

両
大

血
管

右
室

起
始

症
亀

井（
循

環
器

科
）

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
勉

強
会

心
臓

セ
ン

タ
ー

3月
30

日
17

:4
5-

18
:3

0
北

館
2階

研
修

室
16

人
総

動
脈

幹
遺

残
症

松
岡（

循
環

器
科

）
ハ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

20
18

年
度

新
人

勉
強

会
1

心
臓

セ
ン

タ
ー

6月
8日

17
:4

5-
18

:3
0

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

31
人

解
剖

・
循

環
生

理
・

根
治

術
と

姑
息

術
・

略
語

松
久

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
20

18
年

度
新

人
勉

強
会

2
心

臓
セ

ン
タ

ー
6月

29
日

17
:4

5-
18

:3
0

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

24
人

AS
D

・
VS

D
・

AV
SD

・
PD

A
松

久

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
20

18
年

度
新

人
勉

強
会

3
心

臓
セ

ン
タ

ー
7月

13
日

17
:4

5-
18

:3
0

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

25
人

TO
F・

TG
A・

TA
PV

C
松

久

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
20

18
年

度
新

人
勉

強
会

3
心

臓
セ

ン
タ

ー
7月

27
日

17
:4

5-
18

:3
0

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

25
人

単
心

室
松

久

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
勉

強
会

心
臓

セ
ン

タ
ー

10
月

12
日

17
:4

5-
18

:3
0

北
館

2階
研

修
室

32
人

小
児

の
心

電
図

と
不

整
脈

小
川

ハ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
勉

強
会

心
臓

セ
ン

タ
ー

11
月

22
日

17
:4

5-
18

:4
5

北
館

2階
研

修
室

28
人

小
児

期
心

疾
患

の
薬

物
治

療
三

木
第

1回
 手

術
部

勉
強

会
心

臓
血

管
外

科
5月

18
日

9:
00

-1
0:

15
手

術
室

13
人

人
工

心
肺

の
カ

ニ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
村

上
（

心
外

）
第

2−
1回

 手
術

部
勉

強
会

心
臓

血
管

外
科

6月
6日

16
:3

0-
17

:0
0

手
術

室
20

人
心

室
中

隔
欠

損
症

村
上

（
心

外
）

第
2−

2回
 手

術
部

勉
強

会
心

臓
血

管
外

科
6月

26
日

17
:1

5-
18

:3
0

手
術

部
7人

心
室

中
隔

欠
損

症
村

上
（

心
外

）
第

3回
 手

術
部

勉
強

会
心

臓
血

管
外

科
8月

28
日

16
:0

0-
16

:3
0

手
術

部
7人

フ
ォ

ン
タ

ン
手

術
村

上
（

心
外

）
第

4回
 手

術
勉

強
会

心
臓

血
管

外
科

9月
28

日
16

:0
0-

16
:3

0
手

術
部

7人
シ

ャ
ン

ト
手

術
村

上
（

心
外

）
第

5回
 手

術
部

勉
強

会
心

臓
血

管
外

科
10

月
29

日
16

:3
0-

17
:0

0
手

術
部

7人
大

動
脈

縮
窄

症
村

上
（

心
外

）
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第
6回

 手
術

部
勉

強
会

心
臓

血
管

外
科

12
月

14
日

16
:3

0-
17

:0
0

手
術

部
7人

フ
ァ

ロ
ー

四
徴

症
村

上
（

心
外

）
麻

酔
科

講
演

会
麻

酔
科

1月
5日

17
:0

0
麻

酔
科

医
局

15
あ

い
ち

小
児

保
険

医
療

総
合

セ
ン

タ
ー

の
麻

酔
に

つ
い

て
宮

津
光

範
麻

酔
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
麻

酔
科

毎
日

8:
30

-9
:0

0
麻

酔
科

医
局

20
毎

日
の

麻
酔

症
例

に
つ

い
て

の
検

討
麻

酔
科

統
括

麻
酔

科
重

症
症

例
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

麻
酔

科
毎

週
金

曜
日

16
:3

0-
17

:3
0

麻
酔

科
医

局
16

次
週

の
重

症
症

例
に

つ
い

て
の

検
討

麻
酔

科
統

括

麻
酔

科
　

抄
読

会
麻

酔
科

隔
週

月
曜

日
8:

20
-8

:4
0

麻
酔

科
医

局
20

重
要

論
文

を
挙

げ
て

紹
介

す
る

麻
酔

科
担

当
医

師
精

神
科

心
理

検
査

勉
強

会
精

神
科

7月
28

日
14

:0
0-

16
:0

0
精

神
科

く
じ

ら
の

部
屋

11
人

こ
だ

わ
り

の
強

い
小

学
4年

男
児

に
対

す
る

性
格

検
査

の
検

討
北

田
・

内
田

精
神

科
心

理
検

査
勉

強
会

精
神

科
9月

29
日

14
:0

0-
16

:0
0

精
神

科
く

じ
ら

の
部

屋
11

人
転

換
性

障
害

中
学

1年
女

子
に

対
す

る
心

理
検

査
の

考
察

北
田

精
神

科
心

理
検

査
勉

強
会

精
神

科
11

月
10

日
14

:0
0-

16
:0

0
精

神
科

く
じ

ら
の

部
屋

11
人

身
体

表
現

性
障

害
小

学
5年

女
の

ス
ト

レ
ス

対
処

法
に

つ
い

て
沖

村
産

科
抄

読
会

産
科

第
2、

4木
13

:3
0-

13
:5

0
産

科
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
8

英
文

医
学

雑
誌

か
ら

産
科

関
連

論
文

の
紹

介
産

科
勉

強
会

産
科

年
に

数
回

17
:3

0-
18

:3
0

産
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
-2

0
医

師
に

よ
る

看
護

師
に

対
す

る
講

義
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

5月
7日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

製
品

勉
強

会
「

デ
ュ

ピ
ク

セ
ン

ト
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
5月

15
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

症
例

検
討

会
IC

U
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

5月
15

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

16
症

例
検

討
会

5東
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

5月
28

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

16
感

染
症

勉
強

会
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

6月
14

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

14
製

品
勉

強
会

「
レ

ミ
ッ

チ
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

19
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

製
品

勉
強

会
「

グ
ー

フ
ィ

ス
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

20
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

症
例

検
討

会
産

科
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

6月
20

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

16
症

例
検

討
会

産
科

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
6月

26
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
14

製
品

勉
強

会
「

レ
ギ

ュ
ニ

ー
ル

」
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

6月
27

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

15
製

品
勉

強
会

「
エ

ネ
ー

ボ
～

経
腸

栄
養

剤
～

」
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

7月
2日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
17

感
染

症
勉

強
会

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

3日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

16
製

品
勉

強
会

「
プ

レ
バ

イ
ミ

ス
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

11
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

製
品

勉
強

会
「

イ
ブ

リ
ー

フ
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

17
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

症
例

検
討

会
5東

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
7月

17
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
16

症
例

検
討

会
6西

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

6日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

12
感

染
症

勉
強

会
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

8月
7日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
12

製
品

勉
強

会
「

ア
ド

セ
ト

リ
ス

」
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

8月
13

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

15
症

例
検

討
会

7西
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

8月
24

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

12
製

品
勉

強
会

「
テ

ク
フ

ィ
デ

ラ
」

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
8月

28
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
11

製
品

勉
強

会
「

ナ
ル

サ
ス

」
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

9月
10

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

13
症

例
検

討
会

5西
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

9月
27

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

10
製

品
勉

強
会

「
ベ

ス
ポ

ン
サ

」
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薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
8日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
14

症
例

検
討

会
7東

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
10

月
8日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
14

症
例

検
討

会
6東

薬
剤

部
勉

強
会

薬
剤

部
11

月
19

日
17

:3
0～

18
:3

0
薬

剤
部

12
感

染
症

勉
強

会
薬

剤
部

勉
強

会
薬

剤
部

11
月

26
日

17
:3

0～
18

:3
0

薬
剤

部
12

症
例

検
討

会
救

急
H

CU
放

射
線

部
勉

強
会

放
射

線
部

1月
15

日
17

:0
0-

17
:3

0
放

射
線

部
13

M
RI

 B
al

an
ce

d 
se

qu
en

ce
に

つ
い

て
 

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
2月

19
日

17
:0

0-
17

:3
0

放
射

線
部

11
被

曝
線

量
低

減
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
放

射
線

部
勉

強
会

放
射

線
部

3月
5日

17
:0

0-
17

:3
0

放
射

線
部

13
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

検
査

に
つ

い
て

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
4月

2日
16

:3
0-

17
:3

0
放

射
線

部
5

電
子

カ
ル

テ
、

部
門

シ
ス

テ
ム

等
個

人
情

報
取

り
扱

い
に

つ
い

て
放

射
線

部
勉

強
会

放
射

線
部

6月
4日

17
:0

0-
17

:3
0

放
射

線
部

10
パ

ニ
ッ

ク
画

像
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
7月

17
日

17
:0

0-
17

:3
0

放
射

線
部

9
水

晶
体

被
爆

低
減

に
つ

い
て

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
8月

6日
17

:0
0-

17
:3

0
放

射
線

部
11

FP
D

画
像

品
質

管
理

に
つ

い
て

放
射

線
部

勉
強

会
放

射
線

部
11

月
12

日
17

:0
0-

17
:3

0
放

射
線

部
13

放
射

線
障

害
防

止
法

の
改

正
に

つ
い

て

人
工

呼
吸

勉
強

会
小

児
集

中
治

療
科

20
18

.1
1.

22
17

:3
0-

19
:0

0
集

中
治

療
科

医
師

控
室

7
M

ec
ha

ni
ca

l v
en

til
at

io
n 

Ch
ap

er
t 1

,2
,3

章
制

野
　

長
井

　
青

木
人

工
呼

吸
勉

強
会

小
児

集
中

治
療

科
20

18
.1

2.
19

18
:0

0-
19

:0
0

集
中

治
療

科
医

師
控

室
6

M
ec

ha
ni

ca
l v

en
til

at
io

n 
Ch

ap
er

t 4
.6

章
山

下
　

制
野

リ
サ

ー
チ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
小

児
集

中
治

療
科

20
18

.1
1.

16
17

:0
0-

18
:0

0
集

中
治

療
科

医
師

控
室

5
リ

サ
ー

チ
内

容
の

検
討

制
野

　
山

下
リ

サ
ー

チ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

小
児

集
中

治
療

科
20

18
.1

2.
19

17
:0

0-
18

:0
0

集
中

治
療

科
医

師
控

室
6

リ
サ

ー
チ

内
容

の
検

討
金

子
　

山
下

蘇
生

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

CI
CU

・
PI

CU
・

IC
U

20
18

.1
1.

9
17

:3
0-

19
:0

0
PI

CU
24

人
蘇

生
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
宮

下
･青

木
･

黒
澤

･岸
本

･
坂

本
･笠

木

蘇
生

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

CI
CU

・
PI

CU
・

IC
U

20
18

.1
1.

19
17

:3
0-

19
:0

0
PI

CU
20

人
蘇

生
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
宮

下
･青

木
･

黒
澤

･岸
本

･
坂

本
･笠

木

蘇
生

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

CI
CU

・
PI

CU
・

IC
U

20
18

.1
1.

29
17

:3
0-

19
:0

0
PI

CU
15

人
蘇

生
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
宮

下
･青

木
･

黒
澤

･岸
本

･
坂

本
･笠

木

蘇
生

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

CI
CU

・
PI

CU
・

IC
U

20
18

.1
2.

5
17

:3
0-

19
:0

0
PI

CU
17

人
蘇

生
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
宮

下
･青

木
･

黒
澤

･岸
本

･
坂

本
･笠

木

蘇
生

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

CI
CU

・
PI

CU
・

IC
U

20
18

.1
2.

10
17

:3
0-

19
:0

0
PI

CU
14

人
蘇

生
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
宮

下
･青

木
･

黒
澤

･岸
本

･
坂

本
･笠

木

EC
M

Oシ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

M
E

20
18

.3
.2

4
10

:0
0-

17
:0

0
CI

CU
・

PI
CU

9人
EC

M
O

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

宮
下

･青
木

･
三

坂

EC
M

Oシ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

小
児

集
中

治
療

科
・

M
E

20
18

.9
.2

9
10

:0
0-

17
:0

0
CI

CU
・

PI
CU

8人
EC

M
O

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

宮
下

･青
木

･
三

坂
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

小
児

集
中

治
療

科
20

18
.1

0.
19

17
:0

0-
18

:3
0

CI
CU

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

10
人

IC
U

に
お

け
る

日
常

診
療

上
の

疑
問

点
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

宮
下

徳
久

集
中

治
療

科
看

護
師

対
象

勉
強

会
小

児
集

中
治

療
科

20
18

.6
.1

17
:3

0-
18

:3
0

CI
CU

30
肺

高
血

圧
症

に
つ

い
て

増
井

美
苗
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検
査

部
勉

強
会

検
査

部
1月

23
日

16
:3

0～
17

:3
0

検
査

部
会

議
室

16
小

児
血

液
培

養
ボ

ト
ル

の
摂

取
量

と
陽

性
率

亀
山

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
2月

27
日

16
:3

0～
17

:3
0

検
査

部
会

議
室

12
PC

Rに
つ

い
て

野
口

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
3月

6日
16

:3
0～

17
:3

0
検

査
部

会
議

室
14

臨
地

実
習

神
戸

常
盤

大
学

学
生

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
3月

26
日

16
:3

0～
17

:3
0

検
査

部
会

議
室

14
精

度
管

理
調

査
報

告
山

内
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

4月
24

日
16

:3
0～

17
:3

0
検

査
部

会
議

室
13

炎
症

マ
ー

カ
ー

　
IL

-6
　

に
つ

い
て

シ
ー

メ
ン

ス
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

5月
22

日
16

:3
0～

17
:3

0
検

査
部

会
議

室
15

IS
H

の
基

礎
と

実
際

ラ
イ

カ
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

6月
12

日
18

:3
0～

19
:3

0
検

査
部

会
議

室
4

血
栓

止
血

検
査

の
基

礎
シ

ス
メ

ッ
ク

ス
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

6月
19

日
16

:3
0～

17
:3

0
検

査
部

会
議

室
14

求
め

ら
れ

る
検

査
室

に
つ

い
て

八
杉

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
6月

20
日

16
:3

0～
17

:3
0

検
査

部
会

議
室

14
緊

急
時

対
応

に
つ

い
て

（
M

ET
)

津
田

医
師

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
6月

22
日

16
:3

0～
17

:3
0

検
査

部
会

議
室

20
遺

伝
子

検
査

①
郷

司
医

師
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

6月
26

日
17

:0
0～

17
:3

0
検

査
部

技
師

控
室

35
医

療
法

改
正

に
伴

う
変

化
と

対
応

幸
福

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
7月

3日
16

:3
0～

17
:1

5
検

査
部

会
議

室
12

遺
伝

子
検

査
②

郷
司

医
師

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
7月

5日
14

:0
0～

15
:0

0
検

査
部

会
議

室
17

IS
O

15
18

9と
は

八
杉

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
7月

10
日

15
:3

0～
16

:3
0

検
査

部
会

議
室

13
IS

O
15

19
0と

は
八

杉
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

7月
13

日
16

:0
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
17

IS
O

15
18

9規
格

説
明

会
①

八
杉

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
7月

18
日

14
:0

0～
15

:0
0

検
査

部
会

議
室

13
IS

O
15

18
9規

格
説

明
会

①
八

杉
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

7月
20

日
16

:0
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
16

IS
O

15
18

9規
格

説
明

会
②

八
杉

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
7月

24
日

14
:0

0～
15

:0
0

検
査

部
会

議
室

13
IS

O
15

18
9規

格
説

明
会

②
八

杉
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

7月
31

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
12

凝
固

検
査

に
つ

い
て

芳
井

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
8月

2日
14

:0
0～

15
:0

0
検

査
部

会
議

室
13

SO
P作

成
セ

ミ
ナ

ー
八

杉
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

8月
3日

14
:0

0～
15

:0
0

検
査

部
会

議
室

13
SO

P作
成

セ
ミ

ナ
ー

八
杉

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
8月

6日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
16

H
29

年
度

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

報
告

の
分

析
幸

福

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
8月

14
日

16
:3

0～
16

:4
5

検
査

部
会

議
室

11
KO

BE
　

に
さ

ん
が

ろ
く

　
PR

O
JE

CT
神

戸
学

院
大

学
学

生
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

9月
7日

16
:3

0～
17

:1
0

検
査

部
会

議
室

13
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
①

八
杉

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
9月

13
日

18
:3

0～
19

:3
0

検
査

部
会

議
室

3
敗

血
症

D
IC

に
お

け
る

病
態

と
治

療
シ

ス
メ

ッ
ク

ス
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

10
月

2日
16

:0
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
14

eQ
AP

iに
よ

る
精

度
管

理
シ

ス
メ

ッ
ク

ス
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

10
月

23
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

部
会

議
室

14
生

化
学

検
査

に
お

け
る

基
礎

平
田

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
11

月
16

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
9

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
原

虫
、

ジ
カ

ウ
イ

ル
ス

に
つ

い
て

神
戸

大
学

学
生

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
11

月
22

日
16

:3
0～

17
:0

0
検

査
部

会
議

室
11

危
険

予
知

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

②
八

杉
検

査
部

勉
強

会
検

査
部

11
月

27
日

16
:3

0～
17

:0
0

検
査

部
会

議
室

12
細

菌
検

査
の

基
礎

亀
山

検
査

部
勉

強
会

検
査

部
12

月
25

日
16

:0
0～

16
:3

0
検

査
部

会
議

室
10

非
特

異
反

応
と

再
検

査
フ

ロ
ー

富
士

レ
ビ

オ
感

染
管

理
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
IC

T
8月

20
日

15
:3

5～
16

:4
5

細
菌

検
査

室
15

細
菌

検
査

に
つ

い
て

亀
山
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看
護
部
部
署
内
勉
強
会
（
2
0
1
8
年
度
）

名
称

主
催

開
催

日
時

間
場

所
参

加
数

テ
ー

マ
発

表
者

/担
当

新
人

看
護

師
対

象
勉

強
会

７
階

東
病

棟
5月

18
日

17
:3

0-
18

:1
5 

7階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
6 

術
前

・
術

後
の

看
護

田
中

/東

新
人

看
護

師
対

象
勉

強
会

７
階

東
病

棟
5月

25
日

9:
30

-1
0:

30
 

7階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3 

夜
勤

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

中
野

新
人

看
護

師
対

象
勉

強
会

７
階

東
病

棟
5月

25
日

13
:3

0-
14

:3
0 

7階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3 

夜
勤

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

中
野

勉
強

会
７

階
東

病
棟

6月
14

日
17

:3
0-

18
:3

0 
7階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

10
 

W
O

C愛
護

的
な

テ
ー

プ
の

剥
が

し
方

福
西

・
本

田
/

森
田

勉
強

会
７

階
東

病
棟

6月
22

日
17

:3
0-

18
:3

0 
7階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

10
 

W
O

C愛
護

的
な

テ
ー

プ
の

剥
が

し
方

福
西

・
本

田
/

森
田

新
人

看
護

師
対

象
勉

強
会

７
階

東
病

棟
6月

26
日

17
:3

0-
19

:0
0 

7東
処

置
室

6 
病

棟
麻

酔
処

置
と

看
護

の
実

際
篠

原
・

福
西

/
松

本

ラ
ダ

ー
Ⅰ

Ⅱ
勉

強
会

７
階

東
病

棟
7月

23
日

17
:3

0-
18

:4
0 

7東
観

察
室

16
 

救
急

蘇
生

①
赤

塚
・

岩
崎

・
南

部
/渡

・
立

花

勉
強

会
７

階
東

病
棟

8月
30

日
17

:3
0-

18
:3

0 
7階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

20
 

タ
ー

ミ
ナ

ル
看

護
金

・
山

崎
・

岡
本

/奈
須

ラ
ダ

ー
Ⅰ

Ⅱ
勉

強
会

７
階

東
病

棟
9月

12
日

17
:3

0-
18

:3
0 

7階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
8 

W
O

C軟
膏

ケ
ア

方
法

鎌
田

CN

新
人

看
護

師
対

象
勉

強
会

７
階

東
病

棟
9月

21
日

17
:4

0-
18

:3
0 

6階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
7 

排
便

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

Bチ
ー

ム

勉
強

会
７

階
東

病
棟

9月
26

日
17

:3
0-

18
:3

0 
6階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

13
 

新
生

児
看

護
井

谷
CN

勉
強

会
７

階
東

病
棟

10
月

30
日

17
:3

0-
18

:3
0 

7東
観

察
室

17
 

救
急

蘇
生

②
赤

塚
・

岩
崎

・
南

部
/渡

・
立

花

勉
強

会
７

階
東

病
棟

12
月

4日
17

:3
0-

18
:0

0 
7階

面
談

室
9 

復
学

支
援

金
・

高
松

・
福

西
/岩

田

勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
6日

15
:3

0-
18

:3
0 

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

14
小

児
が

ん
拠

点
病

院
の

役
割

・
代

表
的

な
疾

患
小

阪
・

長
谷

川
D

r

勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
10

日
16

:0
0-

17
:0

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
12

化
学

療
法

概
論

後
藤

/板
原

勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
11

日
9:

00
-1

2:
30

ス
キ

ル
ラ

ボ
14

遊
び

と
看

護
、

遊
び

と
生

活
、

KY
T

清
水

/里
内

勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
12

日
15

:3
0～

17
00

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

14
AL

L 
、

AM
L

長
谷

川
D

r/
宗

和
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勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
17

日
16

:0
0-

17
:0

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
12

化
学

療
法

中
の

子
ど

も
の

栄
養

鞠
/川

畑

勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
20

日
16

:0
0-

17
:0

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
12

放
射

線
療

法
と

看
護

概
論

田
中

/辻

勉
強

会
７

階
西

病
棟

4月
27

日
16

:0
0-

17
:0

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
13

放
射

線
科

検
査

古
賀

/古
賀

勉
強

会
７

階
西

病
棟

5月
18

日
16

:0
0-

17
:0

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
16

神
経

芽
細

胞
腫

齋
藤

D
r/

窪
木

勉
強

会
７

階
西

病
棟

5月
28

日
17

:3
0-

18
:3

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
20

発
熱

時
の

看
護

戒
田

/多
田

/山
田

勉
強

会
７

階
西

病
棟

7月
26

日
17

:3
0-

18
:3

0 
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
18

疼
痛

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

看
護

戒
田

/多
田

/山
田

勉
強

会
７

階
西

病
棟

9月
27

日
17

:3
0-

18
:3

0 
５

Fカ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

17
ア

レ
ル

ギ
ー

看
護

戒
田

/多
田

/山
田

勉
強

会
７

階
西

病
棟

11
月

29
日

17
:3

0-
18

:3
0 

７Ｆ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
16

脳
腫

瘍
・

尿
崩

症
看

護
戒

田
/多

田
/山

田

腎
臓

内
科

勉
強

会
６

階
東

病
棟

5月
17

日
17

:3
0-

18
:3

0 
教

育
研

修
室

10
 

PD
「

つ
な

ぐ
」

、
レ

ギ
ュ

ニ
ー

ル
に

つ
い

て
バ

ク
ス

タ
ー

/
宮

崎

腎
臓

内
科

勉
強

会
６

階
東

病
棟

15
:3

0-
16

:3
0

6F
観

察
室

10
 

PD
「

つ
な

ぐ
」

、
レ

ギ
ュ

ニ
ー

ル
に

つ
い

て
同

上

代
謝

内
科

勉
強

会
６

階
東

病
棟

8月
10

日
17

:4
0-

18
:4

0
6F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

12
 

リ
ブ

レ
の

取
り

扱
い

方
法

と
事

例
紹

介
尾

崎
D

r/
内

科
チ

ー
ム

腎
臓

内
科

勉
強

会
６

階
東

病
棟

8月
30

日
17

:3
0-

18
:3

0 
教

育
研

修
室

32
 

腹
膜

透
析

の
基

礎
知

識
 

PD
「

つ
な

ぐ
」

、
レ

ギ
ュ

ニ
ー

ル
に

つ
い

て
田

中
医

師
 

バ
ク

ス
タ

ー
/

宮
崎

代
謝

内
科

勉
強

会
６

階
東

病
棟

11
月

9日
17

:3
0-

18
:3

0 
6F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

12
 

D
M

の
看

護
に

つ
い

て
 

学
童

期
～

思
春

期
の

子
供

事
例

を
通

し
て

松
下

/内
科

チ
ー

ム

脳
神

経
外

科
勉

強
会

６
階

東
病

棟
11

月
22

日
17

:3
0-

18
:3

0 
6F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

11
 

脊
髄

脂
肪

腫
小

山
医

師
/宮

崎

脳
神

経
外

科
勉

強
会

６
階

東
病

棟
11

月
30

日
17

:3
0-

18
:3

0 
5F

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

6 
脊

髄
脂

肪
腫

宮
崎

/宮
崎

看
護

勉
強

会
６

階
東

病
棟

11
月

7日
14

:3
0-

15
:3

0
6F

ス
タッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
12

 
在

宅
自

己
導

尿
W

O
C鎌

田
看

護
師

/横
山

し

看
護

勉
強

会
６

階
東

病
棟

11
月

13
日

14
:3

0-
15

:3
0

6F
ス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

5 
在

宅
自

己
導

尿
W

O
C鎌

田
看

護
師

/横
山

し

看
護

勉
強

会
６

階
東

病
棟

11
月

27
日

14
:3

0-
15

:3
0

6F
ス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

4 
在

宅
自

己
導

尿
横

山
し
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看
護

勉
強

会
６

階
東

病
棟

12
月

20
日

17
:3

0-
18

:3
0 

5F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
19

 
糖

尿
病

患
者

教
育

に
つ

い
て

東

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
5月

22
日

14
:0

0-
14

:5
0

６
W

プ
レ

ー
ル

ー
ム

5 
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
川

端
・

松
下

・
菊

池

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
6月

21
日

14
:0

0-
14

:4
5

６
W

プ
レ

ー
ル

ー
ム

4 
抱

っ
こ

、
授

乳
、

衣
服

、
う

ん
ち

に
つ

い
て

　
手

作
り

教
室

福
井

・
藤

井

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
8月

23
日

14
:0

0-
15

:1
0

病
室

1 
発

達
と

遊
び

、
環

境
　

手
作

り
教

室
楠

本

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
9月

21
日

14
:0

0-
14

:1
5

病
室

1 
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
湯

蓋

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
10

月
25

日
15

:1
0-

15
:4

0
病

室
2 

お
風

呂
、

感
染

防
止

、
　

手
作

り
教

室
菊

池

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
11

月
22

日
14

:0
0-

15
:0

0
６

W
プ

レ
ー

ル
ー

ム
5 

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

　
手

作
り

教
室

福
井

育
児

教
室

６
階

西
病

棟
12

月
21

日
14

:0
0-

15
:1

0
６

W
プ

レ
ー

ル
ー

ム
3 

抱
っ

こ
、

授
乳

、
衣

服
、

う
ん

ち
に

つ
い

て
　

ク
リ

ス
マ

ス
会

金
、

植
山

勉
強

会
６

階
西

病
棟

6月
11

日
17

:3
0-

18
:3

0
６

Fカ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

18
 

摂
食

ケ
ア

「
ミ

ル
ク

の
飲

ま
せ

方
～

BF
っ

難
し

い
～

」
松

下

勉
強

会
６

階
西

病
棟

7月
26

日
17

:3
0-

18
:3

0
6W

器
材

庫
13

 
1年

目
対

象
蘇

生
技

術
勉

強
会

原
口

・
木

津
・

内
東

勉
強

会
６

階
西

病
棟

8月
7日

17
:3

0-
18

:1
0

６
Fカ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
24

 
接

遇
勉

強
会

大
野

・
安

井

勉
強

会
６

階
西

病
棟

9月
18

日
17

:3
0-

18
:3

0
6W

　
60

6
号

室（
空

床
時

）
12

 
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
前

田
・

林

勉
強

会
６

階
西

病
棟

10
月

4日
17

:3
0-

18
:3

0
６

W
観

察
室

13
 

看
護

技
術

 
「

PI
に

つ
い

て
も

っ
と

知
ろ

う
～

PI
管

理
に

自
信

が
つ

き
ま

う
よ

う
に

～
」

藤
井

勉
強

会
６

階
西

病
棟

11
月

23
日

17
:3

0-
18

:3
0

６
Fカ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
18

 
PL

E勉
強

会
　

「
N

様
の

検
討

事
例

」
D

r久
保

・
湯

蓋

勉
強

会
６

階
西

病
棟

1月
23

日
17

:3
0-

18
:3

0
６

Fカ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

新
生

児
管

理
「

新
生

児
管

理
～

赤
ち

ゃ
ん

の
サ

イ
ン

に
気

づ
こ

う
～

」
藤

井

勉
強

会
６

階
西

病
棟

1月
18

日
17

:3
0-

18
:3

0
6W

観
察

室
14

 
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
安

井

勉
強

会
６

階
西

病
棟

2月
予

定
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
前

田
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勉
強

会
６

階
西

病
棟

3月
予

定
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
林

新
人

勉
強

会
（

泌
尿

器
）

５
階

西
病

棟
4月

17
日

13
:0

0-
14

:0
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
6 

カ
テ

ー
テ

ル
管

理
篠

原
/山

口

病
棟

勉
強

会
（

外
科

）
５

階
西

病
棟

4月
17

日
17

:3
0-

18
:3

0
5階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

13
 

気
管

無
形

成
前

田
D

r/
師

長

病
棟

勉
強

会
（

泌
尿

器
）

５
階

西
病

棟
4月

27
日

17
:3

0-
18

:3
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
8 

尿
道

下
裂

春
名

D
r/

竹
村

新
人

勉
強

会
（

外
科

）
５

階
西

病
棟

5月
28

日
15

:0
0-

16
:0

0
5階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

7 
ド

レ
ー

ン
管

理
池

田
・

丸
岡

新
人

勉
強

会
５

階
西

病
棟

6月
13

日
17

:3
0-

18
:3

0
５

西
処

置
室

9 
救

急
カ

ー
ト

篠
原

/武
藤

新
人

勉
強

会
（

呼
吸

管
理

①
）

５
階

西
病

棟
6月

22
日

14
:0

0-
14

:4
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
9 

気
管

切
開

奥
谷

・
丸

岡

病
棟

勉
強

会
５

階
西

病
棟

7月
19

日
17

:3
0-

18
:3

0
5階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

20
 

地
域

連
携

阪
本

病
棟

勉
強

会
（

泌
尿

器
）

５
階

西
病

棟
7月

20
日

17
:3

0-
18

:3
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
30

 
5東

、
救

急
参

加
　

　
　

　
VU

R・
水

腎
症

春
名

D
r/

竹
村

新
人

勉
強

会
（

外
科

）
５

階
西

病
棟

9月
21

日
17

:3
0-

18
:3

0
5階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

12
 

ス
ト

マ
管

理
助

永
/坂

井

新
人

勉
強

会
（

外
科

）
５

階
西

病
棟

10
月

15
日

17
:3

0-
18

:3
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
31

 
救

急
・

5東
・

N
IC

U
参

加
　

　
気

道
系

疾
患

に
つ

い
て

前
田

D
r/

竹
村

新
人

勉
強

会
（

外
科

）
５

階
西

病
棟

11
月

12
日

17
:3

0-
18

:3
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
10

 
鎖

肛
濱

野
/坂

本

病
棟

勉
強

会
５

階
西

病
棟

11
月

14
日

17
:3

0-
18

:3
0

病
棟

観
察

室
20

 
救

急
蘇

生
池

田
/丸

岡

新
人

勉
強

会
（

呼
吸

管
理

②
）

５
階

西
病

棟
12

月
25

日
17

:3
0-

18
:3

0
5階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

8 
人

工
呼

吸
器

管
理

篠
原

/奥
谷

病
棟

勉
強

会
（

外
科

）
５

階
西

病
棟

12
月

27
日

17
:3

0-
18

:3
0

5階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
11

 
気

道
系

疾
患

の
看

護
中

井
/国

友

勉
強

会
５

階
東

病
棟

7月
30

日
17

:3
0-

18
:3

0
５

階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
12

 
扁

摘
患

者
の

パ
ス

に
つ

い
て

石
橋

/五
十

嵐

勉
強

会
５

階
東

病
棟

8月
30

日
17

:3
0-

18
:3

0
５

階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
10

 
白

内
障

患
者

の
パ

ス
に

つ
い

て
石

橋
/五

十
嵐

勉
強

会
５

階
東

病
棟

9月
19

日
18

:0
0-

19
:0

0
5階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

22
 

ア
ン

ビ
ュ

ー
換

気
の

方
法

大
中

勉
強

会
５

階
東

病
棟

10
月

26
日

14
:1

5-
14

:4
5

5東
ス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

7 
換

気
不

全
の

児
の

対
応

に
つ

い
て

本
浦

勉
強

会
５

階
東

病
棟

11
月

2日
17

:3
0-

18
:3

0
５

東
面

談
室

10
 

呼
吸

器
勉

強
会

石
橋

/五
十

嵐
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勉
強

会
５

階
東

病
棟

11
月

12
日

17
:3

0-
18

:3
0

5東
面

談
室

4 
呼

吸
器

勉
強

会
石

橋
/五

十
嵐

勉
強

会
５

階
東

病
棟

12
月

1日
11

:1
5-

11
:3

0
5東

ス
タッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
8 

感
染

勉
強

会
鶴

濱

勉
強

会
５

階
東

病
棟

12
月

2日
11

:2
0-

11
:4

0
5東

ス
タッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
8 

感
染

勉
強

会
鶴

濱

勉
強

会
５

階
東

病
棟

11
月

27
日

14
:2

0-
14

:4
0

5東
ス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

7 
換

気
不

全
の

児
の

対
応

に
つ

い
て

吉
永

勉
強

会
５

階
東

病
棟

12
月

26
日

11
:2

0-
11

:4
0

5東
ス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

8 
け

い
れ

ん
発

作
時

の
対

応
に

つ
い

て
轡

G
CU

3年
目

勉
強

会
G

CU
8月

21
日

17
:3

0-
18

:3
0

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

15
Ｏ

Ｐ
前

後
の

管
理

に
つ

い
て

木
野

、
西

森

G
CU

3年
目

勉
強

会
G

CU
10

月
24

日
17

:3
0-

18
:3

0
沐

浴
室

15
Ｈ

Ｏ
Ｔ

が
必

要
な

児
に

対
す

る
家

族
指

導
に

つ
い

て
福

重
/西

原

G
CU

3年
目

勉
強

会
G

CU
2月

予
定

17
:3

0-
18

:3
0

横
隔

膜
ヘ

ル
ニ

ア
の

児
の

看
護

（
予

定
）

伊
尾

木
/賀

本

G
CU

病
棟

勉
強

会
G

CU
8月

30
日

17
:3

0-
19

:0
0

講
堂

18
救

急
蘇

生
勉

強
会

藤
原

G
CU

病
棟

勉
強

会
G

CU
11

月
16

日
17

:3
0-

18
:3

0
講

堂
7

メ
デ

ラ
勉

強
会

大
亀

G
CU

病
棟

勉
強

会
G

CU
11

月
27

日
17

:3
0-

19
:0

0
ス

キ
ル

ラ
ボ

10
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
山

田
/福

田

G
CU

病
棟

勉
強

会
G

CU
12

月
17

日
17

:3
0-

18
:3

0
ス

キ
ル

ラ
ボ

2
ピ

ジ
ョ

ン
勉

強
会

大
亀

G
CU

病
棟

勉
強

会
G

CU
12

月
20

日
17

:3
0-

18
:3

0
看

護
部

会
議

室
8

エ
ア

・
ウ

ォ
ー

タ
ー

勉
強

会
大

西
/西

原

G
CU

病
棟

勉
強

会
G

CU
1月

8日
17

:3
0-

18
:3

0
講

堂
7

乳
房

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

大
亀

G
CU

１
年

目
勉

強
会

G
CU

5月
25

日
17

:3
0-

18
:3

0
沐

浴
室

18
直

母
指

導
に

つ
い

て
吉

本
　

西
原

　
松

下
な

G
CU

１
年

目
勉

強
会

G
CU

6月
19

日
17

:3
0-

18
:3

0
沐

浴
室

16
沐

浴
木

野
・

伊
尾

木

G
CU

１
年

目
勉

強
会

G
CU

6月
26

日
17

:3
0-

18
:3

0
沐

浴
室

15
救

急
蘇

生
①

山
田

 福
田

 西
原

 福
重

 西
森

G
CU

１
年

目
勉

強
会

G
CU

7月
20

日
17

:3
0-

18
:3

0
沐

浴
室

10
お

話
会

高
瀬

 福
重

 大
西

 西
森

G
CU

１
年

目
勉

強
会

G
CU

10
月

30
日

17
:3

0-
18

:3
0

沐
浴

室
11

救
急

蘇
生

②
山

田
 福

田
 木

野
 大

西
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勉
強

会
IC

U
5月

8日
11

日
14

:0
0-

14
:3

0
IC

Uス
タッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
14

 
D

O
PE

勉
強

会
大

塚
看

護
師

勉
強

会
IC

U
6月

1日
14

:3
0-

15
:0

0
IC

Uス
タッ

フ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
10

 
口

腔
マ

ッ
サ

ー
ジ

在
町

看
護

師

勉
強

会
IC

U
6月

28
日

17
:3

0-
18

:3
0

ス
キ

ル
ラ

ボ
17

 
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

森
行

看
護

師

勉
強

会
IC

U
7月

7日
・

17
日

20
日

17
:3

0-
18

:3
0

IC
U

個
室

21
 

PB
L

星
尾

看
護

師

勉
強

会
IC

U
7月

19
日

17
:3

0-
18

:3
0

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
3

18
 

新
生

児
看

護
井

谷
CN

勉
強

会
IC

U
8月

14
日

17
:3

0-
18

:3
0

看
護

部
会

議
室

19
 

家
族

看
護

浅
井

CN

勉
強

会
IC

U
8月

30
日

17
:3

0-
18

:3
0

ス
キ

ル
ラ

ボ
19

 
PD

M
E

勉
強

会
IC

U
8月

14
:0

0-
14

:3
0

IC
Uス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

34
 

RS
ウ

イ
ル

ス
工

藤
看

護
師

勉
強

会
IC

U
9月

2日
17

:3
0-

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
２

10
 

CH
D

F
M

E

勉
強

会
IC

U
9月

15
日

17
:3

0-
18

:3
0

IC
U

7 
不

整
脈

に
よ

る
CP

A
森

行

10
月

14
:0

0-
14

:3
0

IC
Uス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

34
 

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

工
藤

看
護

師

勉
強

会
IC

U
11

月
20

日
17

:3
0-

18
:3

0
IC

U
6 

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
痙

攣
）

星
尾

・
森

行

勉
強

会
IC

U
12

月
5日

17
:3

0-
18

:3
0

IC
U

5 
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
（

痙
攣

）
星

尾
・

森
行

勉
強

会
IC

U
12

月
14

:0
0-

14
:3

0
IC

Uカ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
34

 
感

染
症

（
イ

ン
フ

ル
）

工
藤

看
護

師

勉
強

会
IC

U
12

月
14

日
17

:3
0-

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
3

20
 

糖
尿

病
・

事
例

検
討

会
泊

CN

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
IC

U
12

月
26

日
17

:3
0-

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
3

25
 

デ
ス

カ
ン

フ
ァ

笠
木

看
護

師

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

N
IC

U
6月

26
日

17
:3

0-
18

:3
0

器
材

庫
10

N
IC

U
に

お
け

る
プ

レ
救

急
蘇

生
山

根
と

/高
野

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

N
IC

U
7月

20
日

17
:3

0-
18

:3
0

個
室

3
9

入
院

受
け

松
本

/山
本

や
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N
IC

U
1年

目
勉

強
会

N
IC

U
8月

16
日

・
17

日
14

:0
0-

17
:0

0
個

室
3

9
多

重
業

務
高

野
/八

塚

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

N
IC

U
10

月
19

日
17

:3
0-

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
9

呼
吸

管
理

（
H

FN
C,

D
PA

P）
岩

間
/尾

上

N
IC

U
1年

目
勉

強
会

N
IC

U
12

月
28

日
17

:3
0-

18
:3

0
多

目
的

室
7

呼
吸

管
理

（
挿

管
）

岩
間

/尾
上

N
IC

U
2年

目
勉

強
会

N
IC

U
8月

27
日

17
:3

0-
18

:3
0

NI
CU

面
談

室
5

乳
び

胸
・

18
ト

リ
ソ

ミ
ー

鈴
木

/富
山

/
大

嶺

N
IC

U
2年

目
勉

強
会

N
IC

U
11

月
15

日
17

:3
0-

18
:3

0
NI

CU
面

談
室

4
PA

・
D

O
RV

鈴
木

/富
山

/
大

嶺

N
IC

U
2年

目
勉

強
会

N
IC

U
2月

17
:3

0-
18

:3
0

5
周

手
術

期
の

看
護

鈴
木

/富
山

/
大

嶺

N
IC

U
3年

目
勉

強
会

N
IC

U
9月

12
日

17
:3

0-
19

:0
0

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

5
周

手
術

期
の

看
護

、
IA

の
介

助
に

つ
い

て
太

田
/新

田
/

板
谷

N
IC

U
3年

目
勉

強
会

N
IC

U
10

月
29

日
17

:3
0-

18
:3

0
NI

CU
面

談
室

6
救

急
蘇

生
机

上
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

N
IC

U
3年

目
勉

強
会

N
IC

U
1月

24
日

17
:3

0-
18

:3
0

NI
CU

面
談

室
6

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
発

表
会

浅
田

/板
谷

N
IC

U
3年

目
勉

強
会

N
IC

U
2月

13
日

17
:3

0-
18

:3
0

NI
CU

面
談

室
28

週
の

急
性

期
の

看
護

に
つ

い
て

浅
田

/板
谷

N
IC

U
4年

目
勉

強
会

N
IC

U
9月

6日
17

:3
0-

18
:3

0
NI

CU
面

談
室

6
M

AS
、

PP
H

N
中

村
/布

施

N
IC

U
4年

目
勉

強
会

N
IC

U
10

月
10

日
17

:3
0-

18
:3

0
NI

CU
面

談
室

6
救

急
蘇

生
机

上
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
梁

/松
田

N
IC

U
4年

目
勉

強
会

N
IC

U
12

月
6日

17
:3

0-
18

:3
0

NI
CU

面
談

室
6

新
生

児
仮

死
、

低
体

温
療

法
柏

原
/吉

田

救
急

蘇
生

勉
強

会
N

IC
U

11
月

2日
17

:3
0-

19
:0

0
講

堂
24

救
急

蘇
生

の
技

術
に

つ
い

て
萩

原
/西

里

救
急

蘇
生

勉
強

会
N

IC
U

12
月

14
日

17
:3

0-
19

:0
0

講
堂

22
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
萩

原
/山

根

救
急

蘇
生

勉
強

会
N

IC
U

12
月

21
日

17
:3

0-
19

:0
0

講
堂

12
救

急
蘇

生
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

新
生

児
病

棟
勉

強
会

N
IC

U
5月

28
日

17
:3

0-
18

:3
0

看
護

部
会

議
室

25
Le

:t 
En

jo
ｙ

芳
本

D
r/

新
生

児
病

棟
勉

強
会

N
IC

U
6月

25
日

17
:3

0-
18

:3
0

教
育

研
修

室
34

La
te

　
Pr

et
er

m
e

黒
田

D
r

新
生

児
病

棟
勉

強
会

N
IC

U
7月

30
日

17
:3

0-
18

:3
0

教
育

研
修

室
32

外
科

疾
患

前
田

D
r

新
生

児
病

棟
勉

強
会

N
IC

U
10

月
2日

17
:3

0-
18

:3
0

教
育

研
修

室
30

FC
C

新
生

児
病

棟
勉

強
会

N
IC

U
20

19
/1

/3
0

17
:3

0-
18

:3
0

教
育

研
修

室
26

先
天

性
心

疾
患

富
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新
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児
病

棟
勉

強
会

N
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U
20

19
/2

/
17

:3
0-

18
:3

0
代

謝

周
産

期
病

棟
合

同
勉

強
会

N
IC

U
1月

8日
17

:3
0-

18
:3

0
講

堂
10

母
乳

育
児

支
援

心
臓

血
管

外
科

定
期

勉
強

会
手

術
室

5月
18

日
9:

00
-1

0:
00

手
術

室
１

室
13

カ
ニ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

大
磯

・
山

田
・

呉
羽

心
臓

血
管

外
科

定
期

勉
強

会
手

術
室

6月
28

日
16

:0
0-

16
:4

0
手

術
室

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
6

VS
D

に
つ

い
て

大
磯

・
山

田
・

呉
羽

輸
血

勉
強

会
手

術
室

7月
10

～
12

日
16

:3
0-

17
:0

0
手

術
室

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
25

血
型

・
不

規
則

抗
体

に
つ

い
て

」
池

田
圭

ス
ト

マ
ケ

ア
に

つ
い

て
手

術
室

7月
23

日
17

:3
0-

18
:3

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
１

10
 

ス
ト

マ
ケ

ア
の

実
際

が
わ

か
る

白
川

・
堤

田

心
電

図
勉

強
会

手
術

室
8月

3日
16

:1
5-

17
:1

0
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
１

11
 

心
電

図
の

基
礎

村
上

・
生

田
・

神
渡

心
臓

血
管

外
科

定
期

勉
強

会
手

術
室

8月
28

日
16

:3
0-

17
:0

0
手

術
室

１
室

7 
フ

ォ
ン

タ
ン

手
術

に
つ

い
て

呉
羽

・
増

田
・

岩
見

KY
Tに

つ
い

て
手

術
室

8月
28

日
16

:0
0-

16
:3

0
手

術
室

ナ
ー

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
12

 
KY

T基
礎
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法

に
つ

い
て

増
田

・
藤

澤

緊
急

EC
M

O
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
手

術
室

8月
30

日
16

:0
0-

16
:3

0
手

術
室

ホ
ール
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緊

急
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M
O

対
応

に
つ

い
て

神
代

酸
素

ボ
ン

ベ
勉

強
会

手
術

室
9月

12
日

17
:0

0-
17

:3
0

手
術

室
ホ

ール
10

 
酸

素
ボ

ン
ベ

の
基

礎
藤

澤
・

新
井

田

糸
針

勉
強

会
手

術
室

9月
27

日
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:3
0-

17
:0

0
手

術
室

ホ
ール

7 
糸

針
の

基
礎

北
川

・
新

井
田

・
前

心
臓

血
管

外
科

定
期

勉
強

会
手

術
室

9月
28

日
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0-

16
:3

5
手

術
室

１
室
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シ

ャ
ン

ト
・
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形

成
に

つ
い

て
岩
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・

増
田

・
呉

羽
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勉
強
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手

術
室
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月
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日
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0-
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:3
0

手
術

室
ホ
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4 

チ
ー

ム
ス

テ
ッ

プ
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礎
川
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・

三
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科
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勉
強
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月
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0-
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0
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術
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ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン
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血
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用

に
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強
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室
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月
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ン
フ

ァ
レ

ン
ス
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工
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岩
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テ

ー
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ョ
ン
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澤
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管
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科
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強
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術
室
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強
会

手
術

室
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日
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ン
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薬
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レ
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環
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レ
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日
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日
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5
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ン
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ァ
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室
3

開
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胸
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・
鎮
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て
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強
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２
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勉
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フ
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レ
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ス
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3
N

O
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い
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３
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勉
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日
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ン
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レ

ン
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室
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レ

ー
ン
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勉
強
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強
会

CI
CU

8月
23

日
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:4
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18
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ン
フ
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レ
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鎮
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レ
ン

ス
室

4
N

O
管

理
に

つ
い

て
勉

強
会

係

CI
CU

1～
3年

目
勉

強
会

CI
CU

10
月

24
・

31
日

17
:4

5-
19

:0
0

カ
ン

フ
ァ

レ
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の
学

童
後

期
の

子
ど

も
へ

の
支

援
泊

菊
子

ブ
ロ

ッ
ク

勉
強

会
外

来
6月

27
日

16
:2

0-
16

:4
5

外
来

　
Fブ

ロ
ッ

ク
　

ギ
プ

ス
室

20
 

内
反

足
ギ

プ
ス

巻
き

時
の

支
援

中
田

敬
子

移
行

期
支

援
事

例
検

討
外

来
8月

21
日

16
:3

0-
17

:0
0

外
来

計
測

室
17

 
思

春
期

の
患

者
に

対
す

る
服

薬
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

向
上

に
む

け
た

支
援

中
田

敬
子

ブ
ロ

ッ
ク

勉
強

会
外

来
9月

19
日

16
:1

5-
16

:5
5

外
来

計
測

室
26

 
ア

ク
テ

ム
ラ

治
療

と
治

療
中

の
子

ど
も

た
ち

辻
田

利
香

移
行

期
支

援
事

例
検

討
外

来
9月

20
日

16
:3

0-
17

:0
0

外
来

計
測

室
18

 
薬

が
継

続
で

き
な

い
発

達
障

害
の

あ
る

患
者

へ
の

支
援

松
下

久
子
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M
A対

象
勉

強
会

外
来

9月
28

日
15

:0
0-

15
:3

0
外

来
診

察
室

29
7 

M
A対

象
勉

強
会

　
外

来
で

必
要

な
感

染
対

策
横

田
理

永

M
A対

象
勉

強
会

外
来

10
月

3日
15

:0
0-

15
:3

0
外

来
診

察
室

29
7 

M
A対

象
勉

強
会

　
外

来
で

必
要

な
感

染
対

策
横

田
理

永

M
A対

象
勉

強
会

外
来

10
月

5日
15

:0
0-

15
:3

0
外

来
診

察
室

28
6 

M
A対

象
勉

強
会

　
外

来
で

必
要

な
感

染
対

策
横

田
理

永

移
行

期
支

援
事

例
検

討
外

来
12

月
3日

16
:3

0-
17

00
外

来
計

測
室

18
 

CI
SC

を
実

施
し

て
い

る
幼

稚
園

年
長

児
へ

の
就

学
に

向
け

た
支

援
相

川
宏

江

ブ
ロ

ッ
ク

勉
強

会
外

来
12

月
26

日
16

:0
0-

16
:3

0
外

来
計

測
室

10
 

リ
ュ

ー
プ

リ
ン

注
射

時
の

支
援

泊
菊

子

ブ
ロ

ッ
ク

勉
強

会
外

来
1月

10
日

16
:1

5-
16

:4
5

外
来

計
測

室
13

 
児

の
手

術
時

期
の

決
定

に
踏

み
切

れ
な

い
親

の
思

い
伊

賀
ひ

と
み

ブ
ロ

ッ
ク

勉
強

会
外

来
1月

30
日

16
:3

0-
17

:0
5

外
来

計
測

室
22

 
ア

ク
テ

ム
ラ

治
療

と
治

療
中

の
子

ど
も

た
ち

辻
田

利
香

看
護

補
助

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

部
4月

2日
10

:3
0-

11
:0

0
看

護
部

控
室

4
感

染
対

策
の

基
本

鳴
滝

由
佳

看
護

師
新

人
フ

ォ
ロ

ー
研

修
看

護
部

4月
5日

10
:3

0-
11

:5
0

講
堂

83
感

染
対

策
の

基
本

 
～

標
準

予
防

策
・

小
児

専
門

病
院

と
し

て
の

感
染

対
策

～
鳴

滝
由

佳
 

教
育

委
員

看
護

師
新

人
フ

ォ
ロ

ー
研

修
看

護
部

4月
5日

12
:5

0-
16

:3
0

講
堂

83
感

染
予

防
技

術
演

習
鳴

滝
由

佳
 

教
育

委
員

看
護

補
助

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

部
4月

3日
9:

00
-9

:3
0

看
護

部
控

室
1

感
染

対
策

の
基

本
鳴

滝
由

佳

看
護

補
助

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

部
5月

1日
10

:3
0-

11
:0

0
看

護
部

控
室

1
感

染
対

策
の

基
本

鳴
滝

由
佳

看
護

師
新

人
フ

ォ
ロ

ー
研

修
看

護
部

5月
15

日
8:

55
～

9:
25

講
堂

83
静

脈
注

射
に

関
す

る
感

染
対

策
、

針
刺

し
時

の
対

応
新

谷
茜

看
護

師
新

人
フ

ォ
ロ

ー
研

修
看

護
部

6月
26

日
13

:1
0-

13
:4

0
講

堂
83

感
染

対
策

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
①

中
島

由
佳

保
育

士
対

象
感

染
対

策
研

修
会

看
護

部
6月

27
日

14
:0

0-
14

:3
0

５
Fカ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
6

お
も

ち
ゃ

の
管

理
に

つ
い

て
中

島
由

佳

看
護

師
新

人
フ

ォ
ロ

ー
研

修
看

護
部

9月
21

日
10

:1
5-

10
:4

5
講

堂
83

感
染

対
策

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
②

中
島

由
佳

看
護

補
助

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

看
護

部
11

月
1日

10
:0

0-
10

:3
0

看
護

部
控

室
1

感
染

対
策

の
基

本
中

島
由

佳

看
護

補
助

者
研

修
②

　
感

染
防

止
看

護
部

10
月

24
日

15
:1

5-
15

:4
5

ス
キ

ル
ラ

ボ
16

手
指

衛
生

と
防

護
具

の
大

切
さ

 
～

感
染

性
胃

腸
炎

を
中

心
に

～
中

島
由

佳

看
護

補
助

者
研

修
②

　
感

染
防

止
看

護
部

10
月

30
日

15
:1

5-
15

:4
5

ス
キ

ル
ラ

ボ
11

手
指

衛
生

と
防

護
具

の
大

切
さ

 
～

感
染

性
胃

腸
炎

を
中

心
に

～
中

島
由

佳

ト
ラ

イ
や

る
ウ

ィ
ー

ク
　

講
習

看
護

部
11

月
5日

10
:3

0-
11

:3
0

総
務

部
前

 
会

議
室

9
感

染
予

防
講

習
中

島
由

佳

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

7月
10

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

11
Ｃ

Ｐ
Ａ

Ａ
グ

ル
ー

プ
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初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

7月
24

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

8
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
挿

管
介

助
、

IO
介

助
、

D
C介

助
）

Ａ
グ

ル
ー

プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

8月
14

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

9
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

（
ル

ン
バ

ー
ル

介
助

、
清

潔
操

作
）

Ａ
グ

ル
ー

プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

8月
28

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

12
痙

攣
Ａ

グ
ル

ー
プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

9月
11

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

9
外

傷
Ａ

グ
ル

ー
プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

9月
25

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

9
外

傷
Ａ

グ
ル

ー
プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

10
月

23
日

17
:3

0-
18

:3
0

初
療

室
16

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

シ
ョ

ッ
ク

Ａ
グ

ル
ー

プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

11
月

27
日

17
:3

0-
18

:3
0

初
療

室
9

PS
VT

Ａ
グ

ル
ー

プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

12
月

25
日

17
:3

0-
18

:3
0

初
療

室
3

脈
あ

り
VT

Ａ
グ

ル
ー

プ

初
療

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

救
急

・
Ｈ

Ｃ
Ｕ

病
棟

1月
22

日
17

:3
0-

18
:3

0
初

療
室

救
急

外
来

待
合

で
の

痙
攣

Ａ
グ

ル
ー

プ

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
10

月
19

日
17

:3
0-

18
：

30
救

外
感

染
観

察
室

13
搬

送
勉

強
会

Ａ
グ

ル
ー

プ
：

搬
送

担
当

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
11

月
20

日
17

:3
0-

18
：

30
救

外
感

染
観

察
室

9
ハ

ミ
ル

ト
ン

勉
強

会
Aグ

ル
ー

プ
：

搬
送

担
当

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
12

月
18

日
17

:3
0-

18
：

30
救

外
感

染
観

察
室

12
ハ

ミ
ル

ト
ン

勉
強

会
Aグ

ル
ー

プ
：

搬
送

担
当

救
急

外
来

症
例

検
討

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
9月

18
日

17
:3

0-
18

:4
5

救
外

感
染

観
察

室
17

救
急

外
来

症
例

検
討

会
Aグ

ル
ー

プ
：

勉
強

会
担

当

救
急

外
来

症
例

検
討

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
1月

10
日

17
:3

0-
18

:4
5

4階
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

室
16

救
急

外
来

症
例

検
討

会
Aグ

ル
ー

プ
：

勉
強

会
担

当

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
8月

3日
14

:0
0-

14
:4

0
ス

タッ
フ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

11
川

崎
病

診
療

の
基

本
倉

橋
Ｄ

r/
河

石
・

関

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
9月

10
日

14
:3

5-
14

:5
5

病
棟

10
在

宅
の

腹
膜

透
析

管
理

方
法

に
つ

い
て

金
藤

・
小

林
/

糸
島

・
高

山

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
9月

27
日

15
:0

5-
15

:4
0

病
棟

6
糖

尿
病

に
つ

い
て

松
田

/上
田

・
李

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
10

月
30

日
15

:0
0-

15
:3

0
病

棟
6

ト
リ

ロ
ジ

ー
の

基
礎

安
藤

/野
間

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
11

月
28

日
17

:3
0-

18
:2

0
4階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
室

17
心

疾
患

の
あ

る
児

の
感

冒
の

看
護

に
つ

い
て

岡
本

/芦
田

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
12

月
14

日
15

:0
0-

15
:3

0
病

棟
5

新
生

児
（

ト
リ

ソ
ミ

ー
の

児
を

主
に

）
の

看
護

に
つ

い
て

大
川

/河
石

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
12

月
14

日
15

:3
0-

16
:0

0
病

棟
6

新
生

児
（

ト
リ

ソ
ミ

ー
の

児
を

主
に

）
の

看
護

に
つ

い
て

大
川

/関
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勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
12

月
11

日
17

:3
0-

18
:0

0
病

棟
8 

小
児

の
成

長
発

達
勉

強
会

（
乳

児
期

）
松

田

勉
強

会
救

急
・

Ｈ
Ｃ

Ｕ
病

棟
12

月
13

日
17

:3
0-

18
:3

0
病

棟
9 

小
児

の
成

長
発

達
勉

強
会

（
幼

児
期

、
学

童
期

）
松

田

母
乳

育
児

勉
強

会
①

産
科

、
N

IC
U

、
G

CU
5月

11
日

17
:3

0-
18

:0
0

産
科

外
来

83
母

乳
育

児
支

援
に

就
い

て
母

乳
グ

ル
ー

プ

母
乳

育
児

勉
強

会
②

産
科

、
N

IC
U

、
G

CU
5月

31
日

17
:3

0-
18

:3
0

講
堂

23
BS

ケ
ア

に
つ

い
て

母
乳

グ
ル

ー
プ

母
乳

育
児

勉
強

会
③

産
科

　
N

IC
U

　
G

CU
6月

28
日

17
:3

0-
18

:3
0

教
育

研
修

室
9

早
期

母
乳

分
泌

促
進

に
向

け
て

の
援

助
母

乳
グ

ル
ー

プ

母
乳

育
児

勉
強

会
④

産
科

、
N

IC
U

、
G

CU
11

月
16

日
17

:3
0-

18
:3

0
講

堂
34

搾
乳

器
の

使
い

方
（

メ
デ

ラ
）

母
乳

グ
ル

ー
プ

母
乳

育
児

勉
強

会
⑤

産
科

、
N

IC
U

、
G

CU
12

月
17

日
17

:3
0-

18
:3

0
講

堂
16

搾
乳

器
の

使
い

方
（

ピ
ジ

ョ
ン

）
母

乳
グ

ル
ー

プ

産
後

ケ
ア

に
つ

い
て

産
科

11
月

7日
17

:3
0-

19
:0

0
産

科
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
23

産
褥

婦
が

望
む

産
後

ケ
ア

の
内

容
・

実
際

に
つ

い
て

杉
友

チ
ー

ム

退
院

支
援

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

産
科

12
月

13
日

17
:3

0-
18

:3
0

産
科

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

9
症

例
を

通
じ

て
地

域
医

療
連

携
部

の
退

院
調

整
を

理
解

す
る

杉
友

チ
ー

ム

EP
D

S①
 

（
周

産
期

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
）

産
科

6月
14

日
 

20
日

 
25

日
17

:3
0-

18
:3

0
産

科
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
18
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受
け

入
れ

状
況

ボ
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テ
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ア
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状

況
ボ
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ィ

ア
内
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活

動
頻

度
活

動
人
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活

動
場
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人

保
育

士
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に
活
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話
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ど
１

～
２

／
月
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／
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ボ
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ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

チ
ー

ム
・

ス
テ

ラ
7

階
入

院
中

の
化

学
療

法
・

放
射

線
療

法
中

の
子

ど
も

の
家

族
１

／
月

1
～

2
人

が
ん

相
談

支
援

室

N
PO

法
人

ク
リ

ニ
ク

ラ
ウ

ン
協

会
笑

い
や

ユ
ー

モ
ア

を
届

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
１

／
月

4
人

＋
α

病
棟

・
外

来
神

戸
市

民
文

化
振

興
財

団
コ

ン
サ

ー
ト

１
／

月
3

人
＋

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

外
来

神
戸

市
民

文
化

振
興

財
団

マ
ジ

ッ
ク

シ
ョ

ー
１

／
年

（
11

/2
8）

3
人

外
来

N
PO

法
人

ス
マ

イリ
ン

グ
ホ

ス
ピ

タ
ル

ジ
ャ

パ
ン

さ
と

ゆ
か

と
音

楽
と

一
緒

に
遊

び
ま

し
ょ

う
１

～
２

／
月

2
人

病
棟

N
PO

法
人

ス
マ

イリ
ン

グ
ホ

ス
ピ

タ
ル

ジ
ャ

パ
ン

マ
ジ

ッ
ク

シ
ョ

ー
１

／
年

（
11

/5
）

1
人

病
棟

CO
LO

RS
ス

ト
リ

ン
グ

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

１
／

年
（

8/
22

）
外

来
神

戸
西

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

ス
ポ

ー
ツ

選
手

訪
問

（
イ

ニ
エ

ス
タ

選
手

）
１

／
年

(1
1/

28
）

病
棟

神
戸

西
ロ

ー
タ

リ
ー

ク
ラ

ブ
啓

明
学

園
　

歌
・

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

１
／

年
（

3/
15

）
講

堂
株

式
会

社
シ

ー
ピ

ー
フ

ァ
イ

ン
入

院
中

の
子

ど
も

達
を

笑
顔

に
す

る
し

ま
じ

ろ
う

訪
問

１
／

年
（

10
/2

5）
4

人
病

棟
兵

庫
県

共
同

募
金

会
ジ

ャ
パ

ン
ラグ

ビ
ート

ッ
プ

リ
ー

グ
　

チ
ャリ

ティ
ー

活
動

ラ
グ

ビ
ー

選
手

訪
問

・
交

流
１

／
年

(1
1/

26
）

講
堂

ド
ナ

ル
ド

マ
ク

ド
ナ

ル
ド

ハ
ウ

ス
ク

リ
ス

マ
ス

会
１

／
年

(1
2/

19
）

5
人

病
棟

・
講

堂
ガ

リ
レ

オ
ク

ラ
ブ

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
万

華
鏡

づ
く

り
１

／
年

（
2/

15
）

2
人

病
棟

子
ど

も
文

化
振

興
協

会
絵

本
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

公
演

１
／

年
（

2/
12

）
3

人
外

来

子
ど

も
文

化
振

興
協

会
絵

本
の

お
は

な
し

会
３

／
年

（
2/

8・
2/

18
・

2/
19

）
3

人
病

棟








